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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──まさか、本気じゃないよな？」

　そう言って、藤ふじ島しまはぼんやりと視線を横に向けた。茂みの向こうに広がるだだっ広い空間、その地面の上のぼやけた白線を目にして、彼はふと唇くちびるを歪ゆがめる。学校の校庭。どこか懐なつかしいこの光景を、まさかこんな状況で再び見ることになるとは夢にも思っていなかった。藤島も子供の頃に遊んだ記き憶おくのある、鉄棒、砂場、滑り台にジャングルジム──そして、それらの向こうにそびえ立つ、古ぼけた校舎。夜の学校はただでさえ不ぶ気き味みなものだ。ましてそこに実体を持った化け物が潜ひそんでいるともなれば、なおさらに。

『本気だ』

　藤島の一瞬の思し考こうを断ち切るように、耳につけたイヤホンが短く簡かん潔けつな答えを吐いた。向こうにも聞こえるようにあからさまなため息を吐くと、藤島はその声に負けないくらい断だん定てい的に言い切った。

「絶対に無理だ」

『なぜ言い切れる。まだこちらの被害は二人に過ぎない』

「今はまだ、だろ？　相手は『主人』だ。俺たちが今まで狩かってきた『亡もう者じや』とは次元が違いすぎる。お前にだってそんなことくらいわかっているだろうが、玄げん翁のう」

　玄翁はなにも答えない。藤島は小さく舌した打うちをすると、背後で聞き耳を立てている班員たちから声を隠かくすようにして身体からだを丸め、潜めた声でさらに続けた。

「状況が変わった。今の俺たちの装備では、現在の状況には適応できない──いや、どんな装備だって、この状況に通用するものか。撤てつ退たいすべきだ、玄げん翁のう。今ならまだ犠ぎ牲せいは二人、それも灰になったわけじゃない。時間をかければ元に戻せるんだ。今なら、まだイーブンに持ち越せる」

『奴やつを捕ほ獲かくする。その目的は曲げない』

「失敗するとわかりきっている目的をか。悪いが俺は、そんな無む謀ぼうな作戦に付き合う気にはなれない」

『……抜ける気か』

　今度は藤ふじ島しまが黙る番だった。玄翁は決して冗じよう談だんを言わない男だ。ただ端たん的てきに事実のみを口にし、必要最さい小しよう限げんの行動でなすべきことを行う。そのことを知っているだけに、藤島の耳には今の玄翁の言葉が言い知れぬ迫力を帯びて聞こえた。

　息を抜く。ぼんやりと視線を上に向けながら、藤島はあえて気楽な口く調ちようで、

「だったらどうする。俺を『処分』するか」

　背後に身を潜ひそめている班員たちが、ぎくりと身を強こわ張ばらせた。ちらりと彼らのことを振り返り、目め顔がおで微笑ほほえんで軽く右手を上げる。と、再び耳元に玄翁の声、

『しない。抜けたいのなら、勝手にするといい』

　ほう、と思わず息が漏れた。意外といえば意外だったが、それでもさしたる違い和わ感かんを覚えることがなかったのは、やはり玄翁が『組織』の中で特別な存在だったからだろう。真さな田だを中心とする従じゆう者しやたちの『組織』──だがその中にあって、この玄翁という吸血鬼は半なかば独立しているような異い質しつな雰ふん囲い気きを持ち合わせていた。彼が真田とどういう関係にあるのか、知るものは誰ひとりいない。それは藤島とて同じだったが、それでも玄翁が真田と対等に近い立場にあるということは、薄うす々うすながらも勘かん付づいていた。そうでなければ、今のように『組織』の法に逆さからうような言動を取れるはずがない。

『──実際のところを言えば、お前には抜けてほしくない。実じつ質しつ上、この『部隊』の副指し揮き官のようなものだからな。しかし抜けると言っている奴やつを無理に留まらせることはできないし、留めておいたところで意味はない。本当にそうしたいというのなら、藤島、好きにするがいい』

　相変わらず抑よく揚ように欠ける玄翁の声に、藤島はちっと舌を打ち、

「わかったよ、俺の負けだ。言ってみただけだよ。今この状況で抜けられるわけがないだろうが。ったく、いちいち俺の軽口に真ま面じ目めに反応するんじゃねえよ堅かたっ苦くるしい。お前は機械かっつーの」

　そこまで言うと、藤島は声のトーンをがらりと変えて続けた。

「けどな、ついさっきお前が述べた突とつ撃げき作戦に反対なのは変わらないぞ。この俺から見ても穴が多すぎる。見通しの利かない建物内で、よりにもよって『感かん知ち』を持つ主人と戦えだと？　無む謀ぼうにもほどがある。目め隠かくしして虎とらと戦うようなもんだ」

『何度も言っただろう。向こうに『感かん知ち』があったとしても、こちらは複数人が徒と党とうを組んで索さく敵てきする。『感知』ほどではないにしろ、従じゆう者しやの五感は常じよう人じんをはるかに上回っている。前後に注意を払っていれば奇き襲しゆうを受けることはない』

「接近戦自じ体たいが無む謀ぼうだと言っているんだ。大体な、この作戦の立りつ案あん当初に接近戦の危険性を言い出したのはお前だろうが。だから狙そ撃げき主体の戦せん闘とうにしようとしたんだろ？　そのお前がなんでまたここに来て接近戦を提案するんだよ。筋が合わねえじゃねえか」

『状況が変われば作戦も変わる。無理は承しよう知ちの上だ。こうなった以上、実戦班を投入するほかあるまい。建物内で遠えん距きよ離り戦を行うわけにもいかん』

「……堂どう々どう巡めぐりだな。無理を承知する前に、引き際をわきまえるべきだとは思わないのか？」

『それこそ矛む盾じゆんだ、藤ふじ島しま。そもそも我々は──こういう状況に陥おちいるのが前提で、ここまでやってきたのではなかったのか？』

　藤島は再び黙り込んだ。目を閉じ、拳こぶしを固く握り締めて、それを自分の眉み間けんに当てる。きつく食いしばった歯の隙すき間まから押し出すようにして、藤島は苦しげな声を漏らした。

「……どういう意味だ」

『この際だ、はっきり言おう。最初から俺は、犠ぎ牲せいなしで『主人』を捕らえられるとは思っていない。藤島、お前は言ったな。まだ被害は二人に過ぎず、全体で見ればまだ五分ぶに持ち越せると』

「…………」

『俺に言わせれば、それこそが僥ぎよう倖こうだった。『主人』と対たい峙じして、頭を砕かれたとはいえ、よくひとりも灰になることがなかったものだと感心したいぐらいだよ。だが──僥倖に感謝して隊を退ひかせるくらいならば、そもそも俺たちはこんなところにまで来ていない。違うか』

　不ふ意いに、藤島の心の中に噴ふき上がるようにして怒りが湧わいてきた。だが、その怒りを向かわせるべき矛ほこ先さきがどこなのか、藤島本人にも判別はつかなかった。少なくとも──と、藤島の中にかろうじて残った冷静な部分が声をあげる。少なくともこの怒りを玄げん翁のうに叩たたきつけるのはお門かど違ちがいだ。玄翁はまったくもって正しいことを話している。確かにそのとおり。犠牲を恐れるくらいならば、そもそも自分たちは『組織』になど参さん入にゆうしていない。いくら犠牲を払ってでも遂げたいと思う目標があればこそ、自分たちはこんなところにまで至ってしまったのだ。

　だが、それでも胸中に出現した怒りを収めることはできなかった。理り屈くつで感情が静まるようであれば誰も苦労しない。返した藤島の言葉に刺とげが混じっていたとしても、それは致いたし方かたのないことだった。

「接近戦の無理は承しよう知ち、『主人』による犠牲は覚かく悟ごの上、ってか。気楽なもんだな、命令するだけの立場ってのは」

　玄翁はしばらく黙り込んだ。その長い沈ちん黙もくに、藤島は短く舌した打うちをする。握り締めていた拳を開き、その手でぽりぽりと頭を搔かきながら、気まずそうに、

「──わりい、変なこと言っちまった。別にお前を責める気はなかったんだ。許してくれ」

『いや、構わない。それよりも、藤ふじ島しま。了りよう解かいしてくれるのか』

　藤島は、深々と息を吐く。それと同時に、胸の中に燃え上がっていた怒りがしおしおと萎しぼんでいくのを感じた。忌いま々いましいことではある。しかし、だからと言って他に方法があるのかと言えば──確かに、突入しての接近戦以い外がいは考えつかなかった。たとえそれが徒と労ろうに終わるかもしれないとしても。たとえそれが、多大な犠ぎ牲せいを払わなくてはならないとしても。他に方法は、ないのだ。

　諦てい念ねんの混じった表情を曇らせながら、藤島はぼそぼそと、つぶやくように言う。

「こんな言葉は使いたくないんだけどな。仕方ねえだろ、こうなっちまったら。お前の命令に従うよ。──ちっ、玄げん翁のう、お前って結けつ構こう口が巧うまいのな。よりにもよってお前に言い負かされるなんざ、想像もしてなかったよ」

　そう言った瞬間、小さな音が無線の向こうから響ひびいてきた。あまりにかすかなその音は、しかし藤島の耳には確かに、玄翁が笑った声のように聞こえた。

『そうか。安心した。こちらからの連絡は以上だ。通信を──』

「いや待て待て玄翁、ちょっと待て」

『……なんだ』

「お前今いま笑わらったよな？　いや実際に見えたわけじゃないけどさ、でも笑っただろ？　笑ったよな？　絶対笑ったよな？　なんだおい、お前って笑えたんだな。てっきり中身は石とか鉄とかでできてると思ってたからさ、意外で意外で──」

『以上で通信を終了する』

「あっ、たっ、待てっ、待て玄翁！　これはホント！　ホントに待ってくれ！」

『…………』

「あー、その、なんだ。個人的なことで恐きよう縮しゆくなんだが、歩あゆみに伝えてほしいことがあるんだ。直接──言うのは、なんか照れくさいからさ。お前から言ってくれないか」

『……言ってみろ』

「『約束は守れ』って。伝言、よろしく頼む」

「伝えておこう。それではな」

　それきり、指し揮き班との通信は途と絶だえてしまった。面おも白しろ味みのない奴やつだ、と無線を見下ろしながら藤島は呆あきれたように眉まゆを広げる。後ろにいる班員たちを振り返り、耳からイヤホンを外そうとしたところで、ふと思いとどまって手を止めた。藤島の受け持つ実じつ戦せん班、そのうちのひとり──つい先ほどまでは『監かん視し要員』と呼ばれて重ちよう宝ほうされていた班員が、無線を外そうとした藤島を見てゆっくりとかぶりを振ったからだった。

「それは、班長が持っててくれ。俺にはもう、必要ない」

「……そうか。そうだな」

　狙そ撃げき主体の遠えん距きよ離り戦せん闘とうにおいては、この無線は監かん視し要員の腰に収まっているべきものだった。監視要員は敵を見張る『目』であり、狙撃要員は敵を倒す『腕』、そして指し揮き班がそれらを管理・統とう括かつする『脳』。この三つを繫つなぐには『神経』が必要で、その『神経』の役割をこなす無線は当然『目』である監視要員が持っていなくてはならなかった。

　しかし接近戦となれば話は違う。遭そう遇ぐう即そく戦闘である接近戦においては、『主人』との戦いの最さ中なかに少しでも長く生き延びることのできるものがそれを持つべきなのだ。接触と同時に連絡要員を倒されてしまっては、他の班に援えん軍ぐんを要よう請せいすることができない。それは即すなわち班の全ぜん滅めつを意味している。それを避けるためにも、連れん絡らく要員はもっとも戦闘能力に優れたものでなければならなかった。

　その点で言えば、藤ふじ島しまは連絡役としては適任と言える。彼の戦闘能力は『組織』内でも最高クラスとの呼び声が高く、あの玄げん翁のうでさえも一いち目もく置いている存在なのだから。──逆の言い方をすれば、こうも表現できる。自らの死を覚かく悟ごしたからこそ、目の前のこの監視要員はあえて無線を藤島に渡したのだ、と。

　無線を手にして、藤島はしばらく班員たちの顔を見渡していた。と、不ふ意いにその口元をにやりと歪ゆがめると、彼は神しん妙みように顔をうつむかせている監視要員の頭をすぱんと叩たたいた。

「どいつもこいつも、なあに不景気なツラしてんだよ。まさかお前ら、『決死の覚悟』なんて時代遅れなこと考えてんじゃねえだろうな。やめとけやめとけ、そんなもん割に合わねえぞ。人間に戻る前に灰になっちまったら元も子もねえだろうが」

　監視要員は目を白黒させながら藤島のことを見返し、藤島はそんな彼の表情に堪たえきれずに吹き出してしまった。こいつの名前はなんと言ったか──そう思い出そうとして、すぐにやめる。班内の要員という枠を越えた認にん識しきを持つのはやめたほうがいい。感情も感かん傷しようも、戦闘においては動きを鈍らせる足あし枷かせにしかなりえないからだ。他の人間にしてやれることなど、精せい々ぜいがその無事を祈ってやれることくらいのものだ。いざというときになれば、自分の身を守ることだけで精一いつ杯ぱいになるのだろうから。

　胸のうちに込み上げたその暗い考えをごまかすように、藤島はあえて明るく笑ってみせる。飲みに誘うときのような気軽さで、彼は親指で校舎の方向をくいと指差した。あまりにも場に似つかわしくないほどにあっけらかんとした声で、

「ま、そんなこんなでこれから突とつ入にゆう行動に移るわけだが、玄翁じゃあるまいし、俺には小こ難むずかしい指示など出せそうにない。よって俺が望むのはただひとつ──各員の無事を期する。なにがあっても生き延びろ。状況によっちゃ敵てき前ぜん逃亡も目ぇつぶってやる。いいな」

　返事の代わりに苦く笑しように近い笑い声が班員のあいだから湧わき上がってきた。監視要員も、その他の実じつ戦せん要員も、みな恐きよう怖ふに顔を引きつらせながら、それでも虚きよ勢せいを張るようにして口元を笑えみの形にしている。藤島は目を細めてそんな彼らの表情を見渡し、ただ一言、誰にともなくつぶやいた。

「さて──それじゃ、行きますか」




　　　　◆




　また十じゆう字じ路ろにぶち当たった。いったん立ち止まり、呼吸を整えながら視線を右に向け左に向け、最後に情なさけない表情でツキのことを見る。すでにお決まりになりはじめた文句を、レレナは再び口にした。

「……ツキさん」

「…………まあ、右、かな」

　ツキの受け答えもなんだかおざなりになっている。自分でも間の抜けた会話だと思うが致し方ない。レレナはすでに、亮りよう史じとの約束の場所である青あお池いけ城じよう駅えき駅前にたどり着くという当初の目的を放ほう棄きしてしまっていた。戦力が亮史に集中するはずという推すい測そくは物の見事に外れ、蓋ふたを開けてみれば『組織』側の最大戦力である上じよう弦げんが血ちな眼まこになってレレナのことを追いかけてくるのである。もはやレレナにとってはどちらの方向になにがあるのかなど、さしたる問題ではなくなっていたのだった。

「なに、大丈夫だ。一度撒まいてしまえばもう追いつかれることはないだろう」

　と楽天的に言うのは、レレナの肩に鎮ちん座ざしているツキだった。

「いくら『主人』には『感かん知ち』が備わっているといっても、逃げた方向すらわからないようではなんの意味も持たない。見けん当とう違ちがいの方向を探しているあいだに俺たちとあの『主人』の距離はどんどん離れていく。そのうちに日が昇ってしまえば、あとはもうどうにでもなる。向こうとは違って、お前は太陽の下でも活動できる半はん吸血鬼なんだからな」

「……あの、ひとつ、いいですか？」

　走りつづけているために切れ切れになってしまったレレナの言葉に、ツキはついと視線を向けて答えた。

「なんだ」

「もし、その──『主人』さんが、たまたま私たちの逃げた方向に追いかけてきたら？　偶然でもなんでも、見当違いじゃない方向をぴったり嗅かぎ当てられたら、どうなるんですか？」

　ツキは哀あわれむような顔でレレナのことを見つめ、

「……知りたいか？　本当に？」

　レレナはさっと目を伏せて、ぼそぼそと答えた。

「いえ、その、なんとなくわかりました。ていうか、実は半はん分ぶん気づいてました。ごめんなさい」

「わかってるんならもっとスピード上げろ。いいか、この勝負はな、どれだけ距離を稼かせげるかにかかってるんだ。こんなマラソンみたいな速度じゃそのうち本当に嗅ぎつけられるぞ」

　答えるだけの気力もレレナには残されていない。そんな小こ言ごとは言われなくてもわかっていた。また先ほどのようにトラックに便びん乗じようできればいいのだが、少なくとも体力が尽き果てるまではあの方法は使わないほうがいい、そうツキが指示してくれたおかげで楽することもできなくなってしまったのだ。向こうもあの方法を認にん識しきしている以上、仮に追つい撃げきしてくるならば大通り沿いに追ってくる確かく率りつが高い。ゆえにその裏をかいて家々が込み入っているほうへと逃げつづけるのが一番の得とく策さくである──とまあ、その理り屈くつはわかるのだが、どこか釈しやく然ぜんとしないのは『トラックに乗るな』と言っているツキ自身がレレナの肩に乗っているからだろうか。自分を守ってくれているとはいえ、青あお息いき吐と息いきのレレナにはツキの涼しい顔がどうしても恨うらめしく見えてしまうのだった。

　と、そのツキが、涼しい顔をふと背後に向けた。半なかば独り言のように、

「だがまあ、安心していいだろうな。あれからだいぶ時間も経たった。それでもまだ俺のヒゲに感かん知ち反応がないということは、相手はこちらのことを完全に見失ったと考えていい」

　余よ裕ゆうに満ちたツキの言葉に、レレナは疲れが滲にじみ出た顔をわずかにほころばせた。思えばあのとき、トラックの上にあの『主人』が乗り上がってきたときは、今度こそもうだめだと覚かく悟ごしたものだった。それがどう転んでしまったものか、どうにかこうにかレレナは逃げ延びることができたのだ。それはもちろん、ツキや舞まいの尽じん力りよくがあってのことだろうが、しかし──

　走りながら、レレナは自分のお腹なかに手を当てて、すりすりとそこをさすった。不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。

『主人』に首を絞しめられたあのとき。普ふ段だんのレレナならば、その時点でもう諦あきらめてしまっていたはずだった。そもそも暴力にまったく無む縁えんの生活を送ってきたレレナが、あんな化け物に対抗できるわけがない。それなのに、いざ危険が身に迫ったあの瞬間、突然お腹が熱くなってきたのだ。ずしんと重くなるような衝しよう撃げきが走ったかと思うと、次の瞬間には燃え上がるような熱がレレナの胃の腑ふの中で暴れまわりはじめていた。まるでその熱が原動力になったかのように、レレナの手足に信じられないほどの力が漲みなぎり、そしてレレナの心にはそれまでの恐きよう怖ふとは正反対の勇気が湧わいてきた。いや、それは勇気とか決意とか、そんな明るい色合いの感情ではなかったような気がする。もっと暗く、どろどろとした、ほとんど憎しみに近いくらいの激しい怒り。その怒りに突き動かされ、『主人』に首を摑つかまれたあの瞬間、レレナは反射的に心の中で毒づいていた。

　──触るな、化け物。

　自分でも驚いた。自分のものであるはずのその思し考こうは、まるで別べつ人じんの声のように頭の中に響ひびいた。だからこそ、レレナは『主人』の手から逃れることができたあの瞬間のことを思い出すたびに、安あん堵どではなく恐怖を覚えてしまう。自分の心の一部に他人の心が乗り移ったような、得え体たいの知れない薄うす気き味み悪さがあるからだ。

　あれが一体なんだったのか、レレナにわかるはずもない。ツキに尋たずねてみようと思っても、いまいち切り出す機会がなかった。いずれにしろ、今はそんなことを悠ゆう長ちように尋ねている余裕はどこにもないのだ。そういうことを聞くのは全部が終わってからでいい。『組織』の追つい跡せきを完全に撒まいて、月つき島しまさんや舞まいとも合流して、みんなで八はち見みヶが丘おかにたどり着いてから、ツキさんなり月島さんなりにゆっくりと聞いてみればいい──

「──レレナ。レレナ、聞こえたか？」

「えっ、はっ、はいっ!?」

　自分の名前を呼ばれて、レレナは顔を肩の上のツキへと向けた。ツキがなんの話をしていたのか、まったく聞いていなかった。思し考こうに没ぼつ頭とうするあまりツキの声をすべて聞き流してしまったのだろうか、きっとこれからの方ほう策さくを話していたのだろうに、悪いことをしてしまった──そう思い、レレナは申し訳なさそうにツキの顔を見つめた。

　そうではなかった。

　息を吞む。黒い毛皮を逆さか立だて、目をナイフのように細め、レレナの肩の上で姿勢を低くしながらツキは尖とがった両耳をぴんと立てていた。レレナにはすぐにそれが『警けい戒かい態たい勢せい』であることがわかった。息を詰めて見守るレレナの視線をものともせず、ツキは顔だけで背後の空間を振り向いた。流れていく後方の闇やみをじっとにらみつけながら、もう一度、

「ほら。まただ。聞こえなかったか？」

　懸けん命めいに足を動かしながら前を向き、どくどくと高鳴る心臓の音に邪じや魔まされながら耳をそばだてる。希望に縋すがりつく。違う。違うと思いたい。だってツキさんは言っていたではないか、安心していいと、大丈夫だと、これだけ時間が経過したにも関わらず追ってこないということは、つまり向こうがこちらを完全に見失ったということだと、

　聞こえた。

「──────」

　レレナの顔が見る間に青ざめていく。劇的な顔色の変化を見み据すえて、それでもツキは平静な声で彼女のことをなだめにかかった。

「待て。落ち着け。まだそうと決まったわけじゃない。野の良ら犬いぬが遠とお吠ぼえしているだけなのかもしれないだろう」

　その言葉に、しかしレレナはいやいやをするように首を振った。恐怖に浮かんだ涙がその反動でぱらぱらと宙に舞い、後方の闇に流れて消えていった。震える唇くちびるを懸けん命めいに動かして、レレナは小さな声で、

「──違います、絶対に違います！　野良犬なんかじゃありません！　ツキさんにだって聞き覚えがあるでしょう!?　あれは、狼おおかみの遠吠えです!!」

「…………」

　沈ちん黙もくし、ツキは再び後方に顔を向ける。今度はその目を完全に閉じてしまった。そんなツキの態度を見て、レレナはぐしゃぐしゃに顔を歪ゆがめる。ついにツキさんも諦あきらめてしまったのだろうか、もう一巻の終わりなのだろうか──そう思いかけたレレナの思し考こうを遮さえぎるように、ツキは強い口く調ちようで言った。

「いや、やはり違う。野の良ら犬いぬではないにしろ、この声はあの『主人』のものではありえない」

　きっぱりと言いきったその言葉に、レレナは虚きよを突かれたように眉まゆを広げた。閉じていた目を開き、再びレレナを見つめながら、説明するようにツキは言う。

「声の発信源げんは約百メートル先、俺の『感かん知ち』能力の射しや程てい外から響ひびいてくる。『主人』が持つ『感知』能力ならばぎりぎりで射程圏けん内ないだが──しかし、あの『主人』がこんな距きよ離りから遠とお吠ぼえをして得することなどなにひとつない。仮にこちらの動どう揺ようを狙ねらった威い嚇かく行動だとしても、俺の射程に入ってからで充分に間に合うはずだからな。その前に遠吠えを響ひびき渡らせるなど、まるで気づいてくださいと言っているようなもの──」

　そこまで言いかけて、不ふ意いに言葉が途と切ぎれた。もう一度後ろを振り向いたツキの横よこ顔がお、そこに浮かんだ剣けん吞のんな色を、レレナは息を詰めて見つめる。後方の闇やみに視線を送りながら、ツキは吐き捨てるように言った。

「くそ、そうか、あの使つかい魔まか。わかったぞレレナ、『発信機』だ」

「は、──はっしんき？」

「『主人』の隣にメスの姿を取った使い魔がいただろう。あいつが狼おおかみに『変へん化げ』して、俺たちのことを追っかけてきてるんだ。足音か匂においか、どんな方法でこちらの位置を特定しているのかはわからないが──いや、特定する必要はないか。大体の方向で充分だ。俺たちとつかず離れずの距離を保ちながら、ああやって遠とお吠ぼえすることで、あいつは『気づいてください』と言っているんだよ。自分の主人に向かってな」
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　レレナの顔色は、青を通り越して白くなりはじめていた。難しいことはよくわからないが、自分たちのいる方角が向こうに知られてしまったということだけはいやになるほどよくわかった。

「どっ、どうすれば、どうすればいいんですか!?　このままじゃ──」

「遅かれ早かれ追いつかれてしまうだろう。まだ日が昇るにはかなりの間がある。『主人』がこの声を聞きつけてやってくるには充分な時間だ」

　押し黙り、ツキの顔をじっと見つめる。見つめるうちに、レレナの顔から怯おびえの色がだんだんと払ふつ拭しよくされていった。いつの間にか、レレナの心の中にはツキに対する不ふ思し議ぎな信頼感が芽め生ばえていた。これまでに遭そう遇ぐうした様さま々ざまな窮きゆう地ち、そのいずれの瞬間にもツキは決して諦あきらめようとはしなかった。どんなに絶望的な状況にあっても的てき確かくな対たい抗こう手段を考え出し、顔色ひとつ変えることなくそれを実行してきたのだ。ツキさんなら今度もきっとなんとかしてくれる、そう言わんばかりの絶対的な信頼の光を、レレナの瞳ひとみは宿していた。

　その瞳の色に、ツキはふと目を細めた。まっすぐな視線から逃れるように顔を背そむけ、背後の空間を再び見み遣やる。そのままの姿勢で、ツキはぽつりと言った。

「今いま言ったとおり、奴やつは『発信機』の役割をしている。あいつがいる以上、こちらの位置は敵の『主人』に漏れているものと思ったほうがいい。それならば、対策はひとつだ」

　レレナに視線を戻し、有う無むを言わさぬ口く調ちようで、

「発信機を外す。お前を無事に逃がすためには、それしかない」

　その言葉の意味を、レレナは即そく座ざには理解できなかった。「なるほど」と当然のように頷うなずいてからしばしの沈ちん黙もくを経て、ようやくレレナの頭にその意味が染み渡ってきた。

　発信機を外す。つまり、追跡者を迎げい撃げきする。

　誰が？

　答えは決まりきっている。この状況下においてそれができるのは、ひとりしか──否いな、一匹しかいないではないか。レレナの顔から再び血の気が引いていく。自分ひとりだけが置いていかれる、そういう恐きよう怖ふ感かんからでは決してなかった。先ほど敵方の使つかい魔まが『変へん化げ』する姿を、レレナもまた目まの当たりにしていた。確かにツキは普通の猫ではない。しかし、いくら使い魔猫であるからといって、あんな猛もう獣じゆうと真っ向から戦って無事でいられるとは、レレナにはどうしても思えなかった。

　と、その心配を見て取ったのか、ツキは不ふ意いににやりと笑った。いつもどおりの馬鹿にするような口調で、平然と言ってのける。

「なに、そんなに怯えるほどのことでもない。ちょっとした掃除だよ。それが終わったらすぐに追いついてやる。だからそれまでに、精せい々ぜい距離を稼かせいでおくんだぞ。いいな」

　なにも言うことができなかった。

　レレナは目を伏せて、きつく唇くちびるを嚙かみ締めた。初めて、心の底から、自分の肩の上に乗っている黒猫のことを凄すごいと思えた。絶対に諦あきらめなかった。決して絶望しなかった。めそめそと泣き暮れて足を止めようとする自分のことを、なだめ、励はげまし、元気づけてくれた。そして今、彼は自分を逃がすために、死ぬかもしれない戦いに赴おもむこうとしている。普段どおりの笑えみを浮かべながら。普段どおりの平へい然ぜんとした態度で。どうしようもない自分のことを、助けるために。

　目を伏せる。流れていく地面をじっと見つめながら、レレナは絞しぼり出すように言った。

「──ごめんなさい、ツキさん、ごめんなさい──どうか、どうかご無事で──」

　それを聞いてツキは、「やってられん」とでも言うように首を振ってみせた。

「あのなレレナ、なにか勘かん違ちがいしているようだからはっきりさせておくが、俺がお前を助けるのは別にお前のためじゃないんだぞ。あくまでも主人の命令だから、お前なんぞのお守りをしてやってるんだ。でなきゃこの俺がこんな面めん倒どうくさいことにかかずらうわけがないだろうが」

　ふん、と挑ちよう発はつ的に鼻を鳴らし、

「だからお前に礼を言われる筋すじ合あいなどない。無事でいろだと？　当たり前だ。言われずとも生きて帰ってくるさ。あんまり調子に乗るなよ、馬鹿者が」

　照てれ隠かくしの憎まれ口、その言葉はレレナの耳にそう響ひびいた。レレナは泣き笑いの表情を歪ゆがめながら、何度も何度も、懸けん命めいに頷うなずいた。ツキはもう一度、呆あきれたように首を振ってから、レレナの肩を蹴けって後方の虚こ空くうへと飛んでいった。

　思わずレレナは足を止める。しなやかに疾しつ走そうしながら信じられないほどの速度で遠ざかっていくツキの背中めがけて、あらん限りの声を振り絞った。

「ツキさん！　絶対、絶対帰ってきてくださいよ！　約束ですよ!!」

　美しく長い尻尾しつぽが、レレナの言葉に応じてさっと動いた──ように見えた。ツキの小さな身体からだは突き当たりの塀へいを軽々と飛び越して、あっという間に見えなくなってしまった。泣くのを我が慢まんしているような表情でツキの背中が消えるのを見送ってから、レレナは再び前を向いて走りはじめた。

　ツキのいなくなった肩は、やけに軽く、寒々しく感じられた。




　　　　◆




　ツルが目にしたら思わず泣き叫んでしまうかもしれない。玄げん翁のうでさえ目を覆おおうだろう。それくらい道路脇わきの生いけ垣がきに尻を突っ込んだまま微び動どうだにできないでいる上じよう弦げんの姿は、滑こつ稽けいで、無ぶ様ざまだった。

　不ふ届とどきなことに、上弦を跳ねた車は止まりもせずにそのままどこかへ走り去っていってしまった。普段の彼女なら即そく座ざに跳ね起きて地の果てまでも追いかけ回し、運転手にしかるべき制せい裁さいを加えてやるところだったが、走るどころか起き上がることすらままならない。下半身は完全に麻ま痺ひ、上半身はかろうじて動かせるものの、左手は不ぶ気き味みな痺しびれが走るばかりで石ころひとつ握れそうになかった。脊せき椎ついの損そん傷しようによる半身不ふ随ずい──最終的に上弦はそう結論付けて、うんざりしたように仰向けに喉のどを晒さらした。

　神経系の修しゆう復ふくには時間がかかる。神経の大だい動脈たる脊髄ずいならばなおさらだ。早くて三分、それまでに一体なにがどう転んでこんな結果に陥おちいってしまったのか、それを分ぶん析せきしようと上じよう弦げんは思い、すぐに憮ぶ然ぜんとした表情にその顔を歪ゆがめた。

　──決まっている。理由はただひとつ、私がマヌケだったからだ。

　最初から相手は三さん体たいだった。幽ゆう霊れいと、使つかい魔ま猫と、そして上弦の標ひよう的てきである従じゆう者しや・レレナ──そのことに、もう少し早く気づいてさえいれば。『主人』の『感かん知ち』は広範はん囲いを誇る代わりとして精度のほうは幾いく分ぶん落ちている。個々の距きよ離りがよほど離れているのならともかく、ひとかたまりとなって自分から逃げる『力』の内うち訳わけが、どれだけの個数でそれぞれどのような性質を持っているのか、その手の精せい密みつな探たん査さには向いていないのだ。しかし、だからと言ってそこから得られる情報をないがしろにしていいわけでは、決してなかったはずだ。

　それなのに、上弦はレレナの姿を視し認にんした瞬間、『感知』を切ってしまった。その理由は「不必要な『力』を使うべきではない」という妙みような吝りん嗇しよくが発はつ揮きされたためでもあるし、あるいは常に頭の中に流入してくる『感知』情報をシャットアウトして集中力を高めようとしたためでもある。だが、なにより大きな理由は、しょせん従者と侮あなどってしまった自分の油ゆ断だんにあったのだ。

　唯ゆい一いつ動かせる右手を、上弦はきつく握り締めた。この手に、一度は摑つかんだはずだったのに。あの小こ娘むすめの──汚けがらわしい雌めす猫の首根っこを引っつかみ、人の男に手を出したツケを存ぞん分ぶんに払わせてやるはずだったのに。その手を離してしまったのも油断なら、不ふ意いの反撃をまともに食らってしまったのも油断だった。どうせ相手は不ふ死じ身みの吸血鬼、摑んだ瞬間に首をへし折るくらいのことをしても、なんの問題もなかったのだ。

　次こそは、と上弦は思う。小こ細ざい工くに嵌はまってしまった自分に対する怒りは無む論ろんあったが、それは到とう底てい、小細工を弄ろうして自分のことを嵌めたレレナに対する怒りには及ばなかった。次こそは油断も容よう赦しやもしない。見つけ次第、有う無むを言わさずに──潰つぶしてやる。

　怒りに煮に詰つまってた思し考こうを解きほぐすために、上弦は長い息を吐いた。もうそろそろ動かせるようになっただろうか、そう思って少しだけ腰に力を入れる。

「つ、っと……」

　針を刺すような痛みが腰まわりに連続して巻き起こった。不快感に顔をしかめながら、それでも上弦はよろよろと身を起こす。ガードレールに這はい上がり、白く冷たい鉄の上に腰を落ち着ける。すでに動けるようになっているのだ、完全に回復するまでそれほど長い時間はかからないだろう。──とはいえ、『再生』が完了しても、差し当たってなにをすべきなのか判断がつかなかった。追いかけようにも方向がわからない。見けん当とう違ちがいの方向に闇やみ雲くもに駆かけ出して追いつけると思うほど上じよう弦げんは甘くはなかった。念のため『感かん知ち』を起動してみても、やはり反応する『力』はどこにも、

「────」

　目をぱちくりとさせ、ふっと視線を巡らせる。それまで気づかなかったのが不ふ思し議ぎなくらいだった。数メートルほど離れた空間に浮かび上がっているのは、パジャマ服を身に纏まとった見覚えのない少女。その愛らしい顔立ちには似に合あわないじっとりとした視線で、少女は上弦のことを延々とにらみつづけていた。

　首をかしげ、眉まゆをひそめ、不ふ審しんそうにその少女のことを見み遣やりながら、上弦はぽつりと、

「……なんだ、お前」

　少女はそれに対して、べーっと舌を出して答えた。瞬間、上弦の脳のう裏りに車に跳ね飛ばされたときの忌いま々いましい記き憶おくがフラッシュバックのように蘇よみがえってきた。途と端たんにその顔が不ふ愉ゆ快かいの一色に染まり、「ふん」と聞こえよがしに鼻を鳴らしてそっぽを向く。と、そらした視し界かいの外から、こちらも不ふ機き嫌げん極まりない声が響ひびいてきた。

　──あんたなんかに、絶対にレレナを渡すもんですか。さっさと諦あきらめなさいよ

　かちんと来た。上弦は冷たい表情でそっぽを向いたまま、ことさらに声を張って吐き捨てるようにつぶやいた。

「あの小こ娘むすめだけでは飽き足らず、こんな幽ゆう霊れいまで飼っているとはな。確かに。しばらく会わないうちに、魎りよう月げつさまはずいぶんと変わられたらしい」

　少女の剝むき出しの敵意がびしばしと伝わってきて、上弦は心の内側だけでひっそりとほくそ笑えんだ。それでも表向きにはつんと澄ました表情を虚こ空くうに向け、呆あきれたような声音で言葉を続ける。

「悪あく趣しゆ味みというかなんというか──まったく、こんな子供を侍はべらせて悦えつに浸ひたるような方ではなかったはずなのに。いくら魎月さまでも、朱しゆに交われば赤くなってしまうということか。嘆なげかわしい。こちら側に引き戻すのに苦労しそうだな」

　──さっきからなにわけのわかんないこと言ってんのよ。大だい体たい魎月ってなに

　上弦は目の端はしだけでちらりと少女のことを見た。その瞳ひとみに映るのは勝ち誇るような自信の色、それを敏感に読み取って少女の顔色がますます曇っていく。大げさに頭を振り、ため息をついた上弦は、むしろ憐あわれむような口く調ちようで、

「呆れた奴やつだ、自分の主人の名も知らないのか？　魎月──お前らは、ツキシマリョウジとか呼んでいるそうだが、それこそがあの方の本当の名だ。もっとも、お前らなどが気安く口にしていい名前ではないのだがな」

　少女の表情に驚きと不安が同時に走った。上うわ目め遣づかいにじっと上弦のことをにらみつけながら、一ひと言こと一言確かめるように少女は言った。

　──なに、あなた、月つき島しまさんの、知り合いなの？

「知り合い？　馬鹿げたことを。私はあの方の一部だ。あの方が、私の一部でもある」

　──……なんだかよくわかんないんだけど、要するに──月島さんの、昔の恋人？

　恋人。あまりに平凡なその響ひびきに、上じよう弦げんは思わず笑いを漏らしてしまった。敵と見るに値しない、その確信を得た安あん堵どからか、少女を見る目め線せんに嫌いや味みなまでの余よ裕ゆうが満ちる。長く艶つやめいた黒くろ髪かみを無む造ぞう作さにかき上げながら、上弦はぽつりと、

「愛人だ」

　あいじん、と小さな声で繰り返した瞬間、少女の頰ほおがぽっと赤らんだ。その言葉の意味をどう理解したのか、信じられないものを見るような目で上弦のことを見つめる。無む垢くなその反応がおかしくて、上弦は再び声を立てて笑った。その笑い声が気に入らなかったのか、少女はますます顔を赤くして、半なかば叫ぶような声で上弦に突っかかってきた。

　──そ、そんなの信じないんだから！　それに大体ね、あなたが月島さんと──そのっ、そういう仲だったとしても、今はもう関係ないんじゃない！　昔の女がなにしに来たのよ！　さっさと帰りなさいよ！

　上弦から見れば幼児に等しい子供の言ったことであり、こんな程度の低い言い争いに付き合うつもりも暇ひまもなかったはずなのに、気がつけば上弦の喉のどが勝手に「ぐっ」という音を漏らしていた。図ず星ぼしをえぐられた痛みを無視するためだけに、上弦はガードレールから降り立って真正面から少女のことをにらみつけた。

「あの方とは、事情があって離れていただけだ。今も昔も変わることはない。あの方は私のものだ。誰にも邪じや魔まはさせない」

　自分で喋しやべりつづけていくうちに、そうとも、という声が身の内から響いてきた。甘い感情だけでは片付けることのできない、淀よどむような暗い情熱が身体からだの芯しんに湧わき上がってくる。拠より所に突き放された者だけが持つことのできる、絶望と紙かみ一重ひとえの場所にある漆しつ黒こくの熱量。自らを拒こばんだ魎りよう月げつの選せん択たくを、大人おとなしく受け入れようなどとは思っていなかった。かつての蜜みつ月げつを取り戻す、そのためならば手段を選ばない──たとえそれが、他でもないあの方自身と戦うことになったとしても。

　細めた目で少女のことを見つめながら、上弦はもう一度繰くり返した。

「──私のものだ。私以外に、あの方に相応ふさわしいものなどいない」

　上弦のうちに潜ひそむ暗い感情に気づいたのか、少女はかすかに怯おびえたような表情を浮かべた。だがそれでも、少女は上弦に背を向けて逃げ出すことはしなかった。明らかに及び腰になっているにも関わらず、その目にだけは気き丈じような色が浮かんでいる──それを見て上弦は、自分のことを突き落としたときのレレナの表情を思い浮かべてしまった。気に食わない、ほとんど反射的に浮かび上がったその思し考こうを煽あおるように、少女はあくまで強気を装って言った。

　──いるもん

「……なに？」

　──あなたなんかよりもよっぽど、月つき島しまさんに相応ふさわしい人、絶対いるもん

　上じよう弦げんの瞳ひとみに、触れれば切れてしまいそうなほどに冷たい色が宿った。うつむき、必死になって言葉を紡つむぐ少女の様よう子すに、上弦の本能の部分が警けい鐘しようを鳴らしはじめる。そんな上弦の様子など気づきもせずに、少女は地面を見つめたままぼそぼそと続けた。

　──いくら昔の月島さんを知ってるからって、あんまり勝手なこと言わないでよ。月島さんは、あなたのものなんかじゃないんだから

「なら、誰のものだ」

　──いや、その、だ、誰のものとかそんなんじゃなくて、つまり月島さんは──

「お前のものか」

　少女の小さな肩がびくんと震えた。上弦は鼻先でせせら笑い、

「お前が、魎りよう月げつさまと？　それはそれは、今まで気がつかなくて失礼をした。大して良くはなさそうだと思っていたのだが、まさかそこまで頭が悪かったとは。一体どうしてそんな妄もう想そうを抱くようになったのか、よければ聞かせてもらえないか」

　──妄想なんかじゃないもん！　月島さんは私のことを大事にしてくれてるんだから！　一緒にいようって言ってくれたし、そばにいてもいいって言ってくれたんだから！　あんたなんかよりも、私のほうがよっぽど月島さんに合ってるのよ！

　上弦の表情がぴくりと動いた。頭の中に、あのときのあの方の声が蘇よみがえる。

　僕はお前とは行けない。大切な人がいるから。

　……こいつが？

　それまで溜ため込んでいたものを吐き出すかのように、上弦は長々と嘆たん息そくした。今さらといえば今さらなのだが、なぜ自分がこんなガキどもを相手に妬と心しんを巡らせなければならないのかとつくづく思う。あのレレナとか言う娘だってそうだ。容よう姿しも色いろ香かも経験も、自分とは比べるのも馬鹿らしいほどに未み成せい熟じゆくなただの子供ではないか。そのことを客観的に考えれば考えるほど情なさけなくなってきて、上弦はそっと顔をうつむかせて脱だつ力りよくしたように言った。

「いい加か減げんにしろ。噓うそをつくならもう少しマシな噓を──」

　──噓じゃないわよ、あなたが知らないだけでしょ！　あのね、あなたが昔むかし月島さんとどんな関係だったのかなんて知らないけどね、もうすでに月島さんとあたしはかたーい絆きずなで結ばれてるのよ！　今さらしゃしゃり出てこないで!!

　ぎり、と歯を嚙かみ鳴らして顔を上げる。あの方に拒こばまれた遠えん因いんがこんな小こ娘むすめにあったのかと思うと、それだけでやり場のない怒りが込み上げてきて、上弦はその怒りに突き動かされるままに叫んでいた。

「やかましいわこのクソガキが！　なぜお前のような乳ちち臭くさい小娘にそんなことを言われねばならんのだ！　お前こそしたり顔してでしゃばってくる前に、もう少しその身体からだにメリハリをつけてこい！」

　少女はかっと顔を赤くして、

　──あ、あたしの身体は関係ないでしょ!?　いきなりなにを──

「関係ない？　関係ないだ？　はっ、まさに子供の考えだな。男と女のあいだに、身体以外のどんな関係がある？　そんなこともわかっていないくせに、よくもまああれだけでかい口が叩たたけたものだな!!　──大体、メリハリ以前に触れることもできないじゃないか。そんな身体であの方が満足するとでも思っているのか？」

　──月つき島しまさんは違うの！　違うもん！　月島さんは、そんなこと気にしたりなんかしないもん！

「お前があの方の本ほん性しようを知らないだけだろうが。あの方のそういうところなど見たことはあるまい。一度などあの方は、私のことを休むことも許さずに三日三晩」

　──わああああああああああああああああああああああああああああああっ!!

　突然がなり立てた少女の顔色は、頭のてっぺんから湯ゆ気げが出てきそうなほどに真っ赤に染まっていた。いきなりの大声に呆あつ気けに取られた上じよう弦げんをぎっとにらみつけて、少女は速そく射しや砲ほうのごとくにまくし立てる。

　──バカっ、バカバカバカバカバカバカあっ!!

　浴びせかけられた罵ば倒とうに鼻はな白じろみながら、上弦は不ふ審しんの目でじっと少女のことを観察した。顔を上気させ肩で息する少女の姿、そこからある程度の確信を摑つかみ取った上弦は、不ふ意いにうんざりしたような顔になって彼女に背を向けた。

「……いきなりなにかと思えば、くだらん、そんなことか」

　吐き捨てるように、

「真ま面じ目めに相手をして損をした。想う相手に身体を開くことすら恐ろしいのなら、最初から偉そうな口を利くんじゃない。臆おく病びよう者ものめ」

　少女が息を吞のむ音が聞こえたが、もう上弦は振り返らなかった。確認するように、二度三度左手を握り締めてみる。まだ若じやつ干かんの違い和わ感かんがあるが、それは容易に無視できる範はん疇ちゆうのものだった。これで身しん体たい上の問題は解決した。あとは──と思いかけた瞬間、上弦は弾はじかれたように少女のことを振り返った。劇的な反応に少女はびくりと身体を震わせて、

　──な、なによ

「…………」

　上弦はなにも言わない。もはや目の前の少女に対しては、どういう種類の興味も抱いてはいなかった。ただ少女の浮かんでいる中ちゆう空くう、そのはるか後方から響ひびいてくる音を耳にして、上弦は裂けるような笑えみを浮かべた。

　いい子だ、ツル。

　くるり、と再び回れ右をする。相変わらず警けい戒かい態勢を取っている少女の目の前まで歩み寄り、その白い顔をずいと近づけた。

「やはりお前は魎りよう月げつさまには相応ふさわしくないよ」

　紅い唇くちびるを、嘲あざけりの形に歪ゆがませ、

「だって、お前は、弱すぎるもの」

　そう言い捨てて、上じよう弦げんは再び歩きはじめた。存在を無視するように少女の身体からだをすり抜け、振り向きもせずにすたすたと歩いていく。いくらもしないうちに塀へいに突き当たると、上弦は天を仰ぎ、もう一度『それ』の聞こえる方角を確かめた。先ほどから断続的に聞こえてくる狼おおかみの遠とお吠ぼえは、今や上弦の聴覚でも聞き取れないほどに小さくなっていた。だがそれでも、大まかな方向くらいならば摑つかみ取ることができる。

　沈み込むように身を低くして、そのまま一気に目の前の塀を飛び越した。家屋の屋根に飛び移り、そこから目に見える足場を次から次へと中継して、猿のような身のこなしで声の方向へと進んでいく。

　もはや上弦は、十数秒前まえに言葉を交わした少女のことなど完全に忘れ去っていた。道みち端ばたに生はえる雑草、足元を這はいずる虫けら。そんな矮わい小しような存在に注意を払う人間がいないのと同じように、触れることもできないほどに薄っぺらな幽ゆう霊れいの存在などを留とめ置いておく隙すき間まなど、上弦の頭の中には寸すん分ぶんたりとも存在してはいなかった。




　　　　◆




　傍ぼう若じやく無ぶ人じんにすり抜けられて、舞まいは怒りに顔を歪めて後ろを振り返った。が、そのときにはもう、少女の姿は影も形も残ってはいなかった。空中からするすると降りてくると、やり場のない怒りを少しでも軽くするために、触れもしない地面を蹴けりつける真ま似ねをする。そんな仕し草ぐさで胸のもやもやが晴れるわけもなく、舞は自分の身体を抱くようにして腕を組んだ。

　不安、なのだと思う。

　その姿からは想像もつかない化け物であるらしきあの少女は、魎月、と言っていた。自分の知らない亮りよう史じの名前。あの人は、あたしの知らない月つき島しまさんの過去を知っている──それだけでも胸がざわつくというのに、その上うえ彼女ははっきりと言い放ったのだ。魎月さまは私のものだ、と。

　──ふざけんじゃないわよ

　地面を見つめながら、強がってそうつぶやいてみても、込み上げる不安は一いつ向こうに収まらなかった。

　勝てるはずがないと、弱気の虫が耳元で囁ささやく。どんな贔屓ひいき目めを通して見ても、どんな特徴を取ってみても、比較するのが馬鹿らしくなるくらいにレベルが違うではないか。いつか感じたことのある劣れつ等とう感かんが、より強い形となって舞まいの心を刻みはじめる。肉体の有う無むだけではない。容姿、魅み力りよく、経験、思い出──なにもかもが違いすぎる。想う気持ちだけは誰にも負けない、などという歯の浮くような確信も、少女の眼めを見た瞬間にがらがらと崩くずれ去ってしまった。

　炎ほのおを内ない包ほうした氷のような瞳ひとみ。恋れん慕ぼというにはあまりに激しすぎる情熱と、目的のためならばどんな手段も厭いとわない冷れい徹てつさを兼ね備えたあの眼には、舞ですらも思わず怯ひるんでしまうような色が映し出されていた。激しやすい舞でも──いや、そんな舞だからこそ、わかるのだ。自分では生しよう涯がいをかけてもあんな眼をすることはできないだろうということが。

　でも。

　それでも、負けるわけにはいかない。

　あの人を失ってしまったら、あたしには、なにも残らないのだから。

　そう思うと、居ても立ってもいられなくなってきた。少女の消えていった方向を振り返り、ふわりと浮かび上がる。屋根よりも少し高いくらいの位置に停止して、目を凝こらして見渡してみる。だが、やはり少女の姿を見つけ出すことはできなかった。

　地平線まで広がる家屋の平原を見渡しながら、舞は深々と息を吐く。半なかばわかっていたことだが、これでもう自分がレレナのためにしてあげられることはなくなってしまった。この広い湯ゆヶが崎さきで、どこをどう走り回っているかも定かではない女の子と黒猫を、なんの能力も持たない自分が探し出すことなど不可能だ。少しくらいは足止めすることができたかな、ちゃんとレレナは逃げられたのかな──そんなことをぼんやり考えながら、舞は気の赴おもむく方向へ漂いはじめた。そんなことをしても行く先があるわけではない、そもそもどちらになにがあるのかもわかっていない。そんなことはどうでもいいことだった。

　それでも、舞は前に進まずにはいられなかった。

　なぜだか無む性しように、亮りよう史じの顔が見たくて仕方がなかったのだ。




　　　　◆




　どさり、と倒れ落ちた男に目もくれず、亮史は部屋の中を物色しはじめる。鼻歌を歌うほどに上じよう機き嫌げんなのは、新鮮な血液を取り入れたことで、『汚お染せん』──それとも『祝福』だろうか──された箇所をどうにか取り除くことができたからだ。痛みがないということはこんなにも素晴らしいことなのかと、酸さん欠けつから助かった直後に空気の大切さをしみじみ実感するように、亮史は死体である我が身に、この世に『発生』してから初めて感謝した。

「……ん？」

　良さそうなものを発見した。長さ一メートルあまりの、先端が鉤かぎ状になった鉄の棒だ。ひゅんひゅんと二度三度振ふってみて重さを確かめる。と、そこでふと気づき、後ろに転がっている男を振り返って、

「ね、これはなにに使うものなの？」

　返事は無む論ろんない。半なかばわかってはいたことだったが、しかしぴくりとも動かずに横たわるその男を見るうちに、なにやら数ヶ月前に感じたことのある不安が首をもたげてきた。恐る恐る近づいて、つま先でちょんちょんとつつく。男は低くうめいて身じろぎをし、それを見て亮りよう史じは安あん堵どしたように息を吐き出した。さすがは体育教師、体力だけは人一いち倍ばい有り余っているようだ。頂いた血液も栄えい養よう価か満点で、充分に『力』の補充には役立てることができた──もっとも、味は最悪だったが。

　全身に血液が、『力』が巡る。それを確かめるかのように、亮史は手にした棒を軽く握り締めた。冷えた鉄に接した手のひらが、燃え上がるように熱くなっているのがわかる。ともすれば焼け爛ただれてしまいそうなその焦しよう熱ねつを楽しむかのように、亮史は顔に笑えみを貼はりつけてさらに強く握り締めた。

『感かん知ち』で感じ取る限りでは、まだ従じゆう者じやたちがこの学校内に侵入してくる様よう子すはない。もしかしたら朝まで待機するつもりなのかもしれない。そちらのほうが好こう都つ合ごうだ、という冷静な判断とは別に、そのことを残念がっている自分が亮史の中に確かに存在していた。あれだけの獲え物ものは本当に久しぶりなのに。突入してくれればいいのに。そうすれば、遠えん慮りよなく殺し尽くしてやれるのに──そう、なんの気き兼がねもない化け物へと戻って、かつてのように無む尽じんに暴れまわることができる。このあいだのようにレレナがそばにいるというわけでもないのだから、存ぞん分ぶんにハメを外すことができるではないか。そもそもこれは生き延びるための戦いであるのだから、いくら吸血鬼としての力を振るったところで、「人間になる」という自らの決意に悖もとるところなどどこにもないのではないだろうか──

　首を振る。額ひたいに手を当てる。少し飲みすぎた、とその顔をしかめ、どくどくと高鳴る心臓を服の上からぎゅっと押さえつけた。体内を駆け巡る血液の焦熱が、脳にまで回ってしまったようだった。度数だけ無む闇やみに高い悪あく酒しゆのように、その炎えん熱ねつはじわじわと亮史の身体からだを焦こがしていく。少しでもその熱を逃がすために、亮史は大きく息を吸って、吐いた。大した効果もなかったが、それでも自分の目標を再さい確認するくらいの余よ裕ゆうはかろうじて作ることができた。

　基本的にこちらからは手を出さない。朝になっても近づいてこないようならそれもよし。もし相手が侵入してきた場合は──そのときは止やむを得ない、多少は引っかき回さなくては逃げ出すこともままならないのだから。そのあとで頃ころ合あいを見み計はからって逃げ出せばいい。こちらには『感かん知ち』があるのだから、それくらいは容易たやすいことだった。

　身体を巡る熱が「手ぬるい」と声をあげる。ここはひとつ今後に禍か根こんを残さないためにも、徹底的にひとり残らず狩かり尽くし殺し尽くすべきだ──その囁ささやきを、亮史は唇くちびるを嚙かんで押し殺した。我ながらまったく度どし難がたい限りだ、改めてそう思う。物理的な熱ねつ感かんを持って身体中を這はい回る破壊の欲求、月つき島しま亮史が『炎ほのお』と呼ぶその攻撃衝しよう動どうは、まるでそれを燃料としているかのように血液──特に生き血を飲んだ直後に顕けん著ちよな活動を示しはじめる。その引き換えとして、普段とは比べ物にならないほどの戦せん闘とう能力を得ることができるのだが、それは現在の彼にとっては忌いむべき力でもあった。

　亮りよう史じが求めているものは、炎ほのおの灼しやく熱ねつではなく、人ひと肌はだの温ぬくもりなのだから。

　と、不ふ意いに彼の視線があらぬ方向、宿直室の壁に向けられた。初夏を示すカレンダーをじっと凝ぎよう視ししながら、ぽつりと独り言をつぶやく。

「──ま、そうするだろうな、当然」

　その声は、かすかな期待を孕はらんで、宿直室の闇やみに響ひびいた。

　鉄の棒を手に、亮史は立ち上がる。どういう戦術を組み立てるにしろ、まずは距離を取らなくては話にならない。『感かん知ち』に感じる敵てき勢力の位置からでは正確なことは言えないが──そもそも『感知』は精せい密みつに相手を捕ほ捉そくするには向いていない能力なのだ──ひとまとまりに固まった部隊が少なくとも五つ以上、こちらに向かってきていることがわかる。多た勢ぜい相手に迂う闊かつな行動に出るほど愚おろかなことはない。まずは様よう子す見み、それから奇き襲しゆうをするなり逃げ出すなりの判断をつければいい。

　ドアを開け、廊下にこつこつと足音を響かせる。まずは上階、身を潜ひそめることのできる場所、校舎内に全員を引きずり込んでから、若干の揺さぶりをかけてみよう──ほとんど無意識のうちに『戦うこと』に思い巡らせるうちに、亮史のその口元に、理性などでは到とう底てい抑えきれない獰どう猛もうな笑えみが浮かびはじめていた。




　　　　◆




『ロシアンブルー』とは数ある猫の血統のひとつで、元はロシアの帝国貴き族ぞくが好んで愛あい玩がんしていたためにその名がつけられた。エメラルド色の瞳ひとみに青あお灰はい色いろの毛色、すらりとした体たい軀くには容易に他を寄せつけない雰ふん囲い気きを纏まとい、性質は冷静で、誇り高く、なによりも孤こ高こう。まさに猫の中の貴族とでも評すべき、抜きん出た気高さを第だい一いち義ぎとする品ひん種しゆなのである。

　というのがユキがモザイクから仕入れたロシアの情報なのだが、なるほど確かに『貴族』という言葉はロシアの風ふう貌ぼうにぴったりと当てはまる。そこまで高こう貴きの生まれであるならば人間たちのあいだでも引く手あまただろうに、なにが悲しくて野の良らなどをやっているのだろうか。ユキ自身ペットとしての生活に憧あこがれているわけではないが、寒さに凍こごえることもなく、ご飯に飢うえることもなく、常に安心してまどろむことのできる生活というのは、さぞや素晴らしいものだろうと思ってしまうのだった。

　そのロシアは今、ユキの知らない他の猫と何事かを話し合っている。どうやら湯ゆヶが崎さき各地に展開した猫の情報ネットワークを駆く使ししてツキの現在位置を特定しようとしているらしいのだが、ユキは先ほどから完全に蚊か帳やの外に置かれているのでよくはわからなかった。説明されてもどうせ理解できないので、ユキはふてくされるでもなく、ただぼんやりとロシアのブルーグレーの毛並みを見つめていた。

　度たび重かさなる野の良ら生活にも関わらず、毛並みに混じる青がしっかりと生きているあたり、やはりいいところの生まれなんだなあと思ってしまう。エメラルドの両目は常にどこか遠くを見ているようでもあり、身に纏まとう雰ふん囲い気きとその経歴があいまって、その姿はさながら世捨ての哲てつ人じんのようでもある。何度か話した感じでは、優しいひとなんだけどいまいちなにを考えているのかわからない、という印象を受けた。こういうカッコイイ系もいいんだけど、やっぱり私は気き品ひんよりも威い厳げんがあるほうが好きだな──などと分ぶん不ふ相そう応おうなことを考えていると、不ふ意いにロシアが緑色の視線をユキへと向けてきた。

「わかりましたよ、ユキ」

　ぴくりと耳の先を動かして、ユキは弾はじかれたように立ち上がる。大きく見開いた目に期待の色が宿るのは仕方がないことだった。ツキと共にこの町を離れる決意を固めているユキにとっては、今さら会ったところで別べつ段だん話すこともないのだが、好きな相手に会えるというただそれだけで高鳴るのが乙おと女め心というものだ。ユキは目をきらきらと輝かせながら、

「どこにいたんです？　どこに行けば会えるんですか？」

　ロシアはその端たん正せいな顔をぴくりとも動かさずに、

「いえ、どこに行こうとも会えそうにないということがわかったんです」

　ユキは耳をぺったりと伏せた。頭の中にあるロシアに関してのプロフィール、その備び考こう欄らんにでっかく『朴ぼく念ねん仁じん』と刻んでおく。乙女心を踏みにじっておいてそのことに気づきもしないあたり、どことなくツキに似ていると思う。

　ユキの頭の中での出来事など知る由よしもないロシアは、それまでと変わらない平静な態度で言葉を続けた。

「説明しにくいのですが、ツキ様はどうやらかなりの速度で湯ゆヶが崎さき中を移動しているようなんです。最後に確認した位置から判断すれば、もう湯ヶ崎にはいないと考えてもおかしくない。しかも──」

　と、ロシアは緑の目をうっすらと細め、

「人間の肩に乗っているらしいのです。厳げん密みつに表現すれば、ツキ様を乗せた人間がかなりの速度で走り回っている、と言うべきでしょうか」

「──人間？」

　ユキは伏せていた耳を、器き用ように片方だけぴんと伸ばした。

「ええ。それを裏付ける目もく撃げき情報がいくつか入ってきています。女の子だそうで。追つい跡せきを試みた者もいましたが、いずれも撒まかれてしまいました。ま、猫はもともと長時間の運動には向いていませんし、仕方がないのですけどね」

　ふう、と息を吐いて、ロシアはすっと立ち上がった。ユキに背を向けて、ゆっくりとした足取りで塀へいの上を歩いていく。慌あわててユキも、その青あお灰はい色いろの背中を追いかけはじめた。

「ちょ、ちょっとロシアさん、どこに行くんですか。ツキさんの居い場所は結局わからずじまいなんでしょう？」

「ええまあ。しかしここにいても仕方のないことですし──」

「いや、それはそうなんですけど」

「モザイクたちへ知らせるのは連絡役に任せてしまいましたし。ここはひとつ、だめ元で探しに行こうかと思いましてね」

　ちらりと振り返り、

「ユキさんも一緒に行きますか？　私もひとりよりはそちらのほうが心強い」

　しばらく考えてから、ユキは首を縦たてに振った。ロシアの言うことがもっともだと思ったからでもあるが、なによりも彼が自分のことを、『ユキ』ではなく『ユキさん』と読んでくれたからだった。頭の中の備び考こう欄らん、そこに記された『朴ぼく念ねん仁じん』のあとにもう一言、『でも紳しん士し』と付け加えておくことにする。

「──でも、なにがどうなってるんでしょうね。人間の肩に、だなんて」

　歩きはじめてしばらくしてから、ユキは前を行くロシアの背中にそう語りかけた。ロシアは前を向いたまま、でも意識だけは明らかにユキのほうへと向けて、

「私もそこが腑ふに落ちないのです。ツキ様は、確か飼い猫だったように記き憶おくしていますが」

「でも、その人はツキさんのご主人じゃないと思いますよ。ツキさんのご主人は冴さえない男の人だって、この前モザイクさんが言ってました」

「そうらしいですね。しかしそうなると、ツキ様を乗せている女の子というのは一体誰だれなのでしょう。ツキ様が肩にお乗りになるほど心を許した人物で、しかもかなりの速度で街中を走り回っている──いや、逃げているのか？　誰かに追われて、それでツキ様が──しかし、あの方はそんなことに関心を払うような性格では……」

　なにやら考えはじめた。ぶつぶつと独り言をつぶやきながら前を歩くロシアのことを、ユキはしばらく不ふ思し議ぎそうに眺ながめていたが、やがてくすっと吹き出してしまった。それを耳みみ聡ざとく聞きつけて、ロシアは身体からだごと振り返り、ユキと真正面に向かい合った。

「なにか？」

「あ、いえ、ごめんなさい。聞いたとおりだなって思って」

「……モザイクから、ですか」

　穏おだやかではあったが、それだけにあまり動くことのなかったロシアの表情が、そこで初めて緩ゆるんだ。目を細めて笑うロシアの綺き麗れいな顔立ちに、ユキの心臓がどきっと高鳴る。いけないいけない、私はツキさん一ひと筋すじなんだから──と己おのれを戒いましめるユキを傍はた目めに、ロシアはその場に立ち止まって、遠くを見るような目で夜空を見上げた。

「彼はいい猫です。私が胸を張って友人と呼べる相手は、彼をおいて他にはいません」

　その言葉には、言い知れぬ思いが隠かくされているような気がした。ユキは上うわ目め遣づかいにロシアの緑の目を見つめる。どこに焦しよう点てんを結んでいるのかさえさだかではない、不ふ可か思し議ぎな光を宿したロシアの瞳ひとみ。その目が不ふ意いにこちらに向けられて、再びユキの心臓を射い貫ぬいた。

「彼がツキ様と一緒にこの町を離れると聞いて、私は衝しよう撃げきを受けました。でもなぜか、止めようとは思わなかった。友人がいなくなるというのに、不思議ですね、心のどこかでは『やっぱり』と思っていたんですよ。彼は我々とは違う。彼がツキ様と対等に話し合えるのも、恐らくはそのせいなのでしょう」

　そう言って、ロシアは小さな笑いを漏らした。面白がるような目でユキのことをまじまじと見つめながら、

「そう言えば、あなたもツキ様と対等に話せる猫でしたね。今度もツキ様やモザイクと一緒にこの町を離れるのだとか」

「やっ、そんな、対等なんて──」

「残念なことです。あなたとも、もう少し早くにお会いしていれば、よき友人になれたかもしれないのに」

　優しげな光を灯ともすロシアの目、その美しいエメラルドが瞬間、かすかな憂うれいを含んだように見えた。なにも言えず、なにを言うべきかもわからずに立ち尽くすユキに向かって、ロシアは会え釈しやくをするようにして頭を下げる。

「私たちに成り代わり、ツキ様とモザイクを、どうかよろしくお願いします」

「…………」

　よろしくお願いされるのは自分のほうだとユキは思う。ツキさんもモザイクさんも自分のことを大人おとなとして見てくれない、などと常つね日ひ頃ごろから不満に思っている彼女ではあったが、まさか自分があの二人よりもしっかりしているとは思えなかった。なんとなく気まずくなって、ユキはぷいっと顔を背そむけてしまう。と、ロシアが頭を上げ、そんな彼女の横顔を見てかすかに笑った。ユキは照れながらロシアのほうに向き直り──

　次の瞬間、二匹は同時に、誰かに呼ばれでもしたかのように同じ方向に顔を向けていた。目を大きく見開き、ヒゲをいっぱいに広げたユキは、声の聞こえてきた彼方かなたを凝ぎよう視ししながら、ぽつりとロシアに尋たずねた。

「……聞こえました？　今の」

「ええ。犬いぬ族の遠とお吠ぼえのようでしたが」

　そう言ったロシアも、自分の言葉を信じてはいないようだった。だからこそわざわざ犬『族』と表現したのだろう。犬が己おのれの存在を誇示するためだけにあげる薄っぺらな遠吠えではない、それは獲え物ものに対する殺意に満ちあふれた、凶きよう暴ぼう極まりない獣けものの雄叫おたけびだった。

　じわり、と嫌いやな予感が身のうちに湧わき上がってくる。それをごまかすために、ユキはあえて冗じよう談だんめいた口く調ちようで言った。

「……まさか、狼おおかみ、とか？」

　なにをおかしなことを──とは、ロシアは言ってくれなかった。肯定とも否定ともつかない透明な表情で、声の聞こえてきた方角を見張るように凝ぎよう視ししている。ロシアの横顔に浮かぶ緊きん張ちようの色合いに、ユキは不安がむくむくと膨ふくれ上がっていくのを感じた。次第に重くなっていく空気に押し潰つぶされるようにして顔をうつむかせる。どうしてなにも言わないのだろう、と思う。常識的に考えればこんな町のど真ん中に狼おおかみなどいるはずがない、そのことをわかっていながら、どうしてロシアさんは黙りこくっているのだろう──そうは思うものの、ユキはその理由に半なかば思い当たっていた。下を向いたまましばらく考え込み、それからユキは、意を決したように顔を上げた。

　その顔が、びくりと引きつった。

「────、っ、な、どっ」

　開きかけた口から出てきたのは、意味をなさないぶつ切りの単語。さすがに不ふ審しんに思ったのか、ロシアは怪け訝げんそうにその顔を曇らせて──いつの間にか彼の背後に現れていた黒い影が、からかうように薄く笑った。

「失礼な奴やつだな、化け物にでも出くわしたような顔をして」

　ロシアは弾はじかれたように身体からだを翻ひるがえした。青あお灰はい色いろの背中がわずかに逆さか立だっている。気づかれずに猫の後ろを取ることなど、尋じん常じような生き物にできる芸げい当とうではない。全身に警けい戒かいを漲みなぎらせていたロシアは、いつの間にかそこに現れていた黒猫の姿を目まの当たりにして、大きく息を吐いた。

「……ツキ、様」

「仲良くお散歩しているところ悪いが、ロシア、ユキを連れて一いつ刻こくも早くこの付近から離れてくれ。お前らも聞いただろう、あの声を」

　そんな場合ではないとわかっていながら、それでもユキはむっと鼻はな白じろんでしまった。別に仲良くしてたわけじゃありません、雲隠がくれしちゃったツキさんを探していたんじゃないですか──ユキがそう抗こう議ぎするより先に、ロシアは静かな声で尋たずねていた。

「ツキ様、あの遠とお吠ぼえに心当たりが？」

「心当たりもなにも、あれは俺の客だ。もてなさなくてはならんからな、お前らには席を外していて欲しいんだよ」

　そう言ったツキの顔を見て、ユキは尻尾しつぽが丸まっていくような感覚を覚えた。そこに浮かんでいたのは、ユキが今まで一度も見たことのない種類の表情だった。決意とも殺意とも受け取れる、危ういほどに研とぎ澄まされた透明な表情──ユキがもう少し長く生きていれば、あるいはそんな表現が脳のう裏りに浮かんだかもしれない。だが、今の彼女が抱いたのはもっとずっと単純な『怖い顔』という印象だった。と、ロシアがその『怖い顔』を上うわ目め遣づかいに見上げながら、ぽつりと言った。

「──ずいぶんと、厄やつ介かいな客のようですね」

「そのようだ。が、だからと言って逃げ出すわけにもいかん。なにせ俺は、この町の顔かお役やくらしいからな」

　ぼやくようにそう言って、ツキはひらりと塀へいから飛び降りた。首を巡らせてロシアのことを見上げ、「頼むぞ」とだけ言い残して走っていった。呼び止める暇ひまもなかった。ユキのことなど見向きもしないで、夜の中の影のように黒いツキの姿は風のように走り去り、あっという間に見えなくなってしまった。ユキは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くし、そんな彼女に向かって、ロシアが憐あわれれむように声をかけた。

「そういうわけですから、ユキさん、行きましょう」

「いやっ、でも、ツキさんにお尋たずねすることがあるんじゃ──」

「平常時なら、ね。しかしツキ様のご様よう子すを見る限り、この件が片付かないことにはそんな悠ゆう長ちようなことをする猶ゆう予よはないようです。なにも今晩すぐにいなくなるわけではないのですから、とりあえず今日のところは……」

　そこまで言って、ロシアはぴたりと口をつぐんだ。その冷静な表情が、珍しく困こん惑わくの色に染まっている。なにもロシアを困らせる気はなかったのだが、顔が勝手に不ふ機き嫌げんになってしまう分にはどうしようもなかった。怒っているような泣き出す直前のような、触れることすらままならない爆発物みたいな表情で考えること数秒、おもむろにユキはその身体からだを眼下の路上に投げ出していた。すたりと着地すると同時に走り出し、振り向きもせずロシアに向かって大声を張り上げる。

「──ロシアさん、ひとりで行ってください！　私はツキさんに話すことがありますから！」

　ロシアがなにかを叫んだが、その内容までは聞き取れなかった。大おお方かた自分を制止する言葉だろう。が、そんなもので足を止められるくらいなら、そもそも走り出していないのである。

　自分でもなぜ追いかけようと思ったのか、よくはわからなかった。ただ、普ふ段だんあまり目にしたことのないツキの刃は物もののような表情、それを見たとき、ユキの中に得え体たいの知れない不安が込み上げてきたのだ。自分でもよくわからない漠ばくとした不安──それに突き動かされるようにして、気づいたときにはすでに走り出していた。

　すでにロシアの声も届いてこない。心の中で彼に謝あやまりながら、ユキはツキが辿たどったであろうと思おぼしき道みち行ゆきを、真白い矢のように駆け抜けていった。




　　　　◆




　限界は、案あん外がいあっけなくやってきた。

「……かっ、けほ、ごほっ」

　情なさけない限りではあるが呼吸が続かない。レレナは運動が得意なほうではあったが、それはあくまで『人間として』の範はん疇ちゆう内のものであって、全力疾しつ走そうに近い速度を維い持じしたまま何十分も走りつづけるなどという化け物じみた真ま似ねはどう転んでもできそうになかった。身体からだの半分が化け物であるレレナだって疲れるものは疲れる。大体『半分化け物』という物言いは『半分人間』という事実の裏返しなわけで、無理が祟たたれば普通の人間と同じように、頭がくらくらして足元がふらふらして膝ひざががくがく笑ってしまうのである。

　延々と走ってきた路ろ地じ裏うらの終着点、片かた側がわ二車線の大通りに到着した時点で、レレナの体力と気力のメーターは二つ揃そろって『Ｅ』の表示を指していた。恥も外がい聞ぶんもなくその場に膝をつき、ぜえぜえはあはあと荒れ狂う呼吸を必死になって整える。玉と浮かんだ汗が頰ほおをたらたらと伝っていき、地面についた手の甲こうにぽたりと滴したたり落ちる。疲れきった目でそれを見み届とどけたレレナは「ずるっ」と鼻を啜すすり上げ、ガードレールに手をかけて自分の身体を引っ張り上げるようにして立ち上がった。が、傍はた目めに見てもその状態は立っているのが精一いつ杯ぱいで、すぐに腰が砕けてその場にへなへなとしゃがみ込んでしまう。ガードレールに押しつけた腕に顔を埋めながら、レレナはもう一度、盛大に咳せき込こんだ。

　どうしよう、と思う。

　もう走れない。諦あきらめるとか諦めないとかの観念的な概がい念ねんを超ちよう越えつして、物理的に不可能だった。なにしろ立ち上がることすらできない。立ち上がれなければ走れない。実に簡かん潔けつで明めい瞭りような事実に、レレナは自分の心がじわじわと侵しん食しよくされていくのを感じる。少し休めば体力も回復すると思うのだが、しかし、今こうしているあいだにも自分の背後から真っ黒な狼おおかみが現れるかもしれない。悪あく夢むの中にいるような焦しよう燥そう感に、目の奥がじんと熱くなる。

　レレナは激しく頭を振った。だめだ、泣くんじゃない。泣いたら最後、すべての気力が涙と一緒に流れ出てしまう。自分を助けるために力を尽くしてくれた舞まいやツキの行為を、すべてふいにしてしまう。甘ったれるな、たかだかあれっぱかし走っただけで立てないわけがあるか──そう自分を叱しつ咤たして、レレナはもう一度、ガードレールに伸ばした腕に力を込めた。ゆっくりと、自分の身体を引き上げていく。

　生まれたての子馬のように足をがくがくと震わせながら、ようやくレレナは立ち上がることができた。が、うまくいったのもそこまでで、ガードレールに摑つかまっていなければすぐにでも倒れ込んでしまいそうだった。呼吸はだいぶ楽になってきたものの、身体の奥に染みついた疲れがレレナから力を奪いつづけている。どうしよう、ともう一度思いかけたレレナの耳に、大通りの向こうからなにかが迫ってくる音が聞こえてきた。

　一瞬ぎくりと身を強こわ張ばらせたが、レレナはすぐにそれが車のエンジン音であると判断した。と同時に、ある閃ひらめきが頭の中でまたたく。大通り沿いに逃げるのは発見される可能性が高いというツキの警けい告こくを忘れたわけではなかったが、いつまでもここでへばっているよりマシだ。レレナはガードレールに身を潜ひそめながら、じっとその音が近づいてくるのを待った。

　やがて、疾しつ走そうする車のヘッドライトが闇やみに慣れたレレナの目に飛び込んできた。だんだんと近づいてくるそのフォルムを見て、レレナはほっと胸を撫なで下ろした。よく言えばレトロ、悪く言えばオンボロの、剝むき出しの荷台を連れん結けつした大型のトラックだった。これならバレずに便びん乗じようできそうだ、などと母親が聞いたら泣いてしまいそうな台詞せりふを思い浮かべながら、レレナは広げた両手でガードレールをぎゅっと摑つかんだ。足に力が入らないのは相変わらずなので、両腕の力をそれに上乗せしてトラックの荷台に飛び乗ることにする。冷たい鉄を摑んだ両手にじわりと汗が滲にじみ出る。滑らないように強く強くガードレールの端はしを握り締めながら、レレナは鼻から上だけをこそりと覗のぞかせて、迫り来るトラックのフロント部、そこに貼はりつけられたナンバープレートをじっとにらみつづけた。慎しん重ちようにタイミングを計ってから、レレナはトラックが目の前を通り過ぎる一瞬を捉とらえて、両腕両足のバネを駆く使しして一気にガードレールを飛び越えた。

「──わ、うわっ！」

　目もく測そくを誤った、というか自分が持っている力の総量を見み誤あやまってしまった。死に物もの狂ぐるいで飛び上がったのはいいものの、半はん吸血鬼の持てる腕力はレレナのちっぽけな身体からだをいとも軽々と宙高くに飛ばし、あわやトラックを飛び越して反対側の車線に墜つい落らくしてしまいそうなほどの飛ひ距きよ離りを稼かせいでみせた。

　あまりといえばあまりの速度に、レレナはパニックを起こして全身をめちゃくちゃに動かした。結果的にはそれが幸いした。空中でじたばたと動く足がトラックの荷台の縁へりにぶつかり、レレナの身体はハードルに引っかかった陸上選手のような格かつ好こうでつんのめって停止した。ちょうど荷台から身を乗り出している形である。顔のすぐ近くに殺人的な音を発しながら回りつづける巨大な車輪、レレナが慌あわてて身を引いた瞬間、折おり悪あしくトラックが急なカーブに差しかかった。揺れる荷台の上でバランスを保てるほど平へい衡こう感覚に優れているわけでもなく、身を引いた勢いを殺しきれずに盛大に後ろに転倒し、思いっきり後頭部を打ち付けてしまった。じんじんと響ひびくその痛みに涙を浮かべながら、それでもレレナは、大きく安あん堵どの吐と息いきを漏らした。

　──助かった。

　と、まだ決まったわけではない。しかしこれで、体力を稼ぎながら距きよ離りを稼ぐこともできる。大の字に寝ね転ころがりながら、レレナはぽけっと気の抜けた表情で流れていく夜空を見上げていた。これから先どうなるかわからないが、とりあえずこのトラックに乗って、行けるところまで行ってみようと思う。タイムリミットは夜明け。それを過ぎれば逃げきることができるとツキは言っていた。そういえば今は何時なんだろう、そう思ってレレナはゆっくりと半身を起こし──

　ぎぎぎぎぎ、という音と共に、急激な減げん速そく感がレレナの身体を襲おそった。起こした上半身がひっくり返り、レレナは再び荷台の上に寝かしつけられた。

「……え？」

　ぱちぱちと目をまたたかせながら、レレナは流れずに留まっている夜空を見つめる。先ほどまでうるさいくらいに響いていたエンジン音が、完全に止まっている。信号？　──などと一いつ瞬しゆん考えてしまったレレナの脳みそは、よほどおめでたいに違いない。荷台の上に寝ね転ころがりながら、ぴくりとも動くことができないでいるレレナの頭上に、やがて訝いぶかしむような野の太ぶとい声が降りかかった。

「……なにしてんだ、お前」

　悪いことをして人に叱しかられる、という経験がほとんど皆かい無むに近いレレナにとって、その声は主しゆなるイェスの叱しつ責せきよりも恐ろしげなものとして響ひびいた。電でん撃げき的な速さで起き上がって荷台の上にぴしりと正座、腕を組んで自分のことを静かに見つめている壮そう年ねんのおじさんに、レレナはおでこが荷台にくっついてしまいそうなほどの丁てい重ちようなお辞じ儀ぎをした。

「ごっ、ごめんなさい！　あの、ちょっとした事情がありまして、それでその、申し訳ないとは思ったんですけど勝手に荷台に乗り込んじゃって、それで、あの──」

　そのおじさんは腕を組んだまま、わずかに首をかしげた。それだけの挙きよ動どうにレレナはみっともないくらいに慌あわてふためき、言い訳の言葉は最後まで続くことなく尻すぼみに消しよう滅めつしてしまった。おじさんは組んでいた腕を解き、親指でぐいとトラックの後方を指し示した。

「降りろ」

　レレナはぐっと息を飲み込み、

「──、そっ、…………いえ、わかり、ました。どうも、ご迷めい惑わく、おかけしました」
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　今にも消え入りそうな声で、レレナは切れ切れにそう言った。いくら込み入った事情があるとはいえ、非ひがあるのはタダ乗りをしてしまった自分のほうなのだ。これ以上ワガママを言ってこの人を困らせるわけにはいかない。レレナはのろのろと荷台から地面に降り立った。肩を落としながら力ない足取りで、とりあえず目についた路ろ地じ裏うらへと入り込もうとして、

「おい、どこ行く。乗らなくていいのか」

　呼び止められた。

「お前みたいなガキ荷台に乗せてんの見られたら、なに言われるのかわかったもんじゃねえからな。行き先が同じでいいんなら、助手席に乗せてやる」

　振り返ったレレナに、おじさんはどこか投げやりな口く調ちようでそう言った。レレナは呆あつ気けに取られてなにも言うことができず、おじさんはそんなレレナを見て顔をしかめた。助手席のドアをばかんと開け、

「どうすんだ。乗るのか乗らないのか、早く決めろ」

「……あ、そ、のっ、乗ります！　乗せてください！」

「それならさっさとしろ。余よ計けいな時間かけさせんな」

　その言葉に急せかされるようにして、レレナは小走りでトラックの助手席に走り寄り、その中に飛び込むようにして乗り込んだ。おじさんは助手席のドアを閉め、反対側に回り込んで自分も運転席へと腰を落ち着けた。エンジンキーを差し込むおじさんに、レレナはもう一度、ぺこりと頭を下げる。

「あの、ありがとう、ございます。なんとお礼を言っていいのやら──」

「ひとつだけ教えろ。ちょっとした事情、と言ったな？」

　キーを回した途と端たん、トラックの重々しいエンジン音が響ひびき渡り、薄っぺらな座席シートを通して細かな振動が伝わってきた。二度三度アクセルを吹かしてから、おじさんは鋭い目つきでレレナのことを見み据すえた。

「家出か？」

　レレナは目を丸くする。が、よくよく考えれば確かに、今の自分の状況にはその表現が一番しっくりくるだろう。ふるふると頭を振るレレナのことをしばらく観察してから、おじさんは「ふん」と鼻を鳴らし、視線を前方に戻した。

「いいだろう。それだけ確認したかったんだ。──と、そうだ、それとあとひとつ」

「はい、なんでしょう」

　助手席にちょこんと足を揃そろえて座り込みながら、レレナは真ま面じ目めくさった表情でおじさんの次の問いを待った。乗せてもらっている以上どんな質問にも進んで答えるつもりだったのだが、そんな彼女の意気込みをいなすように、おじさんの岩のような顔が少しだけ緩ゆるんだ。

「名前は」

「え？　……あ、ええと、レレナと言います。レレナ・パプリカ・ツォルドルフ。ローマの出身です」

「そうか。俺は岡おか田だだ。岡田要よう次じ郎ろう」

　ハンドルを握り、アクセルを踏み込み、レレナのことをちらりと見て、おじさん──太たい平へい建築現場主しゆ任にん岡田要次郎は、渋みのある笑えみを口元に浮かべた。

「よろしくな」




　　　　◆




　闇やみに沈んだ学校の廊下は他のどんな建物の内部よりも薄暗く、そしてなによりも気味が悪かった。あるはずもない寒さむ気けを感じたような気がして、藤ふじ島しまは襟えり元もとを寄り合わせる。彼自身を含めれば五人の班員をその背後に従えて、藤島は不気味な闇の中へと一歩足を踏み入れた。

　吸血鬼の能力のひとつ、『夜よ目め』の能力は、一応は従じゆう者しやにも継けい承しようされてはいる。だが、それを通して見る闇の姿は、光で照らし出した光景とはまったく別のものなのだ。普通の人間ならばとても見通しが利かないであろう漆しつ黒こくの闇を、『夜目』を通して見るたびに、藤島は人間だった頃とのギャップを感じる。墨すみを流したように真っ暗で、事実目めに映るのはどこまでも黒い陰いん影えいだけなのに、それなのになぜかその中にあるものが『見える』のだ。便利なのは確かだったが、藤島はどれだけ使ってもその感覚に慣れることはできなかった。

　と、藤島の目の前の闇で、なにかがもぞりと動いた。緊きん張ちように身を強こわ張ばらせながら藤島は左手を上げて背後の班員たちを制止、残る右手を懐ふところの中に伸ばす。対たい吸血鬼用ようの純じゆん銀ぎん製ナイフを取り出しながら、藤島は姿勢を低くして『夜目』を凝こらした。

　なにも、見当たらなかった。闇の中にあっていっそう色濃く見える闇は、『夜目』が認にん識しきした物体の影だ。存在感をそのまま形にしたようなその不確かな姿に、慣れきらない藤島はともすれば眩暈めまいを覚えてしまいそうになる。眉み間けんにしわを寄せて揺らぐ像を見み据すえながら、藤島は長く息を吐いた。

　──見み間ま違ちがいか。

　そう思い、左手を下げた瞬間、それを狙ねらい澄ましていたかのようにひとつの影が藤島の目の前にひょこりと躍おどり出た。足を踏み出しかけていた藤島は、目を見開いてその影を見つめた。

　形も大きさも子犬ほどのそれは、しかしそんなかわいらしい動物の面おも影かげなどどこにも残ってはいなかった。闇を依より代しろにしてこの世に実体化したかのように、その毛並みは真っ黒に渦うずを巻き、裂けるような赤い光が二つだけ、目と言うにはあまりに不ふ揃ぞろいな位置に灯ともっている。のっぺりと突き出た鼻先、その下からはねじくれた牙きばがところどころに突き出していて、その横からは鮮血を思わせる赤い舌がぴょこんとはみ出ていた。小さな狼おおかみをばらばらに分解したあとに目隠かくしをしたまま合成して、仕上げとばかりに真っ黒なペンキをぶちまけたかのようないびつな風ふう貌ぼう──その印象を肯こう定ていするかのように、それはよたよたと頼りなく前に歩き出した。

　ほとんど反射的に藤島は身構え、その反応を察さつ知ちして背後の班員たちのあいだにも緊張が走る。その反応を読み取ったかのような敏感さでそれは鼻先を天井に上げ、ぎいぎいと金属と金属を擦こすり合わせるような不快な声で鳴きはじめた。藤ふじ島しまは慌あわてずに懐ふところから無線機を取り出し、指し揮き班へ接続したのを確認してから、低い声で告げた。

「──藤島班より連絡。二階廊下にて接触」

　それだけ言って無線を切り、藤島は狼おおかみに向かって駆かけ出した。逆さか手てに持ったナイフを腰だめに構えて地を滑るように走り、まだ鳴きつづけている狼の頭を一気に刎はね飛ばす。あまりに呆あつ気けない手ごたえに思わず藤島は眉まゆ根ねを寄せ、

　その背後で班員たちの悲鳴が響ひびき渡った。

　弾はじかれたように振り返った瞬間、今し方屠ほふった狼とまったく同じ相そう貌ぼうをした怪物がこちらに向かって跳とびかかってきた。藤島は身をひねってそれをかわし、空を切り裂いた狼の顎あごに銀製のナイフを突き立ててそのまま身体からだを真っ二つに引き裂く。どさりと床に落ちたそいつの遺い骸がいには目もくれず、藤島は舌した打うちをして混乱する班員たちの中に割って入った。

「落ち着け！　冷静に対処すれば容易たやすい相手だ！」

　そんな言葉ごときで集団の混乱が収まるようであれば、古こ今こんの指導者はなんの苦労もしない。それでも仕方のない面もあった。数こそ十匹にも満たなかったが、あるいは互いに連れん携けいし合いあるいは縦じゆう横おうに跳はね回って、いいように班員たちを食い荒らしている。単体の奇き襲しゆうのみに警けい戒かいしていた彼らにとってみれば、全員が同時に襲おそわれることなど想像もしていなかったことだろう。藤島は班員のひとりの顔に齧かじりついている狼の背中にナイフを突き立てて、一気に尻尾しつぽまでを切り捌さばいた。声を張り上げる。

「こんな子犬に喉のどを破られようが顔を食いちぎられようが、俺たちにはなんのダメージもないだろうが！　目を覚ませ！」

　そう叫びながら藤島は、『組織』の弱点が露あらわになったな──と頭の中で冷静に分ぶん析せきしていた。いくら従じゆう者しやが超人的な身しん体たい能力を有しているとは言っても、その精神はしょせん人間のものに過ぎない。戦せん闘とう用の特殊な訓練を受けたというならいざ知らず、素人しろうとに集団で命のやり取りをさせようということ自体に無理があるのだ。早い話が、烏う合ごうの衆しゆう。統制されていなければ、いくら数があっても足あし手でまといにしかならないということか──藤島は素早くナイフを閃ひらめかせながら、小さく舌した打うちをした。

　だがそれでも、ひとりふたりと混乱から立ち直った者が、協力し連携しながら反撃を開始していた。見渡した限りでは誰も致命的なダメージを負ってはいないようだ。最初の混乱が収まってしまえば、あとは班員の各自が手に持つ純じゆん銀ぎん製のナイフがものを言う。こちらのダメージはすべて『再生』可能だが、銀による傷は決して再生しない、その事実が示す優位性には計り知れないものがあった。一匹、また一匹と、銀のナイフは確実に狼を仕し留とめていき、ついに総勢で五匹を割ってしまった狼たちが、焦あせったような声をあげながら廊下の奥に向かって逃げ出しはじめた。班員たちの視線に頷うなずいて、藤島は率そつ先せんしてそれを追つい跡せきする。

「追うぞ！　余よ裕ゆうのある奴やつはついてこい！」

　その声に応じて、数人の班員が藤ふじ島しまのあとに付き従った。決して殺さつ傷しよう能力が高いわけではないが、これ以上あの俊しゆん敏びんな小こお狼おかみに撹かく乱らんされるのは面白くなかった。まして主人と遭そう遇ぐうしたときに奴やつらに乱入されては目も当てられない。藤島は走りながら姿勢を低くし、音もなく逃げていく狼の背中に這はうような一いち撃げきを──

　嫌いやな予感、

　急ブレーキのようにして足を止めてしまったのはなぜなのか、藤島自身にもよくはわからない。立ち止まった藤島の目の前で狼たちは突き当たりを曲がって逃げていき、藤島を追い越した班員たちもそれを追って次々と角の向こうに姿を消した。時間が停止したような一瞬の後、薄暗い角の向こうから、班員たちの悲鳴と絶叫が響ひびき渡った。

「わっ、うわっ──うわああああああああああっ!!」

「たすけ──、たす、が、ぐがっ！」

　なにか固いものが砕け散るような音が連続して巻き起こる。我に返り、慌あわてて班員たちの後を追った藤島に、突然何なに者ものかが体当たりをぶちかましてきた。反射的にナイフを構えたが、その何者かは藤島の身体からだにぐったりともたれかかり、やがて完全に力を失ってずるずるとその足元に崩くずれ落ちてしまった。床に倒れ伏すそいつの頭ず蓋がい、後頭部のあたりがべっこりとへこんでいるのが『夜よ目め』に見えた。愕がく然ぜんとした面おも持もちで藤島は顔を上げ、そしてそこに、悠ゆう然ぜんと佇たたずむひとりの青年の姿を見た。

　右手に細長い鉄の棒、左手に鈍く光るナイフ。ぽたりぽたりと血が滴したたるそれらの凶きよう器きを手にして、そいつは幽ゆう鬼きのような瘦そう身しんをすらりとその場に立たせていた。こちらを見み据すえるその表情には、どんな種類の感情も浮かんではいない。ただぞっとするほど青白い顔を藤島のほうに向けながら、その主人は足元に転がる班員の身体を踏み越して、ゆっくりと近づいてきた。

「勘かんがいいな。あのままこっちに来ていれば、お前もこいつらと同じ目に遭あっていた」

　答えられない。一歩、身を引いた。ナイフを目の前に構えて、いつでも攻撃に対たい処しよできるようにする。ざわざわとさざめく心を無む理り矢や理り落ち着けるために、藤島は一度だけ、大きく息を吸って吐いた。それを聞きつけたのだろうか、主人の顔に初めて表情らしい表情が浮かんだ。

　嗜し虐ぎやくを剝むき出しに表した、背せ筋すじが凍るような微笑。その笑えみを顔に貼はりつけたまま、主人の身体が躍おどるように跳はねた。野生の獣けものを思わせる人間離れした動きで迫り、手にした鉄棒を藤島の顎あごめがけてすくい上げる。首をひねってその攻撃を間かん一いつ髪ぱつかわした藤島には、しかしナイフの一撃までを避けきる余よ裕ゆうは残されてはいなかった。右手の鉄棒を振り上げた反動を利用して、主人は藤島の脇わきをすり抜けざまに一回転し、逆さか手てに握ったナイフで藤島の横よこっ腹ぱらを浅く切り裂さいていった。反撃をしようなどとは頭の片かた隅すみにも思い浮かばなかった。激痛を嚙かみ殺し、藤島は身をよじりながら前方に飛びのいて主人との距きよ離りを取った。が、そのときにはもう、主人は一いち陣じんの風のように廊下の向こうへと走り去っていってしまった。

　追いかけようとして足がもつれ、藤ふじ島しまはその場に手をついた。ざらりとした感かん触しよく。ゆっくりと目の前に掲げた手のひらは血に塗まみれ、そしてなによりも、一面にびっしりと灰が付着していた。ふと気づいて視線を巡らしてみれば、先ほどまでそこここに倒れ伏していた班員たちの身体からだはどこにも見当たらない。その代わりに抜け殻がらのような戦せん闘とう服の上下が、灰の海の中にぽつりぽつりと点在していた。

　悪あく夢むを見ているような目でその光景を凝ぎよう視ししてから、藤島は耐えきれなくなったように顔を伏せた。灰の付着した両手を、ぎゅっと握り締める。爪が手のひらを破り、じわりと血が滲にじみ出た。そんなことには構いもせずに、藤島は固めた両手で思いっきり目の前の床を殴なぐりつけた。

「…………くそ、くそ、くそっ！」

　絶望的なまでの無力感が身体を支配する。主人が消えていった廊下の奥、追跡に加わらなかった班員たちが待機しているはずの闇やみからは、悲鳴すら聞こえてこなかった。そのことに、彼らの末まつ期ごを直視せずに済んだということに、頭のどこかが安あん堵どの吐と息いきを漏らしている。そんな自分のことが、殺したくなるほど憎にくかった。

　なにもできなかった。なにが信頼できる副長だ、と藤島は口元を自じ嘲ちようの形に歪ゆがめる。嵐あらしのような数十秒をやり過ごすのに精せい一いつ杯ぱいで、一いつ矢しはおろかまともに反撃することすらできなかったのだ。しょせんは俺も、烏う合ごうのひとりに過ぎないということか──ぎりぎりと歯を嚙かみ締めながら、藤島はもう一度、拳こぶしを灰だらけの床へと叩たたきつけた。




　　　　◆




「──ああ。そうか、そうだろうな。いや、上出来だ。これからもその調子で頼むぞ」

　吹きさらしのビルの屋上、人ひと目めにつかないその場所に佇たたずんで眼下の夜景を見下ろしながら、上じよう弦げんは受話器の向こうの玄げん翁のうにそう言った。

　どことなく声が弾はずんでいるのはいくつかの理由がある。まずひとつに、ツルから手渡されたこの『携帯電話』とやらを使いこなすことに成功したからだ。初めに渡されたときにはなにに使う道具なのかがさっぱりわからず、大おお真ま面じ目めな顔で振ったり叩いたりしてしまった。根気よく使い方を教えてくれたツルの表情が、笑うのを我が慢まんするかのように紅こう潮ちようしていたのは絶対に見み間ま違ちがいではない。帰ったらそのことについて吊つるし上げてやらなくては、と思う。

「こちらはそちらほどには順調ではない。あの小こ娘むすめ、意外としぶとくてな、私としたことが見失ってしまった。いや、完全に見失ったわけではないんだ。ツルが張りついているからいずれ追いつけると思うのだが、まだ時間がかかる。そちらでは引き延ばせるだけ引き延ばしておいてくれ」

　もうひとつの理由はごく単純なものだった。上弦は携帯電話を耳に当てたまま、ちらりと視線を斜め下へと向ける。そこに転がるひとりの女性、干ひ乾からびたがごとくに瘦やせ細った彼女の血液が、思いのほか上等な味だったからだ。昔はこのぐらいの歳としになれば子供のひとりやふたり産んでいてもおかしくなかったのだが、最近では人間のあいだの習しゆう俗ぞくも変わってきたのか、今回の獲え物ものは年齢の割に純じゆん潔けつを保ったままだった。

　ふと思う。

　あのレレナとやらは生きむ娘すめなのだろうか。魎りよう月げつに愛めでられているといっても、元がそうであれば関係ない。かつて魎月と共に行った実験では、確か『再生』した。捕つかまえたときについでに血を吸ってみるのも、一いつ興きようかもしれない。

「……どうした。玄げん翁のう、なぜなにも言わない」

　突とつ風ぷうが屋上を吹きぬけていき、上じよう弦げんの長い黒くろ髪かみをばさばさに搔かき乱した。それを押さえようともせず、屋上の手すりに寄りかかりながら、上弦はじっと玄翁の言葉を待った。

「まさか、まだ迷っているのか」
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　押し殺したその声に、珍しく玄翁が言い訳めいた声をあげた。ぼそぼそと続く玄翁の言葉を断ち切るように、上弦は強い口く調ちようで遮さえぎった。

「もういい。言うな。お前の性格はよくわかっている。私の『命令』を忘れなければ、それでいい。もっとも、忘れたくても忘れられないだろうがな」

　玄翁は黙り込んだ。上弦はくすくす笑いながら、ゆっくりと顔にかかった黒髪を搔き上げる。

「冗じよう談だんだ、怒るな。──では、通話を切るぞ」

　玄げん翁のうがそれに短く答え、上じよう弦げんは伝わりもしないのにこくりと頷うなずいた。耳に当てていた携帯電話を目の前まで持っていき、難しい顔でじっくりと考える。左手に携帯電話を構え、右手に人差し指を形作って、上弦はしばらく停止していたが、やがて爆発物処しよ理り班のごとき慎しん重ちようさで携帯電話の通話ボタンを「ぴ」と押し込んだ。もう一度耳に当て、通話が切れているのを確認してから、「うむ」と満足げに微笑ほほえむ。なかなか面白い。

　さてと。

　視線を巡らせる。夜に沈んだ町並みに灯ともるぽつぽつとした明かりを見下ろしながら、上弦は静かに目を閉じた。長々とした黒くろ髪かみが風に吹かれ、墨すみのように後方に流れていく。両手で鬢びんのあたりを押さえつけながら、上弦はじっと聴覚に神経を集中させた。

　やはり聞こえなかった。この強い風のせいばかりではない。先ほどまでしつこいくらいに鳴いていたはずのツルの声が、一いつ切さい聞こえなくなっていた。まさかあいつらに撃げき退たいされたのか、と上弦は眉まゆをひそめかけたが、すぐにその考えを否定した。あれでもツルは私の眷けん属ぞくだ。あんな黒猫ごときにむざむざと負けるはずがない。

　それとも見失ってしまったのだろうか。──いや、それもありえない。仮に見失ったのだとしても、最後に目もく撃げきした地点に留まって延々と鳴き声を上げつづけるはずだ。『感かん知ち』を持つ上弦がそこまでたどり着けば、発見できる可能性はぐっと高くなるのだから。

　となれば、残る可能性はただひとつ。

　現在進行形で、敵と戦せん闘とう中の場合だけ。

　上弦の顔が、わずかに曇った。確かにあの黒猫相あい手てに、ツルが負けるとは思わない。だが、楽には勝てそうにないのもまた事実だった。基本的な戦せん闘とう能力はツルのほうがはるかに上だが、戦いの勝敗は力のみで決まるわけではない。ことにあの黒猫は、上弦が見た限りではかなりの経験を積んだ古ふる強つわ者もののようだった。その上であの小こ娘むすめまでもが加わったとしたら──少し、厳しいかもしれない。

　いずれにしろ、いつまでもここでツルの連絡を待っているわけにもいかない。上弦はしばし考えたあと、くるりと踵きびすを返し、いまだに倒れ伏している女性のもとへと近づいていった。と、それに呼応するように、女性の指先が一瞬、ぴくりとだけ動く。上弦は細めた目でそれを見届けてから、小さな声でつぶやいた。

「搾しぼらせてもらうぞ。これ以上、増やすわけにもいかないからな」

　腹の上に跨またがる。と、その感覚で覚かく醒せいしたのか、女性が虚うつろな瞳ひとみを開けた。しかし上弦は表情をぴくりとも動かさずに、固めた両拳こぶしを大きく振り上げて、驚きよう愕がくの表情で自分のことを見上げる女性の胸むな元もとに一気に、

「や、ごっ、がっ!!」

　湿った肉の音と共に、ぼぎぼぎぼぎ、と肋ろつ骨こつが何本か折れる感かん触しよく。獣けものじみた悲鳴をあげて女性が狂ったように暴れまわる。それでも上弦は手を休めない。生まれたての『従じゆう者しや』の力などたかが知れている。実に作業的に無機的に、上じよう弦げんは拳こぶしを振り上げ、振り下ろした。ひしゃげた肋ろつ骨こつが肉と皮ひ膚ふを突き破り、赤黒い血液が湧ゆう水すいのように滲にじみ出る。がむしゃらに暴れていた女性の手足は、やがてびくびくと痙けい攣れんするだけの動きになり、ついにはぴくりとも動かなくなってしまった。それでも上弦は手を休めない。拳を叩たたきつけて作った胸の穴に指を突っ込み、今度はぐちゃぐちゃと搔かき回しはじめた。完全な死体と化した女性の身体からだが、それでもまだ衝しよう撃げきを感じ取ることだけはできるのか、上弦の指の動きに合わせて慄ふるえるように動いた。

　やがて、上弦は目当てのものを見つけた。肋骨と肺はい袋ぶくろに庇ひ護ごされるように隠かくされていた、暗あん紅こう色しよくの臓ぞう器き。形が崩れないように、慎しん重ちようにそれを掲げ上げてから、上弦は大きく口を開いて舌を伸ばした。巨大なルビーの原げん石せきのようなその臓ぞう物もつに上弦は舌を這はわせ、枯かれず滴したたり落ちる血液を貪どん欲よくに飲み干した。

　心臓。生命の源みなもとであり、力の源であり、なによりも血の源であるもの。愛いとおしむように血液を啜すすり取っていた上弦の口が、やがて控ひかえ目めにその果か肉にくを齧かじり取りはじめる。膝ひざを崩くずして座りながら、戯たわむれるように食事を続ける上弦の足元で、抜ぬけ殻がらのように打ち捨てられていた女性の身体が、音も立てずに灰となった。そんなことには気づきもせずに、上弦はむしゃむしゃと心臓を食しつづけた。

　やがて、最後のひとかけらを飲み込むと、上弦は満足そうに息を吐いた。その赤い唇くちびるを名残なごり惜おしむようにぺろりとなめてから、上弦はようやく立ち上がった。

　拳を二、三度握り締め、上弦は口元を薄くほころばせる。血の根源である心臓、そこに内ない包ほうされた血液は信じがたいほどの力を上弦にもたらしてくれる。飲み込んだ血液が全身に巡る。全身に巡った血液が、なにかの化学反応を起こしたかのように熱くなっていく。焼けつくようなその熱に、上弦は自らの身体を抱き、紅こう潮ちようした顔で、ほう、と熱っぽい吐と息いきを漏らした。この熱を鎮しずめる方法がひとつしかないことを、上弦はよく知っていた。

　頭の中にひとりの少女の顔を思い浮かべる。

　その少女を追い詰める、自分の姿を思い浮かべる。

　自分に追い詰められて泣き叫ぶ、その少女の顔を思い浮かべる。

　泣き叫ぶその少女の顔が、ぐちゃぐちゃに潰つぶれていくさまを思い浮かべる──

　湧わき上がる攻撃衝しよう動どうと、自分から魎りよう月げつを奪った小娘に対する嫉しつ妬と。その二つの感情は見事なまでに合がつ致ちし、上弦に明確な目的意識を与えてくれた。だが、それを実現するためには、様さま様ざまな道のりを経へなくてはならないのだ。

　上弦は頭の中に命令を作成、第一に「ツルを見つけること」、第二に「見つけたら集合すること」。その文句だけを思い浮かべながら、上弦は熱を逃がすように深しん呼吸をしはじめる。呼吸と共に上弦の身体が次第にその色彩と輪りん郭かくを失っていき、ついには形すらさだかではない真っ黒な粘ねん土ど状のものへと変わり果てた。その粘土は一瞬、身を引き締めるかのように縮ちぢこまると、次の瞬間にはホウセンカのように爆発し、四し散さんした。種ならぬ影が八はつ方ぽうに飛び散り、やがてそれは両手のひらほどの大きさの蝙こう蝠もりへと変化していく。分ぶん裂れつ変換・『蝙蝠』。数十匹から成る上じよう弦げんの分身たちは、その脳のう裏りに刻みつけられた命令に従って、その漆しつ黒こくの翼つばさを静まり返った夜空へと羽ばたかせた。




　　　　◆




　通話を切った歩あゆみの顔色は、自分でもわかるほどに青白く血の気が引いていた。吸血鬼でも怖ければ血の気が引くんだな──などと無意味なことを考えつつ、歩は無線から伝え聞いた報告をそのまま玄げん翁のうへと告げた。

「命令、どおり、引き継ぎは完了したそうです。二班を併へい合ごうして藤ふじ島しまを班長にしました。それと全班に対する連れん絡らく事項──『深追いの厳げん重じゆう禁止』も完了です。……私がわざわざ言うまでも、なかったみたいですけど」

　いつもどおりの歩の軽口に、いつもどおりの明るさはどこにも混じっていなかった。当たり前だ、と心の中で毒づく。こんな状況下でいつもどおりに振る舞っていられるものがいるとしたら、そいつのほうこそが狂っているのではないかと思う。ほんの一いち撃げきでひとつの班が全ぜん滅めつしてしまった、この状況下で。

　それまで歩は今回の作戦のことを、楽観的に考えるようにしていた。藤島が接近戦に反対したときも、「トオルも案外臆おく病びようだなあ」くらいの感想しか抱いてはいなかった。だって、そうではないか。いくら主人が強大な力を有しているとはいっても、こちらにはこんなに多くの人員がいて、その全員が『再生』を許さない銀の刃やいばを持っているのだ。『霧きり』になって逃れようと、『狼おおかみ』になって襲おそいかかろうと、この圧倒的な戦力の前では無む駄だな足あ搔がきに過ぎないと、歩はそう信じていた。

　なのに。

　蓋ふたを開けてみればそこには厳げん然ぜんたる事実が横たわっていた。ただ一度の会かい敵てきで藤島班の三人と、そして無線による応援要よう請せいに駆かけつけてきた高たか柳やなぎ班の班長高柳を含む三人が灰に帰してしまっていた。計六人、ひとつの班を超えるほどの犠ぎ牲せい者。その報を聞いたときに、班員たちの死を悼いたむよりも先に、ほんの一瞬でも恋人である藤島の無ぶ事じを喜んでしまった自分のことが、歩には生きる価値のない外げ道どうのように感じられた。

「……隊長、提案がある」

　一階の廊下、プレートには『教員室』と書かれてある巨大な部屋の前で、田たど所ころがぽつりとそう言った。聞きなれたその声にも、歩は顔を上げようとしない。恐きよう怖ふと動どう揺ようと自己嫌けん悪おが作り出す重圧に潰つぶされるかのようにして、連絡を受けたそのときから彼女はずっとこうやって顔を伏せていた。

「なんだ」

　玄げん翁のうの短い声、それに対して田たど所ころはひとつ深しん呼吸をした。普段の軽けい薄はくさに似つかわしくない真しん摯しな態度で、田所はずばりと言った。

「撤てつ退たいしよう。今さらだが、主人と接近戦を行うことがどれだけ危険なのかを思い知らされた。これ以上被ひ害がいが出ないうちに、この町をあとにしよう」

「…………」

「隊長！」

　こんなにも強く、真ま面じ目めに響ひびく田所の声は初めて聞いた。玄翁は田所に静かに目を向ける。まったくもっていつもどおりの、何を考えているのか杳ようとして知れない石せき像ぞうのような無表情。それに臆おくすることなく、田所はさらに言葉を続けた。

「これ以上の戦せん闘とうは無意味だ。藤ふじ島しまたちの戦せん禍かを聞いてわかっただろう。あれは、そもそも俺たちがどうこうできる相手じゃないんだ」

　玄翁は静かに田所の顔を見つめていたが、やがてぽつりと、

「だめだ」

「なぜ！」

「犠ぎ牲せいは覚かく悟ごの上だ。六人が死んだくらいで、むざむざ引き返すわけにはいかん」

「……死んだくらい、だと……？」

　田所の顔が怒りに染まり、彼はその拳こぶしをぎゅっと握り締めた。それを見て、歩あゆみは思わず顔を上げる。

「──やめて、田所」

　振り返った田所の顔を、歩は悲しそうに見つめ、

「こんなときに仲間割われなんて。田所、あんたが悔くやしいのはわかるけど、私だって悔しいけど──でも、確かに、玄翁さんの言うとおりよ。これくらいのことで退ひくわけにはいかない」

「木き崎ざき……」

　田所の声に困こん惑わくの響ひびきが混じっていたのは、普ふ段だんは気き丈じような歩が、今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめていたからだろう。そんな自分の顔を見られるのがたまらなく嫌いやで、歩はぐっとうつむいてしまった。

「それくらいの覚悟は、あなただってしてきたでしょ？　少なくともあたしはしてきた。だって犠牲を払わずに、主人を生いけ捕どりにするなんてことができるはずがないもの。あたしはそれでも、構わない。──に、」

　声がかすれた。歩は唾つばを飲み込み、

「──人間に、戻りたい。もしかしたら死ぬかもしれないっていう危険を冒おかしてでも、あたしは、人間に、戻りたい。あなただってそうでしょ？　だから、『組織』に所属してるんじゃないの？」

　水をかけられたように、田所の表情に浮かんだ怒ど気きが萎しぼんでいった。子供のように顔をくしゃくしゃにした歩あゆみのことを、その場にいる全員が息を吞のんで見つめていた。その視線に背を向けたくなる衝しよう動どう、それを鎮しずめてくれたのは、他ならない玄げん翁のうの落ち着いた声こわ音ねだった。

「俺も大体、木き崎ざきと同じ意見だ」

　視線が玄翁へと移る。班員たちの顔を見渡してから、玄翁はなおも言った。

「最初から無む傷きずで勝てるとは誰も思っていない。被害が出るのも予想のうちだ。だが、被害に怯おびえてなにもできないようでは、ここにいる意味がない。そうだろう、田たど所ころ」

「……犠ぎ牲せいは覚かく悟ごの上、か」

　先ほどの玄翁の言葉を、田所はそのまま繰り返した。

「だが、それが無む駄だに終わったらどうするんだ？　あいつは──あの主人はこっちの員数を六人も食っておいて、それでもまだ傷ひとつついていないような化け物なんだぞ？　このまま戦せん闘とうを続けていれば、冗じよう談だん抜きで全ぜん滅めつしてしまうかもしれないじゃないか」

「──そうならないために、俺がいるのだろう」

　その言葉に、田所は一瞬、虚きよを突かれたように眉まゆを広げた。

「主人には多た勢ぜいが通用しない、それくらいのことはわかっている。だからこそ、俺はここにいるんだ。主人は俺が仕し留とめる。もしそれに失敗したのなら、田所、あとはお前の好きにするがいい。それ以上は被害を大きくするだけだからな。撤てつ退たいするのが一番だ」

「…………」

　毒どつ気けを抜かれたような表情で、田所はじっと玄翁のことを見つめた。玄翁は相変わらずの無表情だ。そこからは気負いも自信も、およそ今し方の言葉に相応ふさわしい感情の色は、微み塵じんも見て取ることはできなかった。

「一瞬で六人を殺した主人を、あんたひとりで仕留めるってことか」

「ひとりというわけにはいかない。援えん護ごは無む論ろん必要だ。が、それに近い形になることが理想だな。俺をおいて他に、主人を仕留められる奴やつなどいない」

「──大した自信だ」

　そして田所は、小さな笑いを漏らした。その笑いに、場の空気が急速に弛し緩かんしていくのを、歩は肌はだで感じ取った。小さなため息の音。ふと視線を向けてみれば、そこには狙そ撃げき班から指し揮き班に組み込まれた広ひろ中なかが、ほっと胸を撫なで下ろしていた。それを見て、歩も控え目に微笑ほほえむ。今みたいなぎすぎすとした空気は、広中のもっとも苦にが手てとするものだったのだろう。

　一歩身みを引いて、田所が玄翁に頭を下げた。

「わかったよ。あんたのその自信を、俺も信じることにする」

「……そうか。感謝する」

　それだけ言うと、玄翁はすぐさま田所に背を向けてしまった。田所は頭を上げ、歩に向かって呆あきれたように肩をすくめた。歩は小さく笑い──と同時に、なにか頭に引っかかるものを感じる。なんだろう、と思いかけて、歩はすぐにそれに思い当たった。

　玄げん翁のうの無む機き質しつな表情。彼が背を向ける一瞬前まえ、それがぴくりと動いたような気がしたのだ。

　思わず歩あゆみは玄翁のことを見た。玄翁は相変わらず、なにも物語らない背中をこちらに向けているだけだ。まさか前に回り込んでわざわざ確認するわけにもいかない。複雑な表情でじっとその背中を見る歩に、ふと広ひろ中なかが話しかけてきた。

「──歩さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え？　あ、うん。私は、平気」

「あの、こんなこと僕が言うのもなんなんですけど、藤ふじ島しまさんは、きっと──」

　歩は目をぱちぱちとまたたかせて、それから「あはっ」と笑った。

「違う違う、別にトオルのこと心配してたんじゃないから。まあ、それもちょっとはあるけどね。あいつがしぶといってことは、あたしが一番よくわかってるから」

「そうですか──」

　安あん堵どしたように表情を緩ゆるめる。そんな広中の顔を見ながら、歩はふと目を細めていた。心の中だけでつぶやく。

　──それに、『約束』もしたしね。

　だから藤島は、死ぬわけがないのだ。一見不ふ真ま面じ目めそうな藤島ではあるが、実際には彼はなによりも約束を破ることを嫌っている。それを抜きにしても、今回の約束は今までのものよりもはるかに重い。これを反ほ故ごにしたらどんな目に遭あうか、彼にだってわかっているはずである。ビンタの一発や二発では済まされない。そのことはすでに、出しゆつ撃げき前に念を押しておいた。もし死にやがったら──と、歩は出撃前に自分が言った言葉を脳のう裏りに思い浮かべて、唇くちびるの端はしだけで笑った。

　もし死にやがったら、地じ獄ごくの果てまでも追いかけてぶん殴なぐってやるからね。

　歩がそう言ってやったときの藤島の顔といったらなかった。それを思い出すたびに自然と顔がほころんでしまうほど、あのときの彼の表情は面白く、情なさけなく、そして、愛いとしかった。

　だから藤島は死なない。死ぬはずがない。だから自分も、決して死ぬことはできない。二人のうちのどちらが欠けても、約束を果たすことはできないのだから。







幕間　刻印







「……似ているな」

　ぽつりと言ったその声を、玄げん翁のうは上着を羽は織おった背中に聞いた。誰に、なにが──と、言葉には出さずに、振り返った視線だけで問う。茫ぼう漠ばくと広がる屋や敷しきの闇やみの下、床ゆか一面に敷き詰められた真白い布団ふとんの上に寝ね転ころびながら、上じよう弦げんはその視線にちらりと目を上げた。その前には真さな田だから送られてきた資料──明日の『襲しゆう撃げき』に必要なだけの情報が広げられている。気のない手振りでそれをめくりながら、上弦は言葉を続けた。

「そうやって、事を終えるとすぐに布団から抜け出してしまうところが、あの方にそっくりだ。寝ね物語のひとつやふたつ、語って聞かせるくらいの甲か斐い性しようはないのか？」

　玄翁は困ったように眉まゆ根ねを寄せ、一いつ糸し纏まとわぬ姿で臥ふし所どに寝転んでいる上弦の小さな肩を見み据すえる。『夜よ目め』に痛いほどの白さを誇るその肌はだは、儚はかなさと冷たさを併せ持った雪のよう。布団の上にうつぶせになって、ぱた、ぱた、と子供のようにゆっくりと足を動かしながら、上弦はまた資料をめくる。と、ふと目を細めると、その資料の表面を愛めでるように撫なでた。細々とした声、

「……そう、あの方は、まったく淡たん白ぱくだった。そのくせ自分から求めてくるときは、火のように激しくなる、困った性質の持ち主だった。激しい戦いのあとなどには、決まってそうなるんだ。恐らくあれは、戦いの余よ熱ねつを私にぶつけて晴らしていたんだと思う。──ああ、懐なつかしいな。本当に、懐かしい──」

　その言葉の内容よりも、今まで聞いたことがないほどの静かで優しげな上弦の口く調ちように、玄翁は無意識のうちに目を伏せていた。甘やかな恋心に浸ひたる少女のように頰ほお杖づえをつきながら、上弦はしばらく目を閉じていたが、やがてふと玄翁のことを見上げて思い出したように言った。

「そうそう、それと肝かん心じんの作戦だが──大体決きまったぞ」

　わずかに揺れた自分の心、そこから無む理り矢や理りに目を背そむけて、玄翁は上弦のほうに視線を向けた。あられもない自分の格かつ好こうなど知らぬげに、上弦は布団の上にあぐらを組み、さらにその前に資料を広げる。その姿からは、数すう瞬しゆん前までの優しげな雰ふん囲い気きはどこにも感じ取ることができなかった。

「二ふた手てに分かれよう。お前は『組織』の部隊を率ひきいてあの方を襲おそってくれ。そのあいだに私は、ツルと一緒にあの方の従じゆう者しやを確保する」

　そう言って、上弦は一枚の資料を差し出した。それを受け取り、彼女と相あい対たいして座り込んでから、玄翁は確かめるように言った。

「俺たちは、陽よう動どうというわけか」

「足止めとも言えるな。不服か？」

「まさか」

「ならいい。あの方相あい手てに陽よう動どうを続けるのは容易ではないだろうが、なんとか持ちこたえてくれ。私のほうもそんなに時間がかかるわけではないからな。従じゆう者しやの小こ娘むすめ一匹捕とらえるのに、さほど手間はかからないだろう」

　しばらく考え込んでから、玄げん翁のうはおもむろに口を開いた。

「二つほど質問が」

「なんだ」

「その従者を、捕らえてどうする？」

　上じよう弦げんは見上げるような目で玄翁のことを見つめた。その口元に浮かぶのは、どこか寂さびしげにも見える薄い微笑ほほえみ。乳ち房ぶさにかかる黒くろ髪かみをぱさりと後ろに跳はね除のけてから、上弦は自信に満ちた口く調ちようで言った。

「報告を見た限りでは、その従者はあの方と一緒に行動している。つまり、こいつはあの方の『家か畜ちく』ではなく、『眷けん属ぞく』ということになる」

　そこで一度、上弦は言葉を切る。手を伸ばし、当の従者の写真が貼はりつけられている資料を、ぎゅっと握り締めた。途と端たんに紙が悲鳴をあげてびりびりに破れ落ちる。凄すさまじい力と共に籠こめられた感情がどんなものなのか、玄翁には知る由よしもなかった。

「玄げん翁のう、お前にもわかるだろう。『主人』を生いけ捕どりにするなど、まるで霞かすみを摑つかむような話だということが。だが、この従者を捕らえて『本ほん拠きよ』まで連れてくれば、あの方は間違いなく取り戻しに来るだろう。売られた喧けん嘩かを見み過すごすような方ではないし、なにより──」

　小さく吐き出した息は、なにかを堪たえるかのように震えていた。

「──あの方は『眷属』は見捨てない。『眷属』には庇ひ護ごを。あの方が、自身で言ったことだ。私たちがやるのはあの方を『本拠』におびき寄せるだけでいい。真さな田だだって馬ば鹿かじゃない。そこまでお膳ぜん立てをしてやれば、あとは自分でどうとでもするさ」

　玄翁は上弦の言ったことを素早く理解し、頭の中でそれを自分なりの言葉に翻ほん訳やくした。確かめるように、

「……つまり、人ひと質じちを取るのか？　御ご前ぜんが？」

　言い終えてからそれが失しつ言げんであることに気づいた。上弦は弾はじかれたように顔を上げて、玄翁ですらたじろいでしまうほどの激げき情じようを大きな瞳ひとみに宿した。ばんっ、と布団ふとんの上に並べられた資料に手のひらを叩たたきつけ、大声で怒ど鳴なりつける。

「それがなんだ！　文句でもあるのか!?」

　触れただけで過か剰じような反応を示してしまうのは、本当はそこに痛みを感じているということのなによりの証あかしだった。玄翁個こ人じんの意見を言わせてもらえば、それは必ずしも卑ひ劣れつなことではない。命のやり取りをしているのだ、相手の弱点を突くのは至し極ごく当然の行為と言える。が、上弦がそれをよしとしない性格であることもまた、玄げん翁のうは熟じゆく知ちしていた。自分よりもはるかに劣おとる非ひ力りきな従じゆう者しや、そんな相手を捕らえようとすること自体が、彼女の誇りを深く傷つけてしまうのだろう。そのことをよく知っているだけに、玄翁はそれ以上はなにも言わずに、頭を下げた。

「余よ計けいな詮せん索さくをした。すまない」

「…………ふん。わかればいい」

　大声を出してしまったことを恥じるかのように、上じよう弦げんはぼそぼそとつぶやいた。玄翁からふいと目を背そむけて、剝むき出しになった胸の前で腕を組む。

「それで、もうひとつは」

「……陽よう動どう、と言うが、そのためにはまずこの二人を離さなくてはならないだろう。二人一緒に行動されてしまっては作戦を練ったとしても意味がない。引き剝はがす方法は？」

「無む論ろんある。私の『力』をあの方の『感かん知ち』に引っ掛ければ、あの方は必ずひとりでやってくる。そこを襲おそえばいい。お前たちが足止めをしているあいだに、私は私の仕事を終える」

「もし、そこにやってくるときにも従者と一緒だったら？」

　上弦は冷ややかに玄翁を見み据すえ、

「玄翁、お前は昔の女に会いに行くときに、今の女と連れ立って行くのか？」

「…………」

「そういうことだ。──他には？」

　口ではそう言いながら、もう上弦の手は資料をまとめはじめていた。特にこれ以上の疑問点はなかったので、玄翁も適当に首を振る。そんな玄翁の顔をついと見上げてから、上弦は思い出したように、

「ああそうだ、それとあとひとつ──」

　上弦の冷たい手のひらが、玄翁の足に触れた。

「言うまでもないことだが、玄翁、なにがあってもお前だけは生き延びろよ。『組織』の従者どもがどうなっても構わないが、お前に死なれると私も困る。あの方と戦うときには、決して深ふか追おいはするな」

　思わず玄翁は、上弦の顔をまじまじと見つめた。上弦は静かに目を細めて、胸のうちを窺うかがうようにその視線を見返してきた。

「あの方と戦うとなれば、生なま半はん可かな被害では済まされない。『組織』の有う象ぞう無む象ぞうどもならなおさらだ。しかし、玄翁、いくらお前が奴やつらを率ひきいるのだといっても、お前までがそれに付き合う義ぎ理りはないのだぞ。それくらいはわかっているのだろうな？」

「……ああ」

　低く響ひびいたその返事に、上弦はわずかに唇くちびるを歪ゆがめた。

「噓うそをつけ。いざとなれば助けるつもりでいるのだろう。お前はそういう性格だからな」

　玄げん翁のうは、答えない。それが彼なりの答えだった。上じよう弦げんは小さなため息を漏らす。ゆっくりと布団ふとんに手をついて、猫のように四つん這ばいになりながらこちらに顔を近づけてくる。子供のように大きなその瞳ひとみには、かすかな哀かなしみが映し出されていた。

「どうしてお前はそうなんだ。いつも言っているだろう。無用な情なさけは捨てろ、と」

「御ご前ぜん、俺は──」

　開きかけた玄翁の唇くちびるを、上弦は素早く手を伸ばして押さえ込んだ。長い髪の毛がかすかに揺れる程度の動きで、左右に首を振る。

「お前は、優しすぎる。それがお前の唯ゆい一いつの弱点だ」

「……」

「確かに、優しいのがお前のいいところだ。だが、それを向ける相手を間違えるんじゃない。──玄翁、見ろ。私の身体からだを見るんだ」

　口元を押さえ込まれたまま、玄翁は言われたとおりに視線を落とした。そこにある上弦の身体、眩まばゆいばかりに白く映える美しい裸ら身しんをじっと見つめる。と、上弦が膝ひざ立ちに立ち上がった。それでもあぐらをかいている玄翁と、頭の位置はさして変わらない。玄翁の口から手を離し、代わりに両手で彼の頰ほおを挟はさみながら、子供を諭さとす母親のような口く調ちようで、

「お前は誰のものだ？　お前は、私のものだ。お前の血も、力も、優しさも──すべてこの私のためにある。違うか？」

　玄翁は、目だけでその言葉を肯こう定ていした。上弦は艶えんと微笑ほほえみ、

「お前のその優しさは、私にだけ向けてくれればいいんだ。あんなクズどものことを気にかける必要などどこにもない。私のことだけ見ていれば、それでいい」

　そこで上弦は、くすりと笑い声を漏らした。

「と言っても、お前のことだ、やっぱり助けてしまうんだろうな。そうだな──念のために、刷り込んでおくか」

　玄翁の表情が動いた。反射的に抗あらがおうとした彼の動きを、上弦は頰から首くび筋すじへと回した両手で封じ込める。「なにを嫌いやがる？」とそれはそれは楽しそうに問いかけてくる上弦の声を聞いて、玄翁は諦あきらめと共に身体の力を抜いた。こちらを覗のぞき込んでくる上弦の目と、視線を合わせる。

　黒い瞳。その奥の奥に、赤い光が灯ともるのが見えた。まるで針で穿うがたれたがごとき、細い細いその光──『支配』の灯ともし火び。なにかに取り憑つかれたように、その赤い光を見つめる玄翁に向かって、上弦はぽつりと言った。

「命令だ。『決して他の従じゆう者しやをかばわないこと、どんなことをしても生きて戻ってくること』。──いいな、玄翁、私の眷けん属ぞく。自らの優しさで、自らの首を絞しめないように」

　まったく唐とう突とつに、上弦は玄翁の首から手を離した。その場に立ち上がり、馴な染じみの黒い単ひとえを脱ぎ捨てたところにすたすたと歩いていく。だが上弦の姿が目の前から消えても、玄翁の瞳の中には煌こう々こうと燻いぶる『支配』の光が焼きつけられていた。

　決して他の従じゆう者しやをかばわない。

　どんなことをしても生きて戻ってくる。

　これで、格かつ好こうをつけることはできなくなった。玄げん翁のうは頭の中でそうつぶやいた。そのように『支配』されてしまった以上、自分は他の従者を盾たてにしてでも生き延びてしまうだろう。頭に刻みつけられたこの命令を遂すい行こうするために、仲間も誇りも、平然と捨て去ってしまうに違いない。

　耐え切れずに顔を伏せた。上じよう弦げんは玄翁に背を向けたまま、単ひとえの帯おびをしゅるしゅると締めている。それがかえってありがたかった。布団ふとんの白を見つめながら、玄翁は決して誰にも見せることのない苦く悶もんの表情を、石のようなその顔に浮かべた。
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　人ひと気けのない湯ゆヶが崎さきの町並みを、一匹の狼おおかみが駆かけ抜けていく。天に向かって燃え盛る黒こく炎えんのようにねじくれた毛並みは、その獣けものの威い容ようが駆り立てるであろう恐きよう怖ふをいっそう強いものにしていた。牙きばを剝むき出しにして走る、真っ黒な狼──それに変へん化げしたツルは、じりじりとした焦あせりを感じていた。

　狼は足が遅い。人間形けい態たいのときよりもはるかに速いのは間違いなかったが、上じよう弦げんが──吸血鬼の主人が変換する『狼』とは比べるべくもない。あちらの『狼』が並みの生物の持つ身しん体たい能力をはるかに超ちよう越えつしているのに対し、こちらの『変化』は変身した生物の能力に批ひじ准ゆんしただけの力しか持つことはできないのである。ツルの元もと形態である狐きつねの姿に戻れば話は別だが、狼の形態のときには狼の持つ能力を超えた力を発はつ揮きすることはできないのだ。

　能力には長ちよう短たんがある。ツルの『変化』もそれは同様。『変化』できる姿も限られていて、自分と同じ程度のサイズを持つものにしか変身することはできない。精神を集中させれば、鉄や石などの無む機き物ぶつに変身することはできるが、複雑な仕組みを持つ機械類るいはまるでだめ。そういう制約のもとで、ツルの『変化』はその力を発揮していた。

　だから、焦りを感じても仕方のないことではあった。一定の速度を保ったまま長時間走はしりつづけるためには、狼くらいしか思いつく生き物がなかったからだ。だが一方で、上弦が変換した『狼』の並なみ外はずれた速度も知っているツルにとって、今の自分が物凄すごくノロマであるように感じられてしまうのだった。

　十じゆう字じ路ろを通り過ぎ、その次の角を曲がり、墨すみのような水の流れる川沿いに走っていたツルは、唐とう突とつに立ち止まった。その鼻先を天に向け、十何回目かになる遠とお吠ぼえを静まり返った家々に響ひびかせる。この声が上じよう弦げんに届いているという自信はあったが、この声を発している今いま現在のこの場所が、自らの主あるじの追跡に役立つのかどうかはツルにはよくわからなかった。彼女は『感かん知ち』を持っていない。今いま走っているのだって、実は半分以上当あてずっぽうだったりするのである。

　あのとき黒猫と小こ娘むすめの姿を発見できたのは、ただの偶然に過ぎなかった。黒猫にトラックから突き落とされて──今も思い出しただけで腸はらわたが煮え繰り返る──暴れるようにして地じ団だん太だを踏んでいたツルは、たまたまトラックとは逆ぎやく方向に逃げ去っていくひとりと一匹の姿を目もく撃げきしたのだ。そのおかげで今のお手て柄がらがあるわけなのだが、しかし、だからといってあの黒猫を許す気などツルは微み塵じんも持っていなかった。あんなに無ぶ様ざまな姿を晒さらしたのは、ドジの多いツルの人生でも初めてのことだ。あのクソ猫だけは、絶対にこの自分が食い殺してやる──ツルはそう心に誓ちかっていた。

　そして、その誓いを果たす機会は、意外と早くに到とう来らいした。

　川沿いの道路を走りつづけていたツルの身体からだが、またもや突とつ然ぜん停止した。立ち止まってみれば、夜の静けさが狼おおかみの鋭敏な聴覚に染み渡るかのようであり──そして、その中から、ともすれば聞き逃してしまいそうなほどの小さな足音が聞こえてきた。

　したしたと走る、猫の足音。

　狼の相そう貌ぼうに、凶きよう悪あくな笑えみが浮かんだ。

　身構えたツルの目に、一直線に延びた道路の向こうからまっすぐこちらに走ってくる黒猫の姿が飛び込んでくる。夜を見渡す猫の瞳ひとみ、ことに使つかい魔まの猫ともなれば、向こうもこちらの存在を確認しているに違いない。それでも黒猫は速度を落とす気配を見せず、むしろますますスピードを上げてこちらに向かって走ってきていた。

　面白い──頭の中でそう笑って、ツルは姿勢を低く取った。喉のどの奥から物欲しげな唸うなり声が自然と漏れる。あの黒猫の黒い毛皮を、白い骨こつ幹かんを、赤い血ち肉にくを食い破りたいとツルの牙きばが欲していた。四し肢しを軸じくに力を込める。凄すさまじい速度で近づいてきた黒猫に、ぶつかるようにして地を蹴けって、

「────っ」

　向かい来る黒猫を避けるようにして、ツルは道路沿いに立てられたブロック塀べいに向かって跳とび上がっていた。壁面で跳はね返り、視線は黒猫に見み据すえたまま油ゆ断だんなく距離を取る。黒猫は何事もなかったかのようにその場に立ちすくんで、静かな、見ようによっては馬鹿にしているような視線をちらりとツルに投げかけてきた。

「どうした？　やるんじゃないのか」

「……黙れっ！」

　他でもない、ツルの頭の奥底が、黒猫のその提案に同意の声をあげた。なにをしている、奴やつを食い殺すと誓ちかったのをもう忘れたのか。その声を無む理り矢や理りねじ伏せて、ツルはぎりぎりと歯を嚙かみ鳴らす。黒猫に跳とびかかる瞬しゆん前ぜん、思い浮かんだひとつの考えが、ツルの脳のう裏りに再び響ひびいた。

　──こいつを殺して、なんになる？

　この黒猫を殺すことが最終目的ではない。本当の目的はあの小こ娘むすめを捕らえることにあり、そのためにツルが今すべきことは、私し怨えんに流されて黒猫と戦うことではなく、小娘の追跡を続けることなのではないだろうか。よしんばこいつをぶち殺したとしても、得られるのはクソの役にも立たない自己満足だけ。そのあいだにあの小娘は、取り返しがつかないほど遠くにまで逃げ去ってしまう。──そして、この黒猫は、まさにそれこそが目的でこうしてツルの前に姿を現したのだ。ツルの追跡を阻そ止しするために。その思おも惑わくにむざむざ乗せられて戦うなど、愚ぐの骨こつ頂ちようではないのだろうか。

　黒猫は目を細め、尻尾しつぽを左右にたゆたわせながら、嘲あざけるように言った。

「俺のようなちっぽけな黒猫、お前にしてみればどれほどのこともあるまい。それとも臆おく病びよう風かぜにでも吹かれたか？　猫一いつ匹ぴきと、戦うことすらできないのか」

「うるさいっ、喋しやべるな！」

　見え透いた挑ちよう発はつだったが、激しやすいツルの心を煽あおり立てるには充分だった。怒りと憎にくしみと悔くやしさが同時に噴ふき上げてきて、理り性せいを忘れて跳とびかかってしまいそうになる。顔を歪ゆがめるツルのことを見て、黒猫は嘲るように笑った。頭の血管が何本か切れる音が確かに聞こえた。もうどうでもいい、今すぐこいつを食い殺して、その腸はらわたを地面の上にぶちまけて──

　その瞬間、上じよう弦げんの声が耳元に蘇よみがえった。

（わかっているよ）

　動きかけたツルの身体からだが、ぴたりと止まる。

（それもこれも、お前の忠ちゆう誠せいが高すぎるゆえのことだろう）

　今までの激げつ昂こうが噓うそのように、心の中が冷え込んでいく。

（私にだって、そのくらいわかっているさ、ツル──）

　顔を伏せる。申し訳なさに、身体が震えた。

　また過あやまちを犯してしまうところだった。暴走して、最さい愛あいの主人の足をまた引っ張ってしまうところだった。もう二度とそんなことはしない、誓ちかいを果たすというのならばまずはその誓いのほうを先んじて果たすべきだ。こいつを殺すのはいつでもできる。だが、あの小娘を追うのは今しかできないのだ。

　それ以上は迷わずに、ツルは身を翻ひるがえしかけた。だがツルが背を向けた瞬間、黒猫は並なみ外はずれた速度で彼女に迫ってきていた。黒猫の鋭利な爪そう牙がを、ツルは身をひねってかろうじて避よける。緊きん張ちよう感かんに全身の毛を逆さか立だてるツルに、黒猫は冷れい徹てつな声で言った。

「逃げたいのならば勝手にするがいい。俺も勝手に追わせてもらう」

「…………！」

　ツルは歯を軋きしませた。まともに戦えば勝つ自信はある。だがこの黒猫は、背を向けながら──小こ娘むすめの追つい跡せきを続行しながら、その片かた手間にあしらえる相手では決してなかった。下へ手たをすればこちらのほうがやられてしまう。やはりこいつを叩たたき潰つぶしてから追おうか、とも思ったが、この黒猫の目的が時間稼かせぎにある以上、のらりくらりと戦せん闘とうを長引かせるに決まっていた。戦うのもだめ、追うのもだめ。濃厚に漂ただよう手て詰づまりの予感に、ツルの腹の底からじわじわと焦あせりが滲にじみ出してきて、

　そのとき、黒猫を見み据すえた視し界かいの外から、猫の声が響ひびいた。

　反射的に振り返ってから「しまった」と思う。後ろを見せればどうなるか、たった今いま思い知らされたばかりだというのに。ツルは思わずその身を固くし、しかしいつまで経たっても黒猫は襲おそいかかってはこなかった。慌あわてて視線を戻すと、そこにはツルに劣らないほどの焦しよう燥そうを浮かべた黒猫の顔があった。

　黒猫が、鋭い声で叫んだ。背後から再び猫の鳴き声、黒猫は苛いら立たしげに頭を振ってなおも何事かを言い返した。注意を黒猫に留めたままツルはもう一いち度ど振り返り、自分から少し離れた塀へいの上に、一匹の白猫が立ち尽くしているのを見た。

　ツルと黒猫の頭の中には、同じ考えが同時に閃ひらめいたはずである。ツルはそれを実行しようとし、黒猫はそれを阻そ止ししようとした。使つかい魔ま猫の瞬しゆん発ぱつ力と狼おおかみの脚力、どちらのほうが優れていたにしろ、最終的にものを言ったのは、双そう方ほうと、白猫との、距きよ離りだった。

　ツルは魔ま物もののように白猫に襲いかかる。自分の体たい軀くをはるかに上回る化け物が跳とびかかってくるのを見て、白猫はかちこちに凍りついてしまった。毛玉のごとくに全身の毛を膨ふくれ上がらせ、かっと目を見開いたまま、白猫は迫ってくるツルの牙きばを動くこともできずに見つめつづけていた。

　傷つく分には構わないが殺してしまってはどうにもならない。ツルは親猫がそうするように、白猫の首の付け根にがぶりと嚙かみついた。が、どんな種類の猫だって狼ほどの顎あごの力を持っているはずがない。ツルの牙にかかって、白猫の皮がぶちっと千ち切ぎれる音が聞こえた。頓とん着ちやくせずにツルは首根っこを嚙んだまま大きく首を振り、ぬいぐるみを放り捨てるような軽々しさで白猫の身体からだを宙高くに飛ばした。夜の闇やみの空中で、白猫はもがくようにじたばたと両足を動かしながら放ほう物ぶつ線せんを描いて飛んでいき、道路沿ぞいに流れる川にぱしゃんと落っこちた。と同時にツルは再び走りはじめる。倣ごう岸がんな笑えみを浮かべながら首だけで振り返り、遠ざかっていく黒猫に向かって嘲あざけるように叫んだ。

「そらどうした、追ってきたいなら追ってこい！　その白猫が水をたらふく飲んでいるあいだに、ツルのことを捕つかまえてみたらどうだ！」

　黒猫が爆はぜるように動いた。尋じん常じようならざる生物としての異い能のうを最大限に発はつ揮きして、道路と川を隔てるフェンスをあっという間に飛び越し、白猫を追って水みず底ぞこすら見えない川の中へと飛び込んでいく。再び響ひびいた水音を耳にして、ツルはそれはそれは愉ゆ快かいそうな笑い声を立てた。

「ざまあみろ、ツルの勝ちだ！　お前なんかよりもツルのほうが、ずっとずっと優秀な使つかい魔まだということだ！　あはははははは、ざまあみろ、ざまあみろ！　あはははははははははは!!」

　狂ったような笑い声は長い尾を引いて、ツルの身体からだと共にはるかな闇やみの向こうへと吸い込まれていった。遠ざかり、ついには聞こえなくなってしまった黒猫の気配を嘲あざけるかのように、ツルは顔を上げ、勝かち鬨どきの遠とお吠ぼえを高き夜空へと響ひびかせた。




　　　　◆




　細長く延びた廊下を、三み浦うら班所しよ属ぞくの荒あら井い源げん二じは息を詰めて進んでいく。彼には『学校』というものを通過した記き憶おくがなかった。『組織』の誰も知らないことだが、彼がこの世に生を享うけたのはいまだにチョンマゲ頭が横おう行こうしていた時代のことである。名前だって実のところ本名ではなく、もっと何々衛え門もんとか何々之の進しんとかの時代がかった名を持っていたのだが、時代の流れと共に名乗る名を変えていったのだった。そんな彼にとって、学校というものは初めて足を踏み入れる魔まき境ように他ならなかった。

　教室の前後に設置されたドアを通るたびに、どきどきと心臓がうるさいほどに高鳴ってしまう。荒井はごくりと唾つばを飲み込み、手にしたナイフを改めて握り込んだ。細長く延びた廊下の奥にまで、ずらりと立ち並ぶこの教室の群れが、荒井の目には獲え物ものを虎こ視し眈たん々たんと品しな定さだめしている化け物の棲すみ家かのように思えてならなかった。それもあながち間違いとはいえないかもしれない。仮に主人が身を潜ひそめるとしたら、学校の中には教室以上に相応ふさわしい場所は存在しないからだ。

「──待て」

　初めて見る学校に戸よ惑まどっていたためだろうか、『それ』に最初に気づいて声をあげたのは、荒井ではなくその隣にいる索さく敵てき要員だった。名前に似に合あわず気の小さい荒井は、彼の声にびくりと身を震わせた。索敵要員はそんな荒井をちらりと横よこ目めで見て、左手で後ろに控ひかえる班員たちを制止してから、ナイフの先で前方の闇やみを指し示した。

「あそこに──なにか、動くものが」

　目を凝こらしてみると、確かに荒井たちから十メートルほど離れた前方、月明かりの差し込む廊下窓まどの下に、蠢うごめく影がひとつだけ見えた。心臓がずきずきする。まず間違いはない。こんな時間にこんなところでこんなふうに動いているものが、まっとうな存在であるはずがなかった。会かい敵てき──その言葉が班内に伝染するように染み渡っていく。「連れん絡らく員」という短い言葉が聞こえ、ついで慌あわてて無線を繫つなぐ音が聞こえた。が、荒井にはそんなことを気にしている余よ裕ゆうは与えられなかった。荒井と索敵要員の二人、つまりは真っ先に犠ぎ牲せいになるべくして選ばれた二人は、揃そろいも揃ってばりばりの恐きよう怖ふを表情に映しながらナイフを構えていた。

　動く影が、一歩だけ、こちらに近づいてきた。

　笑えることに、ただそれだけの挙きよ動どうに、班はん全体が一歩後ろに下がった。

　おぼろに見える影の輪りん郭かくは、人間の形をしていた。ずるり、ずるり、と足を引きずるようにして近づくその様よう子すに、荒あら井いはかすかな違い和わ感かんを覚える。おかしい。主人が負傷したという報告はまだ入っていない。最初に受けたボウガンの矢や傷きずはとっくに傷口ごと抉えぐり出して『再生』してしまっているはずだし、それならば主人がこんなふうに歩くはずがないのではないか──そう思いかけた荒井の目の前で、その影はゆっくりと月光の中から歩み出てきた。

　人間の目では闇やみの中を見通しにくいように、吸血鬼の目もまた光を見通しにくくできている。窓から差し込む月の光、それに包まれているうちはよくわからなかった影の正体を、闇の中に入ってきて初めて『夜よ目め』に見取ることができた。荒井は驚いたように目を見開き、かすれた声でつぶやいた。

「……仲間、だ」

　驚きが伝でん播ぱする。他の班員たちにも確認できているはずだった。ぼろぼろに破れた戦せん闘とう服は自分たちが着ているのと同様のもの、恐怖と焦あせりに彩いろどられたその顔は、自分たちが浮かべている表情と似に通かよったもの。そこにいるのは間違いなく、自分たちの仲間の従じゆう者しやだった。班にいる誰かがその従者のものと思おぼしき名前を呼んだ。それがなおさら、驚きのあとに班内に訪れた安あん堵どと喜びを加速させた。──生きていた、襲おそわれた仲間が生き延びていたんだ。誰かの幸運を祝しゆく福ふくするという、人間としてもっとも純粋な喜びに突き動かされて、荒井と索さく敵てき要員は口々に「大丈夫か？」などと言いながらその従者に駆かけ寄った。

　荒井は、最初に得た違和感を大事にすべきだった。

　主人に限らず、吸血鬼が「足を怪け我がしたように歩く」などということは考えられないことである。『血の力』が空からっぽに近いのならばともかく、よほどのことがない限りは吸血鬼の傷は簡単に『再生』してしまうし、よしんば銀の刃やいばで傷つけたとしても、時間の余よ裕ゆうさえあれば傷口の周辺の肉をすべて抉り出すことによって回復することができるからだ。

　しかし、荒井は気の小さい男だった。同時に優しい男でもあり、であるからには騙だまされやすい男でもあった。仲間が生きていたという喜びと安心に支配されて、結けつ局きよく荒井は最さい期ごのその瞬間にまで、その従者の強制された演技に気づかなかった。

　近づいた二人が自分の間合いに入った瞬間、従者は荒井たちからは見えない角度に差し込んでいた腰のナイフを抜き放ち、目の前にいる荒井の耳じ朶だに根元まで深々と突き刺した。ナイフの刃はは脳の奥深くにまで再さい生せい不可能な傷を刻み、荒井は満面の笑顔を浮かべたまま事実上絶ぜつ命めいした。

　ずぽり、と抜き放ち、従者は事態を把は握あくできないでいるもう片方の索敵要員の眼がん窩かに、荒井の脳のう漿しようで滑ぬめるナイフを実にスムーズに差し込んだ。残った片目に従者の姿を映しながら、索敵要員は身体からだをびくびくと痙けい攣れんさせてその場に崩くずれ落ちた。索さく敵てき要員の身体から抜け落ちた血まみれの刃やいば、それを手にしている従じゆう者しやの顔は、その場にいる誰よりも恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。

「──あ、あああぁ、うわああああああああああああああああっ!!」

　今にも泣き出しそうな情なさけない表情を浮かべながら、甲かん高だかい声でその従者は叫んだ。まるで自分のほうが誰かに襲おそわれているようなその姿に、班のリアクションがもう数すう瞬しゆん遅れてしまった。致ち命めい的だった。泣き虫の子供のように顔をくしゃくしゃにして、悲鳴といってなんの差し支つかえもない叫びをあげながら、従者の身体はその数瞬の隙すきを突いて獣けもののように動いていた。姿勢を低くしたまま疾しつ走そうし、呆あつ気けに取られて立ちすくむひとりの班員の首めがけて、手にしたナイフを横よこ薙なぎに振るった。ようやく我に返った班員は慌あわてて身を引いたが、時すでに遅くその刃は班員の鼻を大きく切り裂いていた。ねじくれた声をあげて後ろに倒れ込んだ班員には早早に見切りをつけて、従者は怯おびえた目で次の獲え物ものを探し求め──その瞬間、三み浦うら班の全員が、彼に向かって一いつ斉せいに襲いかかっていた。

　合計四本のナイフがその身体に埋め込まれた。そのうちの二本は彼の心臓にまで達しており、従者はその場に倒れ伏すよりも早く、班員たちとお揃そろいの戦せん闘とう服だけを残して灰と化していった。ばさり、ばさり──と灰が落ちていく音を耳にしても、三浦班の誰ひとりとして動くことができないでいた。

　蝗いなごに食い尽くされたあとの田畑に、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいるような気分。

　やがて誰かが、ぽつりと言った。

「──なんだよ、これ」

　その言葉は、その場にいる全員の気持ちを代だい弁べんしていた。獣けものに襲われる恐怖感ではなく、悪あく夢むに追われる焦しよう燥そう感。主人ならばまだいい。狼おおかみだって構わない。だが、なぜよりにもよって、同じ部隊の仲間に襲われなければならないのか。と、またしても誰かが、小さな声でつぶやいた。

「……『支配』だ。『支配』されたんだ」

　これ以上ないほど明確でわかりやすい答え。にも関わらず、場の空気は一ミリグラムも軽くはならなかった。『支配』──数ある吸血鬼の能力の中でも、もっとも忌いまわしい部類に入る力。自らの従者の瞳ひとみに、命令と共に視線を叩たたき込むことによって、その従者を生きた操あやつり人形へと変える。恐らくは藤ふじ島しま班と高たか柳やなぎ班を強きよう襲しゆうした際に、主人は戦闘不能に陥おちいらせた班員を何人か連れ去っていったのだろう。多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいである自分の、貴き重ちような手て駒ごまへと変えるために。

「──連れん絡らく員、指し揮き班にこのことを伝えろ。他にも『支配』された班員が何人かいるかもしれない。そいつらにも気をつけるように、自分たち以外の班員を見つけても、容易には近寄らないようにと」

　力なく言った三浦の言葉に、連絡員もまた力なく頷うなずいた。沈んだ空気に取られるようにのろのろと腕を動かして、連絡員は指揮班へと通話を繫つないだ。

　そのときだった。

　魂たましいを凍らせるような獣けものの咆ほう哮こう。

　班の全員が同時に背後を振り返った。吸血鬼の『夜よ目め』が長く延びた廊下の奥の奥、突き当たりに近いところで四し肢しを踏ん張らせる巨大な狼おおかみを視し認にんする。黒々とした獣じゆう毛もうを身に纏まとったその狼は、班員たちの視線に反応して再び耳をつんざく怒ど声せいを張り上げ、その余よ韻いんが響ひびく闇やみを切り裂さいて疾しつ走そうしはじめた。

　慌あわてるなというほうが無理な話だった。『支配』された従じゆう者しやによる襲しゆう撃げき、その戦せん闘とうが終わった直後の間かん隙げきを突かれたのだ。二重の奇き襲しゆうを受けた従者たちは、目に見えて浮き足立ってしまった。班長である三み浦うらでさえも、明らかに逃げ腰になって悲鳴のような叫び声をあげた。

「ひっ、退ひけ、退くんだ！　逃げろ！」

　獣相あい手てに背中を見せるほうが危険であり、銀を手にした吸血鬼の集団ならあの程度の狼に負けるはずはない。そんな冷静な分ぶん析せきを行えるものなどひとりもいなかった。あるいはそれは不ふ意いを突かれたパニックによるものだったろうし、そうでなければしょせんは寄り集まりに過ぎない『組織』の弱点が露ろ呈ていしたとも言える。その一ひと声ことがきっかけとなり、三浦班の班員たちは蜘く蛛もの子を散らしたように逃げはじめ、

　鬼き気き迫る笑えみを口元にたたえた青年が、大きく鉄棒を振りかぶっている姿を見た。




　　　　◆




　振り抜き、走り去る。立ち止まりもしなければ振り返りもしない。対たい集団戦において重要なことは二つ、相手に混乱を与えること、その混乱が収まるまでその場に留まっていないこと。主人といえど従者と身しん体たい能力の差はほとんどない。もし囲まれてしまえば死ぬのは自分のほうだということを、亮りよう史じはよく理解していた。

　恐きよう怖ふの叫びがあちこちからあがる。誰も気づいてはいまい、自分たちが勝てる目をみすみす潰つぶしているのだということを。多た勢ぜいを恃たのめば力は上がり、その代わりに付け入る隙すきが多くなる。冷静に対処すれば自分ごとき、暴れまわる一匹の獣に過ぎないのだ。悲鳴を発する代わりに死しに物もの狂ぐるいで立ち向かえば容易に撃げき退たいできるのに、なぜその選せん択たく肢しに気づかないのだろうか。千年という時間を生き延びてきた亮史の目にはそのことが不ふ思し議ぎでもあり、滑こつ稽けいでもあり、あるいは「人間とはそういうものだ」という奇き妙みような納なつ得とくもあるのだった。

　驚きよう愕がくに歪ゆがむ従者たちの表情を通り抜け、最さい後こう尾びの相手の顔面に鉄棒を叩たたきつけるまでに、亮史はひとりの頭ず蓋がいとふたりの腕わん骨こつを破壊していた。入れ違いに走ってきた狼が亮史の脇をすり抜けていく。獲え物ものを喰らい尽くす歓かん喜きの吠ほえ声と、人じん体たいをはるかに超える大きさの狼に喰らいつかれる悲鳴が同時に巻き起こる。亮史は廊下の上を滑るようにしてターンし、凄せい惨さんなその光景を目を細めて見つめた。

　転がる身体からだが三つ──今、もうひとりが狼おおかみに背中から食いつかれた。タイル張りの廊下に引っ搔かいたような血の跡がぽつぽつと見て取れる。視線を上げれば、もう数人に満たない数になってしまった従じゆう者しやたちが、転がるようにして曲がり角の向こうへと消えていくところだった。

　つくづく思う。弱い。

　昔むかし戦った人間の軍隊でさえ、もう少し歯は応ごたえがあったような気がする。恐らく軍とはそういうものだからだろう。人間が、否いな、生物すべてが持つ根本的な弱点、恐きよう怖ふ、痛み、怒り、焦あせり──それらの動揺を、指し揮きと規律という二つの概がい念ねんで押さえ込んでいたからだ。だから強きよう襲しゆうをかけても比較的早い段階で混乱から立ち直ってきたのだし、精せい錬れんされた軍隊は死をも恐れずに反はん撃げきを行ってきた。結果、ただの人間相手に亮りよう史じが敗走しなくてはならなかったことも、一度や二度ではない。

　なのにこいつらはどうなのだろう。人間をはるかに超えた能力を持っているというのに、それを使いこなすこともできずにただ右う往おう左さ往おうするだけで、反撃らしい反撃はまだ一度も仕掛けてきていないではないか。なんとなく腹が立ってくる。肩かた透すかしを食らったような、そんな気分。せっかく力を持ってるんだからもうちょっとマシに使え──そんなことを思いかけた頭を、亮史は慌あわてて振った。

「……なにを、馬ば鹿かな。相手が弱いに越したことはないじゃないか」

　思わず独り言をつぶやく。ふと気がつくと『炎ほのお』が思し考こうに混じってくる。戦せん闘とう時なのだから仕方ないとはいえ、ことさらに戦いを求める思考だけは制限しなくては、と亮史は思う。戦いくさの極きわみは不戦にあり、とは誰の言葉だったか。戦わずに済むのならば、それに越したことはないのだ。──多分。

　泳いでいた視線を前へと向ける。倒れた従者の身体を尻尾しつぽを振りながら貪むさぼっている狼に口笛を吹き、亮史はそいつの身体を自分の足元にずるずると持ってこさせた。食事を邪じや魔まされた不満の色を目に浮かべて、狼は亮史のことを見上げてきた。なだめるように微笑ほほえんで、狼の首元を優しく撫なでてやる。口元を血に塗まみれさせた狼は、それでもどことなく不服そうだったが、亮史の手には甘えるように首くび筋すじを擦すりつけてきた。それを軽くあしらって、亮史は四人の従者を検けん分ぶんしはじめた。

　どれもこれも使えそうにない。損そん傷しようがひどすぎる。頭ず蓋がいが破は壊かいされていたり脳が切断されていたり、狼が倒した分の従者に至っては無事な部分のほうが少ないという有り様さまだ。頭と心臓だけ残せばいいというもんじゃないだろうが──そういう意味の視線を向けてみても、狼は無む垢くな瞳ひとみで亮史のことを見つめながら、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげるだけ。亮史は深々とため息をついて、銀のナイフをその手に握り締めた。




　　　　◆




　いつだったか、舞まいに言われたことがある。

　──あんたさ、なんかちょっとヘンだよね。普通じゃないっていうか、人ひと一倍のんびりしているっていうか。イタリアの子ってみんなそんな感じにぼーっとしてるの？

　ひどい言われようだ、とそのときは憤ふん慨がいして、温おん厚こうなレレナに珍しく口をへの字に曲げて抗議した。最初から冗じよう談だんのつもりだったのだろう、「ごめんごめん」と舞は笑いながら謝あやまり、レレナもそれで承しよう知ちしたのだが、しかし、今になってあのときの言葉がじわじわと心の中に染み渡ってきた。やはり自分は、頭のネジの一本か二本が抜けているのではないかと思う。

　なんと、トラックの振動に揺られているうちに、眠くなってきたのだ。

　──なに考えてるのよ、こんなときに。

　──もうちょっと、時と場合を選んだらどうなの？

　──生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわに、寝ている暇ひまなんてあるわけないでしょう。

　と自分を責めてみても、眠ねむ気けは一いつ向こうに晴れる気配を見せようとはしなかった。ふと気を抜けばまぶたがとろんと下がってきて、こくりこくりと船を漕こいでしまう。その度たびに頭を激しく振り、自分の頰ほおをぱんぱんと叩たたいて、レレナは無む理り矢や理り自分のことを叩き起こしていた。そんな彼女の様よう子すを見かねて、岡おか田だはぽつりと、

「寝たいなら寝て構わんぞ。こいつはポンコツだからな、目的地まであと三十分ほどかかる」

「はっ──いえ、そんなわけには──」

「隣でちょこまか動かれると逆に目め障ざわりだ。いいから寝てろ」

「…………」

　レレナは目に見えてしょげかえった。決して悪い人ではないと思うのだが、しかしその辛しん辣らつな物言いは、箱入りのお嬢じよう様であるレレナの心にびしばしと突き刺さるのだ。と、がっくりとうなだれたレレナのことを横よこ目めで見て、岡田はため息をひとつ。

「んな顔すんじゃねえよ、俺が悪者みたいじゃねえか。寝たいなら寝りゃいいし起きてたいならそうすりゃいい。ただな、せめて静かにしてろ。目障りは言い過ぎたが、あんまりバタバタされると落ち着かん」

「──は、はいっ」

　こくこくと頷うなずく。岡田は気まずそうに舌した打うちをして、すぐに前を向いてしまった。やっぱり悪い人じゃない、どことなくツキさんに似ている──そんなことをちらりと考えてから、レレナもフロントガラスの向こうへと視線を移した。

　人っ子ひとりいない夜の道を、トラックは微び妙みような振動を発しながら走りつづけている。ぼんやりとした目で流れ行く街がい灯とうを見つめながら、ふとレレナは過去のことを思い出した。ガゼットを含めた家族で出かけた、ナポリへの一泊二日の旅行。もともとは教会の用事を果たすための旅行で、両親とガゼットだけ行けば事は足りたのだが、どうしてもとねだるレレナに父が根こん負まけして連れて行ってくれたのだった。あまり面白い旅行ではなかった。保護者の全員が用事を抱かかえていたために、まだ小さかったレレナはナポリでの滞たい在ざい期間のほとんどをホテルでのカンヅメ生活に費ついやすことになってしまったのだ。だが、そんな旅行でも、確かにレレナの記き憶おくに印象を残す場面というものが存在していた。

　それは、ナポリからの帰り道、ガゼットが運転する車の中での記憶。夜のハイウェイを走る車の中で、レレナはふと目を覚ました。助手席に座る父も、レレナを抱いた母も、すやすやと静かな寝ね息いきを立てていた。ガゼットも普ふ段だんの饒じよう舌ぜつさが噓うそのように黙りこくって、じっとハンドルを握っていた。その沈ちん黙もくを破るのがなぜだか恐ろしくて、レレナは言葉を発することができなかった。暗く静まり返った車内に鈍いエンジン音だけが響ひびいている。その音と振動の中で、レレナは大きく目を見開いたまま、ただ一定間かん隔かくに流れていくハイウェイライトのオレンジの灯ともし火びを見つめつづけた。

　あのとき車の中にあった世界は、眠りに落ちる前に住んでいた世界とは明らかに異なっていた。自分を抱く母の顔を見上げるのが怖かった。助手席で眠る父や、黙したまま運転を続けるガゼットに声をかけるのが怖かった。そのとき車の中にいたのは、マリでもカルロでもガゼットでもなく、彼らの姿を真ま似ねした影かげ人形に過ぎなかった。見上げてもそこにあるのはのっぺりとした闇やみだけであり、声をかけても返ってくるのは寒さむ々ざむとした沈黙だけだったろう。本物のレレナの母親は、どこか別の世界、別の夜、別の車の中で、ぐっすりと眠りこけているはずだった。本物のレレナに取って代わった影人形を、その膝ひざの上に抱えて。

　そんな想像を抱えてしまって、あまりの恐きよう怖ふと寂さびしさに、当時のレレナは声をあげることすらできなかった。車が故こ郷きようのローマにたどり着き、眠りから覚めたマリがふざけてレレナの頭を抱きしめるまで、ずっとレレナは別の世界の中にいた。現れては消え、消えては現れていく夜の街がい灯とうに、レレナはあのときの恐怖を思い出してしまった。

　もしかしたら──と、夢を見ているような感覚の中でレレナは思う。あのときと同じように、自分はいつの間にか別の世界へと迷い込んでしまったのかもしれない。狼おおかみの化け物に延々と追われつづけるだけの悪あく夢むの世界に。半分だけ闇に染まってしまった自分が死しに物もの狂ぐるいで逃げ回っている一方で、ローマではもうひとりのレレナがそ知らぬ顔で父や母と談だん笑しようしあっているのかもしれなかった。かつていた自分の居い場所を乗っ取って。のっぺりとした黒い相そう貌ぼうに、レレナと同じ笑顔を半分だけ貼はりつけて──

　がたん、とトラックが揺れた。

　我に返る。いつの間にか、まどろんでいたらしい。頭を振って、まだそこにこびりついている眠気を強ごう引いんに振り払った。が、ぼんやりとしたまどろみの中で覚えた恐怖は覚めきることがなく、むしろより強い寂せき寥りようとなってレレナに襲おそいかかってきた。こつん、と窓におでこをぶつける。その表情がだんだん情なさけないものへと歪ゆがんでいく。お母さんの声を聞きたい、と痛つう烈れつに思った。聞き慣れた、けれども他のどんな人よりも優しく響ひびくあの声で、もう一度自分の名前を呼んで欲しかった。

　眠ねむ気けの次はホームシックか、と自じ嘲ちようする。どうやら私の頭は、相当のんきにできているらしい。そうは思っても、一度覚えてしまった寂さびしさを押さえ込むことはなかなかできそうになかった。それをごまかすために夜の外気に晒さらされた窓の冷たさに全ぜん神経を集中させていると、不ふ意いにレレナの膝ひざの上になにかが乗ってきた。のろのろとした動作で、それを見下ろす。

　タオルだった。お世せ辞じにも綺き麗れいとは言いがたいが、使うのに躊ちゆう躇ちよしてしまうほど汚れているわけでもない。驚いて横を見ると、岡おか田だが非常につまらなそうな表情を浮かべながら、片腕で頰ほお杖づえをつきもう片方の手だけでハンドルを握るという免めん停ていモノの態度で運転していた。そのすぐ脇にあるダッシュボードが開け放たれて、その中から引き散らかしたように物が散乱しているのが目についた。

　岡田はレレナの驚いたような視線に、ちらりとだけ反応した。

「……あのなあ、俺にどうしろってんだよ」

　ほとほと困り果てた、という感じのその口く調ちように、レレナは思わず尋たずね返す。

「え──？」

「ちゃんと乗せてやってるし、目的地まででよければ送り届けるって言ったじゃねえか。そりゃ確かに言い方はキツかったかもしれねえけどよ、なにも泣くこたねえだろ泣くこたあ。それともなにか、他に俺がなにか気に食わないことでもしたか。え？」

　レレナは目をぱちくりさせ、それから視線をふいと落とした。膝上によこされたタオルをぎゅっと摑つかみ、小さな肩を小こ刻きざみに震わせる。岡田がなおさら不ふ機き嫌げんそうに言った。

「なにがおかしい」

「──いえ、その──あのっ、す、すいません」

　そうは言っても、一いち度ど込み上げた笑いの衝しよう動どうを抑えることはなかなか難しかった。それまでの寂しさの反動がついていたかもしれない。胸の奥に発ほつ作さのように起こるその衝動を、レレナはかろうじて唾つばと一緒に飲み下した。手にしたタオルで顔を──否いな、目に浮かんだ涙を拭ふく。少し汗あせ臭かったが、決して不快ではない。ごしごしと顔を拭き取っていると、心を責め苛さいなむ不安や焦しよう燥そうが、涙と一緒に払ふつ拭しよくされたような気分になった。

　拭き終えたあとのレレナの晴れ晴れとした表情を見て、岡田は呆あきれたように、

「泣いたり笑ったり──ったく、わかんねえなあ、子供ってのは」

　レレナは小さく微笑ほほえみ、タオルを丁てい寧ねいにたたんで膝の上に置いた。

「ありがとうございました。これ、洗せん濯たくしてお返ししますね」

「ああ？　歳せい暮ぼのあまりにそこまでしてもらう義ぎ理りはねえよ。くれてやる」

「いえ、そういうわけには参りません。どっちにしろ、こうして乗せていただいたお礼もしなくてはいけませんし。岡おか田ださんはどちらにお住まいですか？　あとで届けさせていただきます」

「……とんでもねえもん拾っちまったな」

　小さくそうつぶやいてから、岡田はため息をつきながら続けた。

「どうしても返すっていうんなら、俺にじゃなくて会社にしてくれ。このトラックもそのタオルも、元はといえば俺の会社が借り受けてきたものなんだからな。湯ゆヶが崎さきの太たい平へい建築って言やあ、ちったあ名の知れた建設会社だ。恩に着せる気はねえが、そんなに気き兼がねするんならそこに持ってこい」

　その言葉に、レレナは思わず眉まゆをひそめた。なんだろう。今、どこかで聞いたことのある単語が出てきたような気がした。岡田の言葉にはあいまいに頷うなずいて、レレナはこめかみに指を当ててそれがなんなのかを突き止めようとした。──太平建築。そう、岡田は確かにそう言った。聞き覚えのある言葉は恐らくそれだ。太平建築──建設会社。ちらりと視線を向けると、運転席に座る岡田の姿が見える。その首から下を包むのは、恐らく太平建築のものと思おぼしき作業──

「──ああっ!?」

　突然のレレナの大声にハンドルを握っていた岡田の片手がブレて、トラックの巨大な車体が左右に蛇だ行こうした。慌あわてて両手でハンドルを押さえてから、岡田はさすがに叱しつ責せきの声を飛ばした。

「……っの、馬鹿野や郎ろう！　いきなり大声出すな、驚くだろうが！」

「あ、すっ、すみません！　でもあの、岡田さん、ちょっとお尋たずねしたいのですが──」

「なんだよ」

　慣れ親しんだ優しい笑顔、彼の姿を脳のう裏りに思い浮かべたレレナが、その名前を質問に変えて口に出そうとした矢や先さき──

　ずしん、とトラックの車体が揺れた。

　嫌いやな予感が、レレナの脊せき髄ずいを駆かけ抜けていく。

「──なんだ、ありゃ」

　バックミラーに視線を向けて、ぽつりとそうつぶやいた岡田の声が、レレナの予感を明確に肯こう定ていしていた。それでもレレナは振り向かない──振り向くことができない。その現実を拒否するかのように、じっと身体からだを強こわ張ばらせて凍りついているレレナのすぐ横で、突とつ然ぜん岡田がなんの迷いもなくハンドルを急激に動かした。

　それまでのものとは比べ物にならないほどの揺れがトラックを襲おそった。レレナのちっぽけな身体が左右に振れて、思いっきり窓に頭をぶつけてしまった。じんじんと痛む箇か所しよを左手で押さえながら、涙の浮かぶ目で岡田のことを見る。険しい表情でバックミラーをにらみつけていた岡田は躊ちゆう躇ちよなくアクセルを踏み抜くと、自分を見ているレレナの視線にちらりと反応した。顎あごでバックミラーを指し示す。

「あれが、お前が逃げていた理由か？」

　そこまで言われてはレレナとてこれ以上現実逃とう避ひを続けるわけにはいかなかった。恐きよう怖ふに凍こごえた視線を向ければ、そこに映るのは漆しつ黒こくに揺らめく狼おおかみの影──レレナは顔を両手で覆おおい、うつむいてしまった。

　──ツキさん……！

　胸に引き裂かれるような痛みを感じる。死んではいない。そう信じたい。たとえば気づかずに擦すれ違ってしまったとか、あるいは撃げき退たいできずに突破されてしまっただけとか──しかし、そんな甘い考えは厳げん然ぜんとした現実の前にたちまち否定されてしまった。鋭敏な『感かん知ち』能力を持つツキがあの狼の存在を見み逃のがすはずがないし、みすみす敵に振り切られるほどうっかりとした猫でもない。となればやはり、ツキはあの狼と戦せん闘とうに陥おちいってしまって、そしてその結果──

　それ以上は、頭のほうが思し考こうを続けることを拒否した。レレナは顔を覆ったまま、いやいやをするように首を振り、神に縋すがることすらも忘れて啜すすり泣いた。

　閉じた視し界かいの外、隣に座る岡おか田だは、こんな状況にありながらなにも言わなかった。息が詰まるような沈ちん黙もくと、その中に響ひびく重々しいエンジン音の中、既き視し感がレレナを襲おそった。

　真っ黒な夜、静まり返った車内、家族の形をした影──幼い頃、その光景に覚えた恐怖が、より強くより現実的なものとなってレレナの脳のう裏りに蘇よみがえってきた。そこにあるのはかつてのような、ただ漠ばくとした闇やみではない。もっと濃くもっと暗い、レレナを食い尽くす牙きばを持った闇なのだ。歯の根が嚙かみ合わない。と、寒さに耐えるように身体からだを震わせるレレナのすぐ横よこ手てから、朗ろう々ろうとした遠とお吠ぼえが響き渡った。反射的にそちらに目を向けてしまったレレナは、そこにトラックと平行して走る狼の姿を見た。

　レレナの中で、なにかが、音を立てて切れた。

　虚うつろな目を岡田に向けて、レレナはぽつりとこう言った。

「──降ろしてください」

　岡田はせわしなくハンドルを左右させながら、横よこ目めでレレナのことを見る。

「なんだと？」

「これ以上──これ以上、岡田さんにご迷めい惑わくをおかけするわけにはいきません。ですから、どうか、トラックを止めてください。勝手を言って申し訳ありませんが、私のことはここで降ろしてください。今まで、どうもありがとうございました」

「……おい」

　抑よく揚ようのないレレナの声や、小さく微笑ほほえんですらいるレレナの様よう子すは、誰の目にも明らかに正しよう気きを失っていた。岡田の呼びかけにもレレナは答えず、ただ「がぎん」と響いた狼の爪つめ音おとにだけには、その小さな肩をびくんと震わせた。

　ふと気づいたように、レレナは額ひたいに手を当てた。

「そうだ、ここで止まったんじゃ岡田さんもあの人に襲われちゃうかもしれませんよね。ごめんなさい、気がつかなくて、あの、私は勝手に飛び降りますから、どうか岡田さん、お気になさらずに運転を続けてください。それじゃあ、お世せ話わになりました──」

　人間の精神はそんなに丈じよう夫ぶにはできていない。ましてレレナは、人間としてまだまだ未み成せい熟じゆくな十五歳さいの女の子なのである。舞まいの協力やツキの犠ぎ牲せい、それを無にしてはいけないということはもちろんわかっていた。だが、度たび重なる恐きよう怖ふや不安や動どう揺ようによって、レレナの心は疲れきってしまったのだ。

　もう、たくさんだった。

　これ以上逃とう亡ぼうを続ければ、自分を拾ってくれたこの心優しいおじさんをも死なせてしまうかもしれない。そんなことになれば、自分はきっと耐えられないだろうという予感がレレナにはあった。そうなる前に自分は捕つかまらなくてはいけない、自分さえ捕まればもう誰も犠牲にならずに済むのだ──そういった種類の、義務感とも現実逃とう避ひともつかないような自じ棄き衝しよう動どう。それに突き動かされて、レレナはふらふらとドアロックに手を伸ばした。

　その手を、岡おか田だが腕を伸ばして乱暴に振り払った。虚うつろにさ迷うレレナの視線、それを真正面からにらみつけて、岡田は低い声で言う。

「おい、お前、ナメてんのか？」

　その声に、レレナの喉のどが、ひぅ、とかすれた音を発した。

「俺はな、なにが嫌いと言って、捨すて鉢ばちになった奴やつと意地を張るガキがこの世で一番嫌きらいだ。ましてそんな奴に侮あなどられるのはとてもじゃないが耐えられねえ。俺の身が危ない、だと？　殴なぐるぞ。お前みたいなガキに身の安全を心配されるほど耄もう碌ろくしちゃいねえんだよ」

　再び爪つめ音おとが響ひびき渡り、岡田は苦にが々にがしげに顔を歪ゆがめた。その表情を見て、レレナに怒ど涛とうのような罪ざい悪あく感かんが押し寄せてくる。ぐっとうつむき、絞しぼり出すようにしてレレナは言う。

「でも、──でも、岡田さんに、ご迷めい惑わくが、」

「うるせえぞガキ！　まだ言ってんのか!!」

　怒ど声せいと共に叩たたきつけた拳こぶしがクラクションを鳴らし、レレナはその音にびくっと首をすくめた。なぜ怒おこられているのかわからずに、怯おびえるような目を岡田に向ける。岡田はその視線に応こたえもせず、ただ不ふ機き嫌げんそうな面つらでフロントガラスをにらみつづけていた。

「迷惑っつうんならこんなところで降ろせなんて言われるほうがよっぽど迷惑だ。お前を今いま降ろしたらどうなっちまうかくらい、俺がわからないとでも思ってんのか？」

「…………」

　岡田は険しい表情のまま、「ふん」と鼻を鳴らし、

「それにな、そんなに駄だ々だをこねなくても降ろしてやるよ。どっちにしろこのポンコツじゃ、あいつから逃げきるのは無理だからな。ただし──降ろすのは俺がやることやってからだ。それまではそのドアに触るんじゃねえ」

　レレナの目が、今にも泣き出しそうに潤うるんだ。それをこらえるために、ぎゅっと唇を引き結ぶ。岡田のことを真しん摯しに見つめながら、心の中に生まれた疑問を、レレナはそのまま口に出していた。

「どうして──そんなに、してくれるんですか」

　鋼鉄の如ごとき頑がん固こなその横顔には、どのような問いも受け付けてもらえないように見えた。ハンドルを切り、ギアを操そう作さし、岡おか田だは親の仇かたきのようにアクセルを蹴けりつける。急な加速が車内を襲おそい、闇やみを切り裂くように進んでいくフロントガラスの光景をにらみつけながら、岡田は不ふ機き嫌げんな声でようやく答えた。

「知るか、そんなこと」




　　　　◆




　白地に黒ブチをまぶした毛皮を持つその猫は、すっかり怯おびえきっていた。ロシアからモザイクへの使いを果たし、次はカンクロに知らせなければいけないというのに、いつまで経たってもぐずぐずして出発しようとしない。確かに、とモザイクは思う。先ほどからどうも町がざわついている。もともと猫は臆おく病びような性質を持つ動物だ。こんな雰ふん囲い気きの中では、この黒ブチ猫でなくても動きたくなくなってしまうだろう。

　が、モザイクの隣で不機嫌そうに尻尾しつぽを揺らめかせているシマは、ぐずついている黒ブチのことを容よう赦しやなく一いつ喝かつした。

「あんたそれでよくオス猫やってられるね！　ツキさんと自分を比べてみて恥ずかしくないのかい!?　ちょっとばかしバタついてるからって、ビビってんじゃないよ！」

「で、でも姐ねえさん。ボスを探し回ってるほかの連れん中ちゆうが何匹も、怪かい物ぶつみたいな犬が走り回ってるのを見たって言ってたんス。あいつはボスを狙ねらってやってきた悪あく魔まに違いないって、みんな言ってるんスよ。こんなときに出歩いたりしたら食い殺されちまいます。勘かん弁べんしてくだ──」

　ぱたりっ、と勢いよく地面に尻尾を打ち付けて、シマはそこから先を遮さえぎった。黒ブチをにらみつけるシマの眼がん力りきを横よこ目めで見て、モザイクは黒ブチに対して同情心しんを抱かずにいられなかった。もしもシマがオスだったら、あるいはツキを凌りよう駕がするほどの大親分になることができたかもしれない、そう思う。

　怒ど気きを身体からだから立ち昇らせながら、シマは一歩黒くろブチのほうに近づいた。黒ブチはそれを目だけで見上げ、掃そう除じ機きを前にした子猫のようにぶるぶると身体を震わせはじめる。その姿を見下ろしながら、シマは牙きばを剝むいて口を開き、

「──おいシマ、もういいだろ。そのへんにしといてやれ」

　思わず口を挟はさんでしまったのがまずかった。シマは怒りの矛ほこ先さきを身体ごと百八十度転てん換かんして、モザイクに向かって凛りんとした声で怒ど鳴なり散らした。

「モザイクっ！　あんた本当にツキさんを探す気はあるのかい!?　さっきからダラダラダラダラ、ちっとも動こうとしないじゃないか！　仕し舞まいにゃ引っ搔かくよ！」

「……あのなあ、お前のほうこそ少しは落ち着けよ。なんのためにそいつが俺たちのところまで来たと思ってる？　ロシアからの、ボスの捕ほ捉そくは無理だって連絡を伝えるためだろうが。今日の捜そう索さくはこれで終わりだ。大体明あ日す明後日あさつてでこの町を去るわけじゃないんだから、こんな仰ぎよう々ぎようしい捜索網もうを広げる必要なんて最初からなかったんだよ」

　モザイクは理り屈くつを述べただけであり、別にシマのことを馬ば鹿かにするつもりなど毛ほどにもなかったのだが、それを聞いてシマはまさに般はん若にやの形ぎよう相そうを浮かべた。ぐるり、と踵きびすを返した勢いはそのままに、モザイクに向かってつかつかと近づいてくる。

「悪かったね、事を大げさにしちまってさ」

「いや、別に誰も悪いとは──ちょっと待てシマ、落ち着けって」

　その迫力に気け圧おされるようにして、モザイクは一歩、二歩と後退する。が、モザイクに近づくにつれてだんだんとシマの足取りは重くなっていき、ついにはうなだれるようにしてその場に立ち止まってしまった。自分の両前足のあいだを見つめながら、シマはぼそぼそとつぶやく。

「──そりゃあさ、あんたはいいのかもしれないよ。あんたはツキさんに付いていく予定なんだからね。でも、あたしは、この町に残される立場の猫だ。だから、一いつ刻こくでも早くツキさんに会いたいんだよ。でないと、でないと──」

　気が気じゃないんだ、と、シマは蚊かの鳴くような声で言った。モザイクはふと、目の前のこの三み毛け猫に同情の念を感じた。ツキとは湯ゆヶが崎さきにその名を轟とどろかせた生き神様の名前であり、人間の魔ま手しゆからか弱い猫たちを守りつづけてきた庇ひ護ご者の名前でもあった。加えてシマは、そのツキにそれこそ子猫だったころから想い焦こがれつづけてきたのだ。そのツキに去られてしまうシマの心境は、モザイクにも痛いほど理解することができた。

　しかし──と、モザイクはわずかに目を細めてうなだれるシマの額ひたいを見つめ、それから不ふ意いに馬鹿にしたような笑い声をあげた。

「なんだおい、シマの姉あね御ごともあろうものがずいぶんと弱気なことだな。お前みたいなのが純情可か憐れんを装っても気味悪いだけだ。ユキくらいの子猫ならともかく」

「…………」

　ぎらりとにらみ上げたシマの視線に、モザイクは相変わらずにやにやと笑いながら、

「俺たちが去ったあとこの町を誰に任せるか、ボスと相談していたんだがな。そんな女め々めしい弱よわ音ねを吐くようじゃ、お前には務まらない。ボスにはそう伝えておくよ」

　シマの表情に怒りが迸ほとばしった。が、それはモザイクの冷静な視線に晒さらされるうちにみるみる消えてなくなり、あとには気まずそうなシマの表情だけが残る。上うわ目め遣づかいにモザイクを見上げながら、シマはぽつりと、

「……前々から思ってたけど、あんた、性格最さい悪あくだね。女にモテないよ」

「生あい憎にくだが、女には不自由してない。これでもこの町の二番だからな」

「元、だろ」

　うめくように、シマは言った。

「元もと二番だ。この際だからはっきりさせておくけどね、この町を治める後あと釜がまをどうするかなんて、あんたに──ツキさんにだって口を出す権利はないんだよ。あんたたちは、自分勝手な理由でこの町から去っていくんだ。あんたたちが消えたあとのことまで、心配される筋すじ合あいはないね」

　硬質なシマの声を聞いて、モザイクは小さく笑う。たとえそれが想い焦こがれる相手であっても、筋が通っていないと判断すれば頑がんとして拒否する、そんな潔けつ癖ぺきさが実にシマらしかった。「それもそうだな」とモザイクは頷うなずき、シマは面白くもなさそうに「ふん」と鼻を鳴らした。

　と──

　それまで息を詰めて二匹の言い合いを見守っていた黒ブチが、突然声こえをあげた。

「お前──なんだ、その格かつ好こう？」

　モザイクとシマは同時に黒ブチを見る。いまだに腹立ちが収まりきらないのか、シマなどは黒ブチの姿をその目に認めて「なんだい、まだいたのかい」などと無ぶ礼れい極まりない発言を口にした。が、黒ブチはさして気を悪くしたふうもなく、それよりもむしろ困こん惑わくの色濃く混じる視線を、二匹がいるところとは別の方向にちらりと向けた。それに従ってモザイクも視線を移し──驚きのあまり、その目を大きく見開いた。

　ユキだった。普段の元気さはかけらも見当たらず、とぼとぼと力なく歩く彼女の白い毛皮は、バケツの水でもぶっかけられたかのように濡ぬれそぼっていた。水を切ることすら忘れているのか、ぽたりぽたりと雫しずくを滴したたらせている。その表情は地じ獄ごくの底を見てきたように暗く、ふと視線を上げてモザイクの姿を見つけると、ただでさえ悲痛だったユキの顔がさらにぐしゃぐしゃに歪ゆがんでしまった。

「……あんた、どうしたんだいそのザマは」

　ツキを巡っての敵てき対たい関係にあるシマも、さすがに心配そうにそう声をかけた。もともとシマは面めん倒どう見みがいいことで人望を集めているメス猫なのだ。たとえ相手が憎き恋こい敵がたきであったとしても、濡れ鼠ねずみになって半ベソをかいている猫を目の前にして放っておけるような性格では決してなかった。

「おい、大丈夫かよ。人間か？　人間にやられたのか」

　黒ブチがユキのそばに寄り添うようにして気き遣づかっている。モザイクも小こ走ばしりにユキの近くにまで走りより、自然、モザイクとシマと黒ブチの三匹でユキのことを取り囲むような形になった。が、ユキはまるでそれに怯おびえるかのように、ますますその身を固く縮ちぢこまらせてしまった。モザイクは首をかしげ、

「──どうした？　おい、ユキ、俺がわかるか？」

「……モザイク、さん」

　今にも泣き出しそうな、涙に濡れた声。これほど落ち込んだ──そう、悲しんでいるのでも怯おびえているのでもなく、落ち込んでいるのだ──ユキを見るのは初めてのことだった。うつむいて地面を見つめながら、ユキは小さな声で言った。

「私、──私、ツキさんが、ツキさんの──」

「……ツキさん？　あんた、ツキさんに会ったの!?」

　シマがそう詰め寄ると、ユキは叱しつ責せきされたようにさらに身体からだを強こわ張ばらせた。「お前はちょっと黙ってろ」という目め顔がおでシマのことを制し、モザイクは静かな声で語りかける。

「ボスがどうした？　お前がびしょ濡ぬれになってることと、なにか関係あるのか？」

　ユキはうなだれたまま、ぼそぼそと、

「ツキさんを、私、ツキさんのことを探そうと思って、ロシアさんと一緒にいました。そしたら狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえてきて、ちょうどそのあとにツキさんが現れたんです。あの遠吠えは俺の客だからって、私とロシアさんに逃げろって──」

　狼。思わずシマは黒ブチのことを見た。黒ブチはがちがちに強張った顔で、じっとユキの言葉に聞き入っていた。

「でも、私、我が慢まんできずに、ツキさんのことを追いかけたんです。ずっと探してたし、それに──心配、だったから。でも、追いついたときにはもう、ツキさんは狼と戦っていました」

　懺ざん悔げするようにうなだれるユキの首元、そこが血に汚れているのがモザイクの目についた。流れ出た血がドブ水と混じり合い、元は純白だったはずのユキの毛並みを無む残ざんなほどに汚している。

「狼が私を見て、襲おそいかかってきたんです。私、怖くて、ぴくりとも動けませんでした。そのうちに狼が私の首根っこに嚙かみついて、私のことを放り投げました──川に、湯ゆ良ら川がわに投げ込まれて、私、なにがなんだかわからなくて、泳げなくて、死んじゃいそうになって、それで──」

「そこを、ツキさんに助けられたんだね」

　そしてユキは、か細い鳴き声をあげた。肯こう定ていとも否定とも、後こう悔かいとも悲ひ嘆たんともつかない小さな声。とうとうその場に、崩くずれ落ちるようにしてへたり込んでしまう。地面に鼻先を突きつけながら、ユキは絞しぼり出すようにして言った。

「──狼が、笑ってたんです。これで追ってこれないだろうって、ざまあみろって笑ってたんです。溺おぼれてる私を助けてから、ツキさんは黙って狼が逃げていった方向に走っていきました。だから、きっと、ツキさんはあの狼のことを追いかけてたんだと思います。それなのに、私、私が──」

「あんたが足あし手でまといになったおかげで、ツキさんはそいつのことを逃がしちまったってわけだ」

　がらりと変わったシマの口く調ちように、ユキの身体が慄ふるえた。咎とがめるようなモザイクの視線を真っ向から見返して、シマは苦にが々にがしく吐き捨てた。

「なんでロシアと一緒に逃げなかったのさ？　あんたみたいなガキが、ツキさんをてこずらせるような化け物相あい手てになにかの役に立つとでも思ったのかい？　──まったく、救いようがないね！」

　言いすぎだ──と、モザイクは顔を曇らせた。ユキは充分に己おのれの愚ぐを悟さとり、後こう悔かいしている。その上でなお彼女の傷口を踏みにじるのは、どう考えても誉ほめられた行為ではなかった。モザイクはユキをかばうようにして二匹のあいだに割って入り、

「シマ、もうやめろ」

　不満げにモザイクをにらみつけて、それでもシマは口をつぐんだ。重苦しい沈ちん黙もくがしばらく立ち込めたあと、シマは唐とう突とつに歩き出した。早足に進んでいくシマの背中に、モザイクは低い声で尋たずねた。

「どこへ行く？」

　シマは振り返りもせずに、

「湯ゆ良ら川がわ」

「なにしに」

「決まってる。ツキさんを探しに行くんだ。聞いた話じゃその狼おおかみとやらは、相当ヤバい相手みたいだからね。加か勢せいの一匹くらいいてもいいはずだよ」

「自分で言ったことをもう忘れたのか？　ボスと互ご角かくの相手に、俺たちが割り込んでも邪じや魔まになるだけだ」

　その言葉に弾はじかれたように反応した。三み毛け猫ねこ特有の激げき情じようをその瞳ひとみに映しながら、シマは射い貫ぬくような視線をモザイクへと向ける。

「──あたしを、そのガキと、一緒にするな。あたしならツキさんの役に立てる。あたしはそいつとは違うんだ」

　ユキもシマも、自分でさえも、ボスから見れば大した違いはない──その言葉を、モザイクはかろうじて飲み込んだ。現在のシマは激情に囚とらわれている。そんなふうに諭さとしても無む駄だであるということは明白だったし、事実シマは言いたいことだけを言い捨てて、すたすたと歩き去ってしまった。路地の薄うす闇やみに揺れる三み毛け縞じまの尻尾しつぽを見送ってから、モザイクは不ふ意いに黒ブチに向かって言う。

「ちょいと状況が変わった。やっぱりカンクロのところまでひとっ走り行ってもらえるか」

「──え？　い、行くんスか？」

「他に誰がいんだよ。カンクロ、それからロシアにも伝言を頼む。『召しよう集しゆう』だ。場所は湯良川、シマが先に行ってしまったと──」

「ちょ、ちょっと、ちょっと待ってくださいよモザイクさん、お、俺が行くんですか？　さっきは行かなくていいって……」

　黒ブチの慌あわてようにモザイクは苦く笑しようを閃ひらめかせ、

「言っただろ、状況が変わったんだよ。さっきまでは別に急ぐ必要もなかったんだが、今は違う。使えそうな奴やつら──とりあえず、カンクロとロシアだけでも集めておく必要がある。それもできるだけ早くに」

　黒ブチは苦しそうに顔を歪ゆがめた。義務感と恐きよう怖ふ心がせめぎ合った、なんとも名めい状じようし難がたい表情。先ほどのやりとりを聞いていて、ツキに危険が迫っていることはわかっている。この町に住む猫として協力したいが、しかし、ユキの言葉によってより現実味を帯びた狼おおかみの化け物に、どうしても恐怖を感じてしまう──黒ブチの心理をそう分ぶん析せきしたモザイクは、ふと横に目を向けた。ぽたぽたと水すい滴てきを垂らしながら、石せき像ぞうのように硬直しているユキの惨みじめな姿。しばらくそれを見つめ、頭の中でひととおりの足たし算ざん引き算をこなしてから、モザイクは再び口を開いた。

「わかった。行かなくていい」

「へっ？」

「カンクロの元へは俺が行くよ。ただの連絡なら誰だって構わないわけだしな。お前はユキのそばにいて、面めん倒どうを見ていてくれ。それくらいならできるだろ？」

「──も、もちろんス！」

　モザイクの折せつ衷ちゆう案に、黒ブチは尻尾しつぽをぴんと立てて同意した。モザイクは小さく笑い、その鼻先をじっとうずくまっているユキのほうへと向けた。目を細めて考えること数秒、血とドブに汚れたユキの首くび筋すじを、モザイクはぺろりとなめた。のろのろと顔を上げたユキの目をまっすぐに見み据すえて、モザイクは言う。

「俺は行く。なにかあったらこいつに言え。──そんなに落ち込むな、ボスならきっと大丈夫だからさ。お前がドジ踏むことくらい、俺らにゃ承しよう知ちの上だよ」

　モザイクを見つめるユキの瞳ひとみが、瞬間、陽炎かげろうのような揺らぎを映した。至し近きん距きよ離りで見ていたモザイクですら、ともすれば見み逃のがしてしまいそうなかすかな動どう揺よう。それを見られるのを恐れるかのように、ユキは再び顔を伏せてしまう。小さく息を抜いてから、モザイクは黒ブチに「頼んだぞ」と言い残し、身を翻ひるがえして走り出した。




　　　　◆




　もちろん恋心だけで相手の居い場所がわかるようであれば、ハチ公もモアイ像も必要ないのだった。

　舞まいは中空に佇たたずんだまま途と方ほうに暮れていた。闇やみに浸つかった家々を眼下に見下ろしながら、深々とため息をつく。会いたいと思っただけで出会えるとは考えていなかったが、しかしそこはやはり十五歳さいの女の子、「もしかしたら」という気持ちも心のどこかに確かに存在していたのだ。ほんの芽めほどの気持ちとはいえ、あっさり叩たたき潰つぶされればやはり辛つらい。もう一度、今度は深しん呼吸をするようにして息を吐いた舞の真ま下したを、一匹の猫が駆かけ抜けていった。

　尻尾しつぽが縞しま模も様ようの三み毛け猫だ。声をかける暇ひまもなく、三毛猫はさっさと走り去っていってしまった。舞まいは手持ちぶさたな視線を三毛の消えた闇やみに漂わせる。ずっと湯ゆヶが崎さきを浮ふ遊ゆうしていて気づいたのだが、今夜はやけに町がざわついているような気がする──まあ、『組織』が襲しゆう来らいしてきているのだから、当たり前といえば当たり前なのではあるが。それにしたって関係ないはずの猫たちが、急いで往おう来らいしている姿を先ほどから何べんも見かけるのは、一体どういうわけなのだろう。

　背泳ぎをするように仰あお向むけになりながら、舞はふよふよと漂っていく。はるか真ま上うえに見上げる夜空は、どことなく明るくなってきているような気がした。レレナは無事に逃げきれたのだろうか──そんなことをぼんやりと考えた舞の背後から、ふと、猫の鳴き声が聞こえてきた。頭を傾け、首を晒さらすような格かつ好こうで逆さまに眺ながめる。

　あ。

　──モザイクじゃん。なにしてんのこんなところで

　と言っても、聞こえないことはわかっていた。現在の舞は『節せつ電でんモード』──要するに、幽ゆう体たいの密度をできるだけ低くして、力の消費を抑えている状態にあるからだ。実体化するほど密度を濃くすることができるのならば、当然見えなくなるほど密度を薄くすることもできる。普段ならば子供や動物に見つけられることもあるのだが、この状態のときには限りなく『見えにくく』なるのである。もっとも、亮りよう史じやレレナなどの『力持つ者』の目を欺あざむくことはできないのだが。
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　白地に黒くろ斑ぶちを持つ猫と、なぜだかずぶ濡ぬれになった真っ白な猫が、モザイクと一緒に座り込んでいた。白猫のほうには見覚えがあって、確かツキの知り合いの猫だったはずである。ふるふると喉のどを鳴らし、あるいは低い鳴き声を漏らして、モザイクは他の二匹に何事かを言っているようだった。これ以上さ迷っていても亮りよう史じに会える保証があるわけでもなし、その場に漂いながら三匹の猫の言い合いを何気なく眺ながめていた舞まいの脳のう裏りに、不ふ意いに閃ひらめくものがあった。

　モザイクについていくのはどうだろう。

　ツキから聞いた話では、モザイクはこの町のナンバー２であるらしい。自分が拾ったあの子猫が、いつの間にそんな高い地位まで上り詰めたのかと思うとなにやら感かん慨がいめいたものが湧わき上がってくるが、それはひとまずおいておく。重要なのは、モザイクがこの町の猫たちのあいだで、責任ある立場にいるということだった。彼ならばこの町がざわついていることに気づいているかもしれず、もしかしたら、そのことについてツキからなにか聞かされているかもしれなかった。少なくともアテもなくさ迷うよりは、モザイクについていくほうがよほど有ゆう意い義ぎなことのように、舞には思えた。

　──うん。そうしよっと。そんじゃ、よろしくねモザイク

　口ではそう言いながら、しかし実体化はしない。モザイクには悪いが、そこまでしなくても単純にモザイクの身体からだに『接せつ地ち』すればいいだけの話だ。実体化はなにしろ力を食う。少なくとも今晩中はずっと起きていなくてはならないのだから、できるだけ節約しなければならない。

　包み込むように、両手でもってモザイクの身体を抱きしめた。舞の幽ゆう体たいには質量も重力も存在しないので、こうして『接地』しておけばどんな微びし小ような生き物にも取り付くことができる。あとはこのまま、モザイクの赴おもむくところにどこまでもついていけばいい。

　と、『接地』した舞の目の前で、突然モザイクが首を伸ばして白猫の首くび筋すじをぺろりとなめた。労いたわるようなモザイクの鳴き声、その声に舞は少し驚いたような顔をし、それからなんとなく嬉うれしくなって「ひゅーひゅー」と口笛を鳴らした。聞こえもしないとわかっていながら、イタズラっぽい笑えみをその口元に浮かべて、

　──へえ、やるじゃんモザイク、もしかしてこの子こ彼女？　──って、わっ!!

　いきなり走り出したモザイクに思わず悲鳴をあげた。

　──ちょっ、ちょっと待ってモザイク、はやっ、速すぎるってば、こらモザイクもう少しゆっくり、うわっ、ひゃああああああっ！

　実際に危険かどうかなどはまるで問題ではなく、顔がん面めんすれすれのところを猛もうスピードで流れていく地面がただひたすらに怖い。がちがちに顔を強こわ張ばらせ、意味もなく足をばたつかせながら舞は制止の叫びをあげたが、そんなものが都つ合ごうよく届くほど世の中は甘くできてはいないのだった。誰にも聞こえることのない舞の悲鳴は、モザイクに引きずられて湯ゆヶが崎さきの闇やみに吸い込まれていった。




　　　　◆




　上階に上がってしばらくすると、藤ふじ島しまから連絡が入った。自然、班は半なかば休きゆう憩けいのような形でその場に待機することとなり、田たど所ころたちが主人の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしている一方で、歩あゆみは壁に寄りかかってただぼんやりと腕を組んでいた。

　玄げん翁のうの声が聞こえてくる。

「わかった、そうしてくれ。それと、もう捜そう索さくは続けなくてもいい。入り口と裏口の固めを頼む」

　ぴくりと反応して、歩は顔を上げた。無線を耳に当てたまま立ち尽くす、玄翁の長身の背中を見つめる。

「──そう思うか？　主人の性質を、理解した上で？」

　かすかな緊きん張ちよう感が場に漂う。各班から相次ぐ被害の報告によって、『主人』という単語はただそれだけで心身を引き締める効果を伴うようになっていた。犠ぎ牲せいは覚かく悟ごの上、玄翁はそう言う。だが、多大な犠牲を払ってもなお主人に傷ひとつ負わせることができていないという事実は、部隊全体の士し気きをじりじりと下げつづけている。

「奴やつは逃げない。俺たち全員を狩かり殺すまで、この学校から離れることはないだろう。主人とは、そういう存在だ。一度渇かわくと歯止めがきかない」

　誰かが息を吞のむ音が聞こえた。ちらりと見み遣やると、広ひろ中なかが巨大なボウガンを携たずさえたまま、若いその顔を強こわ張ばらせていた。歩はそんな広中に静かに近づき、落ち着かせるようにその肩に手を乗せる。広中は青ざめた表情で歩を振り返り、ぎこちなく、無理のある笑えみを浮かべた。それを見て、歩も静かに苦く笑しようする。

「ああ、そうだな、そういうことだ。田所にも言ってある。俺がやられたら撤てつ退たいを開始しろ。──自信？　そんなたいそうなものじゃない。ただの事実だ」

　そこで玄翁は身体からだをずらし、歩みのことを目だけで見た。

「報告は以上だな。木き崎ざきに代わるか？　──そうか。わかった。それではな」

　それだけ言って玄翁は連絡を切り、歩に向かって無線を放り投げた。器き用ようにそれを受け止めてから、歩は問うような目で玄翁を見つめ、

「トオル、なにか言ってました？」

「いや。話なら帰ってからいくらでもできるのだから、特に話すことはないと」

「……そですか」

　安心したような拍ひよう子し抜けしたような、複雑な気分だった。玄翁はそんな歩に背を向けて歩きはじめ、他の班員たちも次々にそれに従っていく。と、歩のすぐそばにいた広中が、潜ひそめた声で、

「歩あゆみさん、歩さん」

「？　なに、ヒロくん」

「いえ、ちょっと気になったんですけど──『約束』って、なんですか？」

　ぎくりとする。まさか広ひろ中なかの口からその言葉が出てくるとは思わなかった。ちょっと恥ずかしくなり、歩はごまかすように咳せき払ばらいをする。

「──なに、それ、どこで聞いたの？」

　広中は少しだけバツの悪そうな顔をして、

「ごめんなさい、さっき玄げん翁のうさんが歩さんに言ったのを聞いてたんです。約束を守れ、って藤ふじ島しまさんが言ってたって。──その、ちょっとした好こう奇き心しんでして、別に詮せん索さくする気は」

「あはは、いいのいいの。そんなに大したことじゃ──」

　思い直し、

「ううん、やっぱり大したことかも。でもね、そんな悪いことじゃないんだ。……聞きたい？　そんなに？　どうしても？」

　矢や継つぎ早ばやの歩の問いに、広中は目を白しろ黒くろさせた。歩はもう一度小さく笑い、そんな広中から視線を外す。

「あのね、だから、その、ね？　つまり」

「はあ」

「……約束、したんだ。その、これが終わって、もし人間に戻れたら」

　顔が熱い。当然のことだが、出しゆつ撃げき前の藤島の言葉を誰かに打ち明けるのはこれが初めてだった。相手が気きご心ころの知れた広中とはいえ──いや、そんな広中だからこそなおのこと言いづらくて、歩は少女のようにぐっとうつむいてしまった。

「──一緒に、なろう、って」

「……はあ」

　気のない返事にかちんと来る。歩は顔を上げて広中のことをにらみつけ、説教するような口く調ちようで、

「ちょっとヒロくん、『はあ』ってなに『はあ』って。もうちょっと他になんか言い方あるんじゃないの？　おめでとうございますとか、良かったですねとか、お幸せにとか」

　数すう瞬しゆんの思し考こうの後、広中は確かめるように、

「それはつまり、藤島さんにプロポーズされたってことですか？」

　ひっぱたいてやった。

「あいたっ」

「そんなにはっきり言わないでよ、恥ずかしいでしょ！」

　顔を真っ赤にしながら叫ぶように言う。当然班はん員いんたちの視線が二人に集中した。玄翁さえも「何事か」という顔をして振り返っている。適当に笑って手を振って、その視線をどうにかごまかしながら、歩あゆみは責めるように広ひろ中なかのわき腹を肘ひじでぐいぐいと押した。広中は不満げに眉まゆ根ねを寄せ、

「なんなんですか一体。嬉うれしくないんですか？」

「ばっ、そんなわけないじゃない。嬉しいわよ、もちろん」

「それじゃ別に照れる必要なんてないでしょう。なんで僕が叩たたかれなくちゃいけないんです？」

「それはっ、だから、その──なんとなく、恥ずかしいし」

「どうして」

　真ま顔がおで聞いてくる広中を珍ちん獣じゆうでも見るかのような目で見つめる。しばしのあいだそうやって見つめてから、ふいと根こん負まけしたように視線を外した。訳知り顔で「まあヒロくんも大人おとなになればわかるよ」などと言いながら、歩は広中の背中を遠えん慮りよせずにばしばしと叩たたく。広中はまだ不ふ可か解かいな表情を浮かべていたが、やがて納なつ得とくしたようにひとつ頷うなずくと、顔いっぱいに笑えみを広げた。

「なにはともあれ──おめでとうございます、歩さん」

　真正面から祝福されれば嬉しくないはずもない。歩は人差し指でぽりぽりと頰ほおを搔かきながら、

「えへへ。ありがと」

「……そしたら、絶対に生きて戻らなくちゃいけませんね」

　広中の笑顔にわずかに暗いものが混じる。それを見て歩はあやすように微笑ほほえみ、

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、それが『約束』なんだから。絶対に生きて帰るって、生きて帰って一緒になるんだって、あいつそう約束してくれたから。あたしが約束破りにどれだけ厳きびしいか、ヒロくんだって知ってるでしょ？　あいつはもっとよく知ってるもん、怖くて破れるわけないわよ」

　あえて、そう言った。約束を破ることができるのは、なにも藤ふじ島しまだけとは限らない──その事実を歩は意い図と的に無視した。自分でも笑ってしまうほどに楽観的な口く調ちよう、その裏側に潜ひそむものを察さつ知ちしたのか、広中もなにかを吹っきるかのようにこくりと頷いた。

「そうですよね、大丈夫──です、よね。きっと、戻れますよ」

　歩は目を細め、広中の肩を、ぽん、と叩いた。

「ん──ありがと、ヒロくん」

「……お前らなにしてんだ。早く来い」

　田たど所ころの声に目を向ければ、いつのまにか歩と広中は班からだいぶ遅れをとってしまっていた。こんな状況下でなにをのんびりと、と自分でもさすがに呆あきれ果て、歩は「ごめんごめん」と手を振って応こたえた。広中を促うながして一緒に走り出し、

　いきなり広中の背後の扉が吹っ飛んだ。

　教室の後ろに配置された横開きの扉、その上部に嵌はめ込まれたガラスが大だい音おん響きようと共に粉こな々ごなに舞い散った。クリーム色に塗られたドアの中心がべっこりとへこみ、凄すさまじい勢いで向かいの壁にぶつかってがらんがらんと床に転がる。間かん一いつ髪ぱつでドアの激突を免まぬがれることのできた歩あゆとみ広ひろ中なかは、そのまま駆かけ抜けて距きよ離りを取ってから、心臓を握り潰つぶされたような顔で後ろを振り返った。

　そいつ──隻せき腕わんの青年の姿をした主人は、ごく普通に教室の中から出てきた。まだからからと鳴りながら床の上で踊っているドアを踏みつけて音を止め、歩と広中の視線に気づいて挨あい拶さつするように右手を上げる。その右手には長さ一メートルほどの鉄の棒、蛇へびににらまれた蛙かえるの理論でぴくりとも動くことのできない歩と広中に向かって、主人はその棒を大きく振りかぶりながら弾だん丸がんのように跳とびかかってきた。逃げることも目を閉じることもできずに、歩と広中はその場にただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くし──

　二人のあいだをすり抜けて走り込んできた玄げん翁のうが、左の腕で主人の一いち撃げきを受け止めた。「ごきり」という鈍い音が響ひびき、主人はそれを聞いて嬉うれしそうに目を細める。玄翁の横顔には苦痛も恐きよう怖ふも緊きん張ちようも浮かんでおらず、ただいつもとまったく同じなその無表情を見て、歩はようやく我に返った。広中を、次いでやはり同じように後ろで呆ぼう然ぜんとしている田たど所ころたちを振り返り、声を張り上げる。

「なにしてるの！　援えん護ご──」

「『豺さい狼ろう』」

　瞬間、今度は田所たちの背後の扉が吹き飛んだ。くの字にへこんだクリーム色のドア、それを押しのけて飛び出してきたものは、真っ黒な毛並みを持つ巨大な狼おおかみだった。優に大型バイクほどもあるその狼に、田所たちは明らかに怖おじ気けづいて一歩後ろに下がる。それを嘲あざけるように玄翁と鍔つば迫ぜり合っている主人が言った。

「そいつは『犬けん狗く』とはわけが違うぞ。なにせ僕の左腕をまるまる使った特製品だ。ただの従じゆう者しやがどうこうできる相手ではないよ」

「なら、先にお前を倒せばいい」

　短くそう言った玄翁に、主人は心しん底そこ嬉しそうに笑った。底抜けに晴れ晴れとした、それでいながら見るものの背せ筋すじを震わせるような魔ま性しようの笑えみ。その表情に歩は、他た班はんに連絡することも玄翁を援護することも忘れてごくりと唾つばを飲み込んだ。

　鍔迫り合いは長くは続かなかった。身体からだを密着させた状態から、玄翁はいつの間にか握り込んだナイフを主人の喉のどめがけて閃ひらめかせる。主人は軽く首をそらしただけでその攻撃をかわし、しかしいったん仕切り直すようにして後ろに跳び下がった。ナイフを構えたまま玄翁はちらりと広中に視線を向け、

「──広中、援護だ」

「え、あ、は、はいっ」

　狼ろう狽ばいしたその声とは裏うら腹はらに、広中は流れるような動きでボウガンを構えて狙そ撃げきする。強力な機き構こうから弾はじき出された目にも止まらない速さのその銀の矢を、主人はいとも簡単に右手に握った鉄棒で叩たたき落した。その隙すきを見み逃のがさずに、玄翁は一瞬のうちに間合いを詰めて主人の顔面めがけてナイフを突き上げる。主人は舌した打うちをしながら返す刀で玄げん翁のうを牽けん制せい、さらに廊下の奥へと後退した。それでも玄翁は逃がさない。間を空あけずに連続で攻撃し、どんどん主人を後ろへと追い詰めていく。と、そこでようやく歩あゆみは自分の役目を思い出した。主人の本体がここにいる、そのことを全ぜん班はんに伝えるために歩は素す早ばやく無線を操そう作さして耳元のインカムを押さえた。

　その瞬間だった。

「──そいつだ、『豺さい狼ろう』！　その女を押さえろ！」

　主人の声に反応して、それまで威い嚇かくの唸うなり声をあげるだけだった狼おおかみが凄すさまじい声で咆ほう哮こうした。校庭を望む廊下の窓がその一いつ声せいでびりびりと震える。その直後、狼は遠とお巻まきに警けい戒かいしていた田たど所ころたちを蹴け散ちらして歩へと襲おそいかかってきた。冗じよう談だんじゃない、こんなのとまともに戦えるもんですか──内心でそう天を呪のろい、歩は操作を中断して身を翻ひるがえした。廊下の奥、は主人がいるからだめ、窓の外、は開けているヒマがない、となれば残るのは、

「教室だ！　中に逃げろ！　田所、班の指し揮きはお前に任せる！　絶対に木き崎ざきを守れ！　いいな！」

「──了りよう解かい！」

　玄翁の大声などめったに聞けるものではない。歩は目を丸くしながらちらりと後ろを見み遣やり、しかし逃げる速度は緩ゆるめずに教室の中へと飛び込んだ。失敗した。注意一秒怪け我が一生、よそ見をしていた歩は小学生が使う小さな机につまずいて前のめりにすっ転び、誇こ張ちようでもなんでもなく三メートルは宙を舞ってスライディングのように教室の床に顔面から墜つい落らくした。擦すり切れたおでこを痛そうにさすりながら、真ま後うしろであがった唸り声に反射的に振り向いてしまったのがよくなかった。涎よだれを撒まき散らしながら林りん立りつする机を跳はね除のけてこちらに向かってくる巨大な狼の姿など、精神衛えい生せい上決けつしてよろしいものではない。その証しよう拠こに歩は、情なさけないことに腰に力が入らなくなってしまった。このままでは喰われる殺される、そのことがわかっていながら歩は指ゆび一本動うごかすことができず──

　突とつ然ぜん狼が叫び声をあげた。それまでの雄お々おしい唸り声とはまるで別種の、苦く悶もんにのた打ち回るかのようなねじくれた咆哮。こちらに向かってくる速度が目に見えて鈍り、その隙を突いてようやく歩は足に力を入れてその場から飛びのいた。素早く教室の奥・教きよう壇だんの陰へと隠かくれ、鼻から上だけを出して様よう子すを窺うかがう。その目が大きく見開かれる。

　田所たち四人が教室のドアのところに佇たたずみ、唸り声をあげている狼に対してナイフを構えていた。彼らに対たい峙じし、こちらに背を向けている狼の、その尻しりに銀の矢が刺さっているのを見て歩は思わず声をあげそうになった。四人の中でひとりだけボウガンを手にしている広ひろ中なかに視線を巡らせて、その口元をほころばせる。

　──やるじゃん、ヒロくん。

　自分も負けてはいられない。いかに大きな狼おおかみといえども、不ふ死じ身みの従じゆう者しやが四人がかりで戦えば負けることはない。ましてそこに、戦せん闘とうに不向きではあるけれども従者として相応の怪かい力りきを持つ自分が加われば、絶対に勝てるはずだ。そう思い、歩あゆはみ懐ふところに収めていた銀製のナイフを握り締めて、教きよう壇だんの陰からすっと立ち上がった。
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　突然トラックが蛇だ行こう運転を始めた。後部の荷台の縁へりに足をかけていたツルは、その振動に耐え切れず振り落とされてしまった。気づかれたか──と舌した打うちをしながらも、ツルはあっさりと着地し、そのまま追つい跡せきを継続する。ここまで追い詰めたのだ、万が一にも逃がすわけにはいかない。

　人ひと気けのない道路を疾しつ走そうするトラック、その助手座席に少女の小さな背中を見つけたとき、ツルは天に感謝の唸うなりをあげた。やはり自分はツイている。レレナの位置を上じよう弦げんに知らせるためだけの発信源げんに過ぎなかったはずが、こうして標ひよう的てきを捕ほ獲かくするチャンスを得ることができた。上うえ様の手を煩わずらわせることなくこいつを捕らえることができれば、これ以上の汚お名めい返上の機会はないようにツルには思えたのだった。

　一ひと足あし一足、跳ねるようにツルはトラックへと近づいていく。使つかい魔まとは言っても『変へん化げ』の能力にその力を割り振っているツルには、このトラックそのものを破は壊かいするほどの力は備えつけられていない。上弦あたりならばそれも可能なのだろうが、しかし、今そこまでする必要はないとツルは判断する。まずは乗り込み、それから運転手を殺し、そのあとでゆっくりと捕獲に移ればいい。そう思い、ツルは着実にトラックとの距離を詰めはじめた。

　と、そんなツルを引き離すように、トラックが突然そのスピードを増した。

　狼ろう面めんを憎にく々にくしげに歪ゆがめる。とはいえ、最初から最後までなにもかもがうまくいくとも思っていなかった。ツルは走りながら『変化』を発動、狼おおかみの身体からだから段階を経へて豹ひようの体たい軀くへと移行させた。漆しつ黒こくの獣じゆう毛もうが抜け落ちていき、その代わりに美しい斑はん点てんを持つ黄金色の毛皮が浮かび上がってくる。地上最さい速そくのスプリンターの名に相応ふさわしいしなやかな肢し体たいを存ぞん分ぶんに伸び上がらせて、その速度から見れば停止しているに等しいトラックにぐんぐんと接近していく。おあつらえ向きに後部に取り付けられた荷台にタイミングを見計らって跳びかかり──瞬間、トラックが車線を無視して強ごう引いんに右側にハンドルを切った。宙を搔かいたツルの爪は車体の横側に爪つめ痕あとを残すに留まり、ツルはイライラと牙きばを剝むきながら着地、再び間合いを詰めにかかった。

　捕ほ食しよく者から逃れようとする瀕ひん死しの生き物のような動きで、トラックは反対車しや線せんを逆走しつつ、さらに車体を右側へ寄せた。車体に接近しながら前方に回り込み、フロントガラスを突き破って車内に侵入、運転手を殺しレレナを捕つかまえて王おお手て詰み──頭の中で素す早ばやくそんな計算を弾はじき出す。ほとんどすぐ隣に見える高速の車輪、それを横よこ目めで見ながらツルはさらにスピードを上げた。が、やっきになって差を詰めようとするツルを嘲あざ笑わらうかのように、トラックの車体が再びツルとの間合いを空あけはじめた。──前方にではなく、横方向に。

　驚きよう愕がくに目を見開く。そんな馬鹿な、あれ以上横よこに寄せたら歩道に乗り上げてしまうはずなのに──そう思いかけてふと気づく。道が緩ゆるやかに曲がっている。気づかないうちにカーブに差しかかっていたのか、と歯は嚙がみをして、ツルは豹ひようの身体からだを競せるようにしてトラックへと近づけていた。野生の豹とオンボロトラックでは比較にすらならない。平行して疾しつ走そうするツルの耳に、再び車輪の音が渦うずを巻きはじめ、

　その轟ごう音おんの奥の奥から、「かちり」という音が確かに聞こえた。

　右カーブを曲がろうとしていたトラックの巨体が、突然揺ゆれるように動いた。ふらり、ふらり──と頼りなげに揺らめいた次の瞬間、トラックは横よこ滑すべりしながらツルに近づいてきた。声をあげる暇ひまもなければとっさに足を止める余よ裕ゆうもない。巨人が振り払う棍こん棒ぼうのような勢いで、トラックの後部荷に台だいがツルの身体に叩たたきつけられた。

「かっ──」

　あまりの衝しよう撃げきに吐と息いきが漏れ、激げき痛つうが右肩を走り抜けた。ぎゃりぎゃりとゴムタイヤがアスファルトに削けずられる音、それを聞いてはじめてツルはなにが起きたのかを理解する。急激な減げん速そくと同時のステアリング。自動車の運転を習うときに真さな田だに見せてもらった。後部車しや輪りんをロックさせ、意い図と的に車体を回転させる技術──スピン・ターン。

　車輪に引きずり込まれなかったのは不幸中の幸いだったろうが、トータルで見て不幸であることには代わりなかった。右肩に激痛が走り、豹の美しい体たい軀くが不自然な形に歪ゆがむ。トラックはその側面にツルをへばりつけたまま、疾走する速度から見れば不ふ思し議ぎなほどにゆっくりと感じられる速さで回転していた。強烈な重じゆう力りよく加速度が働いて逃げることができない。痛みに顔を歪めながらツルは『変へん化げ』を発動、豹から人間へと瞬しゆん時じに形態を移行させる。ツルの本能が警けい鐘しようを鳴らしている。このままではヤバい、荷台に這はい上がって逃げなくては。ぐるぐると回る景色に惑まどわされそうになりながら、ツルは『変化』させた人間の手で荷台の縁へりに指をかけた。そのまま一気に身体を持ち上がらせる──よりも前に、ほとんど反射的に後ろを振り返ってしまったのは、やはりなにか告げるものがあったからだろう。

　ガードレール。

　獲え物ものを待つ歯車のように、迫ってくる。

　それ以上は考えている時間がなかった。両腕に力を込めて自分の身体を引き上げようとして、がくんとずり落ちて荷台の縁に顎あごを思いっきりぶつけた。右腕に力が入らない、先ほどの衝しよう突とつの余よ韻いんがまだ残っている、荷台によりかかっているような体勢のまま、苦痛と恐きよう怖ふと焦しよう燥そうに歪めた顔を、ツルはもう一度後ろに振り返らせ、

　間に合わず、

　巨大な質量を持つ鉄同士がぶつかり合う音が、静まり返った夜の町にこだました。
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「行けっ」

　短く低く岡おか田だは叫ぶ。目が回るようなスピンの中で、それでもレレナは確実に前方を見定めて飛び出した。その小さな背中を見送ることができたのはほんの一瞬のあいだだけで、すぐにそれは目まぐるしい回転の向こうに紛まぎれて見えなくなってしまった。どちらにしろ彼女の無ぶ事じを祈っていられるような猶ゆう予よは、自分のほうにこそ残されていないのだ。猛烈なスピンに車体が横倒れないよう細心の注意を払う。気分の悪くなるような遠えん心しん力は、やがて鋼鉄がぶつかり合う凄すさまじい音と共に止まった。と同時に、巨人のゴルフクラブで弾はじき飛ばされたかのような衝しよう撃げきが車内を襲おそい、岡田は右のこめかみをドアウィンドウに思いっきりぶつけてしまった。痛みを嚙かみ殺しながら腕を伸ばし、エンジンを停止させる。

　耳が痛くなるような静せい寂じやく。

　大きく深しん呼吸をして、岡田はシートに深々ともたれかかった。身体からだを束そく縛ばくしているシートベルトを忌いま々いましげに外す。

　運転席のドアを開ける。降り立った足がふらつき、岡田は数歩たたらを踏んだ。まだ少し目が回っている。これしきのことで──と自分を叱しつ咤たしながら頭を振り、結末を見み届とどけるためにトラックの反対側に回り込んだ。

　手て応ごたえは確かに感じた。逃げていったレレナを追おうとする影も、少なくとも岡おか田だの視し界かいの中には見当たらなかった。とはいえ相手は尋じん常じようの生物ではない。狼おおかみやら豹ひようやらに自在に姿を変えることのできる生き物など、この世のどこにも存在するはずがなかった。あれは一体なんなのだろう、という当然の疑問もあるにはあったが、岡田にとってはそんなことよりも目の前の人間を助けることのほうが先決だった、ただそれだけの話だ。

　ふらつく足で歩きながら、もしかしたらと岡田は思う。いざ確かめてみれば、あの化け物は影も形も消えてなくなっているのかもしれない。乗せたはずの女が、いざ目的地に着いてみれば搔かき消えていた──そんな類たぐいの、一いつ笑しように付するに相応ふさわしい都市伝説。自分は幸運にもそれを体験できたのかもしれない、そんなことを考えて岡田は苦く笑しようしかけ、

「──なにを、笑ってる」

　いた。

「ツルをしてやったのが、そんなに嬉うれしいか」

　怒りに震えるその声も、痛みに歪ゆがんだその表情も、どちらも人間の少女のものだった。が、それは決して人間の姿ではありえなかった。荷台の縁へりに乗せた顔を、ねじるようにこちらに向け、烈れつ火かの如ごとき視線でにらみつけてくるその少女の身体からだは、鈍く光る鋼はがね色いろに彩いろどられていた。少女をかたどった彫ちよう像ぞうの、頭から上だけに生命を吹き込んだかのような姿。生まれて初めて目にするシュールな光景に、岡田は思わずその目をまばたかせた。

　と、トラックとガードレールのあいだに挟はさみ込まれていたその身体が、不意に生せい色しよくを取り戻した。皮ひ膚ふに肌はだ色いろが戻ったのはいいとして、服装までもが元に戻るということは、あれも含めてこいつの身体の一部なのだろうか──などとどうでもいいことを考えている岡田の目の前で、少女は苦心しながらようやくその身体をトラックの上に乗り上げた。

「今すぐ殺してやりたいところだが、時間がない。運がよかったな、クソオヤジ」

　右肩を押さえ、荷台の上から岡田の顔を憎にく々にくしげに見下ろしながら、少女はそう言った。岡田はなにも言わずに唇を歪ゆがめ、作業服の懐ふところからタバコを取り出して火を点つける。少女の顔が激げつ昂こうに歪み、彼女はそれを逃すようにして長く長く息を吐いた。しゃがみ込み、荷台の上に両手をつけてから、少女は吼ほえるように叫ぶ。

「次に会うことがあったら、必ず殺してやる！　覚かく悟ごしておけ!!」

　岡田はやはりなにも答えず、タバコをくわえたままただ肩をすくめる。ぎり、と悔しそうに歯を嚙かみ鳴らした少女の肌に、突然、目を見張るほどの勢いで真っ黒な獣じゆう毛もうが生はえはじめた。それとほぼ同じ速度で、顔つきが、体格が、骨こつ格かくまでもが見る間に変化していき──トラックの上に四つん這ばいになった少女は、数すう瞬しゆんのうちに完全な狼へと変わり果てた。

　タバコを吹かしたまま、さすがに驚いて目を見開く岡田に向かって、狼は威い嚇かくするように一ひと声こえ吼えた。それから獣けものそのものの動作で跳ちよう躍やくし、レレナの消えていった道路の向こうへと走り去っていった。

　その背中を見み届とどけてから、岡おか田だはため息と共につぶやく。

「……なんだ、ありゃ」

　まさに本音の滲にじみ出た一言に、答えてくれる相手がいるはずもない。岡田はひととおり一いつ服ぷくしてから、改めてトラックのほうへと視線を向けた。

　再び、ため息を吐く。

　──余よ計けいな節せつ介かいなんざ、焼くもんじゃねえなあ。

　心しん中ちゆうで、しみじみとそうつぶやく。上の都つ合ごうに駆かり出されてしまった太たい平へい建築の資材運うん搬ぱん用のトラック、それの代わりとなる車を知り合いの建築業者に貸してもらったはいいが、移送途と中ちゆうに事故ってしまってはどうしようもなかった。──いや、正確には事故を起こしたわけではなく、止やむに止まれぬ事情の末にこうなってしまったのではあるが、まさか「狼おおかみやら豹ひようやらに変身する化け物に襲おそわれまして」などと馬鹿正しよう直じきに告白するわけにもいかない。レレナに言ったとおり、誰かに耄もう碌ろく扱いされるのが岡田にはなにより我が慢まんならないことなのだった。

　とはいえそんなささやかな願いも、事故を起こしてしまった我が身には叶かなわないことなのかもしれない。あんたももう歳としね──妻が自分のことをそう笑う声を頭に思い浮かべて、岡田は苦にが々にがしげにタバコを放り捨てた。踏みにじり、懐ふところに手を入れ、携帯電話を取り出す。

　いずれにしろ連絡は通さなくてはならない。トラックが大たい破はしなかったのは不幸中の幸いだが、だからと言ってなけなしのトラックを貸してくれた知り合いにこのことを黙っていられるほど、岡田は腐くされてはいなかった。会社のほうにも連絡をいれなくてはならない。最悪、クビかもな──そんなことをぼんやりと考えつつ、岡田は片手だけで携帯電話を操作しはじめた。

　ふと。

　視線を感じた。

　なんの気はなしにそちらを振り返ると、トラックに衝しよう突とつされてぐにゃりと歪ゆがんだガードレールの近くの街路樹に、一羽の鳥が逆さに止まっていた──いや、鳥ではない。闇やみに慣れない目を凝こらしてみれば、そのシルエットがテレビなどでよく見る、蝙こう蝠もりのものであることがわかった。

　蝙蝠は岡田の視線に反応して、きい、と一ひと声こえだけ甲かん高だかく鳴いた。それと同時に羽ばたいて、蝙蝠は夜空の向こうに溶け込むように飛び去っていった。
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　がらがらがっしゃんという音が静まり返った廊下に響ひびき渡る。教室のほうをちらりと見て、亮りよう史じは薄く笑った。

「あちらに五人、こちらにひとり。彼らが『豺さい狼ろう』を倒すのが先か、僕がお前を縊くびるのが先か。分の悪い賭かけだとは思わなかったか？」

「…………」

　答えずに、右頰ほおに薄い傷きず跡あとの残るその従じゆう者しやは、亮りよう史じのことを静かに見み据すえながら低くナイフを構えた。いくら左腕に新鮮な生き血の力を注ぎ込んだ『豺さい狼ろう』でも、広い教室の中で五人の武装した従者を相手にして勝てるとは思えなかった。さらに言うならば、いつ他の従者がやってくるかわかったものではない。時間は向こうの味方だ。それならば──

「お前には、早めに消えてもらおう」

　そうつぶやいて、亮史はすくい上げるように鉄棒を振るいながら従者に飛びかかった。従者は微み塵じんの動揺も映さずにナイフを握った右手でその一いち撃げきを受け止め、大きく払いのけてから亮史の脇わきを掠かすめるようにして走り抜けた。間合いを取り、再びこちらを振り返って姿勢を低く構える。亮史は小さく舌した打うちをして、右の太ふと腿ももに手を遣やった。交差した際に切り裂かれたその場所に慣れない激げき痛つうを感じて、顔をしかめる。

　厄やつ介かいな武器だ。『再生』による修しゆう復ふくが利かないために、これまでのようなダメージを無視した戦い方ができない。加えて目の前のこの従者は、普通の従者に比べて格かく段だんに動きがいい。恐らくは、肝きもが据すわっている──亮史に対して恐きよう怖ふをほとんど感じていないためなのだろう。分の悪い賭かけなのは僕のほうだったかな──ちらりとそう思いかけた亮史の脳のう裏りに、ふと引っかかるものがあった。改めて目前の従者のことをまじまじと見つめる。

　どこまでも完かん璧ぺきな無表情を崩くずすことなく、従者は亮史に対たい峙じしている。その構えに隙すきはなく、その表情に動どう揺ようはない。銀の武器で武装しているとはいえ、主人と相あい対たいしてなお冷静でいられるこの精神力。どこかで見たことがあるような気がする。そう、これは、確か──

「──そうか。お前、『眷けん属ぞく』だな」

　従者の表情がぴくりと動いた。大当たり。油ゆ断だんなく鉄の棒を携たずさえながら、亮史は至ってフレンドリーな口く調ちようで、

「上じよう弦げんの『眷属』か。あの人間嫌いの上弦に気に入られるとは、なかなかどうして、さすがに僕をてこずらせるだけのことはある」

「……それが、どうした」

　低い声でそうつぶやいて、じり、とこちらに一歩にじり寄ってくる。亮史はますます笑えみを深め、

「いや別に。しかしあいつの相手をするのは大変だろう。ころころ気が変わるくせに、一度思い込んだことは絶対に変えようとしない難なん儀ぎな性格をしているからな。まるで子供だ。お前も苦労してるんじゃないか？」

「黙れ」

「そう邪じや険けんにするな。あいつの面めん倒どうを見たもの同士、いろいろと話をしたいじゃないか。あいつの性格とか、口くち癖ぐせとか、血の嗜し好こうとか」

「お前と語る舌したなど──」

「寝ね床どこでの具合とか。使い古しとはいえ、なかなかよかったろう？　なにを隠かくそう仕込んだのはこの僕──」

　従じゆう者しやの瞳ひとみの中に憤ふん怒ぬの炎ほのおが踊った。床を蹴けり、一直線に亮りよう史じの喉のど元を狙ねらってナイフを突き出してくる。再び頭に疑問が引っかかり、しかしそれを吟ぎん味みする間もなく亮史は身をひねって攻撃をかわした。激げつ昂こうによる奇き襲しゆうなど怖いものはなにもない、今度は亮史のほうがすれ違いざまに鉄棒の一いち撃げきをぶち当てた。後頭部に直ちよく撃げき、さすがにぐらりと来て従者は床に膝ひざをつく。亮史はにたりと嘲あざ笑わらい、

「さすが『眷けん属ぞく』、忠ちゆう誠せい心しんにかけては他に並ぶものはいないな。主人を侮ぶ辱じよくされて黙っていられるはずがないか」

　一歩、間合いを詰め、

「それとも怒ったのは別の理由でかな？　かつての僕の『眷属』にもお前のような奴やつはいたよ。忠誠と愛情をすりかえてしまうような愚おろか者が。理解できないね」

　膝をつき、頭を押さえたまま、従者は小さな声で、

「…………だ」

「なに？」

「なぜ、だ」

　わずかに目を見開いた亮史を、従者はまっすぐに見上げた。端たん正せいなその顔に浮かぶのは、今までの平静が噓うそのような苦く悶もんの表情。その相そう貌ぼうに、亮史は思わず唾つばを飲んだ。

「なぜ、ここにいる」

「──なにを、言っている？」

「御ご前ぜんに乞こわれたのだろう。今も昔も変わらずに、御前はお前のことを慕したっている。お前と会って、お前と一緒に在ありたいと、そう願ったはずだ。違うか」

「…………」

「それなのに──なぜだ。なぜ、お前はこんなところにいるんだ！」

　立ち上がる。まっすぐな激げき情じようを瞳に映しながら、従者は叩たたきつけるように叫んだ。

「誇りも信しん条じようも、なにもかも捨て去って、お前に縋すがりついたというのに！　どうしてそれを突き放した？　なぜそんなことができる？　あの方は、──お前以外に、なにひとつ頼るものなどなかったんだ!!」

　従者の真しん摯しな瞳を、亮史は驚いたような顔で見つめる。怒りでも嫉しつ妬とでもない、もっと別の種類の激情。少なくとも亮史の中には、目の前の従者に猛たけっている感情を形容する言葉は見つからなかった。ただその代わりに──人間、という言葉が浮かび上がってきた。それをもっとよく見ようと、亮史はさらに歩を進める。その亮史をにらみつけながら、従者は吐き捨てるように言った。

「──答えろ。話をしたかったのだろう。なぜ御前を見捨てた。なぜあのお方を救ってはくれなかった。答えろ！」

　それは決して、亮りよう史じの慣れ親しんだ炎ほのおの灼しやく熱ねつではない。赤々と燃え盛っていながらどこか温かい、──そう、この二ヶ月間亮史が触れ合ってきたあの少女たちと、どこか通じるところのある温ぬくもりだった。舌なめずりをして近づく。こいつの血を吸えば、もしかしたらわかるのかもしれない──そんな思いが頭をよぎった。亮史は従じゆう者しやに向かって大きく腕を広げながら、

「ふむ、そうだな、強しいて言うなら──」

　薄く笑った。

「しつこい女は、嫌いなんだよ」

　ぎり、と従者の歯が鳴った。と同時にその身体からだが滑るように動き、凄すさまじいまでの速さで亮史の間合いに踏み込んできた。先ほどの突進をはるかに上回るその速度に、亮史の反応がわずかに遅れる。従者は逆さか手てに持ったナイフを横よこ薙なぎに振り払い、亮史の腹を深々と切り裂いた。普通の武器ならばいざ知らず、銀の一いち撃げきならば致ち命めい傷しようになりかねない危険な傷──それを受けても亮史は、なお笑えみを絶やさずに従者の頭に鉄の棒を振り下ろした。
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「っ、がっ──」

「残念。いい線いってたんだけどな」

　真ま一いち文もん字じに引き裂かれた黒いシャツがはらりと解ける。その下には──なにも、なかった。ただ黒々とした大穴がぽっかりと口を開けているだけで、本来あるべき肉も内臓も、抉えぐり取られたように消失していた。

　肋ろつ骨こつの下から下腹部にかけてまでの肉は『犬けん狗く』に使用している。そのうちのいくつかは打ち倒されて塵ちりに帰り、その分の『再生』が始まってはいたが、それでもまだ元通りになるまでには復元してはいなかった。ないものは傷つかない。亮りよう史じは悲しそうに笑って首を振り、

「お前はいい男だ。まっすぐな性しよう根ねと揺ゆるぎない信しん念ねんを持っている。ただ惜おしむらくは──」

　鉄棒を、ゆっくりと、大きく振り上げた。

「お前には運がない。できれば『眷けん属ぞく』にしたかったが──仕方ないな」

　そのまま従者のこめかみに鉄の棒を叩たたきつけ、彼の脳のう組織を半はん壊かいに追い込む──はずだった。

　不ふ意いに従じゆう者しやが亮史の顔を見上げた。複雑な感情を浮かべた従者の瞳ひとみが、突然、生せい気きを失ったかのように虚うつろになった。その視線に見み透すかされて、鉄棒を薙なぐ動きが一瞬だけ鈍る。従者はその隙すきを見み逃のがさなかった。その一瞬に左腕を割り込ませて自らの側頭部を防ぼう御ぎよ、亮史の一いち撃げきの勢いを利用して自ら真ま横よこに跳び、従者は廊下の窓を突き破って外の闇やみへと消えていった。

　殴なぐりつけた体勢のまま、亮史はしばらくのあいだ、破れた窓の残ざん骸がいを、その先にある中ちゆう空くうの虚こ空くうを見つめていた。ふん、と鼻を鳴らす。追跡してとどめを刺すのは容易たやすかった。だが──すでに亮史は、あの従者に対しての興きよう味みを失いつつあった。鉄棒を叩きつける一瞬に見せた、あの目の色。血が脳に回っている今ならば容易に思い出すことができる。あれは『支配』を受けたものの瞳。精神的な呪じゆ縛ばくをかけられた、奴ど隷れいの瞳だった。

　あるいは普段の彼ならば真っ向から亮史に立ち向かい、命が尽きるまで抗あらがいつづけたのかもしれない。が、今の彼は違う。主人の瞳に『支配』された奴隷に過ぎない。どういう命令を受けたのかは知らないが、亮史には奴隷相手に牙きばを剝むくつもりなど毛もう頭とうなかった。『支配』の束そく縛ばくは、時として従者の能力を著いちじるしく制限する。そんな相手を狩かり殺したとしても──そう、なにも面白いことなどありはしない。

　亮史はふっと視線を巡らせて、すぐ真横の教室、狼おおかみと従者たちの入っていった部屋の壁を見つめた。その中からはいまだに戦いの音声が聞こえてきている。まだ熱は消えてはおらず、あの従者の血を欲した渇かわきは癒いえてはいない。唇を歪ゆがめたまま、感かん触しよくを確かめるように軽く鉄棒を振り、亮史はのそりと扉に向かって足を踏み出した。
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　遠くで響ひびいた遠とお吠ぼえに、ロシアは思わず振り返った。が、すぐに前を向き、諦あきらめたような面おも持もちで再び歩きはじめる。視線を伏せてとぼとぼと歩くその姿には、普段彼かれが身に漂ただよわせている気き品ひんが幾いく分ぶん欠けているように見えた。

　なんとなくではあるが、置いてきぼりにされたような気分だった。なんの迷いもなくツキのあとを追いかけることができたユキが、羨うらやましいとロシアは思う。いっそあれだけ思いきりがよかったら、自分ももう少し悔くいの少ない生き方をすることができたのかもしれない──そんなことを考えながら、ロシアはまたひとつため息をつく。

　と、その吐と息いきが途切れないうちに、前方からなにかが近づいてくる音が聞こえてきた。顔を上げ、わずかに目を見開く。足音を消すのも忘れて疾しつ走そうするその影は、つい先ほど同じ道を走り去っていったものとまったく同じものだった。塀へいの上に佇たたずむロシアのすぐ下で、ツキはつんのめるようにして立ち止まった。ぎらりとこちらのことを見上げてくるツキのすぐそばに降り立って、ロシアは恭うやうやしく頭を下げた。が──

「──ツキ、様？」

　顔を上げ、ツキの顔をまじまじと観察してから放ったその声に、疑ぎ念ねんの色が混じるのは仕方のないことだった。ツキ自じ慢まんの漆しつ黒こくの毛並みが見る影もなくずぶ濡ねれになっていて、いまだに顎あごの先からぽたりぽたりと水滴が滴したたり落ちていた。が、その姿よりもなによりもロシアに違い和わ感を与えたのは、三み日か月づき型の傷きず跡あとが刻まれたツキの表情が、それまで見たことがないほど凶きよう悪あくな印象を放っていたからだ。

「狼おおかみを見なかったか」

　その印象を肯定するかのように、ツキは低い声でそう言った。さすがのロシアも気け圧おされて、ツキの有あり様さまを問うこともできずにふるふると首を振る。「そうか」と言い捨てて、再び走り去ろうとしたツキの背中に、ロシアは思わず声をかけていた。

「──お待ちください」

　弾だん丸がんのように走り出しかけたツキは、同じく弾たまが壁にぶち当たるようにして立ち止まった。振り返らせた顔に浮かぶ表情を見て、ロシアはある確信を得る。

　これは、怒りの表情だ。

「……その、狼、には心当たりはありませんが、自動車事故が起きたという報告なら聞いています。尾お久く篠しの街道のほうでトラックが一台ガードレールにぶつかっているのを見たと。関係ないのかもしれませんが、一応──」

　そこまで言って、ロシアは言葉を切った──否いな、切らざるを得なかった。数メートル先に立ち尽くすツキから、まるで物理的な感覚を伴っているが如ごとき激げき情じようが立ち昇っていたからだ。誇こ張ちよう抜きで殺されるかと思う。その感情が自分に向けられたものではないとわかっていても、ツキが一歩こちらに近づきかけたのを見て、ロシアは思わずびくりと身を引いてしまった。

　その瞬間、ツキの身体からだから立ち昇る怒ど気きが不ふ意いに消え去った。

　ロシアを見る目に、どことなく、悲しそうな色が浮かんでいるような気がした。

「……そうか。いや、貴き重ちような情報だ。感謝する、ロシア」

「ツキ様」

　間かん髪ぱつを入れずに、ロシアはツキの名を呼んでいた。ツキがロシアに顔を向ける。自分を見み据すえる透明な視線、そこから逃れるように、ロシアはわずかに顔を伏せた。

「──お聞きしたいことが、あります。その、この騒ぎについてなのですが」

　ツキの顔が険しくなった。上うわ目め遣づかいにそれを見ながら、それでもロシアは言葉を続ける。

「一体、なにが起きているのですか。あの声の主ぬしは一体何なに者ものなのでしょうか。私たちに、なにかできることはないのですか。あなたは私たちの神だ。あなたに敵対するものは、すべからく私たちの敵でもある。だから──」

「やめろ」

　短く響ひびいたツキの声に、ロシアはぐっと喉のどを詰まらせた。今度こそ、ロシアは明確な恐きよう怖ふをツキに対して感じた。静かに見つめるツキの金色の瞳ひとみ、そこに浮かぶ感情は、殺意と読んでも差し支つかえないほどに猛たけり狂う怒りの色だ。

「何度も言わせるな。俺は、お前らの、神なんかじゃない」

　ロシアにも、他の誰かに対してでもない。泥どろ水みずに濡ぬれた漆しつ黒こくの毛皮、その内側に吞のみ込んだ激げき情じようの炎ほのおは、恐らくはツキ自身を責め苛さいなんでいるのだろう。抑え難がたいまでに膨ふくれ上がった、自分に対する怒り──それがツキの瞳を介して周囲に滲にじみ出ているのだ。自分に向けられたものではないとわかっていながら、触れただけで恐怖を喚かん起きさせるその怒りがどれほどのものなのか、ロシアには想像することすらできなかった。

「神だとしても、お前らを守るものじゃない。俺には他に、やるべきことがある」

　今まで一度も聞くことができなかったツキの本ほん音ねに、ロシアのうなじの毛がわずかに逆さか立だった。恐怖とも畏い怖ふともつかない、奇き妙みような感情。それを巧こう妙みように押し隠かくして、ロシアは口を開いた。

「……ですが、あなたはこれまでのあいだ、数え切れないほどの多くの場面で私たちを守ってくれました。それは揺ゆるぎない事実です」

　ツキは顔を歪ゆがめ、絞しぼり出すように、

「もののついでだ。それは俺の本ほん分ぶんじゃない」

　そしてツキは、耐え切れなくなったように天を仰いだ。それを見てロシアの胸に、形容し難がたい感情が湧わき上がってくる。それまで絶対の存在として湯ゆヶが崎さきに君くん臨りんしていたツキがはじめて見せる、それは、迷いの表情だった。

「──そうだ。俺には俺の使命がある。それをまっとうすることになんの疑問も持っていなかったし、それをまっとうするためならばどんなものでも犠ぎ牲せいにできると思っていた。それなのに、いざとなったらこのザマだ」

　ずぶ濡れの毛皮を見下ろして、自じ嘲ちようするように笑う。ロシアにはツキの言っていることが、半分も理解できていなかった。にも関わらず、なぜかロシアは、ツキの気持ちが理解できるような気がした。

　寂しく佇たたずむツキの姿が、かつての自分によく似ていたからかもしれない。

　ツキはロシアのことを見み据すえて、投げやりに問うた。

「教えてくれ、ロシア。博はく識しきのお前ならば知っているだろう。俺は、一体なんだ？　猫なのか、神なのか──それとも、そのどちらにもなりきれない中ちゆう途と半はん端ぱな存在なのか」

　考えたのは、ほんの一瞬のあいだだけだ。ロシアはツキの目を覗のぞき込むように見つめながら、小さく、しかしはっきりと言った。

「あなたが何者であるのかは私にはわからない。猫なのかもしれないし神なのかもしれない。ただ、ひとつだけ確かに言えることがある。──あなたは私たちの、仲間だということだ」

　ツキの瞳ひとみが動いた。そこから視線をそらさずに、ロシアは続ける。

「あなたが何者であっても私には──私たちには関係ありません。大事なのは、あなたは私たちを守りつづけ、私たちはあなたを敬うやまいつづけてきたという、その事実だけです。どうか、ツキ様、これだけは忘れないでください」

　そしてロシアは、静かに微笑ほほえみながら言いきった。

「いかなるときも私たちはあなたの味み方かただということを。何者のあなたであっても、私たちはあなたを進んで受け入れるのだということを。決して忘れずにいてください」

　ツキの表情に、目立った変化は現れなかった。だがそれでも、ロシアはツキの内部で、大きく重大な変化が巻き起こったことを感じ取った。微笑むロシアを見つめたまま、ツキはしばらくのあいだそこに立ち尽くし──やがて、小さく笑った。

「ありがたいが、甘えるわけにはいかん」

　答えてロシアも、こくりと頷うなずく。

「お好きなように。私たちは、ただそこにいるだけですから」

　ふ──と息を抜くようにして笑い、ツキはぶるぶるとその身を震わせた。今さらながらにずぶ濡ぬれになった自分の毛皮を意識したのか、身体からだを回転させるようにして水を切る。やがて毛に含まれていた水分の大おお方かたが捌さばけると、ツキはロシアに向かって小さく頭を下げた。

「無む駄だだが、有ゆう意い義ぎな時間を過ごせた。礼を言う」

　ロシアはもうなにも言わず、ただ黙って自分も頭を下げた。ツキもそれには応こたえない。薄く閉じた闇やみの向こうから、ツキが駆かけ去っていくかすかな音がロシアの耳に響ひびいてきた。それでもロシアは頭を上げない。はるかに遠ざかっていく自らの仲間に、ロシアはずっと頭を下げつづけていた。




　　　　◆




　常じよう人じんをはるかに上回る腕力と不ふ死じ身みに近い再生能力、その二つを兼ね揃そろえた従じゆう者しやが五人がかりで、それでも狼おおかみを仕し留とめることはなかなかできなかった。教室内を素早く跳ね回る狼を捉とらえきれず、すれ違いざまに右腕の肉を食いちぎられた田たど所ころが忌いま々いましげに叫んだ。

「くそっ──こいつ、ただの狼じゃねえぞ！」

「無む駄だ口叩たたかないの！　ほら、また来たよ！」

　壁に反射してさらに襲おそいかかろうとした狼おおかみのことを、田たど所ころは振り返りざまに斬きりつけた。漆しつ黒こくの狼のわき腹を裂いたその一いち撃げきは決して深ふか手でではなかったが、それでも『再生』することのない傷跡は着実に敵を追い詰めていく。狼は焦じれたように唸うなり声をあげると、教室の隅すみでひとりだけボウガンを構えている広ひろ中なかに鼻先を向け、ほとんどヤケクソ気味に突っ込んでいった。広中は近きん接せつ武器を持っていない。慌あわててその場から飛びのいて攻撃を回かい避ひしたはいいものの、先ほどの歩あゆみと同じように机につまずいて豪ごう快かいに転んでしまった。その隙すきを逃さず、狼は再び広中に向かって跳びかかり──しかし、横よこ合あいから突っ込んできた班員の蹴けりを横よこっ腹ぱらにまともに受け、教室の後ろの壁まで一気に吹っ飛ばされる。壁にかけられたいくつもの『一いち石せき二にち鳥よう』の習字、そこに叩きつけられた狼は、それでもすぐに体勢を立て直そうとした。が、その班員は攻撃の手を緩ゆるめない。ナイフを巧たくみに操あやつりながら狼をどんどん追い立てていく。がたがたと机を弾はじき飛ばしながら狼はそれをかわしつづけ、しかし教室後こう方ほうのドアに差しかかったあたりでついに前足を薙なぎ払われた。苦痛の咆ほう哮こうをあげながら狼はその場に倒れ込み、班員は倒れた狼にとどめを刺そうと大きくナイフを振りかぶる。歩の隣で田所が安あん堵どの吐と息いきを漏らすのが聞こえた。やっと倒した──その光景を見ていた指し揮き班の、誰もがそう思った。

　その班員の身体からだが、びくんと跳ねて動かなくなるまでは。

　奇き妙みような光景だった。倒れ伏す真っ黒な狼のすぐ前で、その班員は歩たちに背中を向けたまま、掲げたナイフを振り下ろすでもなくじっと立ち尽くしていた。まるで一枚の絵のようなその静止は、ぼたぼたと重い液体が落ちる音によって破られた。それを皮切りに瘧おこりのような痙けい攣れんが班員を襲おそう。なにが起きているのか、正確に把は握あくできたものは誰ひとりいなかった。田所が「木き崎ざき、逃げろ！」と叫んだのも、目の前の異い様ような光景に反射的に反応したに過ぎなかったのだろう。

　やがて、班員が、動かなくなった。糸を切られた操あやつり人形のように、その場にくたりと崩くずれ落ちる。その身体を中心として、タイル張りの床に背せ筋すじが寒くなるような勢いで血だまりができていくのを見て、ようやく歩は恐きよう怖ふを覚え、──そして、ようやく開いたドアの向こうに佇たたずむひとりの青年の姿に気がついた。

「ああ、かわいそうに、『豺さい狼ろう』、こんなに傷をつけられてしまって。おいで。治してやる」

　床に倒れていた狼が甘えたような声をあげて、ずる、ずる、と這はいずりながら主人に近づいていく。と、主人の足元で、班員が途切れ途切れの苦痛の声をあげた。主人は不快そうに眉まゆ根ねを寄せると、右手に持った鉄の棒を軽く持ち上げて、

「や、やめっ────！」

　歩の叫びに反応して、彼女のことをちらりと見る。その口元に微笑を浮かべながら、主人は迷うことなく、転がっている班員の胸を貫つらぬいた。数すう瞬しゆんの悪あく夢むのような沈ちん黙もくののち、班員は音も立てずに灰と化した。田所が、うめくように言う。

「……なんて、ことを……」

　主人は意い地じ悪わるく笑い、

「甘っちょろいことを言うなよ。君らは僕を殺しにきたんだろう？　それならば、自分たちが殺されるという覚かく悟ごもできていたはずだ。違うか？」

「──化け物っ！」

　歩あゆみの叫びに、主人は声を立てて笑う。その場に膝ひざをついて傷ついた狼おおかみに手を伸ばし、「我が慢まんしろよ」と囁ささやいてから、傷口の周辺の肉を素す手でで抉えぐり取っていく。じり、と主人から距きよ離りを取りながら、田たど所ころが歩に囁いた。

「──木き崎ざき、逃げろ。広ひろ中なかと一緒に。ここは俺たちが食い止める」

「はあ!?　なに言ってんのよ、そんなことできるわけないじゃない!!」

「お前は連れん絡らく要員だ。部隊を繫つなぐ重要な役割を担になってるんだよ。広中は護ご衛えいにつけてやるから、さっさと逃げて全ぜん班はんに撤てつ退たい命令を送れ」

「て、撤退って、あんたねえ──」

　田所は歩のことを振り返ると、苛いら立だちも露あらわに叫んだ。

「まだわからないのか、じゃあなんであいつがここにいる！　隊長は殺された!!　作戦は、失敗したんだ！　一いつ刻こくも早くそのことを全員に伝えて、ひとりでも多く『本ほん拠きよ』に逃げろ！　隊長代理としての命令だ!!」

「取り込んでる最さい中ちゆうに悪いんだけど……」

　すう、と主人が立ち上がった。足元の狼は一見して傷口が大きくなったように思えるが、しかしその広がった傷きず跡あとは見る見るうちに塞ふさがっていき、またたく間に無む傷きずの魔ま獣じゆうへと戻ってしまった。主人は鉄棒を握り締めたまま狼の頭を軽く撫なで、歩たちに相あい対たいしてすまなそうに笑う。

「逃がす気、ないから。ええと──木崎くん、だっけ？　君に生きていられると非常に困る。緊きん密みつな連絡がなければ君たちの『部隊』とやらはザルも同然だからね。その要かなめである君だけは逃がすわけにはいかないんだ、悪いけど」

　その言葉に、歩はぎくりと身をすくませる。そんな彼女をかばうようにして、田所の大きな背中が歩の視し界かいを遮さえぎった。

「木崎、早くしろ！　聞くな!!　逃げるんだ!!」

「逃げても追いかけて殺す。それが嫌いやなら抗あらがうといい」

　温度の感じられない声に、目の前にいるこの青年が正しよう真しん正しよう銘めいの『化け物』なのだということを、歩は理解した。恐きよう怖ふが胸のうちにせり上がってくる。名指しで死の宣せん告こくを受けたということよりもなによりも、主人という存在そのものが恐ろしくて仕方がなかった。無意識のうちにあとずさった歩を追うように、主人は一歩だけ足を踏み出す。と、その主人の前に立ちふさがるようにして、田所ともうひとりの班員が並び立った。主人は困ったように眉まゆを寄せると、傍かたわらに忠実に座り込む狼の頭をぽんぽんと叩たたき、

「やれ」

　雄叫おたけびをあげて狼おおかみはその言葉に応こたえた。田たど所ころの隣の班員に向かって牙きばを剝むき出しにして襲おそいかかる。それと同時に主人も滑るように動き、田所を狙ねらって無む造ぞう作さに鉄棒を振るった。かろうじてそれはかわしたものの、連続して放たれた主人の蹴けりまでは防ぐことができず、田所は腹を蹴り飛ばされて黒板に思いきり叩たたきつけられた。赤黒い血を吐き出してその場に倒れ込んだ彼を一いち瞥べつしてから、主人は歩あゆみに近づいてくる。根が生はえたようにぴくりとも動かない歩に対して、主人は不ふ思し議ぎそうに、

「……逃げないのか？　腰でも抜かしたか。こんなのを集団の要かなめに入れておくとは、あの『眷けん属ぞく』、人を見る目はなかったらしいな」

　言葉を返すこともできない。静かに近づいてくる主人のことを見開いた目で見つめながら、ただ恐怖に身をすくませていることしかできなかった。あのときの、奪われたときの記き憶おくがフラッシュバックのように蘇よみがえってくる。人生を生命を家族を尊そん厳げんを、大事なもののなにもかもを奪われたときの記憶。歯の根が嚙かみ合わない。膝ひざが笑っている。もう一歩、あとずさりをしようとして、足に力が入らないことを思い出してぺたんと尻しり餅もちをついてしまった。主人はそれを見て呆あきれたように首を振り、その右手に握り締めた鉄棒を高々と掲げた。死ぬ、殺される。それがわかっていながら、なお歩は動けない。過去が泥でい濘ねいのように手足に絡からみついてくる。目の前の主人の姿をかつての悪あく夢むと重ね合わせながら、歩は固く目を閉じ、

　風切り音と共に飛ひ来らいした銀の矢を主人は振り上げた鉄の棒で打ち払った。広ひろ中なかは素早く移動しながら次じ弾だんを装そう塡てん、的確な射しや撃げきで再び主人の頭を狙う。それすらもあっさりと払われて、それでも広中は絶望しなかった。呆ほうけたように座り込む歩に向かって、怒ど鳴なるように言う。

「なにしてるんですか歩さん、早く逃げてください!!　藤ふじ島しまさんとの約束を忘れたんですか!?」

　歩は弾はじかれたように広中のことを見た。凍りついていた心臓が、その言葉を燃料としたかのように動きはじめる。そうだ。約束したんだ。危なくなったら逃げると、絶対に無事で帰るのだと、藤島に誓ちかわせた代わりに自分もそう約束したのではないか。こんなところで死ぬわけには絶対にいかない。なぜなら──

　血を吐いて倒れていた田所が不ふ意いに起き上がり、叫び声をあげながら主人に向かって跳とびかかった。その右手には銀のナイフ、叩きつけるように振り下ろしたそのナイフを主人は鉄棒の一ひと振ふりであっさりとへし折り、返す刀で武器を失った田所の喉のどに鉄棒を叩きつけた。

「──────」

　声ひとつ、あがることはなかった。鉤かぎ状じようになった先端が田所の喉を引き裂き、盛大な血ち飛沫しぶきが教室中に撒まき散らされる。隻せき腕わんの主人はくず折れる田所の身体からだを鉄棒を持ったままの右手で摑つかみ上げ、自分のことをボウガンで狙っていた広中へ向かって片腕だけで投げつけた。

　一瞬遅おくれて撃うち出された広ひろ中なかの矢は飛ひ来らいする田たど所ころの肩に突き刺さり、しかし田所の勢いはほとんど殺そがれないまま広中にぶち当たって、二人一緒に窓のところまで跳ね飛ばされた。背中からまともに窓に突っ込み、ガラスの砕け散る甲かん高だかい音が響ひびき渡る。同時に主人は追つい撃げきの手を緩ゆるめることなく跳ちよう躍やく、起き上がりかけた広中との間合いを一気に詰めて、その顔面に鉄の棒をぶち込んだ。広中は首を大きく仰のけ反ぞらせながら窓の向こうの闇やみへと吹っ飛んでいき、それから主人は素早く窓辺に横たわる田所の身体からだを摑つかみ上げると、まだ『再生』の終わらない喉のど笛ぶえに手のひらほどの大きさのガラス片を埋め込んだ。

　それは、ほんの数すう瞬しゆんほどの出来事だった。

　そのごく短い時間のあいだに──歩あゆみは、すべての味み方かたを失ってしまった。

　あっさりしすぎていてまるで現実感がなかった。もうひとりの班員のほうに目を向けると、嬉き々きとして尻尾しつぽを振りながらなにかを貪むさぼり食う狼おおかみが視し界かいに入ってきて、慌あわてて歩は顔を背そむけた。が、背けたはいいものの、その視線の先にあったものは返り血に濡ぬれた姿でじっとこちらを見つめる主人の姿──歩は脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した。どんな種類の感情も浮かんでこない。ただ「生き延びなくては」という言葉に強きよう迫はく観念のように突き動かされて、教室内の廊下側に向かって地を蹴ける。生きて生きて生き延びて、そして、自分はもう一度トオルに会わなくてはいけないのだ。絶対に、なにがなんでも──

　太ふと腿ももの裏側に走った焼けるような激げき痛つうがその未来を完全に閉ざした。バランスを崩くずして滑るように転びながら、それでも歩は「早く逃げなくちゃ」と考える。もしも逃げ切れなかったときのことなど、考えてもいなかった──考えたくなかった。それを考えようとするたびに、過去の悪あく夢むが足元に忍しのび寄ってくるからだ。ずるずると這はいずりながら教室の出口へと向かう、その歩の真ま後うしろから、主人の声が聞こえてきた。心しん底そこ不ふ思し議ぎそうな声、

「──どうしてだろうな？　どうして人間は、先に絶望しかないとわかっていても、なお足あ搔がこうとするのだろう」

　震える呼こ気きを漏らして、歩は少しでもその声から離れようと腕を伸ばした。机に摑まり、痛みにびくびくと震える脚あしを叱しつ咤たしながらようやくの思いで立ち上がり──いつの間にかすぐ後ろまで来ていた主人に、その机ごと蹴けり飛ばされて再び床に転がった。

「あるいはそれこそが、僕の求めているものなのかもしれない。心があるから希望を持ち、希望があるから絶望しない。絶望がない代わりに希望も持たない、僕ら吸血鬼とは大違いだな。──正直に言おう、羨うらやましいよ。だから」

　苦痛のうめき声をあげる歩の身体に手をかけて、ごろりと仰あお向むけにしてから、主人は馬乗りに跨またがった。微笑みを貼はりつけながら這うようにして顔を覗のぞき込んでくる。ほとんど本能的な反射から、歩は主人の目を直視するのを避けた。そんな歩の頰ほおを静かに撫なでて、主人は優しい声で言う。

「だから、くれ」

　頰ほおを撫なでる手に力が籠こもり、歩あゆみの頭をがしりと固定した。

「おまえのこころを、ぼくにくれ」

　歩の顔が、本当の恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

「──────！」

　制止の声をあげるより先に、主人は歩の首くび筋すじに貪むさぼるような勢いで歯を突き立てていた。電流を流されたような衝しよう撃げきが傷口に走り、その衝撃は背せ筋すじを貫つらぬいて全身へと巡っていく。

　唇が震えた。抗あらがおうとするが、手に力が入らない。牙きばを埋め込まれた傷口から、なにものかが急激に吸い出されていくのがわかる。それは歩ならずとも従じゆう者しやのすべてが一度は経験したことのある感覚だった。生命を、存在を──自らのすべてを飲み込まれ、搔かき出され、喰らい尽くされていく感覚。苦痛でも絶望でもない、もっと別の、もっと恐ろしいものが身体からだの内側で荒れ狂っている。力のない悲鳴は、やがて押し殺した喘あえぎ声に変わっていった。

　忌いまわしき従者の反応──搾さく取しゆされるためだけに存在する、奴ど隷れいの官かん能のう。歩は己おのれの中に芽め生ばえたそれに激しい嫌けん悪お感かんを感じ、しかしすぐにそれは波のような巨大なうねりに押し流されてしまった。

　瞳ひとみが潤うるむ。頰が上気する。歯を食いしばって、歩は込み上げるものを必死になって嚙かみ殺した。主人の身体を押しのけようと抵抗する歩の手は、やがてその力を失い、なにかを堪たえるかのようにきゅっと握り締められる。と、主人が唐とう突とつに首筋から顔を離し、縋すがるように見上げる歩の視線を真ま上うえから見下ろして、血に濡ぬれたその唇を酷こく薄はくに歪ゆがめた。

「お前の血はうまいな。余よ裕ゆうがあれば、もっとじっくりと味わいたいところだが──」

　やれやれと首を振り、心から無む念ねんそうに、

「生あい憎にくと時間がない。まったく──今夜はほんとに、惜おしい夜だ」

　そう言って、再び主人は歩にがぶりついた。牙が突きたてられた瞬間に首筋で弾はじけた疼うずくような快感、それを明確に感じ取った歩は、無意識のうちに大きく背中を反らしていた。抑えきれずに声が漏れる。次第に意識が暗くなっていくのは、恐らく歩にとって幸福なことなのだろう。涙に濡れた目を閉じて、歩は諦あきらめたように身体の力を抜いた。

　閉じた闇やみに意識が溶ける最後の瞬間、歩は心の中で小さくつぶやいていた。

　ごめんね、トオル────と。
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　茂みのあいだからカンクロは顔を覗のぞかせる。はるか遠くに見える学校を、目を細めて眺ながめやった。後ろに控ひかえる見張りの猫、背中に感じる気配だけでもビクついているとわかる臆おく病びよう者どもに、カンクロは振り返りもせずに尋たずねた。

「で──あんたらは、あそこに狼おおかみがいると踏んだわけだ」

　その声は、自分の耳にも馬鹿にしているように聞こえた。後ろの猫たちにとってはなおさらだろう、二匹いるうちの片方、茶トラの猫が、憮ぶ然ぜんとした声でその問いに答えた。

「お前が信じられないのはわかるが、実際に狼の声が聞こえてきたんだから仕方ないだろう。聞いた奴やつだって一匹や二匹じゃきかない。あそこには、実際に狼がいるんだ」

「誰か見た奴が？」

　顔だけを振り返らせてそう尋ねると、茶トラはバツが悪そうにうつむいてしまった。

「見た奴が──いるわけじゃない。だが、声が聞こえてきたんだ。それは間違いない」

「声だけじゃな。犬の遠とお吠ぼえを聞き間違えたのかもしれないし、人間の見るテレビの音だったのかもしれない。大だい体たい常識で考えればわかるだろ。こんな町まち中なかに、どうして狼がいるんだよ」

　鼻で笑い、

「幽ゆう霊れいの正しよう体たい見たり──って奴じゃないのか。あんたらビビりすぎなんだよ。ちょっと町がザワついてるくらいで尻尾しつぽ丸めやがって」

「……なんだと、てめえ」

「へえ、怒ったのかい」

　カンクロは背中の毛を逆さか立だてた。好戦的に笑い、明らかに虚きよ勢せいを張っている茶トラにくるりと向き直る。まだ幼さが残るその顔立ちは、それだけに、より凶きよう悪あくな表情が浮かんでいた。それを見て茶トラは明らかに怖気おじけづいた。

「やるのか？　俺は別にそれでもいいぜ。最近腕うでがなまってきたことだしな」

　ユキのことを馬鹿にできないくらいの若じやく輩はいながら、カンクロは喧けん嘩かの腕ならば湯ゆヶが崎さきでも五ご指しに入ると目されている。その腕っぷしと火か薬やくのように激げきしやすい性格のために、かつては彼に近づく猫など一匹もいなかったほどだ。その頃に比べればだいぶ穏おだやかになったとはいえ、やはり持って生まれた性格まで矯きよう正せいすることはできないし、そのつもりもない。そもそもカンクロはこの手の輩やからが大だい嫌きらいなのである。自分の倍ばいは生きているくせに、でかい口を叩たたくばかりでなにもできはしない。少し性しよう根ねを叩き直してやるか──とカンクロは一歩足を踏み出し、

「……やめとけ、カンクロ。そんなことしてる場合じゃないだろうが」

　不ふ意いに聞こえたその声に、カンクロは黒い鼻先を向けた。校門のあいだからすり抜けて、カンクロたちと同じように茂みの中に身を滑り込ませてきたその猫は、

「なんだ、モザイクのおっさんか」

「なんだとはなんだ、迷めい惑わく者が来たみたいな顔しやがって。あとな、おっさんはやめろ。いつも言っているだろ。俺はまだそんな歳としじゃない」

「俺から見りゃ立りつ派ぱなおっさんさ」

　と口では言いつつも、カンクロはこの『おっさん』が決して嫌いではなかった。それどころかむしろ──絶対に本人の前では表おもてには出さないが──尊そん敬けいすらしている。カンクロの敬けい意いの基準は実に単純なもので、早い話が自分より強い相手こそが彼の尊敬の対象なのだった。ツキの強さは言うまでもないし、モザイクには以前喧けん嘩かを吹っかけて、こてんぱんに叩きのめされた過去がある。シマとは互ご角かく。ロシアとは爪そう牙がを交えたことこそなかったが、身のこなしからして並みの猫ではないとカンクロはにらんでいる。少なくとも、モザイクという仲ちゆう介かい役やくが来たことで情なさけないくらいに安あん堵どしている茶トラなどよりは、彼らのほうがずっと話せる相手であるとカンクロは思っていた。

　しかし──その『話せる相手』が持ち出してきた話題は、奇くしくも茶トラの言ったこととほとんど同じものだった。

「はあ？　狼おおかみだって？　あんたまでそんなこと言ってんのか」

　モザイクの話を聞いて、カンクロは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「落ち着いて考えてみろって。野生の狼なんて、日本にはもう一匹もいないんだぜ？　ましてやこんな町のど真ん中に現れるわけないだろ」

「ま、信じられなくても無理はないがな。声を聞いた奴やつが何匹もいる」

　またもや茶トラと同じセリフをモザイクは口にした。そのことがなんとなく気に入らず、不ふ機き嫌げんそうに耳を伏せたまま、カンクロはやはり茶トラに言った言葉をそのままモザイクへと返した。

「聞いただけかよ？　見た奴やつは？」

「いる。ユキだ」

「はっ、あんなガキの言うことなんかあてになるもんか」

「見ただけじゃない、実際にその狼おおかみに襲おそわれて首くび筋すじに怪け我がを負っていた。ユキがそんな噓うそをつく必要はどこにもない」

　カンクロの表情が、さすがに引き締まった。だがまだ納なつ得とくできずに、カンクロはしつこく食い下がった。

「……だからっつって、狼とは限らないだろう。犬と見み間ま違ちがえたのかも」

「かもしれんが、少なくともただの犬じゃない。──いや、そもそも犬や狼といった言葉でくくれる尋じん常じようの生物であるかどうかも怪しいな。なにしろ、ボスが撃げき退たいにてこずっているくらいだ」

　おいおい──とカンクロは呆あきれ果てる。よりにもよって、尋常の生物ではないと来た。怪しむようにモザイクのことを見つめながら、潜ひそめた声で言う。

「勘かん弁べんしてくれよ、こんなときにオカルト話か？」

「なら俺も聞くがな、カンクロ。ボスが普通の猫だと、お前は思うのか？」

　突然の問いに言葉に詰まった。カンクロには珍しく気き弱よわげに顔を伏せ、上うわ目め遣づかいにモザイクの顔を見上げる。

「なんだそれ。それが、なんか関係あるのかよ」

「大ありだ。俺は、ボスは普通の猫ではないと思う。猫という動物──尋常の生物の範はん疇ちゆうをはるかに超えた能力をボスは持っているからな。猫の姿を借りた、まったく別の存在なんだと俺は思っている」

「…………」

「それならば、ボスと同じような存在が他にいると考えてもおかしくないんじゃないか？　狼や犬の姿をしていながら、その実体はまったく別の『なにか』であるという化け物がいても、な」

　押し黙る。感情では認めたくなかったが、頭ではモザイクの言い分を認めざるを得なかった。確かにカンクロとて、ツキの正体を疑ったことがないわけではない。生き神様だの猫の守護精せい霊れいだのと崇あがめ奉たてまつる気は毛ほどにもなかったが、それを抜きにしてもツキの能力はただの猫というにはあまりにも異常だった。仮に──あくまでも仮に、であるが──ツキが常識を超えたなんらかの存在であったとしても、決して不ふ思し議ぎではないのだ。

　しばらく考え込んでから、カンクロはふっと息を抜いた。諦あきらめたように首を振り、どことなく不機嫌そうにモザイクに言う。

「……で、俺になにをしろってんだ？」

　モザイクはにやりと笑い、

「ボスがてこずるような相手に、俺やお前がなにかできるとも思えないが、まあいないよりはいたほうがマシだろう。最後に確認できた場所は湯ゆ良ら川がわだ。すでにシマが先に行ってる。俺たちもそこに向かおうと思う」

「……ま、いっか。ここにいたって別にやることがあるわけじゃないからな」

　言い訳のようにそう言って、カンクロはその場から立ち上がった。と、そこでモザイクがふと気づいたようにその場にいる猫たちを見渡した。

「そういやお前ら、なんだってこんなとこにいたんだ？　ロシアの使いに聞いたときから不ふ思し議ぎに思ってたんだが」

　カンクロは真っ黒な尻尾しつぽの先を茶トラに向けて、次いで遠くに見える校舎を指し示した。

「こいつらがあそこから狼おおかみの声が聞こえたって言うもんだからさ、確認しにきたんだよ。まあ百歩譲ゆずって、町のどっかに狼がいるとしてもだ──学校の中からってのは、いくらなんでもな」

　問うようなモザイクの視線に晒さらされて、茶トラは見るからに慌あわてふためいた。カンクロは馬鹿にするように小さく鼻を鳴らし、それに気づいているのかいないのか、茶トラは取り繕つくろうように言った。

「いや、俺も確かめたわけじゃないよ。でも──なあ？」

　隣にいるもう一匹の猫に、同意を求める視線を送る。その姿は客観的に見てもいかにも頼りなく、モザイクは数秒間かんだけ考えてから首を左右に振った。

「関係ない、と俺は思うがな。少なくとも俺たちやボスの相手ではないだろう」

　そら見ろ──という目でカンクロは茶トラを見たが、茶トラはただ神しん妙みように頷うなずいただけだった。彼にしてみれば単にあそこから狼の声が聞こえたというだけのことであり、中に踏み入ってまで調べてみようなどとは最初から思っていなかったのかもしれない。

「さて、それじゃそろそろ行くぞ」

　そう言ってモザイクは踵きびすを返し、小走りに駆かけ出した。茶トラたちもそれに続き、カンクロも彼らを追って走り出そうとして──

　ふと。

　嫌いやな感じが、カンクロの頭を撫なでた。

　野の良ら猫の例に漏れずカンクロは人間嫌ぎらいである。というより、彼ほど人間のことを嫌っている猫は湯ゆヶが崎さき中どこを探したって見つからないだろう。彼の漆しつ黒こくの毛皮に無ぶ礼れいにも触れようとした人間には、もれずに爪つめ跡あとをプレゼントしてあげるし、そのおかげでツキと双そう璧へきをなす湯ヶ崎の二大猛もう獣じゆうとして保健所にしっかりマークされてしまっている。たとえその相手が女おんな子供でも容よう赦しやしない、完全無む欠けつの武ぶ闘とう派は猫なのであるが、そんな彼にも不ふ覚かくを取って人間に撫でられてしまったことが幾いく度どとなくあった。そのときによく似た不快感を、カンクロは頭や背中にべたべたと感じていた。なにもいないとわかっていながら、注意深く周囲に視線を走らせる。目に見えないのをいいことに、誰かが自分の身体からだを好き勝手に撫なで回している──そんな、物もの凄すごく不ふ愉ゆ快かいな感覚だった。

「……おい、なにしてんだ。早く行くぞ」

　その場でぐるぐると歩き回り、執しつ拗ように鼻をひくつかせて匂においを嗅かぎ取っていたカンクロに、モザイクが呆あきれたようにそう言った。カンクロは不ふ可か解かいそうに首を傾かしげながら、それでもモザイクの言葉に頷うなずいて、だいぶ離れてしまったモザイクたちのところへ、その場から逃げ去るように駆かけ出していった。




　　　　◆




　体力はかなり回復したし、気力も以前とは比べ物にならないほど充実していた。空を見上げればもう月はどこにも見当たらず、その色はうっすらとではあるが確実に明るくなってきているように見える。静せい寂じやくに包まれた夜の歩道、美しく配置された並木を見上げる坂道を、レレナは規則的に呼吸を整えながら走っていた。

　緩ゆるやかな登りになっているその道が平へい坦たんになっているところまでたどり着くと、レレナは思わず後ろを振り返った。我われ知らず、眉まゆが曇る。岡おか田ださんは無ぶ事じだろうか──そう思いかけた思し考こうを、すぐに頭を振って打ち消した。

　心配をしてもなにが変わるというわけでもない。自分にできることは、自分を逃がしてくれた人たちの意思を無にしないこと、すなわち決して諦あきらめないこと──それだけなのだ。と、レレナはふと思いつき、その場でくるりと身体ごと後ろを向いた。なだらかなくだりになっている道路を見下ろしながら、胸の前で手を組む。

　心の中につぶやいた祈りの声は都つ合ごう上じよう短く、そしてそれだけに、真しん情じようが籠こもっていた。

　願わくば彼らの身の上に、主しゆのご加か護ごがあらんことを。

　岡田に、ツキに、舞まいに亮りよう史じ──自分が恩おん恵けいを受けた数多くの人、その人たちの顔をひとりひとり思い浮かべて、レレナは真しん摯しな祈りを自らの信じる神に捧ささげた。そして最後に区切るように「アーメン」とつぶやくと、レレナは目を開けて、再び前を向いて走り出しかけた。

　その最初の一歩で、レレナはいきなり立ち止まった。

　なにか。

　見えたような。

　恐る恐る、レレナは顔だけで後ろの坂道を振り返る。その顔が思いっきり引きつった。背後に長々と延びる並木の坂道、人ひと影かげの絶えた夜の街道に凄すさまじい勢いで近づいてくるものがあった。はるか遠くにあるために黒い点としか認にん識しきできないそれが、自分めがけてまっしぐらに迫ってきているということを、レレナは即そく座ざに理解した。

　足を一歩だけ踏み出していたレレナは慌あわてて前を向き、声ひとつあげずに逃げ出した。後ろから響ひびくのは今までうんざりするほど耳にしてきた狼おおかみの遠とお吠ぼえ、耳を塞ふさぎたくなる衝しよう動どうをかろうじて抑え込み、その代わりに両腕を短距離走そう選手のように前後させてひた走る。焦あせりのためか息が切れてきて──それでもレレナの頭の中に、先せん刻こくのような自じ暴ぼう自じ棄きな考えが浮かぶことはなかった。もしも追いつかれてしまったとしても、そのときはそのときだ。力の限りに抵抗してやろうと思う。自分は絶対に、諦あきらめるわけにはいかないのだから。そう。絶対に、なにがなんでも──

　レレナがそう思った瞬間、腹の奥でなにかが「ずくん」と動いた。

　すっと呼吸が楽になった。手足にぐんと力が漲みなぎり、全身が軽くなったような気さえする。なんだろう──などと悠ゆう長ちような疑問を抱いている余よ裕ゆうは、このときのレレナにはかけらほども許されていなかった。足が速くなるならばそれに越したことはない、そう思って並木のトンネルを駆け抜けるレレナの心に、ふと、ある閃ひらめきが浮かび上がった。

　このままではジリ貧である。夜が明けるまでにはだいぶ間があるし、第一ツキの言葉によれば、あの狼は使つかい魔まなのだ。ツキがそうであるように、吸血鬼の使い魔は日光によるダメージを負うことがない。つまり、あの狼はいずれ戦わなくてはならない相手ということだ。それならば、いっそのこと──

　──いっそのこと、私がやっつけてやろうか。

　脳のう裏りに浮かんだその言葉は、さしたる違い和わ感かんもなくレレナの心に吸い込まれていった。違和感どころかむしろ、なぜ今までこの選せん択たく肢しを思い浮かばなかったのだろうとすら思えてくる。ツキが一緒にいたときにこれを思いついていれば、より確実にあの狼を撃げき退たいすることができたというのに。

　ごくりと唾つばを飲み込む。なんだろう、とはじめて思った。身体からだは相変わらず快調で、両腕両足には自分でも信じられないほどの力が宿っており、息苦しさや疲労も噓うそのように消えてなくなっていた。ただ、その代わりに──焼けるような熱が、レレナの全身を駆かけ巡りはじめていた。

　どくん、どくん、と鼓こ動どうする心臓に合わせて、その熱は脈打つように大きくなっていく。熱い、熱い、熱い──こんな状況でなければ上着のひとつでも剝はぎ取ってしまいたくなるほどの熱量に晒さらされながら、それでもレレナはそのことを異常とは思わなかった。この熱が自分に力を与えてくれているのだという、奇き妙みような直感があったからだ。普段ならばともかく、現在のこの状況にあっては力を与えてくれるものはなんであれ歓かん迎げいすべきなのだ。レレナは、熱に浮かされた頭でそう判断した。

　足音はもうすぐ後ろにまで迫っている。レレナは母親が見たら悲鳴をあげてしまいそうな表情を浮かべながら、ちらりとだけ後ろを振り返った。歩道を走るレレナの斜め後ろ、車道を駆け抜ける黒い狼おおかみの姿は、気のせいか、それまで見てきた走り方とはほんの少し異なっているように見えた。トラックのスピンに巻き込まれたときに、どこかを痛めたのかもしれない。こちらをにらみつけて威い嚇かくの声をあげる漆しつ黒こくの狼、その姿を冷れい徹てつな目で検けん分ぶんしてから、レレナは唐とう突とつに立ち止まった。

　大きく深しん呼吸をするレレナを追い越して、狼がガードレールを飛び越してレレナの前に立ちふさがった。かなりの間合いを取った場所に陣じん取どったのは、恐らく突とつ然ぜん立ち止まったレレナの意い図とを測りかねてのことだろう。訝いぶかしむようににらみつけてくる狼の視線を見下ろして、レレナは静かに言った。

「……そこを、どいてください」

　狼は答えない。獣けものの用心深さを剝むき出しにして、じっとレレナのことを見つめている。身体からだを駆け巡る熱と力、それを確かめるように拳こぶしを握り締めて、レレナは一歩足を踏み出した。

「どきなさい」

　普段のレレナを知っているものならば、まず耳を疑うであろう冷たい声。だが、無む論ろんのこと狼がレレナのその変化に気づくわけがなかった。一歩だけ近づいたレレナを見み定さだめるように観察してから、狼は短い咆ほう哮こうをあげてレレナに跳びかかってきた。

「────っ」

　短く息を吞のみ、弾はじかれたように後ろに飛びのく。空を切った狼の爪つめ痕あとを見て、本気だ、とレレナは確信した。殺す気まではないのだろうが、逃げられないようにするためには腕の一本や二本くらい平気で齧かじり取るつもりだ。ぎり、とレレナは歯を嚙かみ鳴らし、そんな彼女の腹の奥底で、淀よどむような熱がいっそうの温度を増した。

　そっちがそのつもりなら、こっちだって容よう赦しやしない。

　目だけを動かして視線を巡らせる。すぐ脇に軒のきを構える静まり返った喫茶店、その扉の脇にあつらえたように木材が立てかけられているのが見えた。レレナがそれに手を伸ばすのとほぼ同時に、狼が再び地を蹴けって襲おそいかかってくる。握り締めた木材のざらついた感かん触しよくを手のひらに確かめながら、レレナは身体ごと回転させて横よこ薙なぎに木材を叩たたきつけた。

　空中ではどうあがこうとも避けることなどできるはずがない。肩に木材の一いち撃げきを喰らった狼は、鈍い鳴き声をあげて弾き飛ばされ、並木の一本にぶつかってその根元にずるずると落ちていった。その狼に対して油ゆ断だんなく木材を構えながら、レレナはじりじりと後ずさりをする。

「来ないで。──もう、私のことを追いかけないで！」

「……油断、してた」

　その声に、構えた木材の先がぴくりと揺れた。人間──それも、レレナよりも年下と思おぼしき少女の声。狼はその場にゆっくりと立ち上がると、レレナのことをにらみつけて、そして確かに笑った。

「油断してたぞ。今まで尻尾しつぽを巻いて逃げ回っていたから忘れてたけど、お前だってれっきとした吸血鬼なんだったな。それなら──ツルも、本気を出してやる！」

　次の瞬間、真っ黒だった狼おおかみの獣じゆう毛もうが黄金色へと変化した。レレナに向けられた狼の面つきが見る間に変わっていき、あっという間にしなやかな体たい軀くを持つ豹ひようへと変化していく。美しい斑はん点てんの映える毛皮を晒さらしながら、それは狼だったときよりもはるかに危険を感じさせる重々しい咆ほう哮こうをあげた。

　その声が消えないうちに、豹は一直線に跳とびかかってきた。──速い、避けられない。一瞬のうちにそう判断したレレナは、ほとんど考える暇ひまもなく両手に握り締めた木材を振るい、その一いち撃げきが叩たたきつけられる寸すん前ぜん、豹の身体からだがふっと搔かき消えた。──左、

　ほとんど本能的に右側に飛びすさり、ガードレールに足首を思いきり打ちつけながら、それでもレレナはかろうじて車道へと逃れることができた。ずきずきとぶつけた右足首が痛み──そして、それを打ち消すほどの強い痛みをレレナは左の腿ももに感じていた。

　歩道の向こうで得意げに唸うなりをあげる豹の姿。そこから目を離さずに、レレナは手を伸ばして傷口を確認する。一いち条じように裂けた服の感かん触しよく、重く濡ぬれた血の感触──顔をしかめながら、レレナは手のひらを目の前にまで持ち上げた。自分の血に濡れた自分の手を食い入るように見つめてから、それをぎゅっと強く握り締める。傷は浅い。それでなくても今の自分ならばすぐに『再生』できる。そのことを思い出して、レレナは引き締まった面おも持もちで再び豹に相あい対たいした。

　唸り声をあげながら、豹はガードレールを乗り越して車道へと足を踏み入れた。左腿の傷口を見み遣やり、次いでレレナの顔を見上げ、不ふ愉ゆ快かいそうに言う。

「──そうだった、それも忘れていた。『再生』できるんだったな。くそ、厄やつ介かいだなあ。上うえ様には殺さないようにと言われてるのに、これじゃあ加か減げんが難しいじゃないか」

　レレナは木材を構えたまま、きゅっ、と左足で地面を踏みにじった。腿に感じる痛みはすでにかなり和やわらいでいる。下した唇を嚙かみ締めながら、レレナは低い声で言った。

「そんなもの、しなくていい」

　答えが返ってくると思っていなかったのか、豹は訝いぶかしげに尋たずね返した。

「なに？」

　身体が熱い。

　神経が、研とぎ澄まされていく。

　彼女を知るものの目には、あるいは、このときのレレナの表情がまるで別人のもののように映ったことだろう。だが、レレナが自らの変化に気づくことはなかった。ただ燃え上がるような熱を身体の芯しんに感じ、その熱に浮かされるようにして、レレナは豹に向かって冷たく言い放った。

「やるなら早くしてと言っているの。あなたにだって、余よ計けいな時間はないんでしょう」

「……いい度ど胸きようだ！」

　豹の身体が大きく沈み、唸りをあげながらレレナに跳びかかってきた。なんとかのひとつ覚え──と言いたいところだが、野生の豹ひようによる初速度は侮あなどりがたいものがある。身をひねってかわしたレレナを追い詰めるように、豹はその瞬しゆん発ぱつ力を存ぞん分ぶんに生かして次々に踏み込んできた。繰り出される爪を牙きばを、あるいはかわしあるいは弾はじきながら、レレナは頭の中で冷静にタイミングを計る。ちっ、ちっ、ちっ──と脳のう裏りに時計の音を思い浮かべながら、流れるような豹の動きを見み定さだめて、

　──今だ！

　不用意に飛び込んできた豹の額ひたいめがけて待ち構えたように木材を突き出した。狙ねらい澄ましたその一いち撃げきを、しかし直前で気がついた豹は素早く首を振って回かい避ひする。それでもなお避けきるまでには至らずに、肩に直ちよく撃げきして豹の身体からだ全体がつんのめるように空中で停止した。絵画のような一瞬が過ぎ去り、レレナは突き出した木材を強ごう引いんに横よこ薙なぎに振るってその横よこっ面つらを張り飛ばした。決して小さくはないその体たい軀くが猫のように宙を舞い、それでも豹は空中で複雑に身体を動かして、かろうじて足から着地する。が、喰らったダメージまでは抜けきらないのか、その場で数歩たたらを踏み、突き刺すような視線でレレナを見上げた。

「この、クソ、ガキ、があっ！」

　手て負おいの獣けものは健けん常じような獣よりもよほどの脅きよう威いとなりうる、そのことをレレナは身をもって理解した。激げつ昂こうの叫びと同時に迫ってきた豹の動きはそれまでのどんな攻撃よりも素早く、鋭く、そして恐ろしかった。その気迫は熱に包まれたレレナの精神を貫つらぬき、彼女が本来持つ臆おく病びような部分を怯おびえさせた。

　気が遅れれば動きも遅れる。精神に走った動どう揺ようのために、木材を振るうのがわずかに遅れた。豹はそれを見み逃のがさない。崩くずれたバランスを回復する暇ひまさえ与えずに攻撃を続け、豹がその爪を振るうたびにレレナの隙すきは連鎖的に大きくなっていった。レレナは慣れない手つきでかろうじて防ぎ、捌さばき、受け流していたが、やがて放たれた下からの一撃に、ついに手にした木材が弾き飛ばされてしまった。

「っ────！」

　息を詰めて、なお続く豹の攻撃を地面に身を投げ出して避ける。ぺたんと地面に尻しり餅もちをつき、いまだに熱の籠こもったその目め線せんを豹に貼はりつけたまま、レレナはずるずると這はうように後退しはじめた。豹はその姿を見て、一瞬嘲あざけるように笑い、猛たける咆ほう哮こうをあげながら一気にレレナに向かって跳ちよう躍やくした。

　その鼻先を、真っ黒な影が疾しつ風ぷうのように掠かすめていった。

「がっ──！」

　鈍い声と共に空中で豹のバランスが崩れた。レレナは尻を地面につけた体勢のまま、全身のバネを使って慌あわててその場所から退たい避ひする。間かん一いつ髪ぱつのところに墜つい落らくした豹の顔面には、血に濡ぬれた爪つめ痕あとが刻まれていた。痛みにうめく豹から素早く距離を取って立ち上がり、レレナは呆ぼう然ぜんとした視線を路上にさ迷わせる。

　その視線が、ある一点で停止した。信じられないものを見るように大きく目を見開き、それまで氷のように凍こごえついていたレレナの表情が、不ふ意いにかつての温かさを取り戻した。情なさけなく頼りない、気弱な女の子に戻ったレレナは、かすれた声で言った。

「……ツキ、さん？」

　見み間ま違ちがえようはずもない、三日月の傷きず跡あとをその顔に負った黒猫は、レレナのことを見もしなければその声に答えようともしなかった。なぜか生なま濡ぬれに貼はりついている漆しつ黒こくの毛皮は、しかし微み塵じんたりともツキの威い厳げんを損そこなうことはなく、それどころか彼の姿をより精せい悍かんなものに仕立て上げていた。

　その視線を片時も豹ひようから離さずに、ツキは重く低い声で言った。

「行け」

　無む駄だなことはなにひとつ口にせず、ただ目的だけを伝えるその口く調ちようは、まさしくツキのものだった。にも関わらずレレナがそれ以上声をかけるのを躊躇ためらってしまうのは、ツキの所しよ作さの端はし端ばしから、普段漂ただよわせている余よ裕ゆうが少しも感じられなかったからだ。近寄り難がたくさえある気配を纏まとわせて立ちすくむツキに、それでもレレナは健気けなげに言い募つのった。

「私も──私も、お手伝いします！　私だって戦えます!!」

「……寝ぼけたことを吐ぬかすな。お前はさっさと逃げろ」

　ちらりとレレナのことを見み据すえたツキの瞳ひとみは、それまで見たことがないほどに冷れい淡たんなものだった。痛いほどに透明な視線でレレナを見つめながら、ツキは面めん倒どうくさそうに、

「こいつを仕し留とめるのは、俺の役目だ。お前はお前の役目を果たせ」

「でも……！」

「何度も言わせるな!!」

　鋭く飛んだ叱しつ責せきにレレナは身体からだをびくんとすくませる。ようやく立ち上がった豹に視線を移しながら、ツキは独り言のように言った。

「俺はこいつに借りがある。返さなくてはならない重大な借りが。お前は手を出すんじゃない。逃げるんだ、レレナ。自らの領りよう分ぶんを、決して忘れるな」

「…………」

　数秒のあいだ考えてから、レレナは自分に背を向けたままのツキに向かってぺこりと頭を下げた。それからくるりと踵きびすを返して全力で走り出す。後ろから「逃げるな！」という豹の声、それを無視してレレナはさらに加速した。自分がなすべきことは、戦うことではなくて逃げきること。他に誰もいないのならばともかく、戦いに適した味方がいるのならばすべて任せきってしまったほうがいい。そう考えたレレナの脳のう裏りに、ふと、ある疑問が浮かび上がってきた。

　自分は、なぜ戦おうなどと思っていたのだろう。確かにいずれはあの豹をどうにかしなくてはならなかっただろうが、普段の自分ならば臆おく病びよう風かぜに吹かれて、とてもではないがそんなことを実行できなかったはずだ。

　が、その疑問は懸けん命めいに走りつづけるうちにだんだんと薄れていってしまった。考えても答えが出るわけではない問いに、消費すべき脳のう内ない酸素はレレナには残されていないのだ。全身を駆かけ巡る灼しやく熱ねつの温度はすっかり冷め、その代わりに重々しい疲労が現れはじめていた。

　走り出してからいくらもしないうちに、早さつ速そく息が切れてくる。ともすれば萎なえそうになる気力を、レレナは夜空を見上げることでどうにか持ち直した。もう空がずいぶん明るい。朝が近づいてきているのだろう。お日様さえ現れてしまえば、もうあの女おんな主人には追いかけられずに済むのだ。そう自分のことを励まして、レレナはさらにスピードを上げた。




　　　　◆




「──どけっ、どけクソ猫！　ツルの邪じや魔まをするな！」

　通じるはずがないとわかっていながら、なおツルはそう叫ぶ。と同時に跳ねるように黒猫に襲おそいかかるが、間かん一いつ髪ぱつというところで外されてしまった。攻撃の勢いを利用して、ツルはそのまま遠ざかっていくレレナの背中を追って走り出し──横よこ手てから突っ込んきた黒猫にあっさりとそれを阻そ止しされる。身を翻ひるがえしてそれを避け、ツルは黒猫のいる車線とは反対方向へと降り立った。憎にく々にくしげな声、

「……しつこい奴やつだ。何度ツルの邪魔をすれば気が済むんだ！」

「決まっている。貴き様さまの息の根を止めるまでだ」

　その言葉に怒りが再燃しかけるが、ツルは気き息そくを整えてかろうじてそれを制せい御ぎよした。いくらこの猫のことが憎いからと言って、こんな見え透いた挑ちよう発はつに乗って本来の目的を放ほう棄きすることだけはできなかった。それはとりもなおさず、ツルの主人である上じよう弦げんの意思に背そむくことになるのだから。

　構図はほぼ先ほどと同じ。自分はこの黒猫をどうにかして排除し、あの小こ娘むすめを追いかけなくてはならない。豹ひようの形態を取っている今ならば一気に出し抜いて引き離す自信はあるが、しかし、それとて絶対とは言えなかった。地上最さい速そくの生物である豹であっても、『生物』の枠わく外がいに位置する使つかい魔ま猫ならば追いつくことができるかもしれない。この黒猫の攻撃力は決して大きいとは言えないが、同時に決して侮あなどれたものではないということを、ツルは身をもって知っている。戦えば勝つ自信はある。しかし戦っている時間が惜おしい。無視して追うべきか、先に叩たたいておくべきか──先ほど散さん々ざん頭を悩ませたそのループに、再びツルは陥おちいりかけた。

　そのとき、頭の上で、なにかがざわめくような音が聞こえた。

　思わずツルは顔を上げる。敵を目の前にしてのその行為は、お世せ辞じにも誉ほめられたものではない。だが、それでもツルは、紺こん色いろに染まりはじめた夜空を見上げずにはいられなかった。

　それは、最初はただ闇やみ夜よに蠢うごめく影に過ぎなかった。目を凝こらして観察しているうちに、やがてその影のうちのひとつが二枚の羽を持つ生物であることが見て取れた。見慣れたそのフォルム、聞き慣れたその羽は音おと、それを現実に感じ取ってみても、ツルはなかなか信じることができない。頭の中のどこかでは、最終的にあの小こ娘むすめを捕らえるのは自分しかいないと──結局上うえ様さまは追いつくことができなかったのだと、半分諦あきらめていたのかもしれなかった。

　呆ぼう然ぜんと、ツルは首を晒さらして空を見上げつづける。それは実際の時間にすればほんの一瞬に過ぎなかったはずだ。だが、ツルにとってその時間は、なににも代かえ難がたい至し福ふくの瞬間だった。知らず知らずのうちに身体からだが震えた。ぴんと弓なりのその背中を反そらしたまま、ツルは感動に打ち震えていた。

　けたたましい羽音を重ね合わせながら頭上を流れていく、蝙こう蝠もりの群れ。

　ツルの遠とお吠ぼえを指し針しんにして飛んできたであろう──それは、ツルの最愛の主人の姿だった。

「──は」

　間の抜けた声が口から漏れる。安あん堵どの吐と息いきだ。もはやどんな悩みもツルの頭の中には存在していない。見上げていた視線をぐるりと黒猫に見み据すえ、ゆっくりと、慎しん重ちように回り込んだ。黒猫を前に、レレナが走り去っていった方向を後ろに据えて、ツルは薄く笑う。

「はは、ははは」

　ツルと同じようにして空を見上げていた黒猫は、ツルとほとんど同時にそれの持つ意味を理解したようだった。ツルとは正反対に、至福ではなく絶望、安堵ではなく焦しよう燥そうを、黒猫はその顔にありありと浮かべた。ツルはそんな黒猫の顔を見てさらに大きな声で笑う。

「はははははは、ははははははははははは！」

　次第に大きくなっていくその笑い声は、狂気のように闇やみの中に響ひびき渡った。四し肢しをアスファルトに踏ん張らせ、這はうような視線で黒猫のことをねめつけながら、ツルは渾こん身しんの嘲あざけりを籠こめて言い放った。

「あはははははははっ、形けい勢せい逆転だな黒猫！　今度はお前が追う番だ！　早く追わないと──上様が、あの小娘を食い散らかしてしまうぞ!!」

「……どけっ！」

　重い声でそう吼ほえて、黒猫は後あと先さきも考えずに突進してきた。一気呵か成せいに攻撃を加えてツルのことを怯ひるませ、そのまま脇を素す通どおりしてレレナのあとを追う──かつては自らがその状況にあっただけに、ツルには黒猫の考えが手に取るようにわかった。

　なればこそ対策は容易に立てられる。ツルは歯を剝むき出しにして笑いながら、あまりに直線的な黒猫の攻撃を素早く後退して受け流し、直後の隙すきを突いて黒猫の横よこっ面つらに強烈な一いち撃げきを見舞った。黒猫のちっぽけな身体は血の軌き跡せきを描きながら吹っ飛んでいき、受身もままならずに硬いアスファルトにどさりと転がった。それを見てツルは、もう一度けたけたと笑った。

「大変だ大変だ、果たさなくちゃいけない役目のある奴やつは本当に大変だ！　それに比べてツルの役目はもう終わり、上様はもう小娘の居い場所を突き止めたのだからな、あとはゆっくり休んでいても全然構かまわないんだが──」

　嘲ちよう笑しように歪ゆがんでいたツルの豹ひよう頭とうが、切り替わるようにして獰どう猛もうな憎ぞう悪おを浮かべた。

「──まさか忘れちゃいないだろうな黒猫!?　お前が今までどんなことをツルにしてきたのか──ひとつひとつ、思い出させてやるぞ!!」

　そう叫んで弾はじかれたように黒猫に跳びかかる。顔から血を流した黒猫は、横に引き裂くようにして振るったツルの爪をかろうじてかわし、しかしその尻尾しつぽの先端がわずかに引っかかって新しい血の雫しずくを宙に飛ばした。痛みを堪たえるかのように響ひびいた黒猫の鳴き声、それを聞いてツルは愉ゆ悦えつに顔を歪ゆがめ、爪つま先さきについた黒猫の血を愛めでるようにぺろりとなめた。




　　　　◆




　十何回目に繫つないだ通信は、変わらない砂すな嵐あらしの音を藤ふじ島しまの耳に伝えた。苛いら立だちを露あらわにしながら通話を切り、みしりと音がするほどに強く無線機を握り締める。落とした視線の先に、ここの生徒のものと思おぼしき上うわ履ばきが転がっている。間抜けな日常の象しよう徴ちようのようなその上履きにわけもなく腹が立って、藤島はそれを思いきり蹴け飛とばした。

「──やっぱり、繫がらないのか？」

　昇しよう降こう口を固めている班員たちのひとり、藤島の一番近くにいた従じゆう者しやがおずおずとそう尋たずねてきた。その後ろに控ひかえるようにして、班員たちが遠とお巻まきにこちらを眺ながめている。なによりもその態度に苛いらついて、藤島は罪もないその従者に突き刺すような視線を投げかけた。

「見りゃあわかるだろう」

「……あー、まあ、そうだな。す、すまん」

　藤島は小さく舌したを打つ。しどろもどろになってしまったその班員に背を向けて、下げ足そく場ばと校内を隔へだてる段差にどかりと腰を降ろした。彼らがなにを言いたいのかはわかっている。無線が──歩あゆみへの無線が通じないということは、つまり指し揮き班になにかが起きたということだ。そして結局現げん在ざいに至るまで、指揮班に通信が繫がることはなかった。それの意味するところは、とりもなおさず──

　──馬鹿な！　そんなことがあるか!!

　口の中だけで悪あく態たいをついて、藤島は座り込んだまま「だん」と足を踏み鳴らした。震える手を祈るように組み合わせて、それを額ひたいに押しつけた。神になどこれまで一度も縋すがったことはない。縋ったところで、得をすることなどなにもないということも理解している。だがそれでも、藤島は祈らずにはいられなかった。神でもなく悪あく魔までもない何者かに、藤島は胸のうちだけで、絞しぼり上げるような祈りを捧ささげた。

　と、いつの間にか近くにまで来ていたひとりの班員が、小さな声で藤島の名を読んだ。

「……なあ、藤島」

　歯を嚙かみ鳴らす。何度同おなじことを言わせるつもりだ、そういう意味の籠こもった視線で自分のことを見下ろす従じゆう者しやをにらみつけた。従者は慌あわてたように首を横に振って、その視線を否定した。

「違うんだ、撤てつ退たいのことじゃない。ちょっと来てくれないか。──その、広ひろ中なかが」

「……なんだと!?」

　従者が言い終わるのを待たずに、藤ふじ島しまは蹴けりつけるようにして立ち上がった。その従者に摑つかみかからんばかりの勢いで、

「どこだ──歩あゆみは!?　歩も一緒なんだろうな!?」

「しょ、昇しよう降こう口の外に──」

　居ても立ってもいられずに駆け出した。玄げん関かん部分にたむろする班員たちを押しのけて、藤島は蹴り破るようにして扉を開ける。すぐ目の前に五、六人の従者たちが立ち尽くしていて、緊きん張ちようを肩に漲みなぎらせて身構える彼らの向こうに、藤島は見慣れた若者の姿を見つけた。

　思わず駆け寄ろうとした藤島のことを、班員のひとりが縋すがりつくようにして止めた。思わず見返した藤島に、その班員は大きくかぶりを振った。

「待て、落ち着け。まだ広中が無事と決まったわけじゃない」

　なにを──と言いかけて、藤島はようやくそのことに思い当たる。狙そ撃げき班の班長だった広中は、主人の襲しゆう撃げきを受けて班が壊かい滅めつしてしまったがために、玄げん翁のうの指し揮き班に組み入れられていた。だが、その指揮班の安あん否ぴは今いま現在においてもなお不明であるのだ。そうであるからには、目の前にいる広中が『支配』されていないとは言いきれない。だからこそ、これだけの人数で広中のことを取り囲んでいるのだろう。いつ襲おそいかかってこられてもすぐに反はん撃げきできるようにと。

　主人の『支配』の能力は、従者に反はん抗こう不可能な命令を刻み込み、その従者を操あやつり人形に変えてしまうというものだが、その『命令』はかなりアバウトなものであっても簡単に適用されてしまう。つまり、仮に主人が『支配』した従者に「自分が『支配』されていると悟さとられてはいけない」という命令を下した場合、従者は自らの持てる全力を駆く使ししてその事実を隠いん蔽ぺいしようとするのだ。普段どおりに立ち振る舞い、そして、そのように『支配』されているのであれば、まったく普段どおりの笑顔を浮かべたまま平気で人を殺してみせる。従者にしてみれば、その能力は自らの魂たましいを縛しばりつける、主人に対する恐きよう怖ふと憎ぞう悪おの象しよう徴ちようであると言えた。

　だが、そのときの藤島にはその可能性を吟ぎん味みするだけの精神的余よ裕ゆうは残っていなかった。歩と同じ指揮班に所属していた広中が目の前にいるというのに、安あん否ぴ不明となった歩の消息を知っているはずの人間がすぐそこにいるというのに、それを無視して慎しん重ちよう論を選せん択たくできるほど藤島は落ち着いてはいられなかった。藤島は強ごう引いんに束そく縛ばくを振りほどくと、所在なさげに佇たたずむ広中へと走り寄った。

「……藤島さん……」

　複雑な表情を浮かべながら、広中は藤島のことを見上げる。完全に間合いに入っているというのに、広ひろ中なかが攻撃してくる気け配はいは感じられなかった。背後で数人が安あん堵どの吐と息いきを漏らす音、それを聞きながら藤ふじ島しまは広中の顔を覗のぞき込む。

「広中、答えてくれ。指し揮き班はどうなったんだ！　玄げん翁のうは？　主人は？　──歩あゆみは、どこでどうしている！　なぜ誰も通信に応こたえないんだ!?」

　その問いに、広中は、──悔しそうに顔を歪ゆがめながら、目をそらした。

　それが、答えだった。

　胸の奥に、ずくりと動くものがあった。

　本当は、最初から、わかっていたはずだ。無線に誰も応えなかったときから「まさか」とは思っていた。十分経たっても、二十分経っても、歩がその懐ふところに収めているはずの指揮班の無線機に通信が繫つながることはなかった。藤島以外の誰もがそう思っていたに違いない。どんな戦せん闘とうだって、そんなに長引くはずがないと。仮に主人の撃げき退たいに成功しているのならば、向こうから先に連絡が入っているはずだと。だからこそみんなは藤島に撤てつ退たいの要よう請せいをし、藤島はそれを頑がんとして拒否しつづけていたのだ。

　本当は、藤島にもわかっていたのだ。

　指揮班が全ぜん滅めつしたという、この上もなく絶望的な現実を。

　それを理解した瞬間──藤島の中の、決定的ななにかが死んだ。

　身体からだ中の力と共に、感情の色しき素その一切が抜け落ちた。その場に崩くずれ落ちないだけでも大したものだった。考える力のすべてを失い、藤島はよろめくように広中から身を離す。そんな藤島の顔を見上げて、広中は必死に言い募つのった。

「……僕は、窓から──主人に殴なぐり飛ばされて、それで窓から落ちて、そのおかげで助かったんです。そのときにはもう、玄翁さんも、田たど所ころさんたちも、みんなやられてしまったんですけど──でも、でもですね、藤島さん、そのときはまだ歩さんは無ぶ事じだったんです。だから、もしかしたら、もしかしたら歩さんも僕と同じように──」

　ぽつりと、

「なんでだ」

「……え？」

「なんでお前は無事なんだ、広中」

　ゆっくりと手を伸ばして、藤島は乱暴に広中の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。そのまま締め上げるようにして広中の身体を自分のほうに引き寄せる。まだこれほどの力が残っていたのか、と驚きと共に自覚した瞬間、胸の奥底に蠢うごめいていた淀よどむような感情が一気に爆ばく発はつした。

「お前はなんで生きてるんだ。なんでお前だけ、指揮班の中でお前だけ、お前だけが生き残っているんだよ！　なんで歩はいないんだ！　どうして、──どうして歩を見捨てて逃げてきたんだ、広中!!」

　その言葉に、広中の瞳ひとみが大きく揺らめいた。それを見て藤島はさらに激げつ昂こうし、

「なんとか──言ったらどうだ!!」

　怒りと悲しみと憎にくしみと──あらゆる負の感情が胸の中でぶつかり合っていた。暴れまわる感情の行き先、どうしようもない怒りのやり場を、藤ふじ島しまは罪ざい悪あく感かんに塗まみれた広ひろ中なかの顔に見出した。叫ぶのとほぼ同時に広中の頰ほおを殴なぐり飛ばす。吸血鬼の怪かい力りきは小こ柄がらな広中の身体からだをあっさりと吹き飛ばし、さらに駆け寄って追い討うちを食らわせようとする藤島のことを、周りにいた班員たちが慌あわてて押さえつけた。数人がかりで拘こう束そくされながら、藤島はさらに大きな声で叫んだ。

「お前が死ねばよかったんだよ！　お前が代わりに死ねば、そうすれば、そうすれば歩あゆみは助かったんだ!!」

「やめろ──やめろ藤島！」

　悲痛に響ひびく班員たちの制止の声に、今度こそ藤島からすべての力が消え失せた。その場に立っていることすらままならず、自分のことを押さえつける班員たちの腕に引っかかるようにして身体を預ける。労いたわるような班員たちの視線を頭上に感じながら、藤島はその場にしゃがみ込んだ。

　涙は、出なかった。

　代わりに、枯かれきった声が自然と口から漏れた。

「──約束、したんだ」

　のろのろと顔を上げる。誰も彼も、藤島と視線を合わせるのを避けた。その中でひとりだけ、藤ふじ島しまの視線を真正面から受け止めたのは、他でもない、たった今いま藤島が殴なぐり飛ばしたばかりの広ひろ中なかだった。呆ほうけたような顔で広中のことをじっと見つめながら、藤島は不ふ思し議ぎなほどに落ち着いた声で言った。

「あいつは、約束を破る女じゃない」

　その言葉に、広中は小さく頷うなずいた。
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　うつむき、鋭く息を吸って、それきり藤島は黙り込んだ。誰も、なにも言わない。幕が下りたような沈ちん黙もくの中で、やがて藤島は静かにその場に立ち上がった。それを見み咎とがめた班員のひとりが、心配そうに声をかけてきた。

「藤島、お前……」

「広中」

　班員の声を遮さえぎって、藤島は広中へ再び目を向けた。広中はなにも答えない。殴られたことへの怒りも、藤島に対する哀あわれみも浮かべずに、広中はただ悲しそうな目で藤島のことを見ていた。

「どこだ。お前らが、主人と、会った場所は」

　少しだけ戸と惑まどったような顔をしてから、広中は藤島の胸中を窺うかがうように尋たずねた。

「……聞いて、どうするんです」

「迎えにいく」

　間かん髪ぱつを入れずに藤島はそう答え、広中はその答えを予想していたかのように顔を伏せた。黙りこくる広中の頭を数秒のあいだ見つめてから、藤島は首に手を当てて、ぼんやりとした視線を宙にさ迷わせた。

「まあ、言いたくない気持ちはわかるけどな。──それならそれで、構わない。お前、窓から落ちてきた、って言っていたな。つまり二階より上のどこかってことだろ。しらみつぶしに探すとするか」

　独り言のような藤島のその言葉に、今度は広中は弾はじかれたような反応を見せた。ばっと頭を上げて、広中は悲痛をその顔に刻み込んだ。虚うつろな藤島の表情を見み据すえ、それから耐え切れなくなったように口を開く。

「三階──三階の、東側、多た分ぶん理科室の前だったと思います。ドアが壊れているはずだから、行けばすぐにわかると思います、けど──」

「……けど？」

「お願いです。主人を探そうとか、探し出して倒そうとか──そんなことは、絶対に考えないでください。歩あゆみさんを探して、もし見つからなかったら、すぐに帰ってきてください。それだけ、それだけは──『約束』してください」

　しばしのあいだ藤島は広中の目を見つめ、それから投げやりに頷いた。誠意が籠こもっているとは言い難がたいその肯こう定ていを、それでも広中はそれ以上突つっ込もうとはしなかった。あるいは彼にも、半なかばわかっていたのかもしれない。空くう虚きよな藤島の表情、その瞳ひとみが探し求めているものが、他でもない、自らの死に場所だということを。

　ゆっくりと藤ふじ島しまは歩き出す。じっとうつむいている広ひろ中なかに背を向けて、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす班員たちのあいだをすり抜けて、藤島は校舎の中へと足を踏み入れた。




　　　　◆




　当たり前のことというかなんというか、湯ゆ良ら川がわに着いたはいいもののすでにそこにはツキどころかシマの影すらも見当たらなかった。そのことを知った途と端たんに文もん句くを言い出したのは当然の如ごとくカンクロで、ぎゃあぎゃあと喚わめくカンクロに辟へき易えきとしながら、モザイクは川沿いに歩きはじめた。文句を言ったところで行く当てが見つかるわけでもない。カンクロはまだぶちぶちと何事かを言いながら、それでもモザイクのあとについてきていた。

　と、いくらも歩かないうちに、モザイクはすぐに知り合いに出会うことができた。川沿いに建ち並ぶブロック塀べいの向こうからひょっこり顔を出したのは、ユキの面めん倒どうを頼んだはずの黒ブチ猫だった。モザイクは彼のことを見上げて、不ふ思し議ぎそうに言った。

「あれ。お前こんなところでなにやってんだ？」

　その言葉に、黒ブチはいささかバツの悪そうな顔をした。

「いえ、それがその──ちょっとロシアさんに呼ばれたんス。大だい至急、湯ゆヶが崎さき中の猫を集めるようにって。その、ボスの一いち大事だそうでして」

　モザイクとカンクロは、思わず顔を見合わせた。黒ブチのことを尻尾しつぽの先でちょいちょいと呼び寄せ、確かめるように尋たずねる。

「ボスがなんだって？　ロシアがなんて言ってきたんだ？」

「いや、俺もよくはわからないんスよ。ロシアさんの使いの、使いの、そのまた使いくらいから話を聞いただけっスから。ただその、『湯ヶ崎中の猫全員なにがなんでも尾お久く篠しの街道に集まること』って話が伝わってきまして」

「尾久篠街道？　そこにツキさんがいるのか？」

　カンクロの言葉に、やはり黒ブチは首をかしげた。ふむ──とモザイクは再びカンクロと目を合わせる。ロシアがなにを考えているのかはわからないが、どうやら目的はモザイクたちとそう変わらないらしい。同時に頷うなずいてモザイクとカンクロは走り出しかけ、ふと気づいて立ち止まった。黒ブチを振り返り、

「ちょっと待て、そういやお前、ユキはどうしたんだ？」

　正直な猫である。黒ブチはその言葉に「ぎくり」と顔を強こわ張ばらせた。

「いえ。それが、その。……い、いなく、なっちゃいまして」

「──なに？」

　鋭く響ひびいたその声に、黒ブチはびくっとあとずさりをした。姿勢を低く保ち、モザイクのことを怯おびえるように見上げながら、ぼそぼそとした声で、

「あの、なんだか思いつめてたみたいだから、俺いろいろユキに声かけたりしてたんスよ。でもユキはなんにも答えなくて、それで俺、話しかけて欲しくないのかなって思って、ちょっと距きよ離りを取ってたんス。そしたらそのうちにロシアさんの使いが来て、そいつと話し込んでいるうちに──」

「……消えちまったっていうのか？」

　静かなその問いに、まるで大声で叱しつ責せきされたかのように黒ブチはびくっと首をすくめた。モザイクは小さく鼻から息を抜き、その横よこ合あいからカンクロが口を挟はさんでくる。

「いいじゃねえかよおっさん、別に神隠かくしにあったわけじゃないんだからさ。怪け我がしてるったって命に関わるわけじゃないんだろ？　そんならほっとけよ」

「そうは言うがな──」

「今はそんな時間ないだろが。後回し後回し、そんなことよりもツキさんと『狼おおかみ』の件を片付けることのほうが先決だよ。ほら、さっさと行くぞ」

　言うが早いかカンクロは駆け出していき、モザイクは憮ぶ然ぜんとした表情のまま、それでも黒ブチに向かって小さく頷うなずいてみせた。それを見て黒ブチは、見ているこっちの力が抜けてしまいそうなほどに安あん堵どする。モザイクはぐるりと首を巡らせて、だいぶ離れてしまったカンクロの背中を追いかけだした。

　尾お久く篠しの街道といえば、ここからそんなに離れているわけでもない。ロシアやシマがどこにいるのかはわからないが、まあ行けばどうにかなるだろう──猫らしい楽観的な思し考こうでそう考えたモザイクの頭の中には、もはやユキの名前など影も形も残ってはいなかった。




　　　　◆




　ツキにとって大事なものはたった二つ──誇りと忠ちゆう誠せい、それだけだった。

　彼は自らの主人である月つき島しま亮りよ史うじのことを、『契約』当時に比べれば幾いく分ぶんかは軽くなったとはいえ、それでもまだかなりの部分で尊そん敬けいしていた。何物にも屈せず何者にも敗やぶれない、孤こ高こうなる夜の王。威い厳げんに満ちたその姿はツキを心しん酔すいさせ、その威厳がだいぶ剝はげ落ちてしまった現在においてもなお、彼はいまだにツキの主人で在ありつづけていた。

『契約』によって得た力を自らの主人のために使うのは、ツキにとって──すべての使つかい魔まにとって当然のことだ。だが、魔ま物ものであることそれ自体に誇りを感じているツキは、その当然のことを為なすのが好きだった。『契約』に従って力を振るうことは、何物にも勝る心身の充じゆう溢いつを感じさせてくれた。それはツキの忠誠を満たし、ツキの誇りをより高いものへと昇しよう華かさせてくれた。自らが使い魔であるということを実感する瞬間──それこそが、ツキの唯ゆい一いつと言っていいほどの存在意い義ぎだったのだ。

　そして、その存在意い義ぎは、他でもない自分自身によって突き崩くずされてしまった。

　ユキが川に投げ落とされたあの瞬間、ツキは考えるよりも先に、ユキを助けるために自らも川に飛び込んでいた。一いつ刻こくの猶ゆう予よを争うというときに、なんの関係もない猫一いつ匹ぴきにかかずらい、敵方の使つかい魔まの突とつ破ぱを許してしまった。ほんの一いつ時ときの情じように流されて、ツキは自らの使命を投げ出したのだ。

　重大な──致ち命めい的なまでに重大な、それは、裏切りだった。

　ツキの心に凍いてつくような怒りが生まれたのは、そのときからだ。

　それは他の誰にも向かわなかった。ユキが悪いわけでは決してない。あの使い魔とてその怒りの対象とはなりえない。あいつはツキに選せん択たく肢しを突きつけただけであり、その気になればツキは、ユキを無視してあの使い魔との戦せん闘とうを続けることだってできたのだ。

　だが、ツキはそれをしなかった。殺したくなるほどの怒りを感じるのは、他でもない、そんな自分自身に対してのみだった。

　誇りを裏切った己おのれのことを、ツキは決して、許すつもりはなかった。




　頭を叩たたき潰つぶすほどの勢いで振るわれた爪の一いち撃げきを素早くかわし、着地と同時にツキはガードレールに沿って走りはじめる。途と端たんにその背後から、無む駄だのない金色の体たい軀くが迫ってきた。豹ひよう頭とうを笑えみに歪ゆがませながら走りくるその姿に、付け入るべき隙すきはどこにも見当たらない。引き離すことができず、体当たりをするようにして襲おそいかかってきた豹の身体からだを、ツキは跳ちよう躍やくすることでかろうじて避けた。が、無理な体勢での跳躍が祟たたったのか、着地に失敗して地面の上にどさりと転がってしまう。足に力が入らない、体力が尽きかけている──そう考えたツキの一瞬の隙すきを突いて、豹がその獰どう悪あくな牙きばを晒さらしながら跳びかかってきた。

「ぐっ────！」

　避けきれなかった。黒く長い尻尾しつぽの先端、その数センチの部分にがちりと嚙かみつかれて、電でん撃げきのような激げき痛つうがツキの脊せき髄ずいを走り抜ける。獲え物ものを捕らえた喜びに打ち震えるように、豹はツキの尻尾に嚙みついたままその頭を上下左右に振り回した。宙に浮いた身体が地面に叩きつけられるより早く、ツキは身体を丸めて爪を振るい、血に塗まみれた尻尾の先端を自ら切断した。豹の牙によって傷ついた先端はあっさりと切り離され、振り回されていたツキの身体は遠えん心しん力によって吹き飛ばされた。車道と歩道を隔へだてるガードレールにぶつかって停止する。

　立ち上がろうとして、ツキはずるりとその場に崩れ落ちた。

　失った尻尾の先端が、痙けい攣れんするような痛みと熱を発している。

　身体に力が入らない。

　──動けない。

「やれやれ、ずいぶんとしつこい猫だなお前は。ツルの覚えてる限りでは、猫ってのはもっと頭のいい生き物だったはずだけどな？」

　呆あきれたような豹ひようの声に、ツキは答えを返さなかった。不ふ思し議ぎなほどに感情の映らない目で豹のことを見上げながら、荒れる呼吸を整える。相手はすでに勝ち誇っている。それならば付け入る隙すきはあるはずだ。ほんの一瞬でいい、ほんの一瞬の隙さえ突ければ、使つかい魔まとして特化した自分の爪は相手の急所を切り裂ける。あらゆる戦いにおいて、油ゆ断だんより強力な敵は存在しない。どうにかこの豹を撃げき退たいすることができたら、そのあとは、

　──どうする？

　今から追いかけて、果たして、間に合うのだろうか。

　仮に間に合ったとして──満身創そう痍いの自分になにができるのだろう。相手は、目の前のこの使い魔よりもはるかに強力な『主人』なのだ。その能力の前には自分など風ふう前ぜんの塵ちりに等しい。命を投げ打って戦ったところで足止め程度の役割もできるとは思えないし、そもそもそれ以前にこの豹を倒すことすら──

　頭を振って、余よ計けいな考えを追い出した。無む駄だなことを考えるな、と自分を戒いましめる。

　自分はただ、なすべきことをなせばいい。これ以いじ上よう無駄なことに関わって、傷口をさらに広げることだけは、避けなくてはいけなかった。

「どうした。お得意の減へらず口ぐちも叩たたけなくなったか、猫」

　真ま上うえから聞こえたその声に、ツキは横たえていた身体からだをどうにか奮ふるい立たせようとして、ぐしゃりと踏み潰つぶされて地面にへばりついた。冷たいアスファルトの感かん触しよくを毛皮越ごしに感じながら、喉のど元もとをぐりぐりと踏みにじられ、ツキは苦しそうな声をあげた。

「ぐあ────」

「ほう、いい声だ、そんな声も出せたんだな。もっと聞かせてくれ」

　喉元への圧あつ迫ぱくがさらに強くなり、ツキの呼吸が完全に停止した。ずきんずきんと尻尾しつぽから響ひびく熱と激げき痛つう、酸素を渇かつ望ぼうする肺の苦しみ、それらの苦痛に晒さらされながら、それでもツキはかろうじて冷静を保っていた。いつの間にか、豹は──豹の形を取った使い魔は、少女へとその身を変えていた。ごりごりと首くび骨ぼねを圧迫するものは、獣けものの肉にく球きゆうではなくスニーカーのようなゴム底の感触だ。踏みにじられ、足あし蹴げにされたその下で、ツキの目が鋭く細められた。

「あ、そうだ、いいこと考えた。こんなのはどうかな？」

　足でツキのことを押さえつけたまま、少女はその手を伸ばしてツキの首を摑つかんだ。子供のものとは思えないほどの力で締め上げながら、目の前にまでツキの身体を持ってくる。自じ重じゆうで首が絞しまり、半はん開びらきになった口から死にかけの昆虫が発するような音が漏れる。その表情を見て、少女はその幼い顔に残ざん酷こくな笑えみを浮かべた。

「あははははははは、いいぞいいぞその顔だ、ほらどうしたもっと苦しそうな顔をしろ！　気持ちいいな、猫！　こうやって、偉そうなことをのたまってた奴やつが苦しみながら死んでいくのを見るのは本当に気持ちいい！　なあ！　あははははははははははは!!」

　心しん底そこ面白そうに、少女は腹を抱かかえて笑い出した。首を締め上げる力がいっそう強くなり、次第に暗くなっていく視し界かいの中、ツキは静かに、長なが々ながと息を吐き出した。

　その瞳ひとみに、鋭い光が宿った。

　油ゆ断だん。

　死にかけを装っていた身体からだに最後の力を漲みなぎらせ、ツキは全身の筋肉をバネのように駆く使しして己おのれの身体を持ち上げた。絡からめ取るようにして少女の細ほそ腕うでに後ろ足を引っかける。自じ重じゆうがそこに分散し、喉のど元もとを締めつける力がほんの少しだけ和やわらいだ。ツキは大きく一ひと呼吸をついてから、抱きつくように少女の手首に両前足を回す。爪を立てる。動脈はそのすぐ真ま下しただ。渾こん身しんの力を籠こめて、ツキは一気に少女の手首を引き裂き、

「…………!?」

　耳みみ障ざわりな音が響ひびき渡る。爪が──突き刺さらない。ほんの薄うす皮かわ一枚のはずの人間の皮ひ膚ふが突き破れない。愕がく然ぜんとして何度も何度も手首を引っ搔かくツキに向かって、少女はにやにやと笑いながら、

「ツルの能力は『変へん化げ』だが、これがなかなかの優れものでな。無む機き物ぶつにも変身できるし、身体の各部分だけを変身させることもできるんだ。こんなふうに──」

　うながすように、少女は目だけでちらりとそこを見た。少女の腕──その手て首くび部分が、ツキの首をがしりと拘こう束そくしたまま、鈍にび色いろに輝く鋼鉄へと変化していた。

「手首から先だけを鉄に変えたりもできる。すごいだろう？　生き物じゃない、こういう『無機変化』をするには、大変な努力と集中力がいるんだぞ」

「──────」

「これを使うとは思っていなかった。これは結けつ構こう疲れるからな、本当はあまり使いたくないんだが──お前、ツルの油断を狙ねらってたんだな？　やはりなかなか抜け目のない奴やつだ、そこだけは誉ほめてやる」

　少女の目に、ぬらりとした獣けものの輝きが満ちた。

「誉めてやるから──喜んで死ね！」

　手て錠じようのように鋼鉄化した手首を大きく振りかざして、少女はツキの身体を高々と持ち上げた。いまだに手首にしがみついているその小さな体たい軀くを、思い切り振り下ろして地面に叩たたきつける。凄すさまじい衝しよう撃げきが身体を突き抜けていき、ツキは短く息を吐いた。

「死ね、死ね、死ね、──もうひとつ、死ねぇ!!」

　ひとつ「死ね」というたびに、少女はツキの身体をそこらじゅうに叩きつけ、叩きつけ、叩きつけ、──叩きつけた。みしみしと身体が軋きしむ音が聞こえてきたのは最初の数回だけで、そこから先は骨が折れる音に紛まぎれて、その軋みは聞こえなくなってしまった。

　激げき痛つうと絶望に心身を苛さいなまれながら、ツキは決して腕に巻きつけた脚あしを離そうとはしなかった。これを離せば即そく座ざに首の骨が折れ、楽になることができる。そうわかっていながら、なおツキは脚を離さない。

　まだ、自分はなにもしてない。投げ出してしまった使命、打ち捨ててしまった誇り──それを、まだ取り戻していない。使つかい魔まにもなれず、猫にもなれず、中ちゆう途と半はん端ぱなままでの死を迎えることだけは、絶対に受け入れられなかった。薄れていく意識の中、ツキは最後の瞬間までしがみついていようと両脚あしにさらに力を込め──

　突然、身に襲おそいかかる衝しよう撃げきが止まった。小さくうめき声をあげて、ツキはかろうじて少女の顔を見上げることができた。ツキを地面に叩たたきつけたまま、ぴたりとその挙きよ動どうを止めた少女が、訝いぶかしげな声をあげた。

「なんだ。──なに見てる、猫」

　それが自分に向けられたものではないということに気づくまで、しばらくかかった。少女はそんなツキをちらりと見下ろし、

「お仲間か？　泣かせるな、助け出そうというのか」

　ツキには真ま上うえの光景、嘲あざ笑わらうかのように歪ゆがんだ少女の表情と、そのはるか向こうに広がる夜空しか見ることができなかった。視し界かいの外にいるその誰かに対して、腹の底から八つ当たりのような怒りが込み上げてくる。

　どこまで、俺の邪じや魔まをすれば気が済むんだ。

　もう、俺のことを、搔かき回さないでくれ────！

「……近づくな！　逃げろ!!」

　絞しぼり出すように、ツキはそう叫んだ。まただ、と思う。また自分は流されている、使命とも誇りとも関係のないただの猫風ふ情ぜいのことを気にかけている。何度繰くり返せばわかるんだ、もうあんな奴やつらのことなど放っておけ──そう叫ぶ理性を、ツキは保ちきることができなかった。苦悩に歪むツキの表情を見下ろし、数秒のあいだだけ考えて、少女は満面の笑えみと共に立ち上がる。

「よし。ついでにあいつも殺そう。お前もひとりじゃ寂しいだろ？」

　無む邪じや気きな笑みを浮かべながら使い魔の少女は、ツキのことを摑つかんだままゆっくりと足を踏み出した。悲痛な声で叫ぶ、

「誰だ！　逃げろと言っているんだ！　こいつは、お前などの手に負おえる相手じゃない!!」

「……そんなこと、できるわけないじゃないか！」

　答えたその声にはありありと聞き覚えがあった。ユキなど及びもつかないような跳ねっ返り、一度言い出したことは絶対に曲げようとしない、湯ゆヶが崎さき随ずい一いちの頑がん固こ者。ふざけるな、さっさと俺の前から消え失せろ──そう叫ぼうとして口を開きかけたツキの顔に、使い魔は頭ず突つきをぶち込んで黙らせた。その途と端たん、シマの鋭い罵ば声せいが飛ぶ。

「あんた！　それ以上ツキさんに妙みような真ま似ねしたら、ただじゃおかないよ!!」

　少女は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、

「──なんだ？　ツルになにか言っているのか？　ったく、やかましい猫だ。まあいいや、すぐに静かにさせてやる」

　呆あきれたようにそう言って、シマに向かってすたすたと歩きはじめた。最悪のケース。シマのことだ、どんな化け物を前にしても決して退ひくはずがない。そして目の前のこの使つかい魔まは、猫一匹殺ころすことになんの躊ちゆう躇ちよも持っていないのだ。一いち撃げきで、ほんの一瞬で、こいつはシマの命を狩かり取ってしまうに違いなかった。

　やめろ、ともう一度言おうとして、声が出なくなっていることに気がついた。意識がぼやけてくる。朦もう朧ろうとした視し界かいの中で、使い魔が死にゆくツキの表情にちらりと目を向けて薄ら笑いを浮かべかけた。

　その顔に、いきなり真っ白ななにかが貼はりついた。

「わ、うわっ！」

　子供のような声をあげて、使い魔は弾はじかれたように顔を仰のけ反ぞらせる。その真っ白ななにかは、ぶんぶんと激しく首を振る使い魔の顔にがっしりと爪を食い込ませていた。遠のいた意識が一気に覚かく醒せいし、明めい瞭りようになった視界に薄うす汚よごれた白の毛皮が飛び込んでくる。その光景が信じられず、ツキは自分のものとは思えないかすれた声をあげた。

「ユ、キ────!?」

　その声には応こたえず、ただ蛇へびが喉のどを震わせるような威い嚇かくの声をあげながら、ユキは使い魔の面つらをばりばりと引っ搔かいていた。だが、使い魔とていつまでも混乱しているわけではない。怒りを吐き出すかのように低くうなり、ぞろりと開いた左手の五本指、そのすべてがナイフのように鋭利な刃は物ものと化しているのをツキは確かに見た。心臓が凍りつく。やめろ、やめろ──心のうちだけで響ひびくツキの声を無視して、使い魔は一気に五本指をユキの小さな背中に




　シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!




　振るった指が引っかかり、鞠まり球だまのように軽いその身体からだが剝はがれ飛んだ。ツルの顔に爪つめ痕あとを刻みながら白猫は宙を舞い、アスファルトの上にすたりと着地して相変わらずの威い嚇かくの声をあげつづける。その背中に引き裂かれた痕はなく、ツルは目と耳を疑いながら自分の左手を見る。そこにあるのはなんの変へん哲てつもない五本指、──『変へん化げ』が、解けている!?

　瞬間、黒猫の爪が右手の親指と人差し指をあっさりと切り飛ばした。

「──────っ！」

　激げき痛つうに跳ねた右腕、その動きを利用して黒猫は飛び上がる。ツルから少し離れた場所に着地して、満身創そう痍いを絵に描いたような動きでぐらりと倒れそうになる。黒い毛皮から赤い血を滴したたらせながら、今にも崩れてしまいそうなほどに身を伏せながら──それでも黒猫は、その瞳ひとみをゆっくりとツルに向けた。

　凪ないだ海面のような──静かで、底知れない、金色の瞳。

　ツルの背中に、ぞわりと走るものがあった。

　心に走った動どう揺ように、ツルの挙きよ動どうが一瞬だけ止まった。瞬間、黒猫の姿が視し界かいからふっと搔かき消える。と同時に風かざ鳴なりの音、なにかが凄すさまじい速度でツルの頰ほおを掠かすめていき、それから一瞬遅れて、灼しやく熱ねつした鉄棒を押しつけられたかのような痛みが首くび筋すじで弾はじけた。

　不ふ意いに、身体からだが軽くなった。

「……え？」

　自分のものであるはずのその声は、やけに遠くから聞こえた。ふらふらとよろめいて、その場にぺたんと尻しり餅もちをついてしまう。どくん、どくん、と心臓が鼓こ動どうを打つたびに、左の首筋が焼けつくような痛みを吐き出している。指の欠けた右手で思わずそこをまさぐり──ぞっとするほどの血液がどくどくと溢あふれ出ているのを、ツルは右の手のひらに感じ取った。

「…………なに？」

　流れ出ていく血を押し留めようと、ツルは両手で傷口を押さえつける。が、いくらぎゅうぎゅうと力を籠こめても一いつ向こうに出血は止まらず、ツルは今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。浅く速く呼吸を繰り返す。身体からだが冷たくなっていくのがわかる。どうしよう、どうしたらいいんだろう、このままじゃ、死──

「分けだ、女」

　背後から響ひびいた黒猫の声に、ツルは獣けものの動きで身を翻ひるがえした。怒りと怯おびえを同量に交えた表情で、ぼろ雑ぞう巾きんのようになって立ち尽くす黒猫のことをぎらりとにらみつける。

「退ひけ。致ち命めい傷しようではないが、早急に手当てをしなければそうなりかねんぞ」

「……なんだそれは。塩でも送ってるつもりか!?」

「違う。これ以上戦いを続ければ、俺もお前もこのまま死ぬ。お前とて、それを望んではいないだろう」

　小さく息を吐き、黒猫は感情の籠もらない声で続けた。

「それとも──私し闘とうに命を投げ打つのが、お前の忠ちゆう義ぎか？」

　ツルは歯を嚙かみ鳴らす。だが、このときばかりは黒猫の言葉が正しいものだと認めないわけにはいかなかった。これは本来、しなくてもいい闘争なのだ。ツルの鬱うつ憤ぷんを晴らし、意い趣しゆ返がえしをするためだけの、根本的な大たい儀ぎを欠くただの喧けん嘩か。そんなつまらないことのために、主人の──上じよう弦げんの『所有物』である己おのれの命を消費することは、やはり許されざる反はん逆ぎやく行為なのだ。

　血の溢れる首筋を固く固く押さえつけて、ツルは吼ほえるように言った。

「いいだろう。今日のところは、見み逃のがしておいてやる。──いずれにしろ戦いはツルたちの勝ちだからな、お情なさけをかけてやるぞ、黒猫！」

　そう言い捨ててツルは地を蹴けり、ガードレールを飛び越して歩道を走りはじめた。血は相変わらず流れつづけているが、こころなしか先ほどよりは出血量が少なくなっている。適切な処置を施ほどこせば──傷口を焼くかどうにかして塞ふさげば、命は助かるだろう。と、黒猫の言葉を思い出して、ツルは砕けんばかりに歯を嚙かみ締めた。

　黒猫の目に見み据すえられたあの瞬間、自分は、間違いなく恐きよう怖ふしていた。それが、こんな結果を招いたのだ。あろうことか敵に恐れをなして勝てるはずの戦いを落とした、その屈くつ辱じよくは、容易に払えるものではなかった。

　もし次に会うことがあったら、そのときこそあいつの頭を嚙み砕いてやる。そう心に誓ちかい、ツルは傷口をぎゅっと握り締めながら、獣けものの叫びを夜空に響ひびかせた。




　　　　◆




　走り去っていく使つかい魔まの背中、それを見み届とどけてから、ツキは深く長く嘆たん息そくする。

　戦いはツルたちの勝ち──そういえば、あいつはツルという名前なのか──、そう言った彼女の言葉を黙って認める気はなかった。動かない身体からだを叱しつ咤たしてツキは立ち上がり、ずる、ずる、と足を引きずりながら歩きはじめた。

　そこで、はじめて気がついた。

　二車線の車道──そこをいっぱいに満たすほどの勢いで、数十匹の猫がツキの周りを取り囲んでいた。

　彼らの顔に浮かぶのは、見ているこっちの胸が締め付けられるような悲痛の表情だ。遠とお巻まきに自分を眺ながめる彼らの姿を目にして、ツキは数秒考かんがえ、それから「ああ」と息を吐いた。

　そういうことか。

　あのとき──ユキに指の刃やいばを突きたてようとしたツルの『変へん化げ』が解ける寸すん前ぜん、確かに凄すさまじい音量の威い嚇かく音が鳴り響ひびいた。猫一いつ匹ぴきの鳴き声ならばツルも動どう揺ようはしなかっただろう。が、何十匹という猫が一いつ斉せいにあげたその唸うなり声は、常識ではありえないがゆえにツルの精神を激しく揺さぶったのだ。使い魔である以上、ツルもツキも元は動物であり、動物であるからにはその奥おく底ぞこに野生の本能を秘めている。その本能が数十匹の咆ほう哮こうに危険を感じ、そのために精神が動どう揺ようし、集中が解け、ツルに言わせれば高度な技術である『無む機き変化』が解けたのだ。

　呆あきれたような顔で、ツキは自分を心配そうに見つめる幾いく十じゆうの瞳ひとみを見返した。

　なあんだ、と思う。

　俺が生き延びられたのは、結局俺おれの実力でもなんでもなく──こいつらのおかげだったということか。

　小さく笑う。礼を言わねばな、と思ったが、それよりも先にすべきことがあった。レレナを追いかけ、敵方の主人から守ってやらなくてはいけない。それこそが彼の主人が彼に下くだした命令であり、彼が今いま生きている理由、そのものなのだから。

　と、再び歩き出したツキの身体を、誰かがくいっと押した。普段ならばこそばゆいと感じる程度の小さな力に、しかしツキはバランスを崩し、その場に倒れ伏してしまった。苦しげに息を吐くツキの視し界かいに迫ってきたのは、今にも泣き出しそうな心配を滲にじませた、ユキの顔だった。

「…………ユキ……か……」

　そういえばこいつも自分のことを助けてくれたのだ。こいつだけではない。シマや、ロシアや、モザイクやカンクロや──数え切れないほどの多くの猫に、言い尽くせないほどの大きな借りを作ってしまった。それを返せるかどうかはわからない。そもそも生き延びることができるのかどうか、それすらもわからない。申し訳ないといえばただそのことだけが申し訳なく、せめて礼の言葉だけでもと思い口を開いたが、そこから声を出すことはできなかった。

　意識が、急速に遠のいていく。

　はるかな水みず底ぞこから空を見上げているようなぼんやりとした感覚の中で、ツキは半はん狂乱に自分の名を呼ぶユキの声を聞いた。そんな彼女を優しくなだめるモザイクの声を聞いた。冷静に、しかし力強い声で指示を出すロシアの声を、叫ぶような声で猫たちを叱しつ咤たするシマの声を、耳元で粘ねばり強く自分に呼びかけてくるカンクロの声を聞いた。それらの声はいつしか混ざり合い、溶け合い、ついには意味をなさない音の集合となって、ツキの意識と共に闇やみへと消えていった。




　　　　◆




　どことも知れない路ろ地じ裏うらの道、そのブロック塀べいに手をついて、レレナは立ち止まった。

　息を荒げてうつむき、ひとつひとつ、深しん呼吸をするようにして酸素を補給する。口の中がべたべたする。舌したを出し、肩を上下させて息を吸い込んでも、少しも楽にならない。レレナは無む理り矢や理り唾つばを飲み込んで、明るくなりつつある空を見上げた。

　月の姿は完全に見えなくなり、濃のう紺こん色しよくに広がる空は一秒ごとに明るくなっていくような気がした。朝の気け配はいが漂いはじめた路上に視線を移し、レレナはまた走りはじめる。もはやジョギング程度の速度を出すのが精せい一いつ杯ぱいで、どちらに向かって走っているのかもさだかではないが、それでもなにもせずに休んでいられるほどレレナの神経は図ず太ぶとくはなかった。

　車が一台通るのがやっとなくらいに細い道を走り抜け、当てずっぽうに角を曲がった。視し界かいが拓ひらけ、住宅街の中に隠かくれるようにして設置された小さな公園が現れる。それを横よこ目めにしながら、レレナはふと思った。

　月つき島しまさんはどうしているのだろう。やはり当初の予定どおり青あお池いけ城じようにたどり着いて、いつまでも自分がやってこないから心配しているのだろうか──脳のう裏りに浮かんだ『青池城』という単語の響ひびきに、なんとなく虚むなしいものを感じた。舞まいがいなくなり、ツキがいなくなり、ひとりぼっちになり。仮に朝になってあの女おんな主人から逃げられたとしても、そこから先はどうすればいいのだろう、そんな類たぐいの心配がレレナの心を横切った。

　そのとき──レレナの耳に、「がさり」という音が響ひびいた。

　素早く後ろに飛びすさり、すぐ脇に広がる公園の茂みに警けい戒かいを向けながら、レレナは背中をブロック塀べいに押しつけた。緊きん張ちようを色濃く浮かべた面おも持もちで、レレナは姿勢を低くしてその茂みをにらみつづけ──やがて、ふっと息を抜いて身体からだの力を落とした。だいぶ精神が参まいってしまっている、レレナはそう思いかけ、

　また聞こえた。

　今度は、絶対に気のせいではなかった。それは確かにレレナの耳に聞こえ、それが明めい瞭りようであるがゆえに先ほどの音との違いを簡単に聞き分けることができた。「がさり」ではなく「ばさり」と表現するのが相応ふさわしい音であること。単体ではなく、いくつかの複合した音源から響いてきた音であること。そして──それが、茂みからではなく、自分の頭上から聞こえてきたということ。

　レレナは硬直したまま、ぴくりとも動くことができないでいた。そんな彼女の目の前の歩道に、闇やみから生まれ落ちたような色彩を持つ蝙こう蝠もりが一匹、墜つい落らくするようにして落ちてきた。べしゃり、と地面にへばりついたその蝙蝠は、レレナの顔をちらりと見上げると、甲かん高だかい声で鳴いた。

　風が、唸うなりをあげた。

　レレナの頭上の空中で、なにかが、凄すさまじい存在感を伴って渦うずを巻いていた。

　顔を上げることができない。恐きよう怖ふに縛しばりつけられて、レレナは目の前に落ちてきた蝙蝠を見つづけることしかできなかった。だが、頭上に渦巻く恐怖は、幕が下りるようにゆっくりとレレナの前に降り立ってきた。けたたましい羽は音おとと耳をつんざく鳴き声を巻き上げながら、歩道に貼はりつく蝙蝠めがけて闇やみ色いろの竜たつ巻まきのような群れが殺さつ到とうした。地面の蝙蝠を起点にして、それはぶつかり合いまとまり合いながら体積を増していき──やがて、ひとりの女性の姿を纏まとって、その場にすっと立ち上がった。

　女性はレレナのことを見て、柔らかく笑った。と、ふと気づいたように空を見上げ、安あん堵どの吐と息いきと共に言う。

「よかった。ぎりぎりだったな」
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　その言葉が終わらないうちにレレナは走り出していた。朝が近づいているとか、もう少しで逃げ切れるとか、そんな建設的な考えは微み塵じんも思い浮かばなかった。ただ単純に、怖かった。悪意を持った氷の塊かたまりのように、その主人はただそこにいるだけで周囲を凍りつかせてしまいそうなほど、禍まが々まがしく冷たい瘴しよ気うきを発していた。と、風を切る音に混じって後ろから主人の声、

「これ以上、手間をかけさせるなよ」

　背せ筋すじが粟あわ立つ。静かに聞こえるのはその表面上のことだけで、その内側にふつふつと煮えたぎるような憎ぞう悪おが揺らめいているのを、レレナは直感的に感じ取った。背後に感じる主人の気配から一いつ刻こくでも早く遠ざかるためにさらにスピードを上げ──

　足に激げき痛つう、走り出した速度はそのままにレレナは足をもつれさせて盛大に転倒する。痛みに顔を歪ゆがめながら視線を落とすと、ほんの子犬ほどの狼おおかみがふくらはぎにがっちりと喰らいついていた。おぞましさに呼吸が止まり、レレナはそれを振り払おうと手を伸ばしたが、その度たびにあがる威い嚇かくの唸うなり声に怯ひるんでしまってなかなか摑つかみ取ることができない。ようやくそれを振り払うことができた瞬間、真ま後うしろに刃やいばを突きつけられたような威い圧あつ感かんを感じ、思わずレレナは振り返ってしまった。

　その頰ほおに、主人のつま先がめり込んだ。

　身体からだごと宙に浮き、受身もできずにアスファルトに叩たたきつけられる。口の中に生なま温ぬるい鉄の味が広がり、レレナは咳せき込こむのと同時にひと含みほどの血の溜たまりをアスファルトの上にぶちまけた。と、赤く染まるその溜まりの中に、白い塊かたまりが頭を出していた。

　奥歯だった。

　それを見た瞬間、レレナの頭の中で、なにかが音を立てて弾はじけた。

　口をぬぐいながら燃えるような目で主人のことを振り返り、姿勢を低くしてその場に立ち上がる。それを見て主人は「ほう」と眉まゆを広げ、そんな彼女に向かってレレナは地を蹴けって躍おどりかかっていた。

　勝てるとか勝てないとか、そんなことは毛ほどにも考えていなかった。爆発的な怒りに突き動かされるようにしてレレナは主人に迫る。武器を持っているわけでもない、五ご指しを鉤かぎ爪づめ状に形作りながらレレナは素す早ばやく間合いを詰め、渾こん身しんの力と共にそれを主人へと叩たたきつけた。薄い笑えみを口元に貼はりつけたまま、主人はその一いち撃げきをわずかに上体を反そらしただけでかわし、さらに続くレレナの攻撃を易やす々やすと捌さばいていった。踊るような足取りで後退しながら、主人は不ふ思し議ぎそうに言う。

「一体なんなんだお前は？　さっきまであんなに怯おびえていたのに、今度は手のひらを返したように反はん撃げきしてきて。窮きゆう鼠その真ま似ね事ごとか？」

　答えを返すつもりなどかけらもない。レレナは歯を食いしばりながらがむしゃらに両腕を振るい、しかし主人はそれをすべて紙かみ一ひと重えで避けてみせた。歴れき然ぜんとした実力の差をみせつけられて、それでもレレナの中の怒りは衰おとろえない。歪ゆがんだ表情の奥から獣けものに似た唸うなりを漏らしながら、レレナは両足のバネを利用して、低い体勢からすくい上げるような一撃を主人の顎あごに放った。主人は素早く頭を振ってかわしたものの、しかし完全に避けきることはできずに、レレナの爪つめ痕あとが主人の白い頰ほおに刻まれる。レレナは得意げににやりと笑い──しかし次の瞬間、さしたる動どう揺ようも見せずに伸ばされた主人の手に顎を摑つかまれて、そのまま吊つり上げられてしまった。

　片手だけでレレナの身体からだを持ち上げ、頰から流れた血をぺろりとなめてから、主人はレレナの顔をしげしげと見つめて、それから不思議そうに言った。

「──なんだ、お前、なにかおかしいぞ。普通の従じゆう者しやじゃないな。『力』が弱いくせに、強い。矛む盾じゆんしている」

「離して────離せっ!!」

　宙吊りにされた体勢のままレレナはじたばたと足を動かし、首を器き用ように巡らせて自らを吊り上げる主人の手にがぶりと嚙かみついた。主人は顔を歪めて舌したを打ち、レレナの身体を宙に投げ飛ばした。空中で器用に体勢を変え、猫のようなしなやかさで着地してから、敵意を剝むき出しにした表情で主人のことをにらみつける。

　そこにはもう、レレナという名の優しい少女は、どこにもいなかった。

　そこにいるのはただ、戦せん闘とう本能に取り憑つかれた──一匹の、吸血鬼だった。

　主人はそれを見て、ふむ、と顎に手を当てた。

「なかなか興味深ぶかいな。だが、今は詮せん索さくしている時間がない」

　だらりと両腕を垂らして、酷こく薄はくに目を細める。その瞳ひとみに剣けん吞のんな光が宿った。

「これ以上無む駄だな時間を費ついやしてしまうと──お前の悲鳴を聞く暇ひまがなくなってしまう」

　普段のレレナならばそれだけで力を失ってしまうような恐ろしい言葉、それを耳にしてもまったく恐きよう怖ふは感じなかった。ただ燃え上がるような激げつ昂こうを体内に感じ、それを逃がすためだけにレレナは走り出す。憎しみに彩いろどられた表情を主人に向けながら、レレナは神経を研とぎ澄ませ、腹の奥に生まれた炎ほのおの力を右手に籠こめて一気に跳びかかり──




　切れた。




　それまでの高熱が噓うそのようにレレナの身体からだから温度が一気に揮き発はつした。同時に身体からまたたく間に力が抜けていき、精神を鎧よろっていた凶きよう暴ぼうなまでの勇気も麻あさが解けるかのように消しよう滅めつしてしまう。わけがわからなかった。なにが起きているのかもわからず、なにかが起きたということすらレレナは理解していなかった。思し考こうが停てい止し状態に追い込まれ、肉体的にも精神的にも力を失ったレレナの身体は、しかし、すでに地を蹴けり主人に向かって跳びかかってしまっていた。

　攻撃態たい勢せいを取った主人は、微み塵じんも容よう赦しやしてはくれなかった。

　自らに跳びかかってきたレレナの顔面に滑るようなカウンターを喰らわせる。平ひら手ての一いち撃げきだけで肉が破裂したのではないかと思うほどの痛みが頰ほおに弾はじけ、レレナは無ぶ様ざまな格かつ好こうで地面に叩たたき落された。倒れ伏し、その場に這はいつくばったレレナのこめかみを、主人は再びつま先で蹴けり上げた。

「……なんだ？　今度はなくなったぞ？　本当におかしな奴やつだな、お前は」

　意味がわからないことを言いながら、主人は地面に転がったレレナにすたすたと近づいてきた。今度こそ、レレナは主人のその姿に、明確な恐きよう怖ふを覚えた。

　背を向けて、腕を伸ばし、地面を摑つかんで、レレナは這うようにその足音から逃れようとする。歯がかちかちと鳴り、鳴るたびに折れた奥歯が痛んだ。ずる、ずる、と音を立てながら少しでも逃げようと這いずるレレナの膝ひざ裏うらに、主人は無む造ぞう作さに足を乗せた。

　嫌いやな──とても嫌な予感がした。

　反射的にレレナが振り返ろうとした瞬間、「ごきん」という鈍い音が聞こえた。

　骨が砕ける感かん触しよくを、レレナは確かに感じ取った。

「──────ぎっ、あ、あああああああああああああああああああ!!」

　絹を裂くような悲鳴が響ひびき渡る。子供が戯たわむれに枯かれ木を折るような気軽さでレレナの膝をへし折った主人は、その悲鳴を聞いてそれはそれは楽しそうに唇を歪ゆがめた。だが、レレナにはそれに気づく余よ裕ゆうなどかけらも残されてはいない。尻から太ふと腿もも、ふくらはぎにかけた筋肉が引きつったようにぴんと張り詰め、時折痙けい攣れんが起こるたびに気が狂いそうになるほどの痛みが膝から伝わってくる。脂あぶら汗あせが額ひたいを濡ぬらし、あまりの痛みのために指ゆび一本動うごかすことができない。思いきり背中を反そらしてレレナは痛みに耐え、そんなレレナの髪の毛を摑んで、主人は片手だけで、軽々とレレナのことを持ち上げた。

「痛いか？　ん？」

　レレナの自じ重じゆうで、数十本の髪の毛が嫌な音を発してちぎれ抜けた。

「でも大丈夫だ。吸血鬼だからな、いくら傷つけても『再生』するし、脳か心臓を傷つけない限り死ぬことは決してない。──だから、」

　端たん正せいな顔がレレナのことを覗のぞき込み、優しく微笑ほほえんだ。

「私がお前をいくら拷ごう問もんしてもなんの問題もない。遠えん慮りよせず、存ぞん分ぶんに痛がってくれ」

「────や、めっ」

　言いかけたレレナの口元に、主人は固めた拳こぶしを叩たたきつけた。「ぱっ──」と間ま抜ぬけな音を出しながら、レレナは血ち飛沫しぶきを鼻と口から撒まき散らした。その返り血を浴びて主人はなお笑い、髪の毛を摑つかんだ手をぱっと広げる。重力に引かれて地面に崩れ落ち、折れた膝ひざに体重がかかってレレナは引き裂かれるような悲鳴をあげた。その場に膝立ちになったレレナのうなじ、痛々しいまでにか細いその首を乱暴に摑み上げ、再び彼女の身体からだを持ち上げる。首くび筋すじに食い込む主人の爪、その激げき痛つうに身をよじるレレナの耳元で、主人は甘い声で囁ささやいた。

「お前の顔は本当にかわいらしいな、レレナ。──それであの方を誑たぶらかしたのか？」

　絡からみつくようなその口く調ちように、レレナの肩が震えた。その首筋をきつく握り締めたまま、主人は彼女の身体をぐいと前に押し出した。怯おびえきったレレナの顔、その前に突きつけられるようにして迫ってきたものは、

「二ふた目めと見れないツラにしてやろう」

　灰色の、のっぺりとした硬質を晒さらす、ブロック塀べいだった。

　声も出なかった。

　勢いをつけるように、主人は大きくレレナの身体を引いて、ブロック塀がいったん遠のき、レレナは口をぽかんと半開きにしたまま、反射的にその目を閉じて、

　一回、

　二回、

　三回、

　四回目でレレナはようやく両腕を目の前に持ってきた。構わずに主人は、その腕ごとレレナの顔面をブロック塀へと叩きつける。衝しよう撃げきと激痛はレレナの薄っぺらな両腕などあっさりと突き抜けて、赤あか黒ぐろい塊かたまりと化した彼女の鼻っ面つらに響ひびいてきた。

　ひんやりと冷たいブロックの感かん触しよく、べちゃりと付着した生なま暖あたたかい液体の感触。震える指がその液体の上で虚むなしく滑り、残ざん酷こくなまでに灰色なブロックに赤く濡ぬれた指し紋もんを残す。無感動な目でそれを見ながら、主人はぽつりと、

「腕も潰つぶされたいのか？　──わかった」

　そう言って再びレレナの身体を引き、

　五回、

　六回、

　七回、

　八回目で主人は苛いら立だたしげに舌したを打ち、

　九回、

　十回目で両腕がまとめてぶち折れた。それでようやく気が晴れたのか、主人は汚いものでも投げ捨てるかのようにレレナの身体からだを地面の上に放った。仰あお向むけに転がったレレナの顔──顔だったところをまじまじと観察し、それから主人は、狂ったように笑い出した。

「はははははは、あっはははははははははははは！　かわいい顔が台だい無なしだ！　お前、まるで豚ぶたみたいだぞ!?　っはははははははは!!」

　答えることができない。ぐちゃぐちゃに潰つぶれた顔を上に向け、レレナは涙を浮かべた瞳ひとみで中ちゆう空くうを見つめた。様さま々ざまな思いが脳のう裏りをよぎり──その中で一ひと際きわ強烈な思いが、半分ほどになってしまった歯のあいだからぽろりと漏れた。

　なんでわたしが、こんなめに。

　あまりに小さなその声は、誰の耳にも届かないままに闇やみに溶けていった。主人はまだ腹を抱かかえて笑っている。自分に向けられたその笑声に、この上もないほど惨みじめな思いが込み上げてくる。こんな仕打ちを受けなくてはならないほどの罪を、自分はなにか犯したのだろうか。なぜ自分が、こんな姿で地面に転がっていなくてはいけないのだろうか。

　舞まいの姿が脳裏に蘇よみがえる。同時にツキの、亮りよう史じの、岡おか田だの姿が──それまでレレナを助け、励はげまし、彼女のために力を尽くしてくれた人たちの姿が次々に浮かび上がり、レレナの耳元でいつか聞いた声を囁ささやきはじめる。諦あきらめてはいけないと、絶対にくじけてはならないと、その声は必死になってレレナのことを励ましていた。

　無理だった。

　そんなこと、できるわけがなかった。

　それができるのは、それに見合った強さを持った人だけなのだ。顔を潰され、アスファルトの上につき転がされて、豚のようだと嘲ちよう笑しようを浴びせかけられながら、レレナはただ怯おびえることしかできなかった。嵐あらしのようなその暴きよう悪あくに立ち向かうだけの力など、最初からレレナにあるはずがなかったのだ。

　情なさけなさと悔しさが混じり合い、込み上げてくるものを抑えきることができなかった。声を殺して泣きはじめる。それに気づき、主人はいまだにくつくつと笑ったままレレナに視線を落として、──治りかけていた膝ひざを、再び踏みにじった。電でん撃げきを流されたようにレレナの身体が跳ねる。

「あぎっ！」

「さて。まだし足りないところだが、そろそろ本当に時間がない。残念だな、もうちょっと遊びたかったのに」

　身を乗り出して、膝に載せていた足でレレナの喉のどを押し潰した。呼吸が詰まり、かすれた音で咳せき込こむレレナのことを倣ごう岸がんに見下ろして、主人は小さな声で言う。

「これから私はお前をある場所に連れて行くわけだが、その前に言っておくことがある。ようく聞いておけ、豚」

　首から足を離し、離した足で顔を思いっきり蹴け飛とばされた。

「そこには私の眷けん属ぞくがいて、お前のことを絶えず監かん視ししている。いいか、ここが重要なところだぞ。もし仮に、お前が逃げ出そうとしたり、あるいはそう疑われるような素そ振ぶりを見せたら、そのときは──」

　レレナの胸の上に馬乗りに跨またがって、主人は右手でレレナの肩をがしりと摑つかんだ。尋じん常じようではない力がそこに籠こめられ、みしみしと締めつけられるような痛みに、レレナは枯かれた声で喘あえいだ。歪ゆがむレレナの顔を見つめながら、主人は小さな声で、ぽつりと、

「お前の四し肢しをもぎ取ってやるぞ。いいな？　心に刻んでおけよ？」

　主人の瞳ひとみには、噓うその色も、脅おどしの色も、浮かんではいなかった。

　この人は本当にそれをする。いや、むしろ、それをしたがっているのだ。そのことを理解した瞬間、レレナの胸の中でそれまでとは比べ物にならないほど色濃い恐きよう怖ふが弾はじけた。潰つぶれた顔が今にも泣き出しそうに歪ゆがみ、それを見て主人は不快そうに鼻に皺しわを寄せる。レレナの目の前まで顔を近づけて、

「──それとも、今、そうしてやろうか」

　真の恐怖は、あらゆる力を奪い取る。

　だからレレナは、主人のその声に──赤ん坊のように無力な存在へと成なり果はててしまった。

　ただ子こう兎さぎのように震えながら、レレナはわずかに尻しりを動かした。気づかれたくなかった。このまま過ぎ去っていってほしかった。世の中そんなにうまくいくのなら誰も苦労はしない。震えるばかりでいつまで経たってもなにも答えないレレナのことを鼻で笑い、主人はその身体からだを動かしかけて──ふと、怪け訝げんそうな表情を浮かべて、周囲に探るような視線を巡らせた。

　その鼻が、ひくひくと動いていた。

　しばらく何事かを考えてから、主人は外に向けていた視線を再びレレナへと戻した。見み透すかすような目で見つめながら、きつく閉じたレレナの股またの間にスカートの上から触れた。

　悪あく夢むのような一瞬が過ぎ──主人は、うつむき、肩を震わせ、それから大声で笑いはじめた。

　哄こう笑しようを耳にしながら、レレナはぎゅっと身を固くする。悔しさに拳こぶしを握り締め、目の奥の熱を封じ込めるためにまぶたを閉じた。ただでさえ血に塗まみれたその顔を、さらに赤く染めながら、レレナは死にたくなるほどの屈くつ辱じよくに、ただじっと耐えることしかできなかった。




　　　　◆




　へこんだドアが転がり、割れたガラスが散乱し、明らかな戦せん闘とうの痕こん跡せきが残るその場所には、しかし人がいた痕跡は微み塵じんも残されてはいなかった。遺い跡せきにも似た空気の漂ただよう教室内に、藤ふじ島しまはゆっくりと足を踏み入れる。

　倒れた椅い子すや机を踏み越えて、教室の中心へと進んでいく。と、その途中、踏みしめた足の裏から「じゃり」という音が聞こえた。視線を落とすと、床ゆか一面に灰が広がっているのが見えた。静かに足を離し、その場に膝ひざをついて、藤ふじ島しまは踏みにじってしまった灰を元通りにならした。

　もしかしたら、これが歩あゆみかもしれない。ふと思い浮かんだそんな考えを打ち消すように、藤島は頭を振りかけ──その動きは途中でぴたりと止まってしまった。

　自分は、どちらを望んでいるのだろう、と思う。

　歩が跡あと形かたもなく消え去ってしまったことのほうを望んでいるのだろうか。それとも、歩がいつもどおりの姿のまま、どこかの物もの陰かげからひょっこりと現れることを望んでいるのだろうか。

　前者も、後者も、それは等しくあり得る現実だ。やはり後者であればいい、と藤島は漠ばく然ぜんと思う。まさかこの期ごに及んで歩が無事でいられると考えられるほど、藤島は楽天的ではなかったが、しかしそれを抜きにしてもそちらのほうがよほどマシな選択に思えるのだった。なぜなら──

　そのとき、教室の外から物音が聞こえてきた。

　顔を上げ、立ち上がる。自分でも驚くほど平坦な気持ちで、藤島は踵きびすを返した。その表情は絶望しているようでもあり、諦あきらめているようでもあり、──あるいは、安らぎを感じているようでもあった。ゆっくりとした足取りで教室内を横おう断だんし、藤島は廊下に出た。

　確認するように、左を見て、右を見て──ああ、と息を吐いた。

　後者だ。

　普段どおりのにこにことした笑えみを浮かべながら。

　普段どおりのあっけらかんとした気軽さで。

　歩は、まったく普段どおりの素そ振ぶりで、藤島に対して「や」と手を上げた。

　それを見て、藤島の口元に、優しげな微笑ほほえみが浮かんだ。

「……よう、歩。なにしてんだ、こんなところで」

　歩は相変わらず笑いながら、

「いやー、参まいっちゃったよトオル。玄げん翁のうさんたちはやられちゃうしさ、命からがら逃げ出せたのはよかったんだけど、またいつ主人が襲おそいかかってくるんじゃないかと冷や冷やしてたんだ。でもよかった、トオルに会えて。これなら安心だね」

　藤島に向かって足を踏み出す。ゆっくりと近づいてくる歩に向かって、藤島は、懐ふところから静かにナイフを取り出した。その動作に歩はきょとんとした顔になり、それから猛もう然ぜんと藤島に食ってかかってきた。

「あーっ、なによそれなんでそこでナイフ出すのよ！　もしかしてあんた、あたしのこと疑ってんじゃないでしょうね!?　──ったく、やだなあトオルってば、あんたね、このあたしのことが信用できないっての？」

　その言葉に藤島の心が揺れた。もしかしたら──そんな甘い考えが心の隙すき間まに忍しのび寄ってくる。もしかしたら歩は本当に、主人から逃げ出すことに成功したのかもしれない。広ひろ中なかも言っていたではないか、歩がやられるところは見ていないと。その素振りも口く調ちようも、彼女の中に他のなにかが混じっているとは、藤ふじ島しまにはどうしても思えなかった。もしかしたら。魔法の言葉だ。そのあとに続ければ、どんなありえないことでもたちまち現実となる。もしかしたら、歩あゆみの心は、何者にも『支配』されていないのではないか──

　激しく首を振ってその考えを追い払った。甘ったれるな、と己おのれの心を引き締める。現実を見ろ。教室に散らかっていた灰を思い出せ。広ひろ中なかのように偶ぐう発はつ的な事故によって逃げ延びたのではない限り、主人が獲え物ものを見み逃のがすことなど、まずありえない話だ。すべては『支配』によるものなのだ。大げさな仕し草ぐさも、明るい口く調ちようも、豊かな表情も、すべて──

　葛かつ藤とうする藤島を見て、歩は呆あきれたように言った。

「なにしてんの。──まあいいや、それよかそんな物ぶつ騒そうなもの早くしまってよ。ヒロくんたちのとこに戻ろ」

　両手で顔を覆おおい、藤島は、数歩後ろに後退した。なにかを否定するように首を振って、声を絞しぼり出す。

「……歩」

「なによ、さっきから」

「どうすればいいんだ。俺は」

　歩は「はあ？」と眉まゆ根ねを寄せ、

「どうするもなにも、部隊に戻るんでしょ？　で、撤てつ退たいするんじゃないの？」

「違う。そうじゃない。──『約束』の、ことだ」

　歩の頰ほおがぽっと赤らんだ。その反応、普段は意地っ張りなくせに、こういうときには少女のように恥じらってしまうその姿を見て、藤島は胸を締めつけられるような思いを味わった。だが、そのあいだにも歩は一歩ずつ自分に近づいてきていた。かつん、かつん、と廊下に響ひびく足音が藤島の後方の闇やみに吸い込まれていく。その音は、どこか催さい眠みん術じゆつめいて藤島の耳に響いた。

「俺はどうすればいいんだ。お前が、──お前が約束を破ったらただじゃおかないとか吐ぬかすから、必死で生き延びたのに──そのお前を失ったら、俺は、どうすればいいんだよ？」

「ちょっとトオル、なにを──」

「俺がなにを言ってるか、わかってるだろ？　歩」

　その言葉に、歩の肩が、わずかに震えた。表情も仕し草ぐさもいつもとなんの変わりもない、ただその肩だけが、彼女の内側でのせめぎ合いを映し出すかのように揺れていた。それを見つめながら藤島は細い声で続ける。

「吸血鬼には永遠の命がある。終わらない生命がある。だが、それは、『人』には長すぎる時間だ。ひとりではあまりにも長すぎる時間なんだ。──俺は」

　歩の目を、真正面から見つめた。その瞳ひとみの奥、主人の『支配』のさらに奥にある歩のことを見み据すえたまま、藤島は自ら彼女に近づいた。

「俺は、お前がいたから、今までそれに耐えることができたんだ。お前を失って、俺は、これからの時間をどう生き延びていけばいいんだ？」

　どちらからともなく、二人のあいだに横たわる距離が縮ちぢまっていく。歩あゆみが、そっと、身体からだの後ろに手を回した。それを見て藤ふじ島しまは、耐え切れずに視線を下に向ける。うつむいたまま無む理り矢や理り笑えみを浮かべ、自分も普段どおり、歩といつも話し合うときと同じ口く調ちようでいようと努めた。

「……お前が言い出したことだろうが。それなのに、お前から破ってんじゃねえよ。お前っていっつもそうなのな。俺にはいつも厳きびしいこと言うくせに、自分のことになったら『まあいいじゃん』でお茶を濁にごすんだからな。まったくやってらんねえよ──」

「トオル」

　顔を上げる。藤島の目が、大きく見開かれた。

　諦あきらめたように笑いながら、歩が、両腕を大きく広げていた。

　藤島の握り締めていたナイフが、乾いた音を立てて床に落ちた。

「大丈夫だよ。あたしは、トオルといつも一緒。約束だもんね」

　両腕を広げたまま、歩は笑んだままそう言った。

　足が勝手に動いた。空くう虚きよな表情を浮かべて、藤島は躊ちゆう躇ちよなく歩に近づき、広げた腕の中に踏み込んでいった。自由になった両腕を歩の背中に回し、きつくきつく抱き締める。歩も片手だけで藤島のことを抱き締め──そして、もう片方の腕で、腰に差し込んだナイフを素す早ばやく抜き放った。

　それに気がついても、藤ふじ島しまはさしたる動きも見せなかった。
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　目を閉じて腕の中の柔らかい感かん触しよくを脳のう裏りに刻みつける。なにか言おうと口を開いたが、結局藤島は言うべき言葉を見つけ出すことができなかった。その代わりにきつく歯を嚙かみ締め、藤島はさらに両腕に力を籠こめる。「痛いよ」と笑い混じりに囁ささやく歩あゆみの声、それとほとんど同時に、熱いものが藤島の背中に深々と突き立てられた。

　力が抜ける。

　歩の身体からだにもたれかかりながら、最後の瞬間、藤島はわずかな微笑ほほえみを口元に浮かべた。




　　　　◆




　魔法を解かれた泥どろ人形のように、女のことを抱き締めていた男の身体がくたりと溶けてなくなった。流りゆ砂うさのような灰を身に浴びて、かつての恋人が着ていた黒くろ服ふくをぎゅっと抱き締めながら、それでも女は穏おだやかな笑みを顔に浮かべたままだ。『支配されていると悟さとられるな』という亮りよう史じの命令、それを忠ちゆう実じつに守っているためだろう。心の奥底でどう考えていようとも、それが表おもてに現れることは決してない。主人の『支配』に完全に押さえ込まれて、命令に反すると見なされる情じよう動どうは、ことごとく封じ込まれてしまう。

　だが──亮史は、その『奥おく底ぞこ』を見てみたかった。

　寄りかかっていた壁から離れて、亮史は静かに歩き出した。女はまだ、抱き締めたままの体勢を崩くずしてはいない。左手を開き、右手にナイフを握り締めて、静かな──虚うつろにも見える表情を浮かべていた。

「……なにを考えている？」

　女が亮史のことを見た。その目からは、どんな種類の感情も見つけることはできない。静かに笑えんだまま、女は小さな声で答えた。

「トオルのことを」

　トオル、というのは、先ほどの男の従じゆう者しやのことだろう。亮史は腰をかがめて、その『トオル』が落とした銀のナイフを拾い上げた。片手でそれを弄もてあそびながら、つまらなそうに問う。

「恋人だったのか」

「……ええ」

「辛つらいか」

「ええ」

　女の表情は、やはり変わらない。亮史はちっと舌したを打って、軽く片手を上げた。

「その顔をやめろ──命令だ。『素すのままの表情を浮かべろ』」

　女の身体がびくんと跳ねる。亮史の目に真剣な色合いが宿り、その表情をよく見るために顔を近づけた。が、女の表情にさしたる変化は起こらない。それまでどおりの落ち着いた笑みを浮かべながら、ただ、女の片方の目から一いち条じようの涙が流れ落ちた。

　手にしたナイフを握り締める。視線を外し、亮りよう史じはぽつりと、

「死にたいか？」

　涙に濡ぬれた目を閉じて、女は、こくりと頷うなずいた。

　それを見て、心が決まった。

　今回の戦せん闘とうはこれにて終しまいだ。どちらにしろ下にいる相手は、もうとっくに戦意を喪そう失しつしている。これ以上戦う必要性は、どこにも感じられなかった。こいつの心臓にナイフを刺し込んで──それで、このゲームは終わり。そう思い、亮史は女に向かってつかつかと近づいていった。閉じたまぶたの下から静かに涙を流しつづける女の首を摑つかみ、ナイフを握り締めた手で頰ほおを伝う涙をぬぐってやる。が、『素す顔がおのまま』を晒さらした女は、その感かん触しよくに汚お物ぶつにでも触れたような不快な顔をした。小さく笑い、亮史はその手を大きく振り上げて、

　──月つき島しまさん

　どくん、と心臓が鳴った。

　──なにしてるの？

　その声の主ぬしは、言葉とは裏うら腹はらに、亮史がなにをしていたのかを明確に理解しているようだった。振り上げたままの体勢で凍りついていた亮史は、振り返るのと同時に弾はじかれたようにその場を飛び退のいた。離れた中ちゆう空くうに佇たたずむ舞まいの姿、そこに浮かぶ微び妙みような表情を見た瞬間、亮史の胸に疼うずくような感覚が走る。それを詳しく分ぶん析せきするよりも先に、亮史は口を開いていた。

「──いや、違う──違うんだ、舞くん。これは、だから──」

　舌したがもつれる。なにを言うべきかがまとまらず、まとまらないままに話そうとするからなお焦あせり、いっそう言葉が思い浮かばなくなってしまう。しどろもどろな弁べん解かいを繰り返す亮史の声は、舞の静かな視線の前にたちどころに小さくなって消えてしまった。とん、と床に降り立って、ゆっくりと亮史に近づきながら、舞はぽそりと言った。

　──その人のこと、殺すの？

「……それは、」

　──他にも、人、たくさん殺したの？

　うつむき、息を吐く。それまでの亮史だったら、なんの躊ちゆう躇ちよもなく言えたはずだった。殺したと、ひとりの例外もなくひとつの容よう赦しやもなく殺し尽くしたと、そう言えるはずだった。そこに負おい目など感じるはずがなかった。それは自衛のための戦いであり、自らの命を守るための戦いだったからだ。

　だが、そのとき亮史の口から出てきたのは、ぐだぐだとした言い訳に過ぎなかった。

「仕方なかったんだ。その──僕は、僕の、自分の──」

　──ううん、ごめん、変なこと言っちゃった。ほんとは、わかってたんだ

　亮史の言葉を遮さえぎって、舞はそう言った。愛らしいその表情に迷いの色を浮かべながら、舞はぼんやりと立ち尽くす女のことを見つめた。感情の混じらない声、

　──敵、なんでしょ？　その人──その人たちは敵で、月つき島しまさんのことを、その、殺そうとしたんでしょ？　だから月島さんは──

「……ああ。そうだ」

　低く押し殺した声で、亮りよう史じはそう答える。舞まいは空中から床へと降り立って、ゆっくりと、亮史に近づいてきた。

　──それくらいは、あたしだってわかってるよ。わかってる、つもり。だってさ、月島さん吸血鬼だし、正義の味方じゃないし、──だから、そういうことだってあるって、ずっと思ってた

「…………」

　──ごめんね。いきなり出てきて、驚かせるつもり、なかったんだけど。でもさ、どうしても我が慢まんできなくなっちゃって、だって──

　その身体からだが、急に現実味を帯びた。『実体化』。亮史の前に立ち止まり、舞は澄んだ瞳ひとみでひと回りほど背の高い亮りよう史じのことを見上げた。不ふ思し議ぎなほどにあっけらかんとした声、

「月島さんよくわかってなかったみたいだったから。ショッピングモールでも言ったでしょ？　あたしがどれくらい、月島さんのこと思ってるか。あたし、どうしても──」

　ナイフを握り締めた亮史の手に、舞の小さな手が触れた。白く温かいその手の肌はだに、亮史はちらりと視線を落とす。亮史の見ている前で、舞は亮史の指のあいだに手を滑り込ませて、

「どうしてもそれをわかってほしかったんだ。あたしがどれくらい──覚かく悟ご、してるか」

　そっと、優しく、舞は亮史からナイフを奪い取った。

　女に向かって、身体ごとくるりと向き直る。

「あたし、できるよ──できるもん。あの人が、月島さんの敵なら、──そういうことが、これからあっても、月島さんのためなら、できるんだから」

　言葉にまとまりがない。声も肩も震えていた。それでも舞は、手にしたナイフをきつく握り締め、決けつ然ぜんとした足取りで女に近づいていく。呆ほうけたような表情で、亮史も女もそんな舞のことを見つめていた。

　手が届く距離にまで近づくと、舞は躊ちゆう躇ちよするようにうつむき、足元に視線を落とした。確かめるように、数度ナイフを握り直す。美しい黒くろ髪かみが、内心を映すかのように揺れているのが見えた。

　やがて舞は意を決したように顔を上げ、大きく、ゆっくりと、その手を振り上げた。

　舞の目の前にいる女は、どういう種類の表情も浮かべてはいない。その顔を真正面から見つめながら、頭上に高々とナイフを掲げながら、舞ははっきりとした声で言い放った。

「月島さんができるんなら、あたしにだって、できる。──殺せる！」

　ぎり、と歯を嚙かみ締める音が響ひびき、舞は力任まかせにナイフを振り下ろし、

　払い落として、

　亮りよう史じは空中でそれを受け止めて、そのまま切きっ先さきを女の心臓に突き刺した。女は透明な表情で二人のことを見つめながら、小さく、あるいは嘲あざけりとも取れるような笑えみを口元に浮かべて、──灰になった。舞まいの挙きよ動どうを押さえるために伸ばした腕が、結果的にその身体からだを抱き締めるような形になってしまっていた。自分でも驚いているような表情を浮かべ、ナイフを突き出したままの体勢で、亮史は凍りついたように停止していた。

　緊きん張ちように強こわ張ばっていた舞の顔が、やがて溶けるようにほぐれた。舞を押さえ込むために肩に回した腕を離そうとして、思いとどまる。その肩に手を乗せながら、亮史は自信なさげにうつむいて、小さく言った。

「わかったよ。舞くんの覚かく悟ごは、よくわかった。だから──」

　これがそうなのだろうか、と頭の片かた隅すみに思っている自分がいる。だが、わからない。今までそれに触れたことのない亮史は、胸の内に渦うずを巻くその感情がなんなのかを、はっきりと判断することができなかった。ただ真ま下したにある舞の目を見み据すえながら、亮史は小さく息を抜いた。

「こんなことはしなくていい。こんなことは、僕がやる。君まで──手を汚す必要はない」

　亮史を見上げたまま、舞は、それとわからないほどに小さく頭を振った。

「もう、おんなじことだよ」

「…………」

「あたしは、月つき島しまさんと一緒がいい。月島さんが汚れてるならあたしも汚れたい。月島さんが化け物ならあたしも化け物になりたい。──月島さんが人を殺すのなら、あたしだって、殺すよ。だって、ずっと、そばにいたいから、だから──」

　そこから先は、言葉にならなかった。舞はその顔を亮史の胸に押しつける。胸むな元もとにじんわりと広がった温かい感かん触しよくは、多分、押しつけられた舞の瞳ひとみが涙しているからだ。だがその涙の一いつ滴てきは、思いもかけないほど大きな波は紋もんを亮史のないはずの心に形作った。

　人の持つ、温ぬくもり。

　これが、そうなのだろうか。亮史はもう一度、頭の中でそうつぶやく。もっとよく確かめてみれば、それの正体がわかるのかもしれない。亮史は舞の髪に手を回し、その身体を、より強く抱き締めようとした。

　その瞬間──既き視し感かんが、彼の頭の中で「ぱしん」と音を立てた。

　いつかと同じ表情を浮かべながら、いつかと同じタイミングで、亮史は舞の身体を引き剝はがした。突然身体を押された舞は呆気あつけに取られて亮史のことを見上げ、亮史は亮史で窓の外に視線を向けていた。「月島さん？」という舞の声、それに目も向けずに、じっと校舎の外の光景に見入っている。

『感かん知ち』反応。

　大きさから言って──上じよう弦げんのものに、間違いはなかった。

　そんな馬鹿な、と思う。

　今さらなにをしにきた。もうすでに空が白しらみはじめている。それなのに、もはや吸血鬼が自在に振る舞える時間は終わってしまったというのに、今さらやってきてなにをしようというのだろうか。

　わからない──わからないが、じわりと嫌いやな予感が滲にじみ出てきた。なにか大変な間違いを犯おかしてしまったような、取り返しのつかない過あやまちをしてしまったような──そんな、それまでの亮りよう史じにはまったく縁えんのなかった気持ちが湧わき上がってくる。それに突き動かされるようにして、亮史は身を翻ひるがえして走りはじめた。




　　　　◆




　殴なぐり飛ばされ、地面に叩たたきつけられて、かなりのあいだ気を失っていたらしい。打ちどころが悪ければ吸血鬼とて失しつ神しんする。玄げん翁のうが頭を押さえながら起き上がったときには、もう、なにもかもが手遅れになってしまっていた。

　よろめきながら校舎を回り込み、校庭へと出た玄翁は、すぐに『部隊』の従じゆう者しやたちと合流することができた。神しん出しゆ鬼つき没ぼつの主人によるたび重なる奇き襲しゆう、あるいは『支配』された従者たちの不ふ意い打うちにより、すでに『部隊』全体の人数は当初の三分の一、十人ほどにまで減ってしまっている。傷つき、疲れ果てた彼らが玄翁と再会したときに浮かべた表情は、しかし、出しゆつ撃げき前とは打って変わった不信、侮ぶ蔑べつ、軽けい蔑べつの色だった。ただひとり、同じく主人の猛もう威いから逃げ延びることのできた広ひろ中なかだけは、喜びに満ちた表情で玄翁のことを迎え入れてくれた。

　だが、当の玄翁の顔には、かけらほども喜びは浮かんではいなかった。

　だから玄翁は、従者たちの険けん悪あくな視線が自分に集中したとき──ただ目を伏せることしか、できなかった。

「なにしにきた」

　従者のひとりが、全員の気持ちを代弁するかのようにそう言った。

「みんな、死んだよ。──藤ふじ島しまも、木き崎ざきを迎えに行くと言って中に入ってったきりだ。今ごろ出てきたところで、あんたの出る幕はない」

　玄翁は、返すべき言葉を持たない。彼らの言うことは、一から十まですべてが正しいと思ったからだ。ただ顔を伏せながら、小さな声で、

「……すまん」

「すまんで──済むわけがないだろうが!!」

　怒りの叫びと共に、ひとりの従者が殴りかかってきた。玄翁はそれを、あえて避けずに頰ほおに受けた。それを見てその従者はさらに激げつ昂こうし、もう一いち度ど玄翁のことを殴りつけようとして──あいだに割って入った広中に、強ごう引いんに止められた。

「──やめてください！　玄げん翁のうさんが悪いわけじゃないでしょう!?」

「うるせえっ！　どけ、広ひろ中なか！　お前、悔しくねえのかよ!?　こいつのせいで──こいつが『犠ぎ牲せいは当然』なんて吐ぬかさずにさっさと撤てつ退たいしてれば、こんなことにはならなかったんだ！　なにが『主人は俺が仕し留とめる』だ！　できもしないことを偉そうにのたまって、仲間を見殺しにして──今さら、どのツラさげて生き延びてんだよ!!」

「今はそんなこと言っている場合じゃないでしょう！　もう日が昇ります！　主人も今なら追ってこれない！　まずはどこかに身を隠かくして──」

「どけっつってんだろ!!」

　広中の身体からだを強ごう引いんに押しのけ、その従じゆう者しやは懐ふところに手を突っ込んだ。さすがに周囲の従者たちのあいだからざわめきが起こったが、誰も自ら止めようとするものはいなかった。

　ただひとり、玄翁だけが、銀の煌きらめきを目にしてぴくりと表情を動かした。

　──『どんなことをしても生き延びること』──

「やめろ……！」

　玄翁がそう言ったのは、目の前の従者にではなく、己おのれの中に首をもたげてきたその命令に対してだった。顔を歪ゆがめ、一歩、身体を後ろに引く。それを見て従者は卑ひ屈くつに笑い、さらにそのナイフを突きつけてきた。

　瞬間、玄翁は目に止まらないほどの速さで懐からナイフを抜き放った。

　突きつけた体勢のまま、その従者はぎくりと身体を強こわ張ばらせた。常識的に考えて、組織随ずい一いちの使い手である玄翁と戦って勝てるわけがないのだ。だがそれでもいったん剝むいてしまった牙きばを引っ込めるわけにはいかなかったのか、従者は引きつった怒りの表情を浮かべながら、大声で吠ほえた。

「上じよう等とうじゃねえか──殺してやる！」

「……それは困るな。とても」

　突然響ひびいた凛りんとしたその声に、その従者は弾はじかれたように振り返った。玄翁も、驚きよう愕がくに目を見開いて声の方向を見つめる。玄翁を取り囲む従者の集団、そこから少しだけ離れた先に、黒こく衣いを纏まとったひとりの少女が立ち尽くしていた。

「そいつは私のものだ。勝手に殺されては困る。いや、困るというか──」

　呆あつ気けに取られて自分のことを見つめる従者の群れ、彼らのことをざっと見渡してから、少女は柔らかく微笑ほほえんだ。その片腕、本来ならば手が覗のぞいているはずの右の袖そでが風に流されてぱたぱたと揺れているさまを見て、玄翁は、彼女がなにを考えているのかを悟さとった。

　少女は──玄翁の主あるじたる『主人』、上じよう弦げん御ご前ぜんは、子供が遊びを提案するときのように、心の底から楽しそうに言った。

「むしろ、お前らが死ね」

　そして上弦と玄翁は、同時に叫んだ。

「────散れぇ!!」「やれ」

　その声に対する反応が、哀あわれな従じゆう者しやたちの明暗を分けた。突然の大声に、玄げん翁のうのことを取り囲んでいた従者たちは凍りつき──まず最初に、玄翁に向かってナイフを構えていた男が、竜たつ巻まきのように飛び込んできた漆しつ黒こくの狼おおかみの餌食えじきとなった。玄翁を除いた全員が事態の半分を理解するまでに一瞬かかり、その一瞬のあいだに、上じよう弦げんは残った左腕で手近に立っていたひとりの首を易やす々やすとへし折った。

　悲鳴と混乱が、彼らのあいだに再び巻き起こった。

　誰も立ち向かおうとするものはいなかった。上弦が主人であること、それすらも理解してはいないようだった。ただ真っ黒な狼、主人の猛もう威いの象しよう徴ちようであるその獣けものを見ただけで、群れなす従者たちは算さんを乱して逃げ出した。

　上弦にではなく、狼に恐きよう怖ふしていたこと──それが従者たちの犯した、最大の間違いだった。真に恐れるべき相手を見み誤あやった彼らは、狼から逃げることに気を取られるあまり、その影でひとりひとり確実に狩かり殺していく上弦に、ほとんど注意を払っていなかった。校庭を包む薄うす闇やみを裂くような悲鳴、その出で所どころがひとつずつ確実に減っていくのを、玄翁はただ歯は軋ぎしりしながら聞いていた。

　と、そんな玄翁の足に、誰かの手が触れた。見ればそこには、広ひろ中なかががくがくと身を震わせながら、すがりつくようにして玄翁のことを見上げていた。

「玄翁、さん──これ──一体──なにが────？」

「…………っ」

　玄翁は広中の両肩を摑つかんで、無む理り矢や理り引き立たせた。苦悩がありありと浮かび上がったその顔を近づけて、絞しぼり出すように言う。

「広中、頼む、逃げてくれ。逃げて、そして──二度と、組織には戻ってくるな」

　広中は「なにを言っているのかわからない」という顔をした。玄翁の言った言葉よりも、玄翁がはじめて見せる激しい感情のほうに驚いているようだった。呆ほうけたようにまじまじと見つめてくる広中の肩を激しく揺さぶって、玄翁はもう一度、同じ言葉を繰り返した。

「細かいことは考えるな！　御ご前ぜんは、この場にいる従者すべてを皆みな殺ごろしにする気だ！　死にたくなかったら、早く逃げるんだ!!」

「わ、──わかりました！」

　頭に浮かんだであろう数多くの疑問、それをひとつも表おもてには出さずに、広中はこくりと頷うなずいた。玄翁は薄く目を細め、身のうちに込み上げる罪ざい悪あく感かんを、ただ嚙かみ殺すことしかできなかった。広中は挨あい拶さつするように玄翁にぺこりと一いち礼れいし──その広中めがけて、狼が躍おどりかかってきた。

　ほとんど反射的に、玄翁は広中を突き飛ばし、その狼の牙きばを腕に受けていた。

「行け、広中。いいな、組織には絶対に戻るんじゃないぞ」

　幾いく分ぶんかは落ち着いた声で、玄げん翁のうは再びそう言った。広ひろ中なかがそれを聞き届けたのかどうか、玄翁に判断するすべはない。己おのれの腕に嚙かみついた狼おおかみの横よこつ腹ぱらを渾こん身しんの力で蹴けり上げ、殴なぐり飛ばしてから、玄翁は闇やみに暗あん躍やくする上じよう弦げんの影めがけて大だい音声で叫んでいた。

「──御ご前ぜん、なぜだ!!　こんなことをする必要が、どこにあるというのだ!?」

　一瞬の間の後に、やけに間延びした上弦の声が響ひびいた。

「『狼ろう瘡そう』、そいつは私の従じゆう者しやだ。相手にしなくていいぞ」

　狼は不満そうに唸うなって声の出で所どころを見み遣やり、次いで玄翁のことをにらみつけて、「命いのち拾いしたな」と言わんばかりに大きく吼ほえた。そのまま狼は玄翁の前から姿を消し、玄翁は再び己の主人のことを呼ばわった。

「御前！　御前っ!!」

「──まったく、うるさい奴やつだな。普段は物静かなくせに」

　まるで気配を感じさせない動きで、上弦は闇の中から、すう、と現れ出でた。思いつめた顔の玄翁をちらりと見遣り、その勢いをいなすように艶つややかに髪を搔かき上げる。だが玄翁は上弦の目を見つめたまま、まっすぐに言い放った。

「なぜ、こんなことをする。こんなことをして、一体なんの得とくがある」

　上弦は不ふ可か解かいそうに首をかしげ、

「おかしなことを言う。お前が殺されそうだから助けてやったというのに。『眷けん属ぞく』を思う主人の気持ちが、そんなに不ふ思し議ぎか？」

「だからといって、皆みな殺ごろしにする必要は──」

「……おい、玄翁。お前、いつから私に意見できるほど偉くなったんだ？」

　上弦の瞳ひとみに、ぞくりと背せ筋すじが粟あわ立だつような光が浮かんだ。狼に追い立てられる従者たちの悲鳴、それを背景にしながら、上弦はゆっくりと手を伸ばし、自分よりはるかに背の高い玄翁の顎あごをがしりと摑つかんだ。

「それにお前、私に無断で従者を一匹逃にがしたな？　ツルとは違い、お前は能よく私の命令に応こたえてくれるものとばかり思っていたのにな。──少し、失望したぞ」

「御前、俺は──」

　顎に食い込んだ指に、さらなる力が籠こめられて、玄翁はそれ以上なにも言えなくなってしまった。少女の細ほそ腕うでからは想像もつかない、凶きよう悪あくなまでの力に強ごう引いんに引き寄せられて、玄翁は息がかかるほどの至し近きん距きよ離りから上弦の瞳を見つめた。

　その瞳に──ぽつりと赤い光が灯ともった。

「陽よう動どうはよくやってくれた。それは評価する。命令だ、──『先に運うん搬ぱん車に戻り、ツルと共にレレナを見み張はっていること』。身体からだを休めておけ」

　上弦に反論する時間すらも、玄翁には与えられなかった。

　身体が勝手に動く。身を翻ひるがえし、風を切るように走りながら、玄翁はもうすでにどこからも悲鳴があがっていないことに気づいた。『支配』命令の遂すい行こうに邪じや魔まにならない程度に顔を伏せながら、玄げん翁のうはきつく拳こぶしを握り締める。せめて、広ひろ中なかは、無事に逃げ切ることができたのだろうか──そんなことを考えながら、玄翁は一いち路ろ、捕ほ獲かく・運搬用トラックに向かって駆かけ抜けていった。




　　　　◆




　一匹残らず従じゆう者しやどもを殺し尽くし、『狼ろう瘡そう』を戻した右手を確かめるように握り締める。血の巡る身体からだが熱い。上じよう弦げんは玄翁に『支配』を叩たたき込んだのと同じ、どろりとした目で薄うす闇やみの校庭を見渡した。太陽こそ昇ってはいないものの、すでに朝と言ってなんの差し支つかえもない時間帯であるがゆえに、すでに周囲は刻こく一いつ刻こくと明るくなりはじめている。吸血鬼にとっては死の代名詞である日光──その足音を耳にしながら、それでも上弦は、くく、と禍まが々まがしい笑えみを口元に浮かべた。火ほ照てる身体を抱き締めて、上弦は、その場で踊るようにくるくると回った。

　もう少しだ、と思う。

　もう、すぐそこにまできている。もう少しで、何百年という長い長いあいだ背そむけられていたあの方の目が、再び私に向けられるときがやってくる。あの方の頭の中に、私の姿が刻みつけられるときがやってくる。たとえそれが、怒りや憎にくしみに彩いろどられた記き憶おくだったとしても──完全に忘れ去られてしまうよりは、ずっと素晴らしいことだ。

　それに、そんなものはすぐに取り払ってしまえるものだ。だからなんの問題もない。かつての静せい謐ひつな時間、魎りよう月げつと寄り添い、笑いあって生きていた蜜みつ月げつのとき──それをもう一度味あじわうことを夢む想そうして、上弦は自分の身体を抱き締めたまま、感かん極きわまったように熱い吐と息いきを漏らした。

　やがて、踊るように回っていたその動きが、ぴたりと止まった。

　昇しよう降こう口に背を向けて、白しらむ夜空を見上げながら、上弦は、ぽつりと言った。

「お久しゅう、魎月さま」

「……なんのつもりだ」

　押し殺したその声には、怒りよりも不安、憎しみよりも不ふ審しんのほうが滲にじみ出ていた。上弦は溶けるような笑みを浮かべながら振り返り、すぐそこに立ち尽くす魎月、の傍かたわらに寄り添うようにして立っている幽ゆう霊れい娘の姿にぴくっと笑みを引きつらせた。それでもかろうじて平静を装い、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言ってのける。

「レレナを預からせてもらった。そのことを報告に」

　魎月の表情が──それまで一度も上弦の見たことのない種類の感情を浮かべた。

　複雑な思いがちらりと胸をよぎる。我われ知しらず拳を握り締めてしまう。自分が──何百年と一緒にいた自分が決して見ることのなかった魎月の顔を、レレナは、幽霊娘は、一体どれくらい知っているのだろうかと思った。上弦の胸に再び暗い炎ほのおがちらつきはじめ、そんな情じよう動どうなどまるで知らぬげに、魎りよう月げつは上じよう弦げんのことを低くにらみつけた。

「お前が、──レレナくんを？」

「ええ」

「……なぜだ」

　上弦は懐ふところに手を入れて、封ふう筒とうを一枚取り出した。自分の足元に置く。

「あなたにご足そく労ろう願おうと思って。引き取り場所と、時間は、ここに記してある。──置いておくぞ。あとでじっくりと読んでおくように」

　ぎり、と歯を嚙かみ鳴らす音がここにまで聞こえた。上弦はなにかを期待するかのように大きく目を見開き、その上弦の目の前で、魎月は空くう虚きよな表情を浮かべながら一歩ずつ近づいてきた。

「そういう意味じゃない。お前が、人ひと質じち、だと？　血ち迷まよったか、上弦」

　上弦は薄うつすらと笑い、

「血迷ってなどいないさ、私はいたって冷静だ。冷静だからこそ、あなたをおびき寄せる作戦を思いつくことができたんだ」

「かつてのお前は、誇り高い狼おおかみだったのにな。犬に堕おちたか」

　魎月の言葉に、上弦は悲しそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「どうしてそういうことを言うんだ。みんな、あなたのためじゃないか」

　じり、とにじり寄ってくる魎月の姿に、上弦も全身に緊きん張ちようを漂わせる。それでもその表情は柔らかく笑えんだまま、上弦は魎月に向かって、大きく両腕を広げてみせた。

「あなたを、愛しているがゆえのことなのに。どうしてそれをわかってくれないんだ？」

　魎月の顔に驚きが走り、しかしそれはすぐに無表情な敵てき意いの中に溶けて消えていってしまった。仕方ないな──と上弦は諦あきらめたように息を吐き、迫ってくる魎月に押されるようにして、一歩だけ後ろに下がる。

　魎月は、応こたえて言う。

「戯ざれ言ごとを聞いている暇ひまはない。レレナくんは、どこだ。今いま言えば命だけは助けてやる」

　上弦は大げさに首をすくめ、

「ああ、怖い怖い。魎月さまはお強いからな──だから私も、こんな手間を踏まなくてはならなかった」

「なんだと？」

「気づかなかったのか？　なにか妙みようだとは思わなかったか？　従じゆう者しやたちを相手にしていて、手て応ごたえがなさすぎると、そのことにほんの少しでも違い和わ感かんを感じることはなかったのか？」

　その身体からだがぎくりと強こわ張ばるのが、上弦の目に確かに見えた。図ず星ぼし──と口元を歪ゆがませて、白く細い指で魎月のことを指した。

「あれは陽よう動どうだ──いいや、そんなたいそうなものじゃないな。あれは、そう──餌えさだ。あなたを今夜一晩、ここに繫つなげておくための餌だったんだ。日が昇り、私たちが安全に逃げられるようになるまで、あなたをここに引きつけておけば、それで事は足りた」

　魎りよう月げつの表情に、じわり、と暗い色が広がった。

「不安だったのは──あのとき、あなたが自分のことを、人間になった、と言ったことだ。もしかしたら、とは思っていたよ。もしそのとおりだったら、餌えさに食いつかず、レレナを助けるために私を追ってくるのではないか、とな。でも──」

　くすり、と笑い、

「よかった。あなたの『人間』が上うわ辺べだけで。結局あなたは、レレナを見み捨すててくれた」

「……黙れ」

「自分の享きよう楽らくのために、他のすべてを忘れ去ってくれた。それでこそ、私の魎月さまだ」

「黙れ！」

　血を吐くような魎月の声、苦痛に耐えるかのような魎月の顔。それを聞きそれを見て、上じよう弦げんは、自らも泣きそうに顔を歪ゆがめた。拳こぶしを固く握り締め、それを自分の胸むな元もとにぎゅっと押しつけて、上弦は絞しぼり出すように叫んだ。

「なあ、魎月さま──魎月さま！　なぜだ？　なぜそんなに己おのれを偽いつわる!?　楽しかったんだろ!?　逃げ惑まどう獲え物ものを引き裂いて、食い散らかして、殺し尽くしたそのときに、焼けつくような喜びを感じていたはずだ！　なぜそれを認めないんだ!?　それこそが、あなたの持つただひとつの真実だというのに!!」

「──違う!!」

「違わないさ！　なにも違わない！　──そう、あなたはなにも変わっていない。あなたはやはり吸血鬼だよ。すべてを捨てて戦いを飲み干ほす、それこそが吸血鬼の姿だ」

　その言葉に魎月は、燃えるような目で上弦をにらみつけたまま、無む機き質しつな声でこう答えた。

「……それならば、上弦、お前だってずいぶんと変わったよ。お前はやはり人間だ。感情に囚とらわれて誇りすらも忘れ去る、それが人間の姿だ」

　それに答えて上弦は、薄く微笑ほほえんだ。

　その瞬間、二人は同時に動いていた。

　上弦は弾はじかれたように後方へ跳ちよう躍やくし、それを追って魎月も爆発的な速さで走り出した。静止していたときと計ったように変わらない距離を維持したまま、二人は再び同時に叫ぶ。

「──『豺さい狼ろう』！」「『狼ろう瘡そう』！」

　腕に獣じゆう毛もうが生はえ、瞬しゆん時じのうちに別個の生命となって二人の身体からだから切り離された。その『狼おおかみ』が、結局のところ最終的な勝敗を分けた。上弦を仕し留とめるために片腕を残しておかなければならなかった亮りよう史じに対して──上弦は、迷うことなく両腕を『狼』に変化させ、自らの後方に二匹の狼を投げ放った。あの二匹の『狼瘡』はまず間違いなく魎月に殺されるだろうが、なんの問題もない。上弦に必要なのは玄げん翁のうとツル、そしてレレナを収しゆう納のうした運うん搬ぱんトラックに駆け込むだけの時間であり、二匹の狼はその時間を稼かせぐための足止めの役割さえ果たしてくれればそれでよかった。真さな田だが用意した、密みつ封ぷう式の兵員輸ゆ送そう用トラック──その安全は、他でもない、昇りつつある太陽が保証してくれる。

　二匹の狼おおかみに襲おそいかかられて、魎りよう月げつの足が止まった瞬間──二人の距離は、致ち命めい的なまでに開いてしまった。射しや程てい圏けん外がいまで走り去り、上じよう弦げんはふと立ち止まる。はるか後方、二匹の狼を相手に手て間ま取っている魎月に向かって、上弦は、恋人にしばしの別れを告げる少女のように微笑ほほえんだ。

「それでは、魎月さま──また、後ほど！」

　そう叫び、笑い声をあげながら再び跳ちよう躍やく、家々を飛び越えて目的の場所に一直線に向かいながら、上弦はいつまでも笑いつづけていた。




　　　　◆




　悪あく夢むを見ている。

　うずくまり、微び動どうだにせず、細かに振動する車体の隅すみを見つめながら、レレナはじっとそう思っている。どこかの部屋かと見み紛まがうほどに広い車内の空間、闇やみに沈んだその中で、時とき折おり聞こえる少女たちの声が、その思いをいっそう強いものにしていた。

　自分は今、悪夢の中にいる。

　それはかつて見た車内の悪夢であり、先ほど見たトラックの悪夢と連なる世界だった。そこに、自分は、頭のてっぺんまで引きずり込まれてしまったのだ。眠りに見る悪夢と決定的に違うことは、この世界には、終わりがないということだった。これから自分がどういう目に遭あうのか──考えたくないが、予想がついてしまう。この世界に自分を引きずり込んだあの少女の主人と狼の使つかい魔まに、延々と虐しいたげられつづけていくに違いなかった。これから先、自分はずっと、歯を砕かれ、膝ひざを折られ、顔を潰つぶされつづけていくのだ。自分の苦痛こそが彼女たちの最たる喜びなのだから。これから自分は、何度も、何度も、何度も、何度も何度も何度も何度も──

　それならばせめて、希望は持たないでいようとレレナは思う。

　悪夢の世界において、希望は救いにはなりえない。決して報われることのない希望は、絶望よりもタチの悪いものであるからだ。胸の中で燻いぶりつづける希望は、黒々とした煙を撒まいてその人の心をずっと苦しめつづける。そんなに苦しいものならば、最初から持たないでいよう──乾いた瞳ひとみに涙すら浮かべずに、レレナはそう心に決めた。

　そのとき、レレナの横よこ手てから、聞きなれない声が聞こえてきた。

「……おい」

　びくん、と身体からだが跳ねる。隅にいるためにどこにも逃げ場がなく、レレナは怯おびえきった視線を声の方向へと向けた。

　長方形の荷台の中には、向かい合う形で二つの長なが椅い子すが備えつけられている。その片方、レレナのいる隅すみのほうに座っている大おお柄がらな男の人が、感情の映らない目でレレナのことを見ていた。なにをする気なのかとレレナは思わず身を縮ちぢめ、そんな彼女に向かって、男の人は静かにその手を差し伸べてきた。

　どこから調達してきたのか──そこには、濡ぬれたタオルが載せられていた。思わず戸と惑まどいの色を浮かべたレレナに、男の人は無感情な声で言った。

「顔を、拭ふけ」

　きょとんとした目で見つめるレレナから、男の人はふいに興味を失ったかのように視線を外した。投げやりにタオルを放ってよこし、「あとは知らん」とでも言わんばかりの態度でそっぽを向いてしまう。と、男の人の向かいに座り込んで、使つかい魔まの少女と何事かを話していた主人が、からかうような口く調ちようで言った。

「従じゆう者しやどもだけではなく、そいつにも同情するのか？　お優しいことだな」

「…………」

　男の人はなにも答えず、目を閉じて、眠りに就つくかのようにその身を長椅子に沈めた。主人もそれ以上話しかけることはせず、ただ侮ぶ蔑べつするような目でレレナのことを見、再び少女との会話へ戻っていった。だがレレナは、ちらりと見た主人の視線ですらも恐ろしくて、そこから逃れるように慌あわてて手にしたタオルに顔を埋めた。

　ごし、ごし、と、力ない手つきで自分の顔を擦こする。潰つぶされた顔面はすでに『再生』してしまっていた。鼻び骨こうも頰ほお骨ぼねも、折れたはずの歯でさえももう生はえはじめている。だがレレナは、吸血鬼の持つ凄すさまじいまでの回復力に感謝する気持ちは微み塵じんも持ち合わせていなかった。これがあるからこそ、彼女たちは自分のことを頓とん着ちやくせずに痛めつけることができるのだ。それを思えば感謝するどころか、レレナにはいっそこの力が呪いまわしくすら思えてくるのだった。

　顔を拭いている途中に、レレナは少しだけ泣いた。それを悟さとられるのが嫌いやで、レレナはタオルに顔を埋めたまま、しばらくのあいだぴくりとも動かなかった。びちゃびちゃに濡ぬれたスカートが気持ち悪かった。せめて着替えをしたかったが、これから先、そんなことをさせてもらえるのかどうかも疑わしかった。じりじりと込み上げてくる恐きよう怖ふに、レレナは耐え切れずに首をすくませて、

「──そんなに怯おびえるな」

　再び響ひびいた囁ささやくような声、それを聞いてレレナは顔を上げた。先ほどの男の人が、眠っているように目を閉じたまま、小さな声で話しはじめていた。

「お前は人ひと質じちだ。人質にはそれなりの待たい遇ぐうというものがある。真さな田だは冷れい酷こくだが、無用な暴力を好む男ではない。むしろ、お前のような立場の人間に対しては、丁てい重ちようにもてなすはずだ。だから、安心しろ──とは言えないが、そこまで不安になることはない」

「…………」

　淡たん々たんと喋しやべる男の人の横顔には、どんな種類の感情も刻きざまれてはいなかった──いや、ただひとつ、強しいてあげるとするならば、そこには色濃い疲労だけが刻みつけられていた。だから少なくとも、レレナはそこから噓うその色を見出すことは、できなかった。

　顔を上げる。タオルを返すべきかどうか迷ったが、今のレレナにはなにか握り締めるものが必要だった。期待は、しないでおこう──心に決めた誓ちかいのとおりにひとまずそう思ってみたが、先ほどより幾いく分ぶんか心が軽くなっているのは否いなめなかった。現金に過ぎる自分のことが、あまりにも単純な自分の頭が情なさけなくなって、レレナはうなだれるようにして視線を落とした。

　その視線の先の床が、ごつん、と鈍い音を立てた。




「……？」

　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、顔を上げる。気のせいか、とも思ったが、しかしすぐ隣にいるツルの顔も、向かいに座る玄げん翁のうも──そして、隅すみっこで縮ちぢこまっているレレナも、なにかに気づいたような顔をしていた。名めい状じようし難い一瞬が過ぎ去り──次の瞬間、車内の床ゆか中央あたりから、鉄が軋きしむ大きな音が響ひびき渡った。

「なっ──」

　絶ぜつ句くし、思わず上じよう弦げんは立ち上がる。信じられなかった。信じたくなかった。すでに日は完全に昇のぼっているはずだ。吸血鬼にとって死の象しよう徴ちようである日の光が、すでに完全に昇ってしまっているのだ。だが、凍りついたように上弦が凝ぎよう視しするその目の前で、相変わらず車体の床はがつんがつんと耳みみ障ざわりな音を立てている。玄翁が素早く立ち上がり、運転席と後部荷に台だいを隔へだてる壁に駆け寄って、そこに取りつけられたスピーカーのスイッチを叩たたいた。

「運転手。なにが起こっている」

『わっ、わかりません！　いきなり振動が──うわっ』

　ごぎん、と一ひと際きわ大きな音が響いた。泣き声をこらえるかのように口元を手で覆おおう。潤うるんだ瞳ひとみで床を見つめたまま、上弦は、意を決して『感かん知ち』を起動した。

　その肩が、痙けい攣れんするように慄ふるえた。

　ぶるぶると震える拳こぶしを真ま横よこの壁に叩きつけて、上弦は、吐き出すように叫んだ。

「──どういうことだ。どういうことだっ!?」

　燃えるような視線を壁かべ際ぎわの玄翁に叩きつけて、まるで彼がすべて悪いのだと言わんばかりの語調で、上弦は激しく髪を振り乱しながら声を張り上げる。

「玄翁、答えろ!!　なぜだ!?　なぜ、──なぜ魎りよう月げつさまがこんなところにいるんだ!!」

　玄翁が考え込んだのはほんの一瞬に過ぎなかった。ほんの一瞬でそれとわかるほどに、その答えは単純で、明快で、わかりきったものだった。上弦にだって本当はわかっていたのだ。『感知』から得られた位い置ち情報、それが示しているのは考えるまでもなく、

「車の下ならば、日光は届かない」

　落ち着いた玄げん翁のうの言葉が異い様ように腹立たしく、上じよう弦げんは濁にごった声で叫んだ。

「そんなことは最初からわかっている！　私が聞いているのは、──なぜ、そんな、そんなところに、りょっ、魎りよう月げつさまが──っ」

　そこから先は言葉にならなかった。ぐしゃぐしゃに歪ゆがんだ顔で、感情を剝むき出しにした表情で、上弦は一いつ心しんに床を見つめている。静かな玄翁の視線、心配そうなツルの視線、それらのしがらみをすべて振り払うかのように、上弦は自分の頭を抱かかえていやいやをするように首を振った。理り屈くつはわかっている。車体の影に覆おおわれていれば、直射日光を浴びることはない。直射日光を浴びなければ、少なくとも即死することは免まぬがれる。しかし、しかし──！

「──わかっているのか？　自分がなにをしているのか？　今は、もう、たっ、太陽が、出ているんだぞ？　私たちにとってなによりも命取りな、太陽がもう顔を出しているというのに、それなのに、それなのに、」

　叫ぶ、

「なによりも自分の命が大切なんじゃなかったのか!? 生き延びるために、そのために──化け物をやめ、人間を装って、この私から離れたんじゃなかったのか!!　私と生きていけない理由はそのためだと、あなたはその舌したで語ったじゃないか!!　なのに、──なぜだ、魎月さま、なぜこんな死ぬような真ま似ねを──！」

　そして上弦は弾はじかれたように反応する。長方体に閉じ込められた真っ暗な空間、その片かた隅すみに震える痛ましいほどにちっぽけなひとりの少女。

　レレナ。

　上弦の目から、つっ、と涙が落ちた。

「……そんなに、こいつが、大切なのか？」

　レレナはふと床から目を離し、自分を見つめる上弦のほうを見た。ほとんど本能的に、レレナは「ひっ」とか細い悲鳴をあげる。それを聞いて上弦の心に火が走った。こんなガキに──そう激げつ昂こうしかけた上弦を諌いさめるように、玄翁の冷静な声が響ひびいた。

「運転手。ここから一番近くにあるトンネルを通過しろ。到着したら知らせてくれ」

『わ、わかりました』

「御ご前ぜん。今はそんなことをしている場合ではない。──準備を」

　上弦は燃えるような色を瞳ひとみに浮かべたまま、玄翁のことをぎっとにらみつけた。が、やがてそこからふっと視線を外すと、今度はツルのことを見る。その顔に浮かんだ寒さむ気けが走るほど険しい表情に、怯おびえたように首をすくめながら、それでもツルはしっかりと上弦の目を見上げた。

「ツル。すまないが、もう一度『変へん化げ』できるか？」

「え？　そ、それはできますけど──なにに？」

「剣つるぎ、だ」

　一瞬の空白がツルの顔をよぎり、それから得とく心しんがいったように「ああ」と頷うなずいて、ツルの身か体らだがぐにゃりとその形を失った。細ほそ身みのツルの身体からだが見る間に剣つるぎの形を成なしていき、自分の身長を超えるほど長大なその剣を、上じよう弦げんは易やす々やすと持ち上げる。トラックの内壁をがりがりと削けずりながら、上弦は切きっ先さきを下に向けてそれを構えた。

　やがて、スピーカーが短い言葉を吐いた。

『着きました。今──入りました！』

　瞬間、上弦はあらん限りの力を振り絞しぼって、切きっ先さきを車体の床に突き刺した。

　手て応ごたえを感じた。

　だが、それでも『反応』は消えようとしない。血に濡ぬれた切っ先を持ち上げて、上弦は再び頭上に構える。その瞬間、車体に空あいた穴を通じて、魎りよう月げつの声が聞こえてきた。

「────上弦、いいか、よく聞け。僕が行くまで、絶対に、レレナくんを傷つけるんじゃないぞ」

「…………」

「毛け先さきほどにでも傷つけてみろ──お前の心臓を、食い破ってやるからな！」

　上弦はなにも答えずに、手にした剣を再び車体の床に突き立てた。この一いち撃げきで殺してしまうかもしれない、などとは少しも考えてはいなかった。ただすぐ真ま下したにある魎月の『反応』、それを少しでも早く切り離そうとだけ考えていた。自分以外の誰かに命を賭としている魎月の姿など、見たくなかった。

　迷わず、ためらわずに──上弦は、渾こん身しんの力を籠こめて刃やいばを振り抜いた。

　それで、終しまいだった。車体の下に感じる『力』──上弦があれほどに追い求めていた魎月の『力』は、その一撃には耐え切れずにトラックから剝はがれ落ち、はるか後方に流れ去っていった。上弦は大きく息をついて、きつく唇を結んだまま、ぼんやりと視線を周囲に漂わせた。

　その視線が、ひとつのところに留まった。

　それまでとは比べ物にならないほどの憎ぞう悪おが──否いな、濃のう密みつなまでの殺意が心の中に湧わき上がる。それに突き動かされて、上弦は半なかば機械的に剣を振り上げていた。その切っ先の向こうにいる少女は、剣を振り上げた上弦の姿に、ぽかんと口を半はん開びらきにして見入っていた。ほとんど事態が把は握あくできていないに違いない、その間抜けなツラめがけて、上弦は思いきり刃を振り下ろし──

　その手首を、素早く駆け寄った玄げん翁のうに押し留められた。

　低い声で、上弦は言う。

「玄翁。離せ」

　玄翁は答えず、ただ、首を横に振った。

　上弦の身体から、力が抜けた。

　剣と化したツルの身体を支えることができず、放り捨てるようにその場に投げ置いた。剣は耳みみ障ざわりな音を立ててしばらく転がっていたが、やがて元のツルの姿に戻ると、消え入りそうなか細ぼそい声で上じよう弦げんの名を呼んだ。それに応こたえることすらできなかった。上弦は車体の壁に背中をつけると、ずるずるとその場にへたり込み──そして、声を上げて、泣きはじめた。
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「……真さな田だだ。今度は一体なんだ？」

　どかりとデスクに足を投げ出したまま、真田は投げやりにそう答えた。その表情も態度も、これ以上ないほどにだらしなく緩ゆるみきっている。今夜一ひと晩ばんで決着がつくと聞いていたからこうやって机から離れずに電話を待っていたというのに、かかってくる電話といえば守もり人うどたちからのどうでもいい事務報告ばかりで、一いつ向こうに本命の連絡がないままに朝を迎えてしまったのだ。だから受話器を取った真田の対応がいくらか誠意のないものだったとしても、それは致し方のないことではあった。

　が、受話器の向こうの相手は、そんな事情を汲くんでくれるほど心優しい相手ではなかった。

　真田が受け答えをした瞬間、受話器の向こうから凄すさまじい音量の怒ど声せいと罵ば声せいが響ひびき渡った。驚きのあまり受話器を取り落とし、身体からだのバランスが崩れてあわや椅い子すから転げ落ちそうになる。地面に落ちた受話器は「なんだその態度は」とか「馬鹿にしているのか」とか叫んでいたが、不ふ意いにそれらの音声はふっつりと聞こえなくなった。真田は椅子に座り直し、受話器を拾い上げて、恐る恐る耳に当てる。

「……あー、その……もしもし？」

　それまでとは打って変わった落ち着いた声が聞こえた。真田は安あん堵どしたように息をつき、

「ああ、玄げん翁のうか。なんだったんだ今のは？」

　短い間、それを聞いて真田は目を細めて笑い、

「ふふん。ま、私は上じよう弦げんには嫌われているからね、仕方ない。──ああ、そうしてくれ。私としても君のほうが話しやすい。それで、首しゆ尾びは？」

　少し長い間、その途中に誰かが執しつ務む室のドアをノックした。きっかり一秒を数えてからドアが開き、白しろ宮みやがコーヒーを載のせた盆を持って中に入ってくる。空あいているほうの手を軽く上げて白宮に挨あい拶さつしてから、真さな田だは座り込んだ椅い子すごとくるりと後ろを向いた。

「そうかそうか、いやよくやってくれた。組織の代表として礼を言うよ。これで私たちの『研究』が飛ひ躍やく的に進むこと請うけ合いだ。それで、肝かん心じんの主人の身み柄がらは──なに？」

　短い間、真田は片手を額ひたいに遣やりながら、

「ちょっと待ってくれ玄げん翁のう、なにを言っているか理解できないんだが。だから、私が言ったのは──」

　少し長い間、そのあいだに白宮がデスクの上にカップをことりと置く音を、真田は背中越ごしに聞いた。再び前に向き直り、しかし真田は、白宮に礼を言うことも忘れて叫んでいた。

「なっ、なんだそりゃ！　そんなこと聞いてな──いや、それはそうなんだが──しかしな、君たちは確かに──」

　長い間。白宮は真田に一いち礼れいすると、脇に盆を抱かかえたまま踵きびすを返した。その背中をぼんやりと見つめながら、真田は苦にが々にがしげに受話器の向こうに答えを返す。

「──ああ。ああ。──そうか。いや──わかったよ。わかったっていうか、今さら言っても仕方がないしな。それは、こちらで用意する。……あ、ちょっとさやかくん、待った。頼まれてくれないか」

　ドアノブに手をかけていた白宮は、何事かと振り返る。真田は送話口に手を当てながら、「大だい至急、医者の用意を頼む。あとＶＩＰルームをひとつ、いつでも使えるようにしておいてくれ。着替えと薬やく湯とうの準備も忘れずに」

　少し考えてから、白宮は短く言った。

「獣じゆう医いでなくてよろしいんですか？」

　真田は「にい」と笑い、

「その必要はない。あの子の『変へん化げ』は大したものだ。人間だろうがなんだろうが、寸すん分ぶんの違いもなくその生物の組織に化けてみせるからな。一度じっくり研究してみたいよ」

　白宮の目に一瞬、侮ぶ蔑べつの色が浮かんだのを、真田は見み逃のがさなかった。それでも真田はあえてにやにやとした笑いを続ける。その笑顔からそれとなく視線を外して、白宮は確かめるように言った。

「……新しい部屋を、用意するのですね」

「そういうことになるな。面めん倒どうは、君に頼もうと思うんだが、どうだろう」

「わかりました。準備しておきます」

　それだけ言うと、白宮はもう一度真田に頭を下げて、さっさとドアを開けて出て行ってしまった。それでもまだにやにや笑いながら、真さな田だは再び受話器を耳に当てる。

「用意するよう言っておいた。こちらに到着するまでどれくらいかかりそうだ？　──そうか、わかった。ああ、ご苦労さま──なに？　まだなにかあるのか？」

　補足するような短い間、真田は興きよう味みを失ったように息を吐き、

「そんなことか──いや、なんでもない。了りよう解かいした。作戦上仕し方かたのない損失だ、まったくもって傷いたましいことだな、慎つつしんで冥めい福ふくを──」

　言い終わらないうちに通話は切れていた。存ぞん外がい玄げん翁のうも、純じゆん粋すいなところがあるんだな──そう思い、唇を歪ゆがめて、真田は受話器を置いた。

　大きく息をつく。ようやくその顔から笑えみが消え、その代わりに、白しろ宮みやをはじめとする他の従じゆう者しやたちの前では決して見せないであろう表情を、真田は浮かべた。

　主人の身み柄がらの確保は物理的に不可能。だが、彼をこの『本ほん拠きよ』にまで連れてくる、否いな、おびき寄せることは可能。そこまでのお膳ぜん立だては行う。そのあとの始末は──勝手につけろ。要するに上じよう弦げんは、そう言っているのだ。

　ふん、と鼻を鳴らして、真田は椅い子すを軋きしませた。最初からまともに約束を遂すい行こうするつもりが上弦にないことくらい、真田だって見抜いていた。が、こんな展開になってしまうとは、さすがに予想外のことだった。

　しかしまあ問題ないか、と真田は思い直した。

　コーヒーを啜すする。嚥えん下かしたその熱い液体は、腹の底に溜たまって不ふ思し議ぎな熱を放ちつづけている。闇やみに溶けたその顔を天てん井じように向けて、真田はじっとそのことを考えつづけた。

　しばらくしてから、真田は腕を伸ばしてカップをデスクの上に戻した。その指先が、なにかの発ほつ作さのように細かく震えている。それをごまかすように強く握り締めて、真田はぽつりと言った。

「……胸が、疼うずくな」

　椅子を軋ませ、回転させる。真田が向き直った先にあるものは、果てしなく黒く広がるのっぺりとした壁。その中央部に、大型のディスプレイが備え付けられていた。鏡のように黒々とした表面には、誰の姿も映ってはいない。画面の下に取り付けられたスイッチを、真田は指先で軽く押した。

　紅あかい光が、黒く沈んだ執しつ務む室を仄ほのかに照らし出した。

　ディスプレイ一面に、赤く濡ぬれた光が満ちている。その光は画面の右から左へと高速に流れていき、ただ果てしなく続くだけのその流動を、真田は飽きもせずに眺ながめつづけた。絶えず変化しつづける光の流れは、真田の顔を時には赤黒く、時には鮮やかな紅べに色いろに、千せん差さ万ばん別べつに彩いろどった。顔の上に這はい回るその彩りを楽しむかのように、真田は赤く濡れた笑みを口元に貼はり付ける。

「流れ、たゆたうだけならば、──泡うた沫かたに、なんの意味がある？」

　独り言のように、詠うたうようにそう言って、真さな田だは静かに目を閉じた。ゆっくりと椅い子すにもたれかかりながら、冗じよう談だんめいた口く調ちようでつぶやく。

「吸血鬼のおしごと、か。──くく」

くく、くくくくくく。低く抑えたその笑い声は、限りなく暗い紅べに色いろに染まった部屋の中に、ただ静かに染み渡っていった。








終









あとがき







　この巻の構想をとある知人に語って聞かせたところ、彼は開かい口こう一番こう言いました。

「お前サド？」

　多分違ちがいます。鈴すず木き鈴すずです。どうもこんにちは。

　いえね、自覚はしていなかったのですが、どうやらあるシーンの構想（本文未み読どくの方のために割かつ愛あいしますが結けつ構こうエグい場面です）を話しているときの表情が、この上もなく生き生きと輝いていたのだそうです。まあ確かに、三巻を書いてて一番楽しかったシーンは舞まいが逆ギレしてレレナに八つ当たりの蹴けりをブチ込むシーンだったりもしますけど、でも全然そんなことはありません。僕はいたって普通の人間であり、決してサディストではありません。今巻のそのシーンだけやたらと筆の進みが速かったような記き憶おくもありますが違います。絶対違います。ええ、違いますとも。




　さて、僕の人間性が証明されたところで、本題に移りたいと思います。

　前ぜん巻かんから今こん巻にかけてまでのお話と、それ以前のお話とで明確に違うのは、いわゆる『続きモノ』になっているところにあると思います。それまでのお話が比較的各かく話わ完結方ほう式しきになっていたのに対し、四巻では露ろ骨こつに「続く！」で終わらせましたし、下へ手たしたら今回も「続く！」でシメておかしくない終わり方をしました。

　これには一いち応おう理由がありまして、一巻～三巻で各キャラの紹介と掘り下げを、四巻以降でまとまったストーリーを、というふうに漠ばく然ぜんと決めていたからなのです。言わば一巻～三巻は前フリのようなもので（またえらく長い前フリですが）、一巻で各キャラの登場と紹介、二巻でレレナの掘り下げ、三巻で舞の掘り下げ、という形でやってきました。ですので四巻以降はほとんどすべて『続きモノ』になると思います。途中で外がい伝でんとか出なければ最終巻までこのまま突っ走るつもりですので、読者の皆さまにおかれましては何なに卒とぞご了りよう承しようください。




　ちなみに余よ談だんですが、四巻では担たん当とうさんを初めとして四し方ほう八はつ方ぽうから「エロい」「エロい」との指し摘てきを頂きました。非常に意外でした。「エロいものを書いている」という意識が全然ありませんでしたから。しかしまあ、よくよく考えてみたらその「エロい」の前には「これまでに比べたら」という一文がつくのだと思います。あの程度、他の作家さん方の書くものに比べたら絵本に等しいレベルのエロさに過ぎません。恐らく今後の「吸きゆう血けつ鬼きのおしごと」シリーズで四巻を上回る色いろ気けが出ることはないと思いますが、また新たに他のお話を書く機会を頂けたら、そのときはそっちの方面の地平を目め指ざしたいと思います。がんばります。

　あ、さらに余談ですが、本作中に出てきた亮りよう史じの使う『鉄棒』の正体をここで明かそうかと思います。まあそんなたいそうな秘ひ密みつでもないのですが、担当さんに突っ込まれたのでとりあえず。あれは、学校の体育館のバスケットゴールを出し入れするときに使う道具であります。先端の鉤かぎを輪っかに引っかけてぐるぐる回すと、バスケットゴールが出てきたり引っ込んだりする仕組みになっているんですね。多分みなさんの学校にもあると思いますので、機会があったら回してみてください。どう転んでも宿しゆく直ちよく室しつにはありませんけど。

　というわけで、「吸血鬼のおしごと」五巻、買って頂きましてまことにありがとうございました。次は六巻でお会いいたしましょう。それでは、さようなら。





鈴すず木き　鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

順調に作家業を続ける傍らで、順調に成績が下降しはじめている大学生。スケジュール合わせのために時間割を過疎にしたにもかかわらず、単位が危ないなんて人としてどうなんでしょうと尋ねられたら膝の上の猫はあくびで答えてくれた。下手の考え休むに似たり。
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イラスト／片かた瀬せ 優ゆう

東京と杉並区在住のイラストレーター。好きなものは猫と桜とゲーム。季節の変わり目になるとまず風邪をひいてしまう体質を何とかしたい。頑張ります。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/
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ファンレターあて先
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電撃文庫編集部
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